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　　　　　　　１




　ザッハ国の酒場は連日盛せい況きようだった。

　南東の国ざかいに近い、王都からすれば辺境ともいえる田舎いなか村の店も同様だ。

　汗あせと酒と、わずかばかり汚お物ぶつの臭においが立たち込こめた店内は、ほとんどが半はん裸ら姿の男たちで埋うめつくされている。一日の労働を終えたばかりの彼かれらは、

「愛すべきくそったれの親方に」

「われらがザッハの復興に！」

「神のご慈じ悲ひと、馬ば糞ふん臭くさいわれらがザッハの新王に！」

　掲かかげた杯さかずきをあわせては、どっと笑いあう。歌うわ、踊おどるわ、店に連つれ込こんだ娼しよう婦ふに抱だきつくわ、なかには陽が暮れる前からもう正体をなくして眠ねむりこける者とてある。

　しかし彼かれらを、「浮うかれすぎだ」などと責められる者が国内にひとりでもいたろうか。

　数か月もさかのぼらない過去、ザッハ各地は戦争で焼やけ跡あとになっていた。子を亡なくして泣なき叫さけぶ親は数知れず、親を失った子たちが路上を細い足でうろついていた。戦地へいった夫や恋こい人びとを待ちつづける以外にない女たちは、昼日中から家で身を寄せあいつづけて、蹄ひづめの音が聞こえれば窓を閉ざし、扉とびらを釘くぎで打ちつけた。ランドールの軍勢は目につく人間を片かたっ端ぱしから連行していくのだ。奴ど隷れい、もしくは邪じや悪あくな神への供く物もつとするために。

　善なる神のご加護にすがろうにも、教会は真っ先に焼かれていた。代わりにランドールの崇あがめる邪じや悪あくな神の像が領内に次々と運はこび込こまれるなか、大陸随ずい一いちの強国と謳うたわれたアルギアが滅ほろび、南の隣りん国ごくフォーゼも国土の半分ほどがランドールに奪うばわれたと聞かされて、そしてついにザッハの王家が絶えたという知らせが入った。人々は瘦やせ細ほそった身体を抱だきあい、重たげに瞼まぶたを上下させるだけの日々を過ごすしかなかった。

　それが一転した。いまや蹄ひづめの音は大勢で歓かん迎げいされた。新王就任を祝う名目で、王都から救きゆう援えん物資を運んでくる馬車のものだからだ。全土を脅おびやかしたランドール騎き兵へい、赤い目の巨きよ人じん兵、空を埋うめつくした黒い翼つばさの群れはどこにもなく、人々はいつもの労働に従事できるようになって、猫ねこや犬の姿さえ途と絶だえて寒風吹ふきすさんでいた往来には子供たちの駆かけまわる姿が戻もどってきた。もともと歌や踊おどりを愛するザッハ人の性質からして、連日のお祭まつり騒さわぎも無理からぬことだ。

「わがザッハが生んだ三人の英えい雄ゆうたちに！」

「〈運命の勇士〉アレフの世界を変えた勇気に。〈竜りゆう戦士〉ギュネイの悪を断たつ聖せい槍そうに。〈最後の聖堂騎き士し〉ジューザの代だい償しようを求めぬ忠義に！」

　杯さかずきを掲かかげる理由は山とあった。ひと晩かかっても消費しきれないほどだが、無論、よい酒ばかりとは限らない。

「おまえのその態度が気に入らないってんだ」

　店内に突とつ如じよとしてロブの怒ど声せいが響ひびきわたると、客たちは一様にうんざりした顔になって、

（またか。いったい今日のお相手は誰だれだ？）

　と何人かが好こう奇き心に駆かられて店の隅すみっこを見やり、当のロブと向かいあう『お相手』を確かく認にんすると、お気の毒さま、といった具合に肩かたをすくめた。

　腕うでっぷし自じ慢まんが多い樵きこりのなかでも、ロブはひときわ体格がいい。対する『お相手』は、ザッハ人男性としては平均的な背格好だが、ロブと相対すると相当に見み劣おとりした。おまけに、覇は気きのなさそうな顔つきが頼りなさに拍車をかけている。

「待ってください、ロブさん。いったいおれのなにが気に入らないんですか？」

　若者は、気の立った牡お牛うしじみているロブを、両手で制止しながら声をあげた。

　こちらの名はジャックという。最近になって村にふらりとあらわれた若者だ。大工やら樵きこりやら石切りやらを日ごとに掛かけ持もちしていて、日々、骨ほね惜おしみせずによく働いた。といっても、大工以外はどれも慣れない仕事だったらしく、毎日が四苦八苦と失敗の連続だった。ロブは仕事に厳しい男だ。目下の人間がひとつでも段取りを誤ると容よう赦しやなく罵ば声せいを飛ばし、誤りが二つ三つと重なると、石みたいな拳こぶしを胸むな板いたに当てた。ロブのこうした可愛かわいがり方は年少の者たちを怯おびえさせた。ジャックは口答えもせずによく耐たえていたほうだ。ロブも周囲に、

「すぐ逃にげ出だすかと思っていたが、最近の若い野や郎ろうにしてはなかなか気骨のある奴やつだ」

　くらいの賛辞は口にしていたのだが、今日になって、ちらりと意地悪な好こう奇き心が首をもたげてきた。ジャックは従順で、大人しかった。休きゆう憩けい中に男たちが交かわす笑い話や猥わい談だんに笑え顔がおを浮うかべることはあっても、自分から話の種を撒まくことはない。「前はなにをしていた？」と聞かれても曖あい昧まいに誤ご魔ま化かす。そこはザッハの人間同士だから、まだ振ふり切きれていない過去の惨さん事じがあるのだろう、と皆みな気を遣つかって、必要以上に聞き出そうとはしなかったが、

「そろそろあいつが来て一か月にはなる。『歓かん迎げい』してやらないとな」

　ロブが提案した。『歓かん迎げい』とはつまり、仕事仲間として定着した証あかしに、飲みの席で主役にしてやることだ。いままでジャックはそうした席にも参加してこなかったのだが、

「今日はおまえが主役だ。酒なんて飲まなくていいから顔は見せろ」

　と強ごう引いんに店までつれてきた。「飲まなくていい」なんてのはもちろん真実じゃない。神に誓ちかいを立てた身であったとしても、わざわざ罪に数えるまでもないほどの可愛かわいい噓うそ。ロブは手て馴なれたもので、店に着くなり、

「まあ、乾かん杯ぱいのひと口くらいはいっとけ」

　とまずジョッキを持たせることに成功し、ジャックが仕方なしにひと口飲めば、

「お、割といける口じゃないか。よしよし、その調子でぐっといけ。なに、一杯ぱいだけだよ。主役が最初のジョッキを空にしないことには、みんな次に口をつけられないんだ。それがおれたち、女によう房ぼう以外には山と森の精せい霊れいだけを愛してきた男たちが交かわした鉄の掟おきてさ」

　などと適当なことをいって、ジャックに酒を飲ませつづけた。新人をぐでんぐでんに酔よわせて、無理矢理にでも腹を割ったつきあいをさせようという魂こん胆たんだったが、ジャックが順調に三杯ばいのジョッキを空にし終え、顔も赤みを帯びてきて、いつになく饒じよう舌ぜつになりはじめたころ、むしろロブのほうがそれ以上に顔を真っ赤にして、席を蹴けって立ちあがっていた。

　昼間伐きり出す丸太によく似た腕うででジャックの胸むな倉ぐらを摑つかみあげようとする。「わっ」と声をあげたジャックは網あみから逃にげる蝶ちよう々ちょのような仕草でよけた。ただし彼かれとて酔よっているので足もとがおぼつかない。二、三歩、よろけながら、両手を左右に振ふる。

「待ってください、ロブさん。どうか落ちついてくださいってば」

「落ちつけだと？　さんざん舐なめた態度取りやがって、それで落ちつけだと？」

「舐なめてなんていません。なんでも気づいたことがあればいえ、っていうから、おれは思ったことを素す直なおにいっただけです。ロブさんは酔ようと同じことを何度も繰くりかえすから、ロブさん、それは今日でもう五回目です、って」

「ほう？　ほかにもいっていたろう。いいぜ、遠えん慮りよせずにもう一度いってみな」

「ほかに？　ええと、そう、たまには身体を洗わないと、とてつもなく臭くさいときがあります、っていったかな。今日みたいにお酒をたくさん飲まれたときなんか、酒と、汗あせと、その他もろもろの臭においが混じって大変なことになる、隣となりにいたキースさんが真っ先に吐はいちゃったのは、酒のせいじゃなくてロブさんの臭においのせいじゃないか、って、おれはごくごく素す直なおに」

　見て見ぬ振ふりをしていた客たちが笑いをこらえかねて背中を震ふるわせた。「手前」と怒ど声せいとともに椅い子すが飛んでくるのを、ジャックは首をすくめてまたもかわした。

「遠えん慮りよせずにいえというからいったのに。おれにどうしろっていうんですか？」

　困こん惑わくしきりの顔からは少年っぽさが抜ぬけきれていない。まだ二十は超こえていないだろう。ロブからすれば息子むすこ同然だ。

「とうとう酒で本心があらわれたな。手前、大人しい振ふりして、おれを馬ば鹿かにしてたんだろ」

「そ、そんなわけないでしょう。どうすればロブさんは満足してくれるんです？」

「おれのいうとおりにしてくれるってのか。なら、いますぐ、そのふぬけたみたいなツラをやめろ！　自分でできないんなら、おれがもっとマシな顔に変えてやるよ」

　顔色を『変えた』のはロブのほうだった。昼間、地面に強く根を張った大木相手にそうするみたいに拳こぶしを斧おの代わりに振ふりかぶる。と、

「わあ、待て待て、ロブ。いきなり新入りの顔変えちゃなんねえ」

　さすがにロブの顔見知りたちがこぞってなだめにかかった。一人、二人と怪かい力りきで振ふり飛ばされたが、五人がかりでようやく身動きを止めた。ジャックは嘆たん息そくした。

「申しわけありません、ロブさん。おれは、本当にどうしたらいいのか」

「その態度をどうにかしろっていってんだ！」

「いいからあっちいってろ、若わか僧ぞう」ロブにしがみついた赤鼻の男がジャックに手を振ふった。「明日には、寝ね汗あせと小便にまぎれてすっかり酔よいが抜ぬけて、こいつもけろりとしてるよ。だからいまは離はなれてろ……あいたっ、ロブっ、手前、いい加減にしねえか」

　男たちがもつれあっているのをよそに、ジャックは渋しぶ々しぶと、おぼつかない足取りでその場を離はなれた。

「おれが悪いのかな。いや、おれじゃない。おれじゃない」

　ひとり言をぶつくさいいながら、ロブたちのいた席とは反対側の隅すみっこにあるテーブルに近づいた。すでに客がひとり席についている。ジャックは「こんばんは」といいながら、木の腐くされかかった別の椅い子すを引いた。

「相席いいですか。仕事仲間に嫌きらわれちゃいまして」

「構わんよ。ジャックといったかな」

「聞いておられましたか。恥はずかしい」

　相手が年配の様子だったので、ジャックはげっぷをしながら恐きよう縮しゆくした。年配といっても、ジャック以上に長身で、身体つきも樵きこりたちに劣おとらずぶ厚い。屋内だというのに穴だらけの大きな帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶっている。水みたいに酒を飲みながら興味深げに聞いてきた。

「毎日がこんな調子なのか？」

「ああ、毎日、毎日、毎日、ですよ。こうまで恨うらまれるんじゃ、あれだ、きっとおれの顔が、昔ロブさんを騙だまして、あり金全部持っていったっていう娼しよう婦ふによく似てるんでしょうね」

「ほほう、なるほど」

　ジャックの精いっぱいの冗じよう談だんに、年配の男はにやついた。話し言葉にザッハの訛なまりがない。色あせた服やブーツの汚よごれ具合から察するに、旅人だろうか。太陽と風に長年さらされて乾かわいた地表によく似た肌はだの色からも、いかにも旅慣れた様子が伝わってくる。

　テーブルの下では、小こ柄がらな犬が床ゆかに突つっ伏ぷして眠ねむっていた。この店で飼っているのではなく、男の『連れ』らしい。茶色い毛並みは薄うす汚よごれているが、ツンと鼻はな面づらの伸のびた顔立ちにはなんだか気品があるようにも見える。時々小さく鼻を鳴らしたり、耳をぱたぱたと上下させたりしているが、じっとしていて鳴き声ひとつあげない。

「おまえにそっくりな娼しよう婦ふにどれほど客がつくやらわからんが」

「ひどいこというね、爺じいさん」

「おまえ、昔は──というほど前じゃない、ランドールをあとにするまでは──もう少し男ぶりがよかったはずなんだがな。いつから、そんな腑ふ抜ぬけたツラになりやがったんだ？」

「だからひどいね」苦笑いを浮うかべたジャックは、ふと、「むかし？　ランドール？」

　しげしげと目の前の人物を眺ながめはじめ、それから突とつ然ぜん椅い子すを蹴け倒たおす勢いで立ちあがった。

「あ、あ、あなた、いや、あんた──ケ、ケイ……」

　今度こそ酔よいのさめた顔をしながら、年配の男を指差した。すると相手は「やっと気づいたか」という顔をしながら、こちらは唇くちびるの前に指を一本立てた。ジャックははっとした様子で周囲の様子を窺うかがい、それからいっぺんに力が抜ぬけたようにふたたび腰こしをおろした。

「お、驚おどろいたな。驚おどろいた、驚おどろくよ、そりゃ。いったい、いつここに？」

「ついさっきだよ」年配の男はにやけ顔に戻もどった。「おまえを捜すのはひと苦労だった。ザッハに出かけりゃすぐわかるだろう、と高をくくっていたんだが、まさか、どこの城主になるでも、召めし抱かかえられるわけでもなく、『素』の顔をして樵きこりの仲間入りとはな。おかげさまでこっちはなんの手がかりも得られやしねえ。あきらめて帰ろうかと思っていたが、こいつがおまえの臭においを覚えていてな」

　男は、テーブルの下で寝ねている犬の脇わき腹ばらをブーツの爪つま先さきで小こ突づいた。犬は迷めい惑わくそうに目を向けただけだ。

「ああ、リーリン。久しぶり」

　まだ驚おどろきの覚めやらぬ顔でジャックが挨あい拶さつすると、犬は、そちらにも面めん倒どうそうに視線を送っただけで返事をした。長旅に連れまわされたせいで疲つかれているのだろう。

「リーリンは臭においで人間を判断できるがよ。おれはそうはいかん。実際、おまえはおれに気づくのに遅おくれたが、本当のことをいうと、おれのほうだって、おまえがひと目じゃわからなかった。『素す顔がお』を半ば忘れてた、ってのもあるが、しかしおまえ、そんなツラしてたか？」
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「い、いきなりで随ずい分ぶんじゃないか。ツラの話なんてどうでもいい。なんだって、あんたがここに？」

「まあ、そう焦あせるな」男は年ねん齢れいの割に健康そうな歯を見せながら笑った。「ひとまず飲み交かわそうではないか。旅のあいだ、おまえと酒を飲む機会なんざなかったからな。しかしまあ、それがシャンデリアきらめく絢けん爛らん豪ごう華かな城の大広間ではなく、どぶと汚お物ぶつの臭においがする安酒場の一角とはな！」

　男が改めてジョッキを勧すすめたちょうどそのとき、店内の空気が変わった。

　ひょっこり店へ入ってきた新たな男が、手にした竪たて琴ごとをひとつ爪つま弾びいただけで、絶え間ない乾かん杯ぱいの音おん頭ど、女たちの笑いさざめく声、注文を怒ど鳴なる声、誰だれかを罵ののしるような声など──、混こん沌とんとしていた喧けん騒そうがぴたりとやんだ。

　新顔は酒場の中央に進み出てきて、一礼した。背の高い帽ぼう子しに、かつて大陸を支配していたミルド人の民族衣い装しように似せた若葉色の上衣。それに竪たて琴ごととくれば、吟ぎん遊ゆう詩し人じんにまちがいない。

　酔すい漢かんたちの注意と期待を一身に集めたこの新顔は、

「ご列席の、尊くて上品なる方々」と投げキッスをして何人かを笑わせてから、竪たて琴ごとを高く掲かかげた。「まずはお近づきのしるしに、一曲歌わせていただきたい」

「なにを？」すかさず石切り職人が怒ど鳴なった。「ここのお上品な方々は耳が肥えてらっしゃるぞ。つまらねえ歌だったら身ぐるみ剝はがれて追い出されるからな」

「おお、怖こわい。それならば、皆みなさま方がた──、邪じや神しんカダッシュを討うちはらい、この世に光をもたらした六英えい雄ゆうの話などはいかがでしょう？」

　盛せい大だいな拍はく手しゆと口笛が新顔を歓かん迎げいした。赤ら顔の男たちが足あし踏ぶみをして、杯さかずきをテーブルに打ちつけまくって歓かん声せいをあげる。いまやザッハの──というより、大陸中の定番だった。

　ミルド人が太古の時代に崇あがめていたという邪じや神しんカダッシュをふたたびこの世に降臨させ、全土統一をもくろんだランドール王国。先ほど触ふれたように、ザッハはまさしくランドールの侵しん攻こうを受けた土地だ。

　誰だれもが、昨日までの生活と、明日への希望を根こそぎ奪うばわれた。国民すべての命が邪じや神しんへの供く物もつになるのだと、老人から幼い子供にいたるまでそう信じかけたとき──。

　神の奇き跡せきが地上に舞まい降おりた。突とつ如じよあらわれた六人の英えい傑けつが、邪じや悪あくの支配に「否」と声を揃そろえたのだ。力ずくで信しん仰こうを強要しようとする狂きよう信しん者たちにはそれ以上の力をもって報むくいて、友や家族を失った者たちの涙なみだと嘆なげきを力に変えた。六人の筆頭は、いうまでもない、

「〈運命の勇士〉アレフ」

　吟ぎん遊ゆう詩し人じんがその名を高らかに歌うと、店中の人間たちが唱和した。酔よっぱらいや娼しよう婦ふたちはもちろん、いまのいままで汚きたないテーブルに突つっ伏ぷして眠ねむりこけていた老人も、常に歯痛をこらえているような表情の店主も、残飯が出るのを期待して店の出入り口や窓からひょいと顔を出しては店員に追おい払はらわれていた宿なしの者たちも──皆みなが皆みな。

「〈竜りゆう戦士〉ギュネイ」

「〈最後の聖堂騎き士し〉ジューザ」

「〈純潔の聖女〉エリシス」

「〈賢けん者じや〉ケイオロス」

「〈星落としの射手〉アー・シェ」

　六人の名をそらんじられない者など、いまやこの大陸にはひとりとして存在しないだろう。

　彼かれらはランドールの強大な軍勢に立ち向かい、邪じや神しんの眷けん属ぞくたる魔ま獣じゆうを次々討うち払はらった。吐はき出だす息が火か炎えんになるという竜りゆう人じんも、魔ま界かいとの契けい約やくで不死を約束されたという騎き士しも、手をひらめかせるごとに信徒を魔ま獣じゆうに変える司教も、彼かれらは恐おそれなかった。

　六人の戦いをきっかけに、いったんはランドールの侵しん攻こうに屈くつしかけていた諸国も立ちあがった。足並みを揃そろえて各方面から軍勢を進めてランドール包囲網もうを築きあげたのだ。

　六英えい雄ゆうたちはその間かん隙げきを縫ぬって、ランドールの都──邪じや教きようの総本山バン＝シィへと向かい、そして見事、『この世にもっとも近づいた神』カダッシュを討うち取とった。

　ランドールは滅ほろんで、世界は安あん寧ねいを取とり戻もどした。なによりザッハの民たみが誇ほこりに感じているのが、一度は王家さえ失ったこの国こそが、〈運命の勇士〉アレフに、〈竜りゆう戦士〉ギュネイ、〈最後の聖堂騎き士し〉ジューザと、六英えい雄ゆうのうち三人をも輩はい出しゆつしたことだ。

　吟ぎん遊ゆう詩し人じんもそのあたりは心得たものだった。

　通常、この手の『六英えい雄ゆう物語』は、エレィノア国の王女であった〈純潔の聖女〉エリシスが、神の天てん啓けいを受けて故郷を旅立つ場面からはじまる。邪じや神しんを退けたすべてのきっかけが六英えい雄ゆうにあるというなら、そもそもこの英えい雄ゆうたちを見み出いだしたのは、エリシスその人だからだ。

　今宵こよいの吟ぎん遊ゆう詩し人じんはしかし、ザッハ人がいちばん聞きたいであろう場面から物語をはじめた。とある貴族の城に監かん禁きんされていた運命の少年アレフが、エリシスに救出されて、追っ手から逃にげている場面だ。

　旅慣れしていない二人は、ほどなく傭よう兵へい崩くずれの追っ手どもに捕つかまる。若い二人の名めい誉よも貞てい操そうも命も奪うばわれるかに思えたとき、そこへ、全身に輝かがやく甲かつ冑ちゆうをまとった男が、長い髪かみとマントを風になびかせながら救きゆう援えんにあらわれた。彼かれこそのちに〈竜りゆう戦士〉と呼ばれるギュネイだ。

「悪党どもめ。麗うるわしき聖女と穢けがれなき少年を、貴様らごときに傷つけさせはせぬ」

　ギュネイは馬を巧たくみに操あやつりながら、槍やりをもって傭よう兵へい崩くずれどもを一いつ瞬しゆんにして突つき伏ふした。

　竜りゆうによく似た兜かぶとで顔をひた隠かくしにしていたというギュネイは、その正体を巡めぐって諸説ある。それこそ英えい雄ゆう伝説を歌う詩人が百人いれば百通りの説があるといった具合だが──すでに死んだと思われていた英えい傑けつだとか、ミルド人貴族の末まつ裔えいだとか、〈星落としの射手〉と同じで実はランドールの武人だったとか──、吟ぎん遊ゆう詩し人じんはそこも手て馴なれたもので、ザッハ人がいちばん好む説を採用した。

　すなわち、ランドールによって滅ほろぼされたザッハ王家の生き残りであり、血族を皆みな殺ごろしにされた復ふく讐しゆうのために剣けんを取ったが、民たみと都を守るという王家の責務を果たせなかった恥ち辱じよくゆえにその顔を常に覆おおい隠かくしているのだ──という説。

　この説は、ザッハ人の王家への愛着を満足させ、一度は滅ほろぼされかけたという痛みを癒いやしてくれるばかりでなく、『顔を隠かくした貴公子』といういかにも物語にふさわしいモチーフが、ロマンチストたちの想像力を刺し激げきしてくれるのだ。

　その証しよう拠こに、ギュネイのくだりになると、ご婦人がたの顔がうっとりとなる。いつもは持ち前の手管で旦だん那な衆の持ち金すべてふんだくろうとしている娼しよう婦ふたちでさえ、手を組みあわせて、乙女おとめのように頰ほおを朱しゆ色いろに染める。

「ああ、おいたわしい、ギュネイさま」涙なみだぐむ女とていた。「王家の恥ち辱じよくなど、気になさらずともよいのに。ああ、麗うるわしきそのご尊顔をひと目でも見せてくださらないかしら」

　酒場中の人々が歌に聞きき惚ほれているなか、例の、ジャックという若者と髭ひげをたくわえた年配の男だけ、様子がちがっていた。ジャックは黙もく々もくと、男は相変わらずにやついた顔をしながら気の抜ぬけたエール酒を飲み、素っ気ない味をした料理を口に運んでいる。

「マントと長い髪かみを風になびかせた貴公子とはなあ」

　男がくっくっと笑う。ジャックはジャックで、

「ガイフレイムをつけたのはあんたと出会って以降だよ。それまでは普ふ通つうに顔だって出してたし、髪かみを長くしたこともない。それに、城主の追っ手からアレフたちを守ったというのもまちがってる。逆に、あいつらを襲おそった一団の側だったんだから」

　意味のわからないことを腐くさったようにつぶやいている。

「名前がよくない。『ギュネイ』ってのは本来貴族の名前なのさ」

　そういった年配の男は酒場の入り口に目をやって、

「ひとつ予言をしてやろうか」と声をひそめた。「いまから〈竜りゆう戦士〉、もしくは仮面の貴公子ギュネイさまがここにおいでになるぞ」

　まさか、ともジャックはいわない。邪じや神しんを滅めつしてこの世に平和をもたらした六英えい雄ゆうのひとりが、こんな片かた田舎いなかにあらわれるはずもない。

　誰だれしもそう思うだろうが、髭ひげをたくわえた男の予言はほどなくして的中した。

　吟ぎん遊ゆう詩し人じんが英えい雄ゆう物語でよく知られる場面をいくつか歌いあげたのち、

「ここで、紳しん士し淑しゆく女じよの皆みなさま方がたにぜひご紹しよう介かいしたい方がいらしています」

　と一礼すると、武装した男たちが数名、店内に入ってきた。何事かと騒さわぎはじめた客たちは、しかしすぐに目を剝むいて、そのあとにつづいて入店してきた人ひと影かげに注目した。

　全身を鎧よろい兜かぶとで覆おおっている。外気に触ふれている部分などわずかばかりもないのではないかというほどの徹てつ底ていぶりだ。人々の困こん惑わくはじょじょに憶おく測そくから生じるざわめきへと変わり、ざわめきはやがて期待と予兆からの喧けん騒そうへと転じた。

「そう、この方こそ〈竜りゆう戦士〉ギュネイさまその人であられる！」

　詩人の声は魔ま術じゆつ師が唱える呪じゆ文もんのひと声のようだった。

　店内が爆ばく発はつしたかと思うような歓かん喜きと歓かん呼この声、声、声。

「ザッハ出身のギュネイさまは、皆みなさまの、現在の生活をお知りになりたいと常々おっしゃっており、こうして時折りお忍しのびで下町を訪ねておられるのだ。かくいうわたしも、なにを隠かくそう、ギュネイさまにお仕えして邪じや神しん討とう伐ばつに同行した騎き士し見習い──」

　あれほどうっとりと耳を楽しませてくれた詩人の声だったが、もう誰だれも聞いている者はなかった。大勢の人が鎧よろい姿のギュネイに群がって、平和をもたらしてくれたことへの感謝と、あなたにこうしてお目にかかれていかに感激しているかという言葉、邪じや神しん討とう伐ばつのお話をひと言でも聞かせてはくださらないかといった懇こん願がんなどが、もう引きもきらない波のようにあふれている。

　ギュネイは片手をあげて皆みなの騒さわぎを鷹おう揚ように受け止めつつ、

「どうぞ皆みなさん、席にお戻もどりください。ああ、騒さわがしくさせるつもりなどなかったのに。ただ皆みなさんが平和に過ごしているところを遠くから見守りたかっただけなのです。店主どの、すまない。ここでの支し払はらいはわたしがするのでどうぞ許してほしい」

　飛ぶようにしてあらわれた店主も、いつもの不ふ機き嫌げんな顔はどこへやら、貴人相手にするような態度で深々と腰こしを折っている。

　ギュネイは店の一角に腰こしを落ち着け、やがて彼かれに請こわれる形で詩人の歌が再開された。

　皆みな、ちらちらと偉い大だいな英えい雄ゆうの姿に注意を奪うばわれつつも、しかし実際に英えい雄ゆうその人を間近にしながら聞く物語はより真に迫せまって聞こえてきて、まるで彼かれらは自分たちも英えい雄ゆうの旅に同行しているような気持ちになった。英えい雄ゆうたち一行は〈純潔の聖女〉エリシスの導きのまま、『ミルド人の墓所』から南のダスケス国に渡わたって、邪じや神しん軍四天王の一角とされた〈竜りゆう人じん〉ゴドイと戦い、なんとか勝利をおさめた。店内は拍はく手しゆ喝かつ采さいに包まれた。しかしその直後に、アルギア国の王都が陥かん落らくしたとの知らせを受けて、今度は深い絶望に閉ざされた。

「大陸全土はランドールの悪あしき手に落ちてしまうのか。われわれはひとり残らず邪じや神しんの供く物もつになるしかないのか」

　詩人が問いかけると、「否！」と酔すい漢かんのひとりがジョッキをテーブルに打ちつけた。さっきまでジャックに絡からんでいた樵きこりのロブだ。「そうだそうだ」と店中の男たちがジョッキを上げ下げして、女たちも声を揃そろえる。

「われわれには〈運命の勇士〉アレフがいる、〈竜りゆう戦士〉ギュネイがいる」

「邪よこしまな神など恐るるに足らず！」

「さよう！」詩人の声もますます調子が高まる。「刮かつ目もくせよ。アレフ、ジューザ、ケイオロスの三人はダスケスの砦とりでにとどまり、新たに差し向けられた四天王と真っ向から戦う覚かく悟ごだ。すべからく耳を澄すまして聞くべし。エリシスとギュネイは北のエレィノアへと渡わたって、ランドールを背後から衝つく心構えだ。英えい雄ゆうたちは誰だれひとりとしてあきらめてはいない。その手に摑つかむであろう勝利を。神の加護が約束された未来を！」

　聴ちよう衆しゆうたちの盛りあがりはいや増すばかり。ギュネイはそれを満足げに眺ながめながら、テーブルひとつひとつをまわって、皆みなと杯さかずきをあわせている。やがてジャックたちのいる席にまで来た。ジャックたちの酒が尽つきているのを見て取ると、

「奢おごらせてもらいましょう」

　と店員を呼んで新たな酒を持ってこさせた。

「いや、いいですよ」ジャックがあわてて手を振ふった。「もう帰るところだったし」

「手前」と目ざとくそれを見つけたのは大男のロブだ。「〈竜りゆう戦士〉さまの酒が飲めねえだと？　不ぶ躾しつけにもほどってものがある。やっぱり一度は痛い目にあわせてやったほうが……」

「まあまあ」ギュネイはあくまで穏おだやかに大男の怒ど気きを遮さえぎってからジャックのほうを見た。「一杯ぱいだけ。ここで知りあったのもなにかの縁えんですから」

　ジャックは不承不承頷うなずいた。

　また新たなテーブルに向かうギュネイの後ろ姿を眺ながめつつ、髭ひげの男はジャックに、

「よいのか、酒など馳ち走そうになって。おまえも酔よっているだろうから一応は教えておいてやるが、あれは偽にせ者ものだぞ」

　店にいる誰だれかひとりにでも聞かれたら凄すさまじいパニックになりかねないことを口にしたが、ジャックの反応は極きわめて大人しかった。

「いいよ、別に悪さをしているわけじゃないし。逆に、みんなに奢おごってやっているんだからいい人なんだろう。放ほっとけばいい」

「いい人かねえ」髭ひげの男は小こ馬ば鹿かにしたように笑った。「まあ、『英えい雄ゆう』の話はいいさ。それよりおまえのことだ。さっきは樵きこりから逃にげまわってやがったな。だらしのねえ。剣けんを持たなきゃ喧けん嘩かひとつできねえか。男同士の喧けん嘩かなんざ、金玉蹴けりあげりゃ、それでしまいだろうがよ」

　男は息巻いたが、赤い顔のジャックは酒を口にしながら「うふふ」と小さく笑った。

「なにかおかしいかよ」

「あんたが、この世のことでわからないことはない、ってくらい凄すごい知識があることは、おれが誰だれよりも知っている。でもさ、ほんの時折り、普ふ通つうの人がわかっていることがあんたにはまるでわからない、ってことがあるんだ。人と長いこと接せつ触しよくを断ってきたから仕方ないけど」

「おれがなにをまちがえた？」

「おれには力ちから自じ慢まんの兄貴が三人もいたから、喧けん嘩かはしょっちゅうだった。喧けん嘩かってのは、殺しあいじゃないんだよ。毎日顔をあわせている相手と、命の奪うばいあいをしてたまるもんか。命も、最低限の信しん頼らいや尊厳も損そこなわないていどにやるのが喧けん嘩かってもんさ。金玉なんて蹴けりあげた日には、おれは家を追い出されるか、毎日同じ仕返しをされて、こっちが命の危機に陥おちいってたはずだよ」

「戦いに信しん頼らいも尊厳もあるか」

「だから、わかってないんだって。当時の兄貴たちだって、ロブさんだって、いままでも、そしてこれからもいっしょにいる人たちなんだ。喧けん嘩かだってつきあい方のひとつ、ってこと。上う手まくやらなきゃ生きていけないんだよ。簡単にいえば、ロブさんに楯たて突つきすぎたら、おれは職を失っちゃうから、余計に守らなきゃいけない一線がある」

「ほーお。ご立派に講こう釈しやくを垂れてくれたが、そういう心持ちなら、おまえだってもう少し世よ渡わたりが上う手まくならんとなあ。ロブという男、なぜあれほど怒おこっていたと思う？」

「隠いん者じやに世よ渡わたりをいわれるのかよ。ロブさんは誰だれにだって短気なんだ。酒が入ればますます」

「ちがうな」髭ひげの男はあっさり断じた。「ロブというあの男、気づいたのさ。おまえが卑ひ屈くつな態度を取りながらも、自分をちっとも恐おそれてやしない、ってことに」

　一いつ瞬しゆんジャックは黙だまりこくってしまった。

「いつも腕わん力りよくで周りを従わせてきた男だからこそ、そういうことには敏びん感かんなんだろうさ」

　ジャックはそっぽを向いたついでに、まだテーブルをまわっている『ギュネイ』の姿を見やっていた。鎧よろいは、角やら、色とりどりの宝石やら、竜りゆうをモチーフにした意い匠しようやら、とにかくごてごてと余分な飾かざりつけが多くて、とても戦いに向いているようには見えない。それでも貴公子然とした振ふる舞まいをつづける『ギュネイ』をなおも見やりながら、

「おれって、あんな風に見られてたのかなあ」

　ジャックがぽつりとつぶやくのが聞こえて、髭ひげの男は苦笑いを禁じ得なかった。

　──あのロブという樵きこりも、店にいる客のすべても、そして英えい雄ゆう物語をいまなお歌いあげる吟ぎん遊ゆう詩し人じんも、『ギュネイ』の芝しば居いをつづける男も、驚きよう天てん動どう地ちの思いがするだろう。

　いま、どぶ臭くさい店の隅すみっこで、背中を心持ち丸めて奢おごられた安酒をすすっている、ごくごく平へい凡ぼんなこの若者こそが、邪じや神しんを討うち払はらった六英えい雄ゆうのひとり、〈竜りゆう戦士〉ギュネイその人であるという事実を知ったならば。




　　　　　　　２




　では、『ジャックという偽ぎ名めいを使っているギュネイ』をからかっている髭ひげの男は何者か。

　彼かれこそ、〈運命の勇士〉アレフたち一行が『ミルド人たちの墓所』にて出会い、それから行動をともにすることとなった〈賢けん者じや〉ケイオロスだった。

　そう、いまや生ける伝説といっていい、邪じや悪あくな神を討うった六英えい雄ゆうのうち二人までもが、この安酒場に顔を出しているということになる。

　笑い話にもならない。

　ここで『ジャック』が「われこそが〈竜りゆう戦士〉ギュネイ」などと名乗ったところで、酔よっぱらいの戯たわ言ごとだと無視されるか、笑われるだけだろう。悪ければ袋ふくろ叩だたきにあいかねない。

　ケイオロスは改めて、半ば眠ねむそうにしているギュネイの顔をとくと見つめた。

　貴公子などとはとんでもない。まず、生まれはこことそう大差ないザッハの田舎いなか村だ。実は名の知れた貴族の落とし胤だね、ということもない。いっさい。

　つづいて見た目。醜ぶ男おとことはいわないものの、英えい雄ゆう物語を読んだり聞いたりしたあと寝ね床どこに入った婦女子がたが、その素す顔がおを想像してうっとりとため息を洩もらすたぐいの美青年でもない。決して。

　英えい雄ゆう伝説にて語られるギュネイは、一行のまとめ役のように語られることが多いが、それもとんでもない。彼かれはわずか十九歳さい。一行のなかでも、〈運命の勇士〉アレフに次いで若い。

　現在、樵きこりや石切り、石運びで日ひ銭ぜにを稼かせいでいるというが、確かに、『聖なる槍やりを手にして世界を救うべく邪じや神しんと戦う』というよりも、そうした労働に従事している姿のほうがよほどしっくりくる。つまりは、その辺の村々を出歩けばどこでだって出会いそうな若者ということだ。

　が、それをいうなら、ケイオロスだって〈賢けん者じや〉の二つ名はいかにも似つかわしくない。

　だらしない姿勢で椅い子すに腰こし掛かけて、エールをぐびぐびあおりながら、時たま毛け脛ずねを搔かいている。

　この男、〈賢けん者じや〉と持ちあげられる以前も、〈大魔ま術じゆつ師〉〈神を欺あざむく隠いん者じや〉〈悪あく魔まの遣つかい〉などと様々な異名で呼ばれていた。見た目に反して、凄すさまじい魔ま術じゆつの使い手であることは、いまも高らかに歌いあげられている英えい雄ゆう物語にあるとおり。

　が、物語というものはどうしても尾おひれがついてまわるものらしく、ケイオロスが魔ま獣じゆうの大群と戦った際、さっと手を振ふりかざすと晴天を二つに裂さくような稲いな妻ずまを呼び出した──というひと節を耳にして、

「晴天から稲いな妻ずまを呼び出すのは骨が折れるな」

　とこぼした。ジャック──という偽ぎ名めいを使ったギュネイが、からかわれていた反はん撃げきとばかりに口を出す。

「さすがの〈賢けん者じや〉さまにも無理ってこと？」

「無理とはいわんまでも、確実に寿じゆ命みようは縮まるだろうな」

　ケイオロスは片かた頰ほおを歪ゆがめた。笑うと、どんな感情に起因するものであれ、おしなべてせせら笑いに見えるのがこの男だ。

「魔ま術じゆつの発動とは、おのれの意志で世界を書かき換かえるということだ。雷らい雲うんがすでにあるならそれを借りることもできるが、まず晴天に雷らい雲うんを呼び出すところからはじめるのでは、消費する力も大きく異なってくる。この場合の力とは、『意志の力』だ。人を人たらしめているもっとも大きな要素。人によってはそれが魔ま力りよくでありマナであるともいう。これを消費していく意味、魔ま法ほうの産物ガイフレイムを着ていたおまえにもわかるだろう」

「確かにあの鎧よろいを着ていると、体力とはちがうものを奪うばわれていく感じはしていた。もし、これがなくなってしまったらどうなるんだろう、って怖こわくもあったよ」

「意志の力を鍛きたえれば魔ま術じゆつもまた鍛きたえられる。だからおれとて常に新たな知識を求めては、その都度思し索さくに励はげんでおるのだよ。おまえたちに誘さそわれて荒あれ地ちを出たときは、時間の無む駄だになるのも覚かく悟ごしていたが、今回の旅は存外、いい修しゆ行ぎようになった。いままで考えつきもしなかった思し索さくのネタが山ほど見つかった。たとえば、ランドールの大司教ハーディンだ。彼奴きやつは稀き代たいの悪人として後世まで語かたり継つがれるだろうが、しかし、やらんとしていたこと、実際に半ばほどまでは成功していたあの計画は、このケイオロスをもってしても帽ぼう子しを脱ぬぐしかないというくらいのものだ。あれは、ひょっとしたら魔ま術じゆつそのものの歴史を書かき換かえるかもしれん」

　ケイオロスの声に熱がこもりはじめた。長話になる兆候だ。ギュネイは意識して話題を遠ざけねばならなかった。

「話が見えてきたよ、ケイオロス。旅で得た大量のネタと、脱だつ帽ぼうもののひらめきを整理するため、これからまた山だか荒あれ地ちだか、とにかく人が寄りつかないような場所にいって、思し索さくにふけろうっていうんだろ。あんたはいつもそうしたがっていたから」

「うむ」いかにも物足りなさそうにケイオロスは頷うなずいた。「今回の旅で得た思し索さくの山に答えを出すには膨ぼう大だいな時間が必要になるだろうからな。山に篭こもってひとり考かんがえ抜ぬく前に、一応は『仲間』であったおまえらの顔を見ておこうと思ったのだよ」

　ケイオロスは酒の追加を頼たのもうとしたが、それを見つけた『ギュネイ』──こちらは鎧よろい兜かぶとの偽にせ者もの──に先手を打たれてしまった。どうあっても今日の酒は自分の奢おごりにしたいらしい。

「顔を見ておこうもなにも、アレフたちはまだ帰っていないはずだろ。あいつらが戻もどってきてからじゃ駄だ目めだったの？」

「そう、アレフ、ジューザ、アー・シェの三人は、いまだ〈氷雪の三つ目谷〉へ赴おもむく途と上じようだ。同行させた使い魔に連れん絡らくを入れさせているんだが、そのときの思念の交流を介かいして、いくらかアレフたちとも言葉を交かわせた。そろそろ目的地に着くころだそうだ」

　六英えい雄ゆうのうち、いま名前のあがった三人は、邪じや神しん討とう伐ばつが成功した直後、なんとしてでも真っ先に英えい雄ゆうたちを歓かん待たいしようともくろむ諸国の包囲網もうをかいくぐってまで、すぐさまランドールを北上、アルギアの荒あれ果はてた国土を経て、さらにはエレィノア国の北、アムシェイ海かい峡きようを渡わたっていった。その理由は『仲間』たちにしか知らされていない。

「アレフも、たった数か月の旅でいろんなことを経験した。おれは『思し索さく』というが、考えることを山ほど得たという意味ならアレフはおれの比ではなかろうな。なにせ、人生のほとんどの日々を城のなかに閉とじ込こめられて過ごしていた少年が、いく多の戦いと、出会いと別れを通じて、ついには邪じや神しん討とう伐ばつを果たした英えい雄ゆうだ。〈氷雪の三つ目谷〉への旅は、それこそ整理をつける意味でもよかったのだろう。ギュネイ、おまえも同行するものだと思っていたが」

「それも考えたよ」

　ギュネイはジョッキに手をつけたが、すぐに手放した。飲み干してしまうと、おせっかいの『ギュネイ』にまた銅貨を使わせる格好の理由を与あたえてしまう。

「でもしばらく鉄や血の臭においから離はなれたかった。ジューザたちがついているなら大だい丈じよう夫ぶだろうし。いや、それをいうなら、いまのアレフより強い奴やつなんてそうそういないだろうけど」

「昨日には敵兵士を百人屠ほふった豪ごう傑けつだって、明日には足もとの石に蹴けつまずいて死ぬことだってあり得るさ」

「とにかく、疲つかれたからのんびりしたかったんだよ」〈賢けん者じや〉の、わざとこちらをあおるような態度は相手にせず、ギュネイは言葉どおり、いかにも眠ねむそうな目つきでいった。「前から思ってたことだけど、おれにはやっぱり、殺さつ伐ばつとした戦いなんて向いちゃいないんだ」

「向いちゃいないか。それを聞いたら、おまえに討うたれた豪ごう勇ゆう、つわものどもが、土の下で揃そろって目を剝むくだろうな。ガイフレイムを着て、彼かれらの声を聞いたらどうだ？」

「だから、それが嫌いやなんだよ」乾かん燥そうしたチーズを口に運びつつ、ギュネイはかぶりを振ふった。「死人の声を耳にするなんて普ふ通つうじゃない。──さあ、ケイオロス、得意の『思し索さく』のネタを与あたえてやるよ。どうして普ふ通つうの人間には死者の声が聞こえないんだと思う？」

〈賢けん者じや〉はふたたびにやついた。

「そんないかにも凡ぼん人じんらしい問いかけはネタにもならんぜ。おまえが聞きたい答えを与あたえてやるのは簡単だよ。──死人の声や願いは、生きている人間にはこの世ならぬ重みになる。いちいち彼かれらの願いごとを聞き入れていたのでは、普ふ通つうには生きていけんのさ」

「正解。おれは、死人との約束なんて二度とごめんだ。おかげで血みどろの戦い三さん昧まいだった。だからガイフレイムはもう装着しない。これをつけていると、四方八方に死人の姿が見えるし、絶えず声が聞こえてくる。魂たましいとの会話なんて、魔ま術じゆつの分野だろ。これだって、おれには向いちゃいなかったんだ」

　これと口にするとき、ギュネイは左の手首にはめた古めかしい腕うで輪わを撫なでさすっている。

「ガイフレイムは、生と死が同列に存在していた神しん竜りゆうの鱗うろこを用いているからな。装着者が死者の世界と常に触ふれあっているのもそのためだろう」

「理り屈くつは知らないけれど、たとえば、いまここでガイフレイムを装着したらどうなると思う？　ランドール人に殺された魂たましいの数々があちこちで浮うかびあがる。そして地上にとどまっている以上、彼かれらには離はなれられない理由がある。いいかえりゃ、恨うらみがある。おれにつらつらその恨うらみ言ごとをぶつけてきながら、『仇かたきをとってくれ』と懇こん願がんしてくる。おれを、わたしを、家族丸ごとを殺したのは、これこれこういう奴やつだ、お願いだ、そうでなければこの地上を永遠にさまようことになってしまう──ってさ」

「おまえは真面目すぎるんだよ。死者の声とて、いちいち背負う必要などない。死人と声を交かわせるなんて実に便利だな、くらいに考えときゃいいんだ。いっそのこと商売のひとつもはじめちゃどうだ？　『わたしは死者の声が聞こえる力を神より授さずかりました。お亡なくなりになったあなたのご家族や友人と話をしませんか？　おひとりさまラム貨一枚から承うけたまわります』──」

「いまの冗じよう談だん、あんたでなきゃぶん殴なぐってるところだよ」

　ギュネイはじろりと隠いん者じやをにらみつけた。ケイオロスは太い鼻息を噴ふいた。

「だから、真面目だってんだよ」

「おれ、もう少し落ちついたら、これをもとの神しん殿でん跡あとに返そうかと思っているんだ」

「ほう」ケイオロスは泡あわまみれの口を開いて、真実の驚おどろきを表現した。「地上に二つとない甲かつ冑ちゆうを手放そうとは。本当に、戦いとは無む縁えんの生活をしたいんだな」

「そうだよ。もともと村を飛び出たのだって、友達に手を引かれたからだった。自分ひとりじゃそんな勇気もなかったんだ。その友達がいなきゃ、おれは親おや父じや兄貴からどやしつけられながら大工の見習いをつづけていたはずだ。裏で文句をこっそり垂れながらね。戦いなんて向いてるはずがない。今回で思い知らされた。死者となにか約束をするのも、命いのち懸がけの戦いを毎日するのも、不死の戦士をどうやって殺してやろうかと頭をひねるのも、もう二度とごめんだよ。金輪際、槍やりも剣けんも取らない」

「代わりに、樵きこりの斧おのを取るか。それはそれで険しい道のりだろうが」

「多分ね。明日もロブさんに怒おこられるんだろうな。昼間はもちろん、夜も、さっきみたいに酔よっぱらったロブさんにまた絡からまれて。はは、これじゃ生まれ故郷にいたときと変わらないな。結局、ゼレーの垂らした糸はゼレーの手に帰る（もとのもくあみ）、ってこと。それでいい。それがおれの性にあってる、ってことなんだよ。だから自分で決めた」

　ギュネイは小さく笑った。

（昔はもっと男ぶりがよかった）

　とさっきケイオロスが口にしていたが、ギュネイをからかうためにあえて持ちあげたのではなく、〈賢けん者じや〉の本音だ。

　出会ったころのギュネイは打ちひしがれていた。〈不死将軍〉ゼオとの戦いに敗れた直後だったからだ。が、そこから必死にあがく姿をケイオロスは見てきた。心に飢かつえたものを抱かかえた若者が、修しゆ行ぎようと研けん鑽さんと経験を積みあげていっぱしの武人になっていく様を。少年らしかった風ふう貌ぼうが変化を遂とげていったのも、ケイオロスはよく覚えている。目つきが変わった。口もとが引ひき締しまった。実戦と冒ぼう険けんの日々に子供っぽさがひとつずつ削そぎ落ちていくなかで、しかし成長とはちがった意味で変わってきた部分もあった。

　笑う、泣く、怒おこる──といった感情表現に、どこか虚うつろな部分が混じってきた。真しん剣けんな議論の場であれ、楽しく会話している場であれ、あるいは敵と正面切ってわたりあっている場ですら、ギュネイの意識のうち、少なくとも、一、二割はその場にとどまっておらず、あらぬ場所を眺ながめているのではないか、という風に。

（常人離ばなれした激戦の連続ゆえか、それとも死者の魂たましいを背負いつづけた結果か。このまま戦いがつづけば、彼かれはいったいどうなるか）

　ケイオロスはこの歳としにして好こう奇き心の塊かたまりだ。旅のあいだ、尽つきせぬ興味を抱いだいてギュネイを見やっていた。そして戦いが終わって数か月の現在、

（はて、実際のところ、これもはじめて見る顔だがな。この男をはるばる捜さがしに来ておいて、〈賢けん者じや〉ともあろう者が一いつ瞬しゆん見誤りそうになったくらいだ）

　たるみきって、締しまりがなくなったような顔は、酒に酔よったためなのか、それとも実戦や亡もう者じやの声から遠ざかったせいでケイオロスが出会う以前の彼かれに戻もどっただけなのか。いまのギュネイは、〈竜りゆう戦士〉はおろか、他人と喧けん嘩かをしたことがあるようにすら見えない。額に青い布を巻いているのだが、おそらくこの下に隠かくされている〈不死将軍〉ゼオにつけられた傷だけが、彼かれを見た目で〈竜りゆう戦士〉だと判別できる唯ゆい一いつの部分だ。

「アレフもそうだが、おまえにも時間が必要かもしれんな。アレフもおまえも、短期間で強くなりすぎた。精神的な修しゆ行ぎようが追いついていない」

「なんの話？」ギュネイはよどんだ目をしばたたかせる。「強さとか時間とか関係ない。おれが自分で決めた、ってそういっただろ」

「いずれわかるとも。おまえほどの男が『剣けんを取らない』というのがどれほど苦痛をともなうものなのか」

「だから、戦いが好きじゃないんだって。おれが戦う目的はずっとひとつだけだった。ランドールを地上から消し去ること。そのために戦って戦って戦いすぎて、胃がもたれそうなくらいなんだ。これ以上戦うとげっぷが出ちゃう。げえ。あ、ほら出た、そら出た」

　ギュネイは赤い顔をしてけらけらと笑った。ケイオロスは嘆たん息そくして、

「好きとか嫌ぎらいとかじゃねえ。おまえはいずれ選せん択たくを迫せまられる。そして選せん択たくをしている自分自身をも呪のろうことになるだろうさ」

「ふうん」

　ギュネイはもうまったく聞いていない。ケイオロスは息をつきながら背中を反らそうとして、あわや椅い子すから転げ落ちそうになった。背もたれがあると誤解してしまったのだ。ギュネイはそればかりは見み逃のがさず、けたたましく笑った。

「山やら洞どう窟くつやら荒あれ地ちやら、大地を褥しとねにしてきた〈賢けん者じや〉さまも、豪ごう勢せいな生活に慣れちゃったんじゃないの。王おう侯こう貴族の歓かん待たいを受けつづけたのはあんたひとりだったもんな」

「ゆえあってのことだぜ」

　ケイオロスはぎろっと若者をにらみすえた。よく他人をからかうくせに、自分が笑われた場合は割と本気で気分を害する。

「いったんは滅ほろびたこのザッハのためだ。おれが新王を見み出いださずば、勝手に王族の末まつ裔えいを名乗るような輩やからや、家臣残党の集団が、ふたたびこの地を戦場にしていたろうよ。……まったく、なんでおれが縁えんもゆかりもないこの国のためなんぞに奔ほん走そうせねばならんかったのだ」

「ごめん、悪かった。感謝してます」

「言葉には価値と意味が付ふ随ずいするものだ。いまの言葉には二つとも欠けておるわな」

「新王さまは愛されているよ。連日、各地に食しよく糧りようや物資を届けているから。騎き士したちも派は遣けんして治安にも気を配っている。おかげで、おれだってこうして酒を飲めるわけだし」

　現在、ザッハ国の玉座にいるのは、ランドール兵に殺された先代王が、かつて宮きゆう廷ていで下働きをしていた女性に産ませた子だった。幼いころ、王おう妃ひのたくらみで、母親もろとも王宮から追い出されており、都から離はなれて暮らしていたのをケイオロスが苦労して捜し出すと、六英えい雄ゆうの威いをもって、家臣団には有う無むもいわせず新王の座につけた。

「さっき、『馬ば糞ふん臭くさい』とかいわれてやがったな」ケイオロスは機き嫌げんをなおしてくっくっと笑った。「あ奴やつは、馬具職人であって、馬の世話をしていたわけではないんだが。まあ、人の話ってのは過程であれやこれやとねじまがるものだ。おれらがいちばんよく知っている」

「馬具職人がよく王として受け入れられたなあ」

「貴族たちにそんな順応性があるかよ。おれが十分脅おどしつけておいただけのことだ。もしも新王に歯向かったら、『晴天から稲いな妻ずまを呼んで』黒くろ焦こげにしてやる、ってな。まあ、いまのところはそれでいい。問題は新王その人にある。口説き落として玉座に据すえたはいいが、とことん欲のない男でな、『自分はあくまで国の混乱をおさめる役まわり。勇士アレフさまがザッハへお帰りになったら、かのお方をこそ王として迎むかえたい。邪じや神しんを討うった英えい雄ゆうならば、自分を筆頭に、皆みなも喜んで仕えるであろう』なんていってやがる。あれが承知するとも思えんが」

　ギュネイは、かつて旅の仲間だったアレフが王おう冠かんをかぶっている姿を想像して噴ふき出だした。旅をはじめたときはわずか十五歳さいの少年だった。眉び目もく秀しゆう麗れいで、またあまりに大人しかったこともあって最初は女の子とまちがえたくらいだ。それがいまや英えい雄ゆうたちの筆頭格。その成長ぶりと、実力、胆たん力りよくはギュネイも認めるものの、まだ旅をはじめた当初、おどおどして泣き虫だったころの印象がどうしても拭ぬぐえない。

「あいつが王ね。村祭りで、子供たちがやっている芝しば居いみたいだな。似合いそうもない」

「……同じザッハの出で、しかも英えい雄ゆうというなら」

　ケイオロスの大きな目が正面から見み据すえてきたので、ギュネイは大急ぎで首を左右に振ふる。

「おれのほうこそ、似合うわけないだろ」

「いっそのこと、ずっとガイフレイムを装着しておけばいい。威い厳げんは十分だ。ザッハ国新王ギュネイ。いい響ひびきじゃないかよ。それに」

「へえ。それに？」

　悪い冗じよう談だんにはつきあいきれない、という顔をしていたギュネイだったが、

「一国の王ともなれば、エリシスとも釣つりあいが取れる」

　ケイオロスのその言葉に、一いつ瞬しゆん真顔になった。〈賢けん者じや〉はひとつ嘆たん息そくして、

「いくら隠いん者じやとて、若い二人の心を読み取れないほど馬ば鹿かじゃねえ。この戦いが終われば、二人はごく自然の流れに乗って、ともに暮らすようになるのだろう、とおれは思っていた」

「それこそ馬ば鹿かだ。エリシスはエレィノアのお姫ひめさまだよ。おれとは身分がちがいすぎる」

「だからこそのザッハの玉座よ」

「馬ば鹿かいうなって」

「ここに来る前に〈純潔の聖女〉の顔も見てきた。あの娘むすめも気苦労が絶えんようだぞ。エレィノア国はランドールとのいくさがはじまる前から王家と教会の仲が悪かった。その橋はし渡わたしにならんとしている。いったんは教会から『異い端たん者』となじられ、王家からも半ば追放された身でありながらな。その助けになってやろうとは思わんか」

「おれが？　ただの大工の息子むすこで、一度は山さん賊ぞくの手下にまでなっていた。旅人を脅おどして金をむしりとって、護衛役を斬きって殺したことだってある。そういうの、悪党っていうんだよ」

「大工の息子むすこで、悪党だったその男が、ランドールを討とう伐ばつしたではないか」

「敵に剣けんを振ふるのと、王家と教会の板いた挟ばさみにあう女の子を支えるのはわけがちがうだろ」

「難しいことを考えるな。ただ近くにいさえすればそれでいいだろうが」

「それでいいわけがない。そんな単純じゃない。あんたがいうな、なにも知らないくせに」

　ギュネイは気色ばんだ。彼かれが感情的になるところを見た人間など、この村では皆かい無むだろう。ケイオロスはなおも口を開こうとしたが、首を一度ひねることで自身の言葉を封ふうじた。

　ギュネイもふっと力を抜ぬいて、汚きたないテーブルに火ほ照てった頰ほおを押おしつけた。

「なあ、〈賢けん者じや〉さま、魔ま法ほう使つかい、教会の敵。エリシスがよくいっていた、神しん託たくだの、宿命だの、運命だのは、おれにはよくわからない。自分が本当にそんなものに選ばれたかどうかなんていまだにわからないんだよ。神さまに直接『おまえに決めた』なんていわれたわけじゃないから。おれは──、おれは、ただ、ランドールを許せなかった。おれの親友を生いけ贄にえにして、おれの故郷を火で焼いた奴やつらを、そのままにはしておけなかった。自分の力で国ひとつを滅ほろぼせるなんて信じてたわけじゃない。ただ、じっとしていられなかった。ひとりでも多くのランドール兵を殺さなけりゃ気が済まなかった。それだけだった」

　詩人の歌と、酔すい漢かんたちのあげる掛かけ声ごえが不思議と遠い。

「だけど、アレフは……そう、泣き虫で、臆おく病びようだったあいつが、気がつけば一行のリーダーになって、誰だれよりも先を歩き、おれたちを先導していた。いつからだろう、あいつの背中についていけばまちがいないんじゃないか、それが運命なんじゃないか、とも思うようになった。あいつこそ神に選ばれた本物の〈勇士〉だよ。そいつの背中を守りながらおれが戦うことだって、ひょっとしたらアレフの運命にまつわる予言書の片かた端はしにでも小さく書いてあったのかもしれない。ケイオロス、あんたやジューザだってそうさ。おれたちは確かに導かれた。だけど」

　何度目かのげっぷをひとつ挟はさんでつづけた。

「いざ戦いが終わっちまえば、運命とやらもあっさり終しゆう了りようだ。じゃあ、そのあとはどうする？　そのあとの人生にも、神さまが新しい運命を用意してくれるのか？　ちがうね、神さまはもう知らん顔だ。『運命に選ばれた子らよ、よくやった、じゃああとは勝手にしろ』ってさ。もうそれぞれの生き方に戻もどるしかない。アレフはどうするつもりか知らないけれど、ジューザは真実の聖堂騎き士しになろうとするだろうし、アー・シェは旅の途と中ちゆうから繰くりかえしいっていたように種族としての故郷に帰るんだろう。エリシスは国のために働いて、あんたは思し索さくのために山やま篭ごもり。そしておれは──、おれは、ランドールがなくなったいま、誰だれかを殺す理由もない。傭よう兵へいでひと稼かせぎするとか、名をあげて一国一城の主あるじになるとか、そんなつもりもさらさらない。だからこの村で日ひ雇やとい労働者。それでいいんだ。おれは、満足しているよ」

　言葉の最後に、素そ朴ぼくな笑えみを添そえた。ケイオロスも釣つられたみたいに笑った。

「おまえもおまえで、欲のない奴やつだわな。王とはいわんまでも、おまえが望めば、いまでも城のひとつといわず、二つ、三つくらいは与あたえられるだろうに」

「いろんなことから解放されたばっかりなんだ。もうなにも背負いたくなんてないね」

　それが、現在のギュネイの偽いつわらざる本音のようだった。ケイオロスとて、彼かれを本気で王にしたいわけではない。なにがなんでも、戦っているころの彼かれに戻もどってほしいとも思わない。ギュネイが自分で自分の人生を決めたのなら、それで構わなかった。

　二人はそれから詩人の歌を聞くともなしに聞きながら、いくつかの思い出話を交かわした。

「さて、名残なごり惜おしいが」

　と、ケイオロスがジョッキを置いたのが、店に入ってからおよそ二タード後。

「少し顔を見るだけのつもりが、思わず長居してしまった」

「もういくの？　宿を労働者たち共同で借りてるんだ。泊とまっていけばいいのに」

「おまえたちの汗あせの臭においといびきに悩なやまされながらか？　嫌いやなこった。魔ま術じゆつの思し索さくに励はげみながらなら、風も雨も雪も楽しいものだが、男と枕まくらを並べるのだけはごめんこうむる」

「あんたらしいよ」

　ケイオロスとギュネイが席を立った。〈賢けん者じや〉がテーブルの脚あしを蹴けると、床ゆかに突つっ伏ぷしていた犬がぴくりと頭をもたげる。ひとつ大あくびをした。

　店もそろそろ閉めどきだったが、なにせ『ギュネイ』がいるので店主もどうしようかと頭を悩なやませている様子だった。と、そこへ新たな客が入ってきた。一いち瞥べつしたケイオロスが、

「五人、いや六人か」

　と低くつぶやいたが、実際に店内へ姿を見せたのは女ひとりきりだ。

　巡じゆん礼れいの旅の途と中ちゆうだろうか、薄うす茶ちや色をした飾かざり気けのない長なが衣ぎぬで全身を覆おおっている。美しい顔に、男たちの視線が集中した。

「悪いが、そろそろ店を閉めようかと思っていたんだ」

　店主が、いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらに戻もどって女に告げる。男たちが「気の利きかない石頭野や郎ろうめ」という顔をするなか、女は、やはり自分が巡じゆん礼れいの途と上じようにあることを明かしたうえで、

「わたしは、遠く、アルギアはイーベの出身。夫も息子むすこもランドールの侵しん攻こうで殺されてしまいました。二人の魂たましいを慰なぐさめるための巡じゆん礼れい中ちゆうでありましたが、こちらにギュネイさまがいらっしゃると聞いて、矢も盾たてもたまらず飛んできた次し第だいです。イーベをお救いくださったのは、ほかならぬ〈竜りゆう戦士〉さまでいらっしゃいますので、ひと言だけでもお礼をと──」

「おお、これはイーベよりわざわざ」

『ギュネイ』が席を立って、女のほうへ近づいた。女がその甲かつ冑ちゆう姿を見て、はっと立ちすくむ。『ギュネイ』は何度も頷うなずきながら、女の手を取った。

「覚えていますとも。イーベでの戦いは熾し烈れつを極きわめました。あなたのような方をひとりでも救うことができたのならそれはわが誇ほこり。しかし、わたしの剣けんがあと一歩間にあわず、あなたのご亭てい主しゆやお子さまをお救いできなかったとなれば、それはわが生しよう涯がいに残る悔くいであります。どうかわたしにもご家族の御み霊たまへ祈いのらせていただきたい」

「ああ、〈竜りゆう戦士〉さま、なんともったいないお言葉。そのお言葉だけで、夫も息子むすこも天上で救われる思いがしましょう」

　女は両目から涙なみだをあふれさせ、その場に崩くずれ落おちそうになった。『ギュネイ』が力強くその腰こしを支えてやると、女はよよと『ギュネイ』にすがりついた。店中の人々がこの感動的な一場面に目を細めた。

　が、それを邪じや魔まする無ぶ粋すい者があらわれた。眠ねむそうに大あくびをしていたはずの犬が、突とつ如じよ大きく吠ほえたかと思うと、テーブルの下から突とつ風ぷうみたいに飛び出してきて、『ギュネイ』と女のあいだに割って入ったのだ。

　身を逸そらそうとした『ギュネイ』は甲かつ冑ちゆうの重みに抗あらがえず後ろ倒たおしになった。がしゃんと金属が派手な音を奏かなでる。客たちの何人かが『ギュネイ』を助け起こそうとし、何人かが犬を蹴け飛とばそうとしたのだが、誰だれひとりとして行動に移せた者はなかった。

　代わりに「あっ」と声を揃そろえたのは、『ギュネイ』が倒たおれた瞬しゆん間かん、女が武器を手にしていることがあきらかになったからだ。長い裾すそに忍しのばせていたのだろうか、刃は先さきの鋭するどい短たん剣けん──というより、もう針に近い形状の刃はが握にぎられている。先せん端たんが黒く変色しているのは毒を塗ぬっているためか。鎧よろいの隙すき間まから突つき刺さされれば、さしもの〈竜りゆう戦士〉とてひとたまりもなかったはずだ。

　女は小さく舌打ちすると、二度目に跳とびかかってきた犬を巧たくみにかわしざま、起きあがろうともがいていた『ギュネイ』への距きよ離りを鋭するどく詰つめて、一いつ瞬しゆんにして馬乗りになった。『ギュネイ』の兜かぶとを手で押おさえると、刃はを喉のど首くびめがけて突つき入いれる。

　その間、誰だれも身動きできなかった。

　──かのように見えたのだが、いつの間にやら女の背後に人ひと影かげがあった。

　ギュネイだ。人々からすれば『ジャック』。時間も距きよ離りも一足飛びに越こえたかのような唐とう突とつさで、女の背後に位置すると、首の側面めがけて手刀を叩たたき込こんだ。

　女が白目を剝むいて『ギュネイ』の上に倒たおれる。手から落ちた刃はが甲かつ冑ちゆうの胸当てに跳はねかえって音を立てた。

　店内の人々は声もない。誰だれも彼かれも、酔よいのさめた顔で凍こおりついている。

　六英えい雄ゆう暗殺事件が突とつ如じよとして勃ぼつ発ぱつ、そしてこれも突とつ如じよとして未然に防がれた──と客たちの何割かがようやくのことで理解したそのとき。

「来るぞ！」

　叫さけんだのはケイオロスだ。

　次の瞬しゆん間かん、ザッハ片かた田舎いなかの酒場に〈異形〉があらわれた。
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〈異形〉を具体的にどういいあらわすかは、目の当たりにした人間によってそれぞれ異なるにちがいない。

　たとえば膨ふくらんだ水死体を見たことのある人間には、それが息を吹ふきかえしてあらわれたように見えた。ある人間には、自分が先ほど店の片かた隅すみで吐はき出だした汚お物ぶつが人の姿になったように見えたし、ある人間には、黒い煤すすが寄り集まっているように見えた。

　目にした姿は様々であっても、反応は一いつ致ちしていた。

「ランドールの魔ま獣じゆうだあっ」

「奴やつらがまた来たぞ！」

　絶ぜつ叫きよう、悲鳴をとどろかせながら、テーブルや椅い子すすべてひっくりかえす勢いで、店の入り口から遠ざかろうとする。『ギュネイ』は人波に揉もまれて立ちあがることができずにいたのだが、そこを〈異形〉──彼かれらいうところのランドールの魔ま獣じゆう──に狙ねらわれた。

　魔ま獣じゆうはその背中に翼つばさらしきものを有していた。ただし体格の割におそろしく小さくて、おまけに見る者を不快にさせるほどねじくれており、それで飛べるとも見えないのに息を吞のむほどの速度で床ゆかすれすれを滑かつ空くう。

　黒っぽく、いびつに膨ふくらんだ腕うでが甲かつ冑ちゆうの足を摑つかむ。『ギュネイ』が「ぎゃっ」と声をあげた。甲かつ冑ちゆうは白銀色をしていたのだが、摑つかまれた部分が黒く変色していた。水ぶくれを起こした皮ひ膚ふそっくりに鉄がぼこりと泡あわだち、次いで黒く煮に立たって、魔ま獣じゆうの手のなかで溶とけていく。

「野や郎ろうっ！」

　とこのときロブが、壁かべに立てかけてあったモップを手に取るなり、魔ま獣じゆうの背中に殴なぐりかかった。しかし魔ま獣じゆうの皮ひ膚ふに触ふれた瞬しゆん間かんからモップも黒い色に侵しん食しよくされてぼろぼろに溶とけ崩くずれて、勢いを持て余したロブはつんのめって倒たおれてしまった。

　人々の悲鳴が店内でいびつな渦うずを巻いた。つい先ごろまでの浮うかれ気分などその渦うずに吞のまれて搔かき消きえていた。暗黒の時代に逆ぎやく戻もどりだ。家族で身を寄せあって彼かれらの注意を引かないよう、赤子の口さえ手で押おさえながら、揃そろって息を殺しつづけたあの時代に。

　このとき──、『ギュネイ』のおつきとして店にあらわれた例の吟ぎん遊ゆう詩し人じんは、テーブルの下に隠かくれひそんでいた。

　彼かれは自じ称しようしていたような「英えい雄ゆうに同行した騎き士し見習い」などではなく、大戦がはじまる前から、今宵こよいと同じく酒場を巡めぐって酔よいどれを気分よくさせるだけの歌を歌っては日ひ銭ぜにを稼かせいでいる身分だった。いくさが終わったあとになって、やはり酒場で歌っているところを『ギュネイ』に拾われた。『ギュネイ』はいわゆる豪ごう商しようの息子むすこであり、こうして特別に仕立てた甲かつ冑ちゆうを身にまとっては、夜中に闊かつ歩ぽして英えい雄ゆうごっこを楽しむのが趣しゆ味みだった。ただし、都会で派手にやったのでは正体がばれやすいので、こうした田舎いなか村で楽しむのがせいぜいだ。

　最初、『ギュネイ』を護衛するようにあらわれた武装兵たちも、金で雇やとわれた村人に過ぎないから、いまはあっさり主人を見捨てて裏口から外に逃にげている。吟ぎん遊ゆう詩し人じんはテーブルの下に身を忍しのばせたはいいが、身動きできず、骨ごと震ふるえるような思いをしながら、

（なにが六英えい雄ゆうだ。なにが邪じや神しんを討うった伝説の戦いだ。悪夢はまだ終わっちゃいなかったんだ。おれたちは悪あく魔まに弄もてあそばれて、一生血ち反へ吐どを吐はいてのた打ちまわる運命なんだ）

　そう毒づくしかなかったが、のちに彼かれは、この一夜で見た光景すべてを歌にして、ザッハ各地で歌いあげることとなる。歌い出しはこうだ。

（われらに希望を抱いだかせた六英えい雄ゆうとはなんであったか。世界中の人々を歓かん喜きさせ、小こ躍おどりさせた邪じや神しん討とう伐ばつの報とはなんであったか。すべてはただ夢、幻まぼろしに過ぎなかったか）

（否である。そう、皆みな声を揃そろえよう。否である、と）

　黒い魔ま獣じゆうが『ギュネイ』の身体を引き寄せにかかった。これ以上はないと思われていた悲鳴がさらに大きくなった。仰あお向むけにさせられた『ギュネイ』に魔ま獣じゆうの爪つめが迫せまる。

（否、否、否。なぜならばそう──われらには）

　吟ぎん遊ゆう詩し人じんの眼前を、暗緑色の突とつ風ぷうが吹ふいた。

　瞬しゆん間かん、そこにあらわれたのは全身に甲かつ冑ちゆうをまとった武人。面めん頰ぽおをおろし、素す顔がおはおろか、外気に触ふれている部分などひとかけらもないのではないかというほど全身をよろったその姿は、吟ぎん遊ゆう詩し人じんが見慣れていた『ギュネイ』のものとはだいぶ様子がちがっていた。

　兜かぶとは、絵巻物などに登場する竜りゆうの顔そっくりで、上下左右、四つに割れた口の中央に顔が位置しているようだが、これがぴったり前面で閉ざされているため素す顔がおはまるで見えない。甲かつ冑ちゆうには、ひとつずつ丁てい寧ねいなつくりの小ざねが無数に折り重なっており、こちらはまるで鱗うろこのようだ。〈竜りゆう戦士〉と呼ばれるゆえんだ。

（われらには、そう、〈竜りゆう戦士〉ギュネイがいる。邪よこしまな神など恐るるに足らず）

　甲かつ冑ちゆうには竜りゆうに似た長い尾おもついていたが、無数に棘とげを生やしつつ先せん端たんが鋭するどく尖とがったそれがひとりでに垂直近くまでそそり立つと、根もとからあっさりと断たち切きれた。床ゆかに落下する寸前に甲かつ冑ちゆうの主が右手で受け取る。誰だれもがこの瞬しゆん間かんひとつの単語を思おもい浮うかべたことだろう。

　ああ、あれぞ〈竜りゆう戦士〉の尾お──邪じやを薙なぎ払はらう聖せい鞭べんにして、悪を穿うがつ聖せい槍そう、エル・スリーンである、と。

　魔ま獣じゆうの咆ほう哮こうは、嵐あらしの夜、戸板越ごしに耳にする風の音そっくりだった。『ギュネイ』に振ふりかざす予定だった一いち撃げきは軌き跡せきを変え、暗緑色の甲かつ冑ちゆうめがけて横よこ殴なぐりに振ふるわれた。

　その腕うでが途と中ちゆうから寸断された。ロブの一いち撃げきを黒く溶とかしたはずの体皮は、甲かつ冑ちゆうの主が振ふるう槍やりの一いち撃げきにはあっさり屈くつしたのだ。魔ま獣じゆうがよろめいた。『ギュネイ』を摑つかんでいた腕うでが離はなれて翼つばさがはためく。いったん浮うきあがって距きよ離りを取ろうという試みは、しかし無造作に一歩を踏ふみ込こみつつ甲かつ冑ちゆうの主が放った追つい撃げきの槍やりによって阻はばまれた。

　空中でいびつな形の胴どう体たいが真っ二つになった。

　だが、〈異形〉は一体だけではなかった。すでに、二、三の影かげが店内にあらわれつつある。

（刮かつ目もくせよ。〈竜りゆう戦士〉ギュネイは邪じや神しんの眷けん属ぞくを恐おそれぬ。〈賢けん者じや〉ケイオロスは邪よこしまなる魔ま術じゆつの産物を蔑さげすみの目で見る。聞けや聞け聞け、ギュネイの槍やりが巻き起こす風の咆ほう哮こう、ケイオロスがかざした手から放たれる火球の轟とどろきを）

　たったいま槍やりを振ふるった甲かつ冑ちゆうの主とは、ギュネイその人だ。ついさっきまでは甲かつ冑ちゆうなど身につけていなかったはずだが、ケイオロスが「来るぞ」と叫さけんだ瞬しゆん間かん、左手首にはめてあった腕うで輪わが輝かがやいたかに見えると、次の刹せつ那なには、ギュネイの姿は暗緑色の甲かつ冑ちゆうに覆おおわれていたのだ。

　つづいての二体目は、ケイオロスがいったん退けた。彼かれもいつしかその手に杖つえを握にぎっている。伝説に語られる英えい雄ゆうの振ふるう杖つえは、その先せん端たんから灼しやく熱ねつの炎ほのおを生み出し、それは球状の形を維い持じしながら放たれた。

　三体目にはすでにギュネイが迫せまっている──かに見えたが、ギュネイはくるりと身を反転させて跳とびかかってきたその三体目をかわすと、勢いそのままに店外へと飛び出ていた。

「〈鎖くさり〉を打った術者は五人だ。斃たおせ」

　ケイオロスがギュネイの背中に叫さけんだ、この言葉の意味を理解できた者もない。

　ごく簡単に説明するならば、いま店内にあらわれた魔ま獣じゆうとは、邪じや神しんに仕える僧そうたちがこの世ではないどこか──神の領域に近い場所──から呼び寄せたものどもだ。これら、異次元の生物を支配下におくためには、呼び寄せた当人が近くにいなければならない。猛もう獣じゆう使いが獣けものにつないだ鎖くさりをずっと手にしていなければならないようなものだ。目には見えない〈鎖くさり〉の効果範はん囲いは術者によって異なるが、平均的には数クラット。つまり、魔ま獣じゆうがあらわれれば、必ず数クラットの範はん囲い内に、これを呼び寄せて操あやつっている僧そう侶りよがいるということになる。

　そして僧そうが討うたれれば、この世と異次元とをつなぐ〈鎖くさり〉を断たたれた魔ま獣じゆうはまた別次元に帰らねばならなくなる。ギュネイたちが狙ねらったのはそれだ。ケイオロスが魔ま獣じゆうをひきつけているあいだに、ギュネイは店の外へと出てランドールの邪じや教きよう徒を捜し出した。建物の陰かげや、細い路地の奥おくにひそんでいたが、ギュネイは彼かれら相手に何度も戦ったことがある。〈鎖くさり〉の存在を気配で感じることができた。

　店から飛び出すや、ギュネイは目にも留まらぬ速度で彼かれらを串くし刺ざしにした。同じ箇か所しよに固まっていた三人を相手にしたときなどは、ただの一いち撃げきで三つすべての胸を突ついたのではないかというほどに速い。全員を血祭りにあげるのに一タルンもかからず、ギュネイは店内に戻もどった。

　果たして魔ま獣じゆうどもは一体残らず消えており、ケイオロスはくつろいだ姿で〈竜りゆう戦士〉を出で迎むかえた。ひっくりかえっていたロブをはじめ、店の隅すみに固まっていた人々も啞あ然ぜんとした顔で彼かれら二人を見つめている。が、

「戦いに向いちゃいない男が、的確に敵をしとめて帰ってきたか」

　ケイオロスの軽口を聞き流すでも笑って応じるでもなく、ギュネイは店から出ていったときと同様、突とつ然ぜん走りはじめた。

「伏ふせろ、ケイオロス」

〈賢けん者じや〉とすれちがいざまに叫さけんだ。「おっ」と首をすくめたケイオロスの頭上を矢が飛んでいくのを目もく撃げきしながら、ギュネイは二階へ通じる階段を数段飛ばしながら駆かけあがる。いまさらながら、全身に甲かつ冑ちゆうを着き込こんだ男の動きとも見えない。

　こういう店の常として、二階は店主の住まいや宿を兼かねている。そちらに避ひ難なんした人間も多かったが、ギュネイが目指した先には弓を構えた人ひと影かげがあった。気づくべきだった。客に扮ふんしたもうひとりの刺し客かくが、隙すきを狙ねらって伏ふせていたのだ。

　刺し客かくはギュネイに第二射を放った。そのすばやさと的確さは刺し客かくが並の腕うで前まえではないことを示していたものの、ギュネイの対応は槍やりのひと振ふりで事足りた。へし折れた矢が手すりを越こえていくのを尻しり目めに、彼かれは最後の階段を鋭するどく蹴けりつけた。

　まさか、というのが刺し客かくの偽いつわらざる心境だったろう。甲かつ冑ちゆう姿の男が突とつ然ぜん消きえ失うせたかと思うと、その男は刺し客かくの頭上をも飛とび越こえて、いつの間にやら背後に位置していたのだ。

　刺し客かくはあわてて振ふり向むこうとしたが、

「槍やりの石いし突づきで殴なぐる」

　ギュネイがなぜだか律りち儀ぎに宣言した瞬しゆん間かんには、刺し客かくは崩くずれ落おちていた。




〈異形〉を屠ほふった鎧よろい姿の男こそが〈竜りゆう戦士〉ギュネイ本人であることはもはや疑いようがなく、しかも彼かれが『ケイオロス』と呼んだことで〈賢けん者じや〉の正体も露ろ呈ていした。

　村中を、「ランドールの襲しゆう撃げきふたたび」という恐きよう怖ふの報と、「英えい雄ゆうあらわる」という歓かん喜きの報が交こう互ごに駆かけ巡めぐった結果、大勢の人々が店の前に集まりつつあったが、ギュネイは僧そうたちの後始末も含ふくめたいっさいを〈賢けん者じや〉に任せると、店主から許しを得たうえで、二階の空いた部屋に気絶させたばかりの刺し客かくを連つれ込こんだ。

　尋じん問もんのためだ。最初店にあらわれて『ギュネイ』を短たん剣けんで突つき刺さそうとした美女のほうは、混乱に乗じてか、いつの間にやら姿を消していたし、僧そうたちはひとり残らず殺していたので、話を聞けそうなのは矢を放ったこの刺し客かくしかいない。

　ちなみにこちらも女だった。それも、最初のほうの美女にも引けを取らないほど目鼻立ちがととのっている。ただ、客に扮ふんする役まわり上、目立たないようにとの配はい慮りよだろう、化け粧しようっ気はまるでなく、泥どろや煤すすでわざと顔を汚よごしてさえいる。歳としのころは十九、二十か。ギュネイと同年代だ。椅い子すに縄なわで縛しばりつけて数タルン、

「そろそろ目を覚ますころだろうな」

　ギュネイがひとり言にしてはやや大きな声でいったとき、女が実際に目を開いた。二、三回、瞬またたきをした女は、ギュネイの甲かつ冑ちゆう姿を認めるなり、その目をカッと見開いたが、

「縄なわで縛しばってある」またも律りち儀ぎにギュネイは教えてやった。「いくら訓練されたランドール兵でもそれでは動けまい」

　女が「貴様」と唸うなった。獲え物ものを見定める獣けものよろしく、ぎらぎらとした眼まな差ざしだった。

「ランドール兵ということは否定しないのだな。当然か、魔ま獣じゆうを呼び出して、〈鎖くさり〉でこの世に縫ぬいとめたうえで操あやつる秘術はランドール司祭独自のものだ。〈賢けん者じや〉がいってた、いままでのどの神官も魔ま術じゆつ師もなし得なかったものだとな」

　鎧よろいを装着すると──というより、ごく近しい仲間以外の相手に〈竜りゆう戦士〉として対するときは──自然、言こと葉ば遣づかいも重々しくなる。子供っぽさが出ると舐なめられかねないからだ。が、対する刺し客かくの女は、ギュネイのそうした芝しば居いにもせせら笑いを返した。

「魔ま獣じゆうだと？　ふん、わが神の眷けん属ぞくに恐おそれをなした蛮ばん人じんどもはそう呼ぶらしいな。だが、どう言いい換かえたところでわがランドールが神、そのご威い光こうと栄光には傷ひとつつかぬ。いますぐわが神の前にこうべを垂れ、膝ひざをつくがよい！」

　ぐるぐるに縛しばられた身分でありながら、女はまるでいくさに勝った将軍のごとき立場で吠ほえている。ギュネイは肩かたをすくめた。

「悪いが、信しん仰こうの押おし売うりは断ることにしている。相手がこっちを殺そうとした相手ならなおのことだ。なぜおれを狙ねらった？」

「なぜ？　なぜだと？　ほう、なぜ、か！」
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　女は椅い子すの上で身み悶もだえしながら、驚おどろき、笑い、そして業ごう火かのような怒いかりを目から放った。

「貴様を恨うらまぬランドール騎き士しがあるものか。いや、騎き士しだけではない。民たみ草ぐさひとりひとり、がんぜない幼児から腰こしの曲がった老人にいたるまで、ランドール人の誰だれもがおまえを──ギュネイ、アレフ、エリシスらの名前を忘れない。この手で復ふく讐しゆうをなすまでは」

「ずいぶんと嫌きらわれたものだな」

　ギュネイがケイオロスを真ま似ねたせせら笑いを返すと、

「当たり前だ！　おまえらの邪じや悪あくな剣けんや魔ま術じゆつが、われらが神のご降臨を妨さまたげたのではないか。人の治世は終わり、神話の時代がふたたびやってくるはずだったのに。人々は安あん寧ねいと幸せに満ちた生活を送れるはずだったのに。国を守る王おう侯こう貴族すらもはや意味を失い、誰だれもが神の前に等しく膝ひざをつきながら、皆みなが平等に、平和のもとに暮らせるはずだったのに！」

「その理念は素す晴ばらしいが、そのためにランドール以外のすべての国が犠ぎ牲せいになるのはどうかな。前ザッハもアルギアも、火のなかに消えてしまったではないか」

（おれの故郷も。おれの友達も、いけ好かない親おや父じも、馬ば鹿か揃ぞろいの三人の兄貴も）

　ギュネイは冷れい徹てつな戦士を演じながらも、内心には激しい感情がある。たとえるなら棘とげをびっしり生やした炎ほのおだ。それが絶えず、渦うずを巻きながらギュネイの臓ぞう腑ふに痛みと熱とを振ふりまいている。そんなことなど知る由よしもない女刺し客かくは冷れい笑しようした。

「聞いていなかったのか。それとも貴様は馬ば鹿かか、馬ば鹿かだな、馬ば鹿かなんだろう。神の前には皆みなが等しく平等だといったろう。ランドール大司教ハーディンさまは神のご威い光こうで地平をあまねく照らさんがため、陛下のお許しを得て各地への侵しん攻こうを開始された。人は奇き跡せきをその目で見ねばなにも信じられぬほど盲もう目もくでなにも聞こえぬ憐あわれな子羊どもだ。だからまずは神のお力を示してやったまで。その後、諸国の王どもがまちがいを悔くいて、われらが神の前に揃そろって王おう冠かんを傾かたむけてくれればそれで平和な世が訪おとずれたはずなのだ」

「──」

「実際、フォーゼは国土の半分を安あん堵どしてやる代わり、王をはじめとして改宗を約束する密書を送ってきた。不ふ可か侵しん条約をも締てい結けつしたのだ。するとダスケスもこちらにつくような素そ振ぶりをちらつかせた。だというのに、奴やつらはこちらがいったん侵しん攻こうの手をゆるめるや否いなや、掌てのひらを返して軍を進めてきた！」だん、と女は足で床ゆか板いたを打ちつけた。「神への祈いのりを唱えるのと同じ口で奴やつらは平気で卑ひ劣れつな噓うそをつくのだ。そんな連中が崇あがめる神など、邪じや神しんのたぐいでなくてなんであろうか」

「それは正しくないな。ランドールが侵しん攻こうの手をゆるめたんじゃない、おれたちが各地の砦とりでを落としたり、聖遺物を取とり戻もどしたりしたから、ランドールは侵しん攻こうを止めざるを得なかった。その隙すきを衝つかれただけのこと」

「黙だまれ、邪じや教きようの徒め。そうさ、いわれるまでもない。ランドールの現状は貴様らのせいだ。六英えい雄ゆうだとかなんだとか持ちあげられているらしいが、貴様らこそこの世を混こん迷めいに陥おとしいれようとする悪あく魔まの遣つかいだろうが。そうだろう、〈邪じや竜りゆう〉にして〈鬼き畜ちく戦士〉、〈殺さつ戮りく鬼き〉に〈強ごう姦かん魔ま〉！」

　ギュネイは激しい感情をいったんよそにやって、兜かぶとの奥おくで目を丸くした。ランドールではそんな名前で呼ばれていたのか。〈竜りゆう戦士〉だの〈聖せい槍そう使い〉だの〈仮面の貴公子〉だの、いろんなあだ名があって、これ以上は増えることなどないと思っていたのに。大体、〈強ごう姦かん魔ま〉とは何事であろう。女性なんてまだひとりも知らないっていうのに。

　刺し客かくは涙なみだ目めで地団太を踏ふんで悔くやしがった。

「貴様を、この手で討うち取とってやるはずだったのに。正々堂々戦わず、偽にせ者ものを用意だててこちらの目を逸そらそうとは、実に貴様らしい姦かん計けいだ」

（あれはおれが用意したものなんかじゃないし、奇き襲しゆうをしかけた時点で、おまえたちだって正々堂々にはほど遠いじゃないか）

　といいかけたが、ギュネイは黙だまっておいた。代わりに指を折りながら刺し客かくの数を数え出す。

「毒の剣けんを持った女がひとりに、魔ま獣じゆうを呼び出した僧そう侶りよが五人。それに客に化けてあらかじめ店内に入っていたおまえがひとり。これで刺し客かくのすべてか？」

「説明してやる義理などない。拷ごう問もんをされてもしゃべらぬぞ。わたしをいますぐ殺すがいい。だが、覚えておけ。ランドールは滅ほろんでなどおらぬ。信しん仰こうなき諸王の軍勢に大地を踏ふみ荒あらされようが、欲望のままに略りやく奪だつ、強ごう奪だつが繰くりかえされようが、この世が誕生した瞬しゆん間かんから立ちのぼったランドールの聖なる炎ほのおは燃えつきたりなどせぬ。おまえら六人、神に歯向かいし愚おろか者ものどもの首はすべて教会に捧ささげられ、そこに王たちの冠かんむりなき首も並べられるであろう。そう、今日からすべての邪じや教きよう徒どもに安らかな眠ねむりなど許されぬ。毎晩、蠟ろう燭そくの火が揺ゆらめくたび蠢うごめく影かげにおびえるがいい。背後から近づく子犬の足音にさえ跳とびあがるがいい。刺し客かくはどこにでも潜ひそんでいるぞ。ほら、いまおまえの背後でなにかの影かげが動かなかったか？」

「ところで」

「なんだ、命いのち乞ごいをするなら改宗の宣言が先だぞ」

「その古めかしい言こと葉ば遣づかいはお父上の影えい響きようかな？　ひょっとして、よいとこの出？」

「だ、だ、黙だまれっ！」

　感情を爆ばく発はつさせる刺し客かくをよそに、ギュネイは窓辺に寄って、薄うす汚ぎたないカーテンごと窓を開いた。いまの季節、夜風が涼すずしい。

「しかし、まだ組織だって動ける連中がランドールにいるのか。きみ、じゃない、おまえの言い草じゃないが、諸王はなにをしてるんだ」

「略りやく奪だつに目がくらんでいるんだろうさ」

　このとき女が口にした『略りやく奪だつ』の意味をギュネイは深く考えなかった。自分たちの国が戦いに敗れて、諸国によって分ぶん割かつ統治をされている現状をそう表現したのだろう、と。

　ただ、いまのランドールがどうなっているのか、そういえば考えたこともなかった。邪じや神しん降臨の野望を阻そ止しし、ランドールによる全土統一のもくろみを破った軍勢の中心人物でありながら、ギュネイは『その後のランドール』のことなど気にも留めていなかったのだ。

　もしも、また邪じや悪あくな勢力が息づきつつあるというのならば──。

〈竜りゆう戦士〉は手て甲こうに包まれた手を強く握にぎりしめた。

　ギュネイは女のほうに向きなおり、それから「おっ？」といささか間の抜ぬけた声を発した。

「縄なわがほどけかかっている。おかしいな、むかし海かい賊ぞく出身の男に教わった縛しばり方だったんだが。待っていろ、いま縛しばりなおして──」

　待っていろ、といわれて待つほど間ま抜ぬけな刺し客かくもない。

「馬ば鹿かめ」

　吐はき捨すてるなり、女は椅い子すのうえに立ちあがった。ギュネイが指し摘てきしたとおり、縄なわがほどけかかっていたらしい。女はギュネイが槍やりを構えるより早く、軽かる業わざ師しにも劣おとらぬ身のこなしで窓辺に駆かけ寄よると、

「わたしはディドー。父コンラットが鍛きたえた双そう蛇じや兵団のひとりだ。よく覚えておけ、〈邪じや竜りゆう〉！」

　名乗りとともに窓の外へ身を投げた。ギュネイが窓から首を伸のばしたときには、もう姿が見えなくなっている。なぜか追いかける努力ひとつしようともせず、ギュネイは代わりに、

「くそっ、結局ガイフレイムを着ちゃったよ」

　刺し客かくを逃にがしたこととは別件で毒づいた。

　それから、妙みようにのんびりした足取りで階段を下りた。店の一階に固まっていた大勢の人々は、二階から下りてくる足音に気づいていっせいにそちらを見やり、それからいっせいに失望の色を顔に貼はりつけた。

「なんだ、ジャックじゃねえか」

　こぼしたのはロブだ。装着したときと同様、ギュネイの全身を覆おおっていた鎧よろい兜かぶとはこれまた一いつ瞬しゆんのうちに消え去っていた。ちなみに装着した瞬しゆん間かんも、皆みなの注意は魔ま獣じゆうのほうに集中していたから誰だれにも見られなかったはずだ。

「おまえ、二階にまで逃にげ込こんでたのか。臆おく病びような奴やつだな。このおれは魔ま獣じゆうに手痛い一いち撃げきを与あたえてやったっていうのに。〈竜りゆう戦士〉さまも二階にいらっしゃるはずだけど、見なかったか？」

「さあ、知りませんけれど。怖こわいことはもう終わったんですか？」

　ジャックの振ふりをしたギュネイは首を振ふりながらも、一階の様子を見て口もとをほころばせた。さっきまで散乱していた椅い子すやテーブルが、リズムを刻みながらひとりでに踊おどっている。ケイオロスの魔ま術じゆつだろう。人々は手て拍びよう子しや口笛を吹ふいてリズムに同調しつつ、お調子者たちが椅い子すに手を差さし伸のべてともに踊おどろうとしている。ひとりが椅い子すにすげなくそっぽを向かれて、おまけに脚あしの部分で脛すねを蹴けられた。「いたた」と跳とびあがるのを見て人々がどっと笑う。

「お持てなし精神が旺おう盛せいだね」

　ギュネイが店の隅すみっこで酒を飲んでいたケイオロスに声をかけると〈賢けん者じや〉は憤ふん慨がいした。

「こういうことでもやってやらんと、あれやこれやと質問責めにあってうるさくてかなわねえんだよ。面めん倒どうごとを押おしつけおって」

「大勢の人相手に話すなんておれには向いてないよ。それに、あの刺し客かくを尋じん問もんできたのはおれだけじゃないか」

　ケイオロスはしばし考えてから泡あわにまみれた口でにやりと笑った。

「おれなら、尋じん問もんよりもっと手っ取り早い呪じゆ文もんを知っておる。亡もう者じやでさえ『もう殺してくれ』とわめきたくなるほどの苦痛を与あたえるようなものが、二、三、と」

「怖こわいお爺じいさまだ」

　ギュネイは顔をしかめながら、〈賢けん者じや〉を誘さそってともに外へ出た。

　店に入りきれない数の村人たちが押おし寄よせていたが、素す顔がおをさらしたギュネイを〈竜りゆう戦士〉と気づける者はなく、またケイオロスも、店内で魔ま術じゆつを使っている場面を目にしていない人々にとってはただ酒場から出てきた酔すい漢かんに過ぎない。

　結果、邪じや魔まされることもうるさくされることもなく、人だかりから脱だつした。

　村の入り口付近まで来れば、もうだいぶ静かになる。

　ケイオロスが指を輪っか状にして唇くちびるに差さし込こむと、甲かん高だかい口笛を吹ふいた。

　ほどなくして、犬が小走りに駆かけてくる。ケイオロスが連れていた犬だ。店内で『ギュネイ』を暗殺者の毒どく牙がからかばって以来、外に出ていたらしい。〈賢けん者じや〉は先ほど食べていた鳥肉の骨を投なげ与あたえてやった。嬉うれしそうにむしゃぶりつく飼い犬に、

「リーリン、いかがであった」

　と聞く。犬相手に「いかが」もなにもないものだが、ギュネイやケイオロス以外の人間が目にしたなら腰こしを抜ぬかしそうなことが起こった。

　尻尾しつぽを振ふって骨にしゃぶりついていた、毛並みがやや汚けがれた小こ柄がらな犬。どこの路地にでもいそうなそんな犬の姿が一いつ瞬しゆん霞かすんだかと思うと、次の瞬しゆん間かんには、人の姿に変わったのだ。

　それも、十四、五歳さいの少女だ。愛らしい顔をした少女は骨を口に咥くわえながら、

「村の周りをひとっ走りしてきましたが、特に怪あやしい人ひと影かげは見当たりませんでした。伏ふく兵へいも後続もないものと思われます」

　よく訓練された斥せつ候こう兵のようなことをいった。

　浅黒い肌はだに犬の毛皮を羽織ったみたいな姿をしていて、あたかも人が魔ま術じゆつで犬に化けていたかに思えるが、実際のところ、リーリンはもともとが人と犬、双そう方ほうの姿をあわせもった特とく殊しゆな種族だ。いまはもう滅ほろびかけた種族であり、ギュネイもこれまで人間が狼おおかみや鳥に変身するおとぎ話を聞いたことはあったが、目の当たりにしたのは『彼かの女じよ』がはじめてだった。どのような経けい緯いがあってか、いまはケイオロスの従者をつとめている。

「ふむ、ランドールの最さい後ごっ屁ぺのようなものか、それともよからぬことが起こる前まえ触ぶれか」

「刺し客かくは、おれたちへの恨うらみがだいぶ深そうだった。ってことは、ほかの仲間たちが襲おそわれている可能性もある」

「では、どうする？」

〈賢けん者じや〉は何気なくギュネイを見やり、そして目を瞠みはった。

　この場においては、おそらく彼かれ以外の何者もギュネイに起こった変化には気づけまい。ケイオロスは、まるでそこに人の姿をした炎ほのおが立ちのぼっているかのように錯さつ覚かくした。

「悪いけどケイオロス、山やま篭ごもりはあとにして、もう一度エレィノアにいってくれないかな。アレフたちはちょうど人も寄りつかない場所にいっているから、刺し客かくが来ればすぐに気づくはず。あの三人なら、正体の見えている敵にみすみす遅おくれは取らない」

「ふむ、〈純潔の聖女〉を助けに向かうのは若き戦士の役目だと思うがね。そういうおまえはどうするつもりだ？」

「ランドールの現状を探さぐってくるよ」

「はん？」

　ケイオロスが間の抜ぬけた声を発するのに構わず、ギュネイは淡たん々たんとつづけた。

「おれは、敵はおろか、味方にだってろくに顔を知られてない。こういうのをなんというんだったかな、そう、諜ちよう報ほう活動、ってのにはもってこいだ」

　髭ひげの男はしげしげと若者を見つめた。本気か、という顔をして、

「敵の只ただ中なかに単身飛とび込こむってのか？　眷けん族ぞくの召しよう喚かんができていることからわかるとおり、奴やつらの神はいまだ手の届く場所にいるのだぞ。全ぜん盛せい期きより力が衰おとろえているのはまちがいないが、それでもひとりで奴やつらを相手にするのは危険すぎる。敵がどれほどの規模まで組織を復活させているのかもわからん」

「戦いにいくんじゃなくって、そうした諸もろ々もろのことを調べにいくんだよ」

「本当だろうな？」

「どういう意味？」

「ランドールへの怒いかりと憎にくしみに駆かられすぎてはいまいか、ってことだ」

「それは」

　ギュネイは勢いきおい込こんで反論しようとしたが、〈賢けん者じや〉は片手を突つき出だしてそれを封ふうじると、

「まあ聞け。おまえがガイフレイムを返しにいくつもりだといったとき、おれは驚おどろいたが、正直、悪くない考えだとも思った。おまえが戦いに向いてないとは思わないものの、しかし大戦の末期、おまえが亡もう者じやの声を背負いすぎて自分を失っていったように見えていたのも事実だ。エリシスも、それをもっとも危き惧ぐしていた。だからな、今日ここで再会したとき、おまえのことを『ふぬけた』だの『喧けん嘩かもできなくなった』だの『童どう貞てい臭くさいツラ』だのといったが」

「さ、最後のは初耳だ」

「これも正直にいうとな、おれは、嬉うれしかったよ」ケイオロスはギュネイに二の句を継つがせなくさせてから、「あれほどの激戦を生いき抜ぬいて、あれほどの名声を得て、よくぞ戦いに溺おぼれずに、陸地に戻もどってきやがった、ってな。まあそれが人物としておれの好みに沿うかといえば、問題外もいいところだがよ。平へい凡ぼんな野や郎ろうには平へい凡ぼんな暮らしがお似合いだ。おれが気にかけるほどのこともねえ。とっとと嫁よめさんをもらって子供をもうけて、年老いるまでせいぜい額に汗あせ搔かけばいい。おれがもっとも軽けい蔑べつする、でもだからこそちょっとは憧あこがれないでもない、普ふ通つうの暮らしだ。おまえもそれを望んでたろうが」

「それを望むから、ランドールを調べないといけない」

「まだわかってやがらねえな。おれのいった『選せん択たく』の意味を」ケイオロスは舌打ち交じりに白しら髪が頭を搔かいた。「まあいい、おまえの本音はどうなんだ」

　ギュネイは、

「……わからない」と素す直なおに認めた。「あんたのいうことだって、おれにはわからないよ。ランドールがまたなにかしでかそうというなら、未然に止めなきゃいけないのは当たり前のことだろう。『選せん択たく』ってなんなんだ。できる奴やつがやるんだよ。大だい丈じよう夫ぶ、おれだって戦いのことは嫌いやになるくらい知っている。怒いかりに駆かられて深追いするようなことは絶対にしない。だから」

「ううむ」〈賢けん者じや〉はしばし考えてから、「確かに、ランドールの現状は気になるし、それを探さぐるのにおまえ以上の適役がいないというのも理解できる。……ええい、わかった、リーリンをおまえにつける。こ奴やつに遠えん距きよ離りから思念を交かわすほどの才能はないが、邪じや魔まにはなるまい」

「エレィノアにいってくれる？」

「仕方なかろうな。〈聖女〉の窮きゆう地ちを救うのが年寄りの隠いん者じやだとは絵にもならねえが。──しかし」

　ケイオロスは、普ふ段だんからすると信じがたいほど小さな声でつづけた。

「またあのいくさがはじまるなどと考えただけで、世を捨てた隠いん者じやであるおれでさえ、身み震ぶるいを禁じ得なくなる。できれば、杞き憂ゆうで終わってほしいものだな」

　ギュネイはひとつ頷うなずくだけで、〈賢けん者じや〉に全ぜん身しん全ぜん霊れいを込こめた同意を示した。
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　ギュネイの決断と行動の速さは常人離ばなれしていた。

　今回も、ランドールいきを決意するなり、宿に戻もどってすぐさま荷物を整理しはじめた。彼かれ専用の棚たなのなかにはいくつかの武具が入っている。髑どく髏ろの意い匠しようが施ほどこされた槍やりが目を引いたが、ギュネイはそれとは別の、一見なんの変へん哲てつもなさそうな鞘さや入りの剣けんを選んで腰こしに差した。剣けん帯に五本の投げナイフをも入いれ込こむ。この、ナイフを入れるという作業に、なぜかギュネイは必要以上に時間を費ついやしたが、あとはあっさりしたものだ。以前の旅で使用していた鞄かばんに、入用のものを無造作に詰つめ込こんでからひょいと担かつぐ。

　あとは馬だ。一連の騒さわぎで村人たちが起きているのが幸いした。ギュネイは知りあいの石細工職人に頼たのんで、一頭の瘦やせ馬を、馬具一式含ふくめて買い取った。

　その後、村の端はしで待っていたケイオロスのところへ赴おもむくと、妙みようなことをした。

　まず、〈竜りゆう戦士〉の甲かつ冑ちゆうガイフレイムをふたたび身につけた。これは一いつ瞬しゆんで事足りる。ギュネイが普ふ段だんから身につけている腕うで輪わそのものが複雑な魔ま法ほうによって小型化された甲かつ冑ちゆうであり、ギュネイの意志を汲くみ取とるや、膨ぼう張ちよう、変形を瞬しゆん時じにしておこなって、自動的に彼かれの身体にまとわれるのだ。ちなみに、膨ぼう張ちようや変形をギュネイの意志ひとつで細工することも可能だ。つまりは鎧よろいの形状そのものを変化させることができる。

　ギュネイは竜りゆうの尾おにあたる部分──先ほど、店の内外で敵を貫つらぬいた槍やり──を甲かつ冑ちゆうからもぎ取ると、それをケイオロスに渡わたした。〈賢けん者じや〉は渋じゆう面めんをつくった。

「要いらん」

「餞せん別べつ代りにどうぞ、って意味じゃない。しばらく預かっておいてほしいんだよ。エル・スリーンは〈竜りゆう戦士〉の代名詞みたいなものだ。鎧よろいは自由に形を変えられても、この槍やりだけは隠かくせない。どうしてもガイフレイムを着けて戦わなきゃいけないときが来るにしても、正体を悟さとられる可能性はできるだけ減らしておきたい」

「これから敵地へいくというのに最愛の得物を手放すかよ。まあ、そのほうがおまえも無理をせんだろう。わかった、預かっておいてやる。背中を搔かくのに便利だ」

「それじゃ長すぎるよ」

　ギュネイは苦笑いを浮うかべた。鎧よろいを腕うで輪わへと、これも瞬しゆん時じに戻もどしてから、瘦やせ馬に跨またがる。と、軽いめまいを覚えて頭をふらつかせた。ケイオロスはにやにやして、

「魔ま力りよくの消費に身体が驚おどろいておるな。まこと、六英えい雄ゆうの名が泣こうというもの」

「久しぶりだったんだよ」

　ギュネイは言い訳をした。魔ま法ほうの鎧よろいガイフレイムは、素材として、もはや現存しない特とく殊しゆな金属や、神しん竜りゆうと呼ばれていた神話的生物の鱗うろこなどを使用しているおかげで、高い防ぼう御ぎよ力を誇ほこりながらもおそろしく軽量であり、さらに腕うで輪わ状に小型化できたり、形を変えられたりといった数々の利点があるが、その代だい償しように装着者の魔ま力りよくを要求する。ケイオロスの言葉を借りるなら、『意志の力』とでもいうべきもので、あまり長期間身につけていると、体力とはちがう部分を消しよう耗もうしてしまう。以前の旅の際も、意識が朦もう朧ろうとしたり、人間らしく考える力を失ったり、あるいは昏こん睡すいしてしまう──ということがあった。

「あのころは、おれをはじめ、頼たよれる仲間が大勢いた。しかし今度はそうじゃないぞ。あまりガイフレイムに頼たよりすぎないようにしろ」

「わかってる」

「あと、最後にもうひとつだけ忠告だ。まあ、年寄りの繰くりごとだと思わずに聞け。おまえはすぐ余計なものを背せ負おい込こむ悪あく癖へきがある。道中も気をつけろ。すべてのものを見て、すべての声に耳を傾かたむける必要などない。密みつ偵ていってのはな、欲ほしい情報だけを選ぶために余計な感情を削そぎ落とす才にも長たけているものなんだ」

「わ、わかってるとも」

　まるで母親にお遣つかいを頼たのまれてるみたいだ、とギュネイは思いながらしきりに顎あごを引いた。

　後ろには従者リーリンも乗っている。彼かの女じよは彼かの女じよで肝きもが据すわっていた。いきなり、

「ギュネイについてランドールへいけ」

　と命じられても不平不満を覗のぞかせることなく、「はい」と素す直なおに引き受けている。もともと目上と定めた人間には従順で、おまけに好こう奇き心が旺おう盛せいな種族らしく、前の戦いのときにも、ケイオロスに命じられた、それこそ危険な隠おん密みつ任務を嬉き々きとこなしていた。

「それじゃあ、〈賢けん者じや〉。エレィノアのほうはあんたに任せたよ」

　手を振ふりつつ、ギュネイは村を南東へ発たった。旅立ちは存外、あっさりしたものだ。

　風を浴びて馬を駆かるのは久しぶりのことだった。その晩は星の巡めぐりを頭上にしながら夜どおし駆かけた。いくつかの川を越こえて、やはりいくつかの森と村を経た。以前、仲間たちとこうして馬を走らせていた旅の際には、いたるところで、ランドール兵や、邪じや教きようの僧そうたちが使し役えきする魔ま獣じゆうどもの襲しゆう撃げきを受けたものだが、現在は静かで穏おだやかなものだった。

　平和になった証あかしに、一度、五十人ほどの巡じゆん礼れい団とすれちがった。教会を抱かかえている以上、いずれの国にも巡じゆん礼れい者を保護する義務がある。たとえ戦争中であっても、その当とう該がい敵国からやってきたと思われる巡じゆん礼れい者たちを傷つけたり捕ほ縛ばくしたりすることはできない。その制度を悪用して、巡じゆん礼れい団に間者をまぎれ込こませて他国に送る、といったこともたびたび起きていたが、それはどの国もお互たがいさまだ。

　しかしランドールは他国で共通した神の教えを認めていなかったため、巡じゆん礼れい者であろうと目についた以上は容よう赦しやされなかった。「異教徒」「邪じや教きよう徒」とされ、ただの捕ほ虜りよよりもよほどひどい扱あつかいを受けたともいわれる。

　ギュネイがすれちがった巡じゆん礼れい団のなかには聖地での回復を期待している病人も複数いたが、おおむねは旅を楽しんでいるような雰ふん囲い気きがあった。

「あんたたち、若い二人連れで旅するのは危ないよ。いくら戦争が終わったといったって、兵隊崩くずれの山さん賊ぞくなんかがいるからね。襲おそわれたらひとたまりもないだろう」

　腰こしの曲がった老ろう婆ばにぶどう酒を振ふる舞まわれながらも、そう心配された。礼を述べたあとふたたび南への道を辿たどる。巡じゆん礼れい団の姿が見えなくなったあと、

「あのお婆ばあさん、立ち去り際に、あたしにこっそりいったんですよ」リーリンが、人より大き目の犬歯を覗のぞかせながら笑った。「『このご時勢に駆かけ落おちかい？　いっちゃ悪いけど、あんな頼たよりなさそうな男はやめときな。女は男を見誤ると一生苦労するからね』って」

「な、なんて答えたの？」

「『アレでいいところあるんですう』って。正解、ねえ、正解ですか？」

「そうだね。多分」

　壊こわれかけた街かい道どうを川沿いに進むと、村を発たって五日後にはアーノン伯はく領りように入った。ランドールと国境を接している土地だ。

　前領主はランドールの侵しん攻こうを受けて真っ先に殺され、城じよう壁へきに首を吊つるされている。家族も同じ運命を辿たどったが、城下に出かけていた三男のベックだけが難を逃のがれており、彼かれは領民と騎き士しの生き残りを搔かき集あつめて、ランドールへの抵てい抗こう運動をつづけていた。しばらくは明日をも知れぬ戦いがつづいたが、六英えい雄ゆうの活かつ躍やくによってランドールの国境線がじりじり後退しはじめると、ベックはその隙すきを衝ついて一気に進軍。寒村で木の根をかじって生きのびていた貴族やら盗とう賊ぞくにまで身をおとしめていた騎き士し団らもこれに呼応して、ベックはついにかつて父親のものだった城を奪だつ還かんした。

　ベックはしたがって、世界を救った六英えい雄ゆうとはまた別に、ザッハ解放の英えい雄ゆうとして国内で広く名前を知られている。新王が即そく位いする以前に、アーノン伯はくとしての地位を約束されたのもそのためだ。

　城下町は活気づいていた。街路には人の往来が多く、市場にも肉やら果物やらがそれなりに並んでいる。ギュネイはアーノン伯はくベック・マウアーに会ったことはないが、同じザッハ出身の英えい雄ゆうが城を訪ねれば歓かん迎げいしてくれないことはないはずだ。

「だから、城にいかれればよろしいのに」リーリンは旅の荷物を枕まくらもとにおろしながら、頰ほおを膨ふくらませていた。「こんな安宿で、虫に嚙かまれることも、悪あく臭しゆうに悩なやまされることもなく、ぐっすり眠ねむれるだろうになあ」

「目立ちたくない。ギュネイが動いている、なんて知られたくないんだ。ケイオロスじゃないけど、おれたち、旅の途と中ちゆうは洞どう窟くつだろうが森のなかだろうが、どこでだって寝ねてただろ」

「ジューザさまなんて馬上で高いびきを搔かいておられましたね」

「そうそう。その気になればどこでだって寝ねられるよ」

「だからって、こんな場所を選ばなくても」

　リーリンの愚ぐ痴ちを聞かない振ふりをしながら、ギュネイも、今宵こよいの宿選びには失敗した、とひそかに後こう悔かいしていた。川が近くにあるのだが、都会の川というのはどうにも臭においがひどい。リーリンの種族は人間の何倍も嗅きゆう覚かくが発達しているというから、相当に気分が悪いのだろう。

　翌朝、やはり悪あく臭しゆうに耐たえきれなくなったと見えて、宿を早くに飛び出していたリーリンが、ギュネイが起きたちょうどその時刻に帰ってきた。散策ついでに情報を収集してきたらしい。街で傭よう兵へいを募つのっている、と報告した。

「傭よう兵へい？　いくさ支じ度たくをしてるってこと？」

「アーノン伯はく自身はいま王都へいってて、留守にしているみたいです。そのあいだ軍隊を預かっている将軍やら隊長やらがそれぞれ兵を募つのっては、国境の砦とりでに派は遣けんしているようです」

　リーリンは何人か、ザッハでは有名な貴族の名前をあげて、

「彼かれらが後見人として、それぞれの部隊に軍資金を提供しているらしいです。やっぱり一度国を滅ほろぼされたから、ザッハ人にはランドールの脅きよう威いが骨身に染しみているんじゃないかな。身み銭ぜにを切ってでも国境の警けい戒かいを密にしたい、って考えているんじゃないでしょうか」

　率そつ先せんして情報を集めてきたことをリーリンが褒ほめてもらいたがっているのはわかっていたが、ギュネイは黙だまって腕うで組ぐみをした。といっても、いつもながら決断は早い。考えはじめたと見えた直後には、夕飯を食べる場所を決めた、というような顔をして、

「わかった。おれも、傭よう兵へいの隊に加わるとしよう」

　とそんな決断をやすやすとする。リーリンはぎょっとして身を引いた。

「確か、戦うつもりはない、とおっしゃいませんでした？　あたしに武器なんて扱あつかえませんよ」

「調査のためだよ。リーリンは犬に変身して遠くからついてくればいい。ほかの兵に見つからないようにしろよ。腹を空かした兵に見つかったら、鍋なべの具材にされちまうぞ」

　冗じよう談だんなのかどうかいまいちよくわからず、リーリンは引きつった笑いを返した。

　あるていど陽が高くなるのを待ってから、ギュネイは傭よう兵へいを募つのっている場所にまで足を運んだ。川べりの広間にはすでに十数名の男たちが集まっている。

　隊長をつとめるダカンなる男が、木の台にのぼって男たちを睥へい睨げいした。騎き士しの身分らしい。ザッハの騎き士し団は、ギュネイが少年のころは憧あこがれの的だったから、有名な騎き士しの名前は覚えていたが、ダカンの名は聞いたことがなかった。もっとも、勇名を轟とどろかせるような騎き士しなどは、それゆえ王家を守るため身を盾たてにして戦っており、ことごとくが討うち死じにしている。

　なんらかの審しん査さがあるかに思われたが、集まった全員が雇やとわれることとなった。ただ、ダカンがひとりひとりの顔を順じゆん繰ぐり見やるなか、ギュネイの覇は気きのなさそうな顔にしばし視線を止めて、「ふん」と嘆たん息そくしたのをギュネイは見み逃のがさなかった。そして多少ならずとも傷ついた。

　今回の資ス金ポ提ン出サ者ーはよほど太っ腹らしく、全員にそれなりの武具と、馬のない者には人数ぶんの馬も用意されていた。

　翌朝、この数日で集まった傭よう兵へい百名と、ダカンが家で抱かかえている郎ろう党とう三十名が進発。東に西に、途と中ちゆうで北にと、妙みように曲がりくねった進路で南下して、砦とりでに辿たどり着つくまで三日を要した。

「なんだって遠まわりみたいな道を進むんだ」

　ギュネイの隣となりで馬を進めていた、ボルテという男がこぼした。普ふ段だんは農夫をしているという二十代の男にギュネイが答えて、

「多分、本当はもっと早く辿たどり着つける道があるんでしょう。山道や森のなかを整備した、まっすぐ南にいけるような道が。でもそれは緊きん急きゆうの連れん絡らくだけに使われていて、限られたザッハ騎き士し以外には秘密にされているんだと思います。敵に知られれば、万が一砦とりでが落とされた場合、その道ですぐに敵の北上を許してしまうから。国境付近の砦とりでにはよくあることです」

「へえ、そういうものか。あんた、まだ若いのに博識だなあ」

「い、いやいや、戦場にいったことのある兄の受け売りですよ」

　国境の砦とりでに詰つめる任務かと思いきや、そこには一泊ぱくしただけですぐに国外へと出た。

「われわれはランドールの残党軍を片づけにいく」

　ダカンは兜かぶとにつけた高々とした角飾かざりを振ふりたくるようにしてしゃべった。

　邪じや神しんを崇あがめるランドールの司祭たちが、最近、魔ま獣じゆうとともに国境付近の砦とりでや村々に出しゆつ没ぼつしているという。邪じや神しんの生いけ贄にえとして連れ去られた村人も大勢いるらしい。

　傭よう兵へいたちが口々に怒いかりの声をあげた。あの酒場で襲おそってきた刺し客かくの言葉とは逆に、ザッハ人で、ランドールの僧そうを恨うらまぬ者はない。ギュネイは声に出すことこそなかったが、胸中では複雑な感情をうねらせていた。やはりランドールにおいてふたたび邪じや悪あくな勢力が蠢うごめきつつあるのだろうか。いよいよこの目で確かめなければならない。

　一行は砦とりでを東に抜ぬけて、いよいよランドールの入り口ともいえる山さん岳がく地に入った。ランドールは東西南北を山に囲まれた地形にある。こうした閉へい鎖さ的な地形と、邪じや教きようの蔓まん延えんとは決して無関係ではない、と以前エレィノアの司祭がいっていたのを思い出す。

　二、三日は夜営で過ごした。かつてはこうした山道にも教会や修道院が建っていて、巡じゆん礼れい者への便べん宜ぎを図はかっていたというが、ほとんどがランドールの侵しん攻こうで焼け落ちていた。

　何日目かの夜、ダカンが傭よう兵へいたちを焚たき火びの周りに集めて、武勇譚たんを語った。

　彼かれは、ランドールに国土が踏ふみ荒あらされていた際、アーノン伯はくとともに野に下って、城と国土を取とり戻もどす機会を窺うかがいつつ戦っていた騎き士しのひとりだと自分のことを明かした。

「無論、六英えい雄ゆうは偉い大だいだ。だが、ベックさまのようなお方がおられたからこそ、そしてそのお方を、命を惜おしまずにお守りしてきたわれわれのような存在があったからこそ、いまのザッハがあるのだということを忘れてはならんぞ」

　ダカンは、軍ぐん需じゆ物資を運うん搬ぱん中だったランドールの部隊を何度となく襲おそって、生いけ贄にえとして若い娘むすめを集めていた邪じや教きようの僧そうたちを何人となく屠ほふり、差し向けられた追つい撃げき隊をいくつも壊かい滅めつに追いやった、と拳こぶしを振ふるって語った。

「いいか、英えい雄ゆうとは、のちの世に語られる者だけではないぞ」酒がまわってきたダカンは、ロブのように同じことをなんべんも繰くりかえした。「おまえたちも英えい雄ゆうとなれ。世界や国は救えずとも、故郷や家族や恋こい人びとを守るため戦いに殉じゆんずる者は、みな英えい雄ゆうとなるのだ」

　傭よう兵へいたちのなかには、農夫のボルテをはじめ、あきらかに戦いを経験していない者も多い。先のいくさでは大勢の男たちが職を失った。彼かれらも同じだろう。家族を養うため、慣れぬ武器を手に取ってまでも兵に志願したのだ。皆みな、ダカンの言葉に感じ入った表情をしている。

　ギュネイはこのとき、火を囲んだ輪のいちばん外側に腰こしをおろしていた。ダカンは皆みなに酒も振ふる舞まっていたものの、ギュネイは手をつけなかった。酔よって目立つようなことはしたくない。杯さかずきになみなみと揺ゆれる液体に自分の顔を映しながら、英えい雄ゆう、とこっそりひとりごちた。

　確かにあのいくさには大勢の英えい雄ゆうがいた。その多くと触ふれあったことのあるギュネイだ。こうして武装した男たちとともに進軍していると、ギュネイも旅の日々を思い出さないわけにはいかなかった。道のりは険しく、目指す場所ははるかに遠かった。ランドールが破竹の勢いで領土を広げていたさなかだ。あのとき、

「自分たちの力でランドール軍を退け、邪じや神しんを討うつのだ」

　などと旅の目的を明かしていたら、大勢の人々は、ギュネイたちが邪じや神しんの恐おそろしさに気が触ふれた集団と思ったか、預言者のたぐいを名乗って王おう侯こう貴族から金をせしめていた詐さ欺ぎ師と同一視していたにちがいない。

　が、そうでない人々も、ごくわずかだが、いた。志を同じくしてくれる人々も。

　滅ほろぼされたアルギア最後の戦士団、フォーゼ国女王に永遠の忠誠を誓ちかった三騎き士し、〈ダスケスの永遠なる盾たて〉と呼ばれた男など、仲間としてともに武器を振ふりかざしてくれた者たちばかりでなく、ランドール支配領域において、兵の目を盗ぬすんで情報収集やら食しよく糧りよう調達やらで協力してくれた市民たちもまた──彼かれらは決してその名前や活かつ躍やくを吟ぎん遊ゆう詩し人じんの歌で伝えられることはなくとも──まちがいなく英えい雄ゆうだ。

　犠ぎ牲せいも数多くあった。朝には肩かたを並べて戦っていた男が、夜には屍しかばねとなって転がっていたことも珍めずらしくない。ギュネイたちに協力していたことが露ろ見けんしてしまい、全員が兵に惨ざん殺さつされた一家とてある。

　そうした人々の導きや犠ぎ牲せいがあってこそ、ギュネイたち一行は、一段一段足もとに石を積み重ねていく思いで歩みを進めて、目の前の敵を次々と討うち、そして小さな目的を達成するごとにこれもまた新しく石を重ねていきながら、最初のころははるか遠くに霞かすんで見えなかった、もっとも大きな目的──勝利へと一歩ずつ足を進めていったのだ。

　ギュネイは膝ひざを抱かかえたまま焚たき火びをぼんやり眺ながめていた。枝がバチッと爆はぜて火の粉が散る。ゆらゆらと、ゆきどころに迷うように舞まっていた火の粉を見守っているうち、

（踊おどれ、踊おどれ、踊おどれ。肉は土に帰り、魂たましいは火の粉となって舞まい踊おどれ）

　エリシスの声が脳のう裏りをよぎった。旅のあいだに何度か、〈純潔の聖女〉は炎ほのおを前にしながら神に捧ささげる舞まいを舞まった。鎮ちん魂こんの踊おどりだ。

（踊おどれ、踊おどれ、踊おどれ──）

「おい、そこの。聞いているか？」

　ダカンの怒ど声せいが飛んできた。「そこの」というのが自分のことだと気づいて、ギュネイは思わず立ちあがった。

「き、聞いておりました。聞いておりましたとも」

「ぼけっとしやがって。戦場ではそんな奴やつから真っ先に死んでいくんだ。名はなんという？」

「ジ、ジャックであります」

「どうせ戦いですぐに命を落とす貴様の名前になど意味はない！」

　ダカンは怒ど鳴なった。理り不ふ尽じんであろうとなかろうとギュネイは直立するしかない。父親にしろロブにしろ、どうにも気の短い人間を苛いら立だたせてしまう場面が多い。

「剣けんを取れ。いや、怯おびえる必要などないぞ。なにもここで斬きって捨てようというのではない、おまえがどれほど使えるか試ためしてやるというのだ」

「いや、あの、おれは」

　ギュネイはまごついた。ひたすら目立つまいとしていたのに、全員の関心を一手に引き寄せているこの現状はなんだろう？　隠おん密みつになどまるで向いていないのじゃないか。

「怯おびえるなといった！　貴様、敵を目の前にしても、『いや、あの』などといって逃にげられると思っているのか。さあ、剣けんはどうした？」

　ギュネイは自分の剣けんを遠くの木の根もとに置いてきたので、それはそれでダカンを怒おこらせた。

「武器は常に手もとに置いておけ！　いつ敵の襲しゆう来らいがあるかわからんのだぞ」

　まったくもってそのいいぶんは正しい。ギュネイは本気で反省した。

　結局、ダカンの部下から剣けんを借りることになった。

「さあ、好きに突つきかかってこい」

　ギュネイは剣けんを取るには取ったが、どうしたらよいものやら、わからなかった。

　ここで〈竜りゆう戦士〉の力を発揮するなどは、無論のこと論外。目立ちすぎないためには、適当に剣けんをあわせて、平へい凡ぼんな腕うで前まえに見せかけるのが一番なのだろうが、そういった芝しば居いの経験などはないギュネイだ。

　試ためしに一歩、二歩と踏ふみ込こんで突つきを送ってみた。のろい。あっさりかわされた。

　ギュネイのへっぴり腰ごしを見て、ダカンをはじめ、彼かれの郎ろう党とうたちも大口を開けて笑った。

　さすがに恥ち辱じよくを覚えたが、ギュネイは懸けん命めいに自分を律した。

　ギュネイの剣けんはいわば我が流りゆう。誰だれかに手取り足取り教えてもらったものではない。山さん賊ぞくの味方入りしていたときも、エリシスらと旅立って以降も、見みよう見み真ま似ねで剣けんを振ふるっていたのだが、その後の経験が常人離ばなれしていた。

　ランドール兵士たちとの戦せん闘とうはほとんど日常のようなものだった。魔ま獣じゆうどもとの戦いも熾し烈れつを極きわめた。

　あの戦いを振ふりかえるとき、ギュネイは常々、自分は幸運だ、と思う。なにが幸運かというと、敵と出会った順番だ。もしも、アレフたちと旅立った最初の日に、邪じや神しん軍四天王のひとりであり、ギュネイとは三度も剣けんを交えた相手である〈不死将軍〉ゼオに襲おそわれていれば、そこであっさり彼かれの命運は尽つきていただろう。ゼオと出会う前に、ランドール兵との度たび重かさなる戦せん闘とうがあったからこそ、一度目の戦いはなんとか逃にげきることができた。そしてゼオとの戦いを経たからこそ、ギュネイの腕うではさらに磨みがかれて、次々と巻き起こった激戦を生きのびることができて、またその経験が活いきたからこそ、三度目にはからくもゼオを討うち取とることができた。

　ギュネイの『我が流りゆう』は、そうやって相次ぐ実戦によって鍛きたえあげられて、誰だれも追いつけないほどの領域に達した。アレフやジューザが相手でない限り、一対一でならば、まず槍やりや剣けんを取っての戦いで負けることはあり得ない、と自負もしている。

　こういってはなんだが、過去に戦った歴戦の猛も者さたちと比ひ較かくするまでもなく、ダカンを殺すのはさほど難しくはない。殺さずして相手の剣けんをへし折るか、気を失わせるのも、まあ可能だと思える。ただし後者を選せん択たくするにしても、速度や技術で圧あつ倒とうせねばならない。そんな姿を見せるわけにはいかなかった。

「そらっ、当たると痛いぞ」

　ダカンは、ギュネイを怯おびえさせるためにか、剣けんを過か剰じように大きく振ふるった。ギュネイはこれを思わず紙かみ一ひと重えにかわして、相手の懐ふところに飛とび込こみかけた。もうほとんど身に染しみた習性のようなものだ。

（い、いけない）

　返す一いち撃げきでダカンの首を刎はねあげる自分を想像して、中ちゆう途と半はん端ぱなところで身を引いた。

　結果、ぎくしゃくとしたみっともない動きになってしまい、ダカンの繰くり出だす連続攻こう撃げきを防ぐのに懸けん命めいになった。

「もうよいわ」

　ダカンは剣けんをおさめた。ダカンの剣けんから逃にげようとするあまり、ギュネイが木の根もとにつまずいて転んでしまった直後だ。また大勢の笑い声が渦うず巻まくなか、ダカンは腕うでの差を見せつけられて満足したのか、

「まあ、悔くやしがることはない」剣けんを取る前よりは鷹おう揚ような態度でギュネイを慰なぐさめた。「これが数々の戦いを経験した者とそうでない者とのちがいだ。身に染しみたなら、これからは真しん摯しに経験者の言葉に耳を傾かたむけるがよいぞ。多少は生きのびられる可能性が増すというものだ」

　ギュネイはしゅんとなって立ちあがった。芝しば居いではない。というより、芝しば居いひとつまともにできず、結局のところ変に目立ってしまった自分に本気で落おち込こんでいるのだ。

　木々のあいだからこれを見守っていた犬の姿のリーリンが、「きゅうん」と小さく鳴いた。




　　　　　　　２




　翌日、山さん岳がく地を越こえるころあいになると雨がぱらつきはじめた。ちょうど部隊全体に疲つかれが見えかけていたので、皆みなうんざりした顔になる。それでも陽が落ちる寸前まで行軍していくと、ランドールがかつて国境に築いた砦とりでが見えてきた。かなり大規模なものだ。

「ここを落としたのもわれわれだぞ」

　ダカンの自じ慢まん話を耳にしながら砦とりでに入る。

　数歩進んだギュネイは、腰こしの剣けんから手を離はなしつつ首を傾かしげた。窓や壁かべに、つい最近補修したような跡あとがある。てっきり、ザッハの国境線を脅おびやかしているというランドール司祭が拠きよ点てんにしているかと思いきや、人が生活しているような気配はない。いっそのことザッハがここに部隊を置けばいいのに、と思う。ランドールへの牽けん制せいにもなり得て、今回のようなことにはならなかったはずだ。とはいえ、ザッハも国内の復興が道半ばでさほどの余よ裕ゆうはないのだろう。

　砦とりでで一泊ぱくすることにして、交こう替たい制で歩ほ哨しようを立てた。

　真夜中にギュネイの番が来て、砦とりでの南側に面した見張り台に立たされた。まだ雨は降っている。ギュネイは欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら、同じく歩ほ哨しように立ったボルテと無む駄だ話ばなしをした。

「せっかく兵隊に志願したのに、ろくな飯が出ないんだな」

「食べられるだけいいじゃないですか」

「そうなんだが。行軍途と中ちゆうに、瘦やせっぽっちの犬がついてきているのを見たんだ。あんなのでも鍋なべに入れちまえば腹の足しにはなるだろうな。今度見かけたらやってやろうと思う」

　農夫は懐ふところから拳こぶし大の石をいくつか取り出して見せた。ギュネイが内心でリーリンの無事を祈いのっていると、

「昨日は隊長にさんざっぱらやられたな」ボルテがにやりと笑った。「高い給金に釣つられて、はじめて剣けんを手に取った口だろう」

「似たようなものです」

「おれもだよ。親おや父じはランドール兵に逆らったために殺されて、兄も脚あしを斬きられて畑仕事ができなくなった。お袋ふくろも、兄貴も、兄貴の嫁よめさんや子供も、全部、おれが食わせなくちゃならないんだ。毎日畑を耕したって足りるものじゃない。だからここに志願したんだ」

　ギュネイの右手側には壁へき画がが描えがかれていた。日輪を喰くらう黒い狼おおかみの絵は、おそらく日食を意味している。通常、夜と闇やみは嫌きらわれるものだが、ランドールにおいてのみ、闇やみは神の領域であり、夜は神がこの世に近づいている時間帯であるとされているため、日食も歓かん迎げいすべきものとされていた。確か、この黒い狼おおかみもランドールが崇あがめる神の眷けん属ぞくであり、四天王のひとり、〈漆しつ黒こくの冠かんむり〉コンラットが紋もん章しようにしていたはずだ。

　壁へき画がの傍かたわらには、簡素なつくりの滑かつ車しやが壁かべに打うち込こまれていた。太い縄なわが巻かれている。これを上げ下げして、見張り台に物資や食事を運んでいたものと思われる。

「まあ、金のためだけじゃないがね」ボルテは、ポケットから夕食に出されたケヤの実を取り出して、小こ粒つぶの実に齧かぶりついた。「妹もいたんだ。まだ十六だったよ。おれの親友と結けつ婚こんするはずだった。だけど、二人揃そろってランドール兵に連れていかれてしまった。あとのことはわからない。きっと、奴やつらに乱暴されたか、奴やつらが使し役えきするおぞましい魔ま獣じゆうの餌えさにされちまったんだろう」

　ボルテは剣けんの刃はを凝ぎよう視ししていた。赤い果か汁じゆうが口から切っ先へと滴したたり落おちる。

「ランドールが滅ほろんだって聞いて喜んでいたのに。これでやっと妹の葬そう式しきもやってやれると思っていたのに。奴やつらがひとりでも生き残っていて、おれたちの村にまた害をなそうっていうんなら、今度はこっちがひとり残らず殺してやる番だ。おれは妹の魂たましいにそう誓ちかったんだ」

　口調が静かなぶん、秘められた激情が痛いほどギュネイの肌はだに伝わってくる。

　おれも、とギュネイは同意する声をあげる。胸のうちだけで。

（おれも、死者の魂たましいに誓ちかったんです。おれを村の外に連れ出してくれたあいつの亡なき骸がらを前にしながら、絶対に仇かたきを取ってやる、ランドールを消してやる、あいつらが邪じや悪あくな神を信じるというなら、その神さまの首だってもぎ取っておまえの墓に置いてやる、って）

　昨日も思い出した、火の粉が散るなかをエリシスが踊おどる場面がギュネイの脳のう裏りに明めい滅めつした。そう、彼かの女じよの舞まいを最初に見たのはあのときだ。ギュネイの友人のために〈純潔の聖女〉は舞まい踊おどってくれた。

　ひとつ、二つとちらちら散っていた火の粉が、瞬またたきごとに増えていって、やがてはおびただしい朱しゆ色いろ模様の雨となって降り注いだ──。

　ギュネイは突とつ然ぜん見張り台から身を乗り出した。「どうした」と農民があわてて隣となりに並んで、

「あっ」

　と息を吞のんだ。

　真っ暗闇やみ。こちらの見張り台からは、砦とりでの南門にあたる場所が見おろせる。門前でやはり警けい戒かいに当たっている兵が火をおこしているのだが、さらに南側に視線を向けると、そちらにも赤い灯火が二つ、三つとちらついているのが見えた。一いつ瞬しゆん、ギュネイの脳のう裏りに輝かがやいていた赤い火の粉と重なったが、しかしだからこそギュネイは本能的に察したのだ。

　あれが自然界の火などではないことを。

　それは冬の冷気を和やわらげてくれるあたたかな色ではなく、家屋を破は壊かいする猛たけ々だけしい色でもなく。あたかも亡なくなった人間の血が空中で凝ぎよう固こしたような、そんな不ふ吉きつなものを感じさせる色。

「あ、あか、〈赤目〉」ボルテが震ふるえ声で囁ささやき、

「〈赤目〉だあっ」

　ついには大声を発した。

　門番兵も気づいたらしい、やはりボルテと同じ言葉を大声でわめきながら、手にしていた槍やりで門やら鍋なべやら、とにかく手近にあるものを叩たたきまくって大きな音を発している。

　門から次々と兵士が飛び出していき、ギュネイも見張り台の階段を駆かけおりた。

〈赤目〉。

　戦場各地にあらわれたこの兵は、ある意味でランドールを象しよう徴ちようする存在だ。

　大戦初期のころは国によって呼び名がちがっており、ある国では〈亡もう者じや兵〉と呼ばれた。別の国では〈邪じや神しん兵〉、〈巨きよ人じん騎き士し〉とも呼ばれた。

　いずれも正しくいいあらわしているようで、まったくの正解とも異なる。

　見た目はギュネイがガイフレイムをまとったときの姿によく似ている。全身をすっぽりと甲かつ冑ちゆうで覆おおった騎き士しの姿だ。ただし三クラット近い背せ丈たけがある。大男のロブでさえ子供に見えてしまうほどの巨きよ体たいであり、こんな甲かつ冑ちゆうを身にまとう人間ならば当然同じほどの上背がなければならないはずだが、ランドール人は決して大おお柄がらな人種ではない。ではこれも魔ま獣じゆうの一種か。邪じや神しんカダッシュの眷けん属ぞくたる別次元の生き物なのか、というと、これも否。

　相対してみてわかる。戦ってみてわかる。万が一勝利してみれば、よりもっとわかる。

　甲かつ冑ちゆうの内側にはなにも存在していない。

　相対してみれば、甲かつ冑ちゆうの各部位が宙に浮ういているように見えるはずだ。戦ってみれば、本来敵から感じるべき気配──洩もれる息い吹ぶき、声、目から放たれる殺意といった諸もろ々もろのもの──が皆かい無むなのが肌はだ身みでわかる。そして万が一勝利し、動かなくなった甲かつ冑ちゆうを足で転がせればよりもっとわかる。がらんと音を立てて転がる各部位の内側が本当にただの空っぽであることを。

　すなわち肉体のない、甲かつ冑ちゆうのみの存在でありながら、おろされた面めん頰ぽおの奥おく、人間ならば目に当たる位置に赤々とした鬼おに火びめいたものが揺ゆらめいている。各地の戦場において、その赤い双そう眸ぼうに見み据すえられた兵士らは揃そろって凍こおりついた。

　いまの状じよう況きようも同じだった。ダカンをはじめとした兵たちが見張りの声にあわてて飛び出してきたはいいが、実際に〈赤目〉が近づいてくるのを目の当たりにすると声を失った。

　雨降りそぼるなか、大きな甲かつ冑ちゆうががしゃんがしゃんと鳴なり響ひびく音だけが聞こえる。手には上背に見あった長大な槍やりが握にぎられていた。とある戦場において、腕うでのひと振ふりで投とう擲てきされたこの槍やりに五人の兵士がいっせいに串くし刺ざしになった、と伝わっている。

「な、なにをしている」ダカンが震ふるえ声を張りあげた。「傭よう兵へいども、かかっていかんか。なんのために金を払はらい、食わせてやっていると思っている。見張り台からは弓を射よ！　騎き馬ばで前後を挟はさめっ」

　的確な指示を飛ばしているようだが、そういっている本人は早くも門の内側まで後退している。釣つられて傭よう兵へいたちもいっせいに踵きびすを返かえしかけたが、

「このクレイベルにお任せあれ、ダカンさま」

　と、ダカン郎ろう党とうのひとり、兜かぶとに勇ましい角飾かざりをつけた男が、馬に跨またがって鋭するどい槍やりを振ふりかざした。「者ども、ついて参れ」と傭よう兵へいたちに檄げきを飛ばしながら馬の横っ腹を蹴ける。

〈赤目〉の動きはいかにも重く、鈍にぶい。正面から槍やりでひと突つきしてやればひっくりかえって立てなくなるのではないかと踏ふんだのだろう。傭よう兵へいたちのうち、血気盛さかんな若者たちが十名ほどあとにつづいた。

　が、彼かれらのあげる怒ど号ごうも、ぬかるんだ土を撥はねあげる足音も、すぐに停止した。

　最初、ダカンたちの位置からはなにも見えなかった。暗がりに吞のまれていたからだが、傭よう兵へいたちが叫さけび声ごえをあげて引きかえしてくるのだけはわかった。

「ば、馬ば鹿か者っ。クレイベルにつづかんか。逃にげてくる奴やつが……」

　ダカンの怒ど声せいも途と中ちゆうで消えた。

〈赤目〉が右手をひと振ふりするとなにかが風を切って飛んできた。槍やりを投とう擲てきされたと直感したダカンが「ひっ」と首をすくめたが、彼かれの傍かたわらに大きな音を立てて転がったのは槍やりにあらず、先ほど真っ先に突つきかかっていったクレイベルなる男だ。

　胸から背中にかけて、甲かつ冑ちゆうに穴が空いている。当然、内部の肉体も同様だろう。

〈赤目〉は騎き馬ばの勢いにひるまず、まっしぐらに駆かけてくるクレイベルの胸を槍やりで貫つらぬいたのだ。そして貫つらぬいたままの死体を苦もなく腕うで一本で持ちあげると、それをダカンたちめがけてひと振ふりで放り投げた。兵たちはいよいよ声を失った。百名以上からなる部隊が、二人きりの〈赤目〉騎き士しに身がすくんで、誰だれひとりとして動けなくなったのである。

「ひっ──」ダカンの喉のどから引きつるような声があがった。「ひ、退け、退けえっ。門を閉とざすのだ！」

　いうが早いか、ひと足先に砦とりでの奥おくへ駆かけようとしている。

　郎ろう党とう、傭よう兵へいたちが次々に門の内側へ飛とび込こんだ。その動きに誘ゆう発はつされてか、〈赤目〉の接近する速度が増した。次し第だいに駆かけ足あしになってくる。あの巨きよ体たいでよくも、と思うほどに速い。先頭の〈赤目〉が逃とう走そう者たちの間近まで迫せまった。

「く、くそっ」ダカンが震ふるえ声でわめいた。「まさか本当に〈赤目〉が出るなどとは聞いていないぞ。早く門を閉めろ、閉めんかっ」

〈赤目〉はすでに最後こう尾びのひとりを槍やりの射程にとらえていた。全員の口から悲鳴が迸ほとばしりそうになった瞬しゆん間かん、

「せえのっ」

　どこか間の抜ぬけたような声が聞こえた。

　とともに、〈赤目〉が思いきり前のめりに転てん倒とうした。

　ダカンたちが真実驚おどろいたのはそのあとだ。倒たおれた〈赤目〉の側面から駆かけ込こんできたのはギュネイ──いや、彼かれらからしてみればジャック──だ。手にしていた縄なわの先せん端たんを投げ捨てる。見張り台の滑かつ車しやについていたものだ。あらかじめ待まち伏ぶせしておいた彼かれはボルテにもう片方の先せん端たんを持たせて、合図とともに持ちあげることで、つまりはそんな単純な罠わなで、〈赤目〉の突とつ進しんを阻はばんだのだ。

「〈赤目〉を斃たおすにはこの方法です、隊長」ギュネイは起きあがろうともがく巨きよ人じん兵の背中に飛び乗りながら大声でいった。「こいつらは戦うのも走るのも上う手まくやりますが、前のめりにいったん倒たおれると、同じ〈赤目〉に起こされない限り二度と立ちあがれない。そして」

〈赤目〉が後ろに振ふりあげた肘ひじをかわしざま、兜かぶとと首の隙すき間まに腕うでをこじ入れた。

　目をひん剝むいていたダカンたちは、さらに信じられないものを目もく撃げきした。ジャックが兜かぶとの奥おくからなにかを引きちぎった瞬しゆん間かん、〈赤目〉は背中を思いきり反りかえらせると、虫が絶命するときにも似た仕草で手足をばたつかせて、そのまま地面に突つっ伏ぷしたのだ。

「弱点はこれです」

　ギュネイは手にしていたものを隊長に掲かかげた。黒々とした石に見える。が、ただの石ではない証あかしに、その中心部から青白い光が淡あわく浮うきあがっては消えている。光の明めい滅めつする間かん隔かくは心臓が鼓こ動どうを打つリズムに似ていた。

「これを兜かぶとの裏からもぎ取ってしまえば、奴やつをしとめることができる」ギュネイは背後から迫せまっていたもう一体の〈赤目〉に振ふり向むいて声をあげた。「ボルテさん、もう一度縄なわだ」

　ギュネイがぴくりとも動かなくなった〈赤目〉から飛びおりるより早く、先ほど仲間を討うたれた郎ろう党とうのひとりがすばやく駆かけ寄よって、ボルテと反対側の縄なわを持った。

　ギュネイはというと、手近な石を拾って〈赤目〉にひとつ二つと投げた。石は甲かつ冑ちゆうに跳はねかえるだけだったが、どうやら〈赤目〉を誘さそい出だすためにやっているらしい、と気づいた傭よう兵へいたちが、おっかなびっくりながら真ま似ねしはじめる。ダカンはもはや指示を飛ばすどころではない。ぽかんと口を開けて見守っているうちに、見事誘さそい出だされた〈赤目〉がふたたび転てん倒とうし、今度は大勢の兵たちが寄ってたかって飛び乗って、功を焦あせるあまりに振ふり落おとされるなどしながらも、最後はダカン郎ろう党とうのひとりが黒い石をもぎ取って、〈赤目〉討とう伐ばつに成功していた。

　ギュネイは手にしていた黒い石を見やった。いつしか青白い光は絶えている。

〈赤目〉の正体については、ケイオロスの言を借りるなら、

「人間から生きたまま魂たましいを抜ぬき取とって、魔ま法ほうの甲かつ冑ちゆうに宿している」

　そうだ。

　本来、魂たましいと肉体は別個のものなどではなくひとつに強く結びついているものだが、太古の魔ま術じゆつをもってすれば、魂たましいのみを抜ぬき取とって別の肉体に移し変えることも可能なのだという。ランドールの僧そうたちは、これも魔ま術じゆつで大きな甲かつ冑ちゆうをつくりだしては、ランドールの民たみや兵たちから魂たましいを取り出して、この甲かつ冑ちゆうへと移し変えた。

「さすれば、昨日まで槍やりを手に取ったこともなかった百ひやく姓しようも、寝ねたきりの病人だったはずの男も、一夜にして、一いつ騎き当とう千せんのつわものへと姿を変える。なにせ力は常人離ばなれしており、なまじの武器では傷つけられず、おまけに痛みを感じることがないときた。ランドールが兵力不足をこれで補おうと考えていたのはまちがいない。ただし、一度抜ぬかれた魂たましいがもとの肉体に戻もどれる可能性は限りなく低かろうな。おそらくランドールの司祭たちは、『生いけ贄にえ』として集めた領民から魂たましいを奪うばい取とって、この甲かつ冑ちゆう軍団を編制したのだろうぜ」

　というのが〈賢けん者じや〉の見立てだ。重要なのは、ギュネイがもぎ取った黒い石こそ、魂たましいを保管しておくための器うつわであるということだ。したがってこれを『肉体』から切きり離はなせば、甲かつ冑ちゆうの動きは止まり、帰るべき『肉体』を失った魂たましいも浄じよう化かされる。

　ともあれ、〈赤目〉は討うたれた。あわてて斥せつ候こうが周囲に走ったが、これ以上近づいてくる影かげはないとのことで、ようやく砦とりでの内外に歓かん声せいが満ちた。いつしか雨もあがっている。

　二人目の〈赤目〉を討うったダカン郎ろう党とうの男がギュネイに近づいてきた。茶色い髭ひげ面づらの顔を、敵を斃たおした高こう揚よう感で赤く火ほ照てらせつつ、

「おまえ、なぜこ奴やつらの斃たおし方を知っているのだ？」

　興味深げに聞いてくる。ギュネイは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。味方を救うためとはいえ、結果的に、またも目立ってしまった。

「ええと、昔、勇士さまの軍に同行していたという吟ぎん遊ゆう詩し人じんの歌を聞いたことがありまして」

「そこらの安酒場で歌っている詩人どもはみんな口を揃そろえて同じことをいうぞ。自分は勇士さまの部隊とごいっしょしていました、隣となりで並んで戦っていました、時にはかの方の背中をお守りしたこともありました──」

「ま、まあ、おれが聞いたのはたまたま本当にそうだったんでしょう。勇士さまたちがどうやって〈赤目〉を斃たおしたか、歌のなかで事細かに描びよう写しやしていましたから」

「そうなのか、しかしたまたまであれなんであれ、おまえ、なかなかどうして勇ゆう敢かんな男だ。知っているのと実行に移せるのとはまた別問題。おまえが口だけで説明したところで、おれたちは動けなかっただろう。おまえが率そつ先せんして実じつ践せんしたからこそ、この勝利があるといっていい。見事。たとえ剣けんを扱あつかえずともおまえは立派な戦士だよ」

　ギュネイの背中を力任せに叩たたいて大声で笑う。ギュネイは愛あい想そ笑わらいを返すしかない。

「諸君──われわれの勝利だ」

　門前では、ダカンが〈赤目〉の背中に足を乗っけながら声を張りあげていた。

「しかし終わりではないぞ。むしろこれではっきりした。いまだランドールの邪じや悪あくな魔ま術じゆつは生きておるのだ。向かう先では、〈赤目〉をけしかけた邪じや僧そうどもが待ち受けていよう。邪じや神しんを崇あがめる者どもをひとり残らず狩かり出すのだ──」




　戦いの最中でこそ、相手の弱点を的確に突つき、味方にそれを伝えるなど、冷静に振ふる舞まうことのできたギュネイであったが──それももう身に染しみた習性だ──いざ事が終わったあと、胸に広がったのは暗あん澹たんたる気分だった。

「いまだランドールの魔ま術じゆつは生きている」

　ダカンのこの言葉が重くのしかかってくる。魔ま術じゆつを扱あつかう僧そう侶りよたちが生き残っているだけならともかく、〈赤目〉が出たということは、彼かれらがいまだ領民たちを支配し、生いけ贄にえを募つのってはその魂たましいを魔ま術じゆつに利用していることを意味している。

（おれはまだ誓ちかいを果たせていなかったんだろうか）

「……ともに戦いましょう、ギュネイ」

　脳のう裏りに、柔やわらかな手をおずおずと差しのべる少女の姿が浮うかんだ。

　真っ黒い雲と、いまにも血を滴したたり落としそうなほどに赤い太陽、双そう方ほうが不気味かつ荘そう厳ごんなコントラストをなす空の下で、〈純潔の聖女〉はギュネイに囁ささやいた。

「あなたもまた神と運命に選ばれし戦士。わたしを信じてついてきてくださいませんか。あなたが剣けんを振ふるうたびに、あなたが旅の目的地に一歩足を進めるごとに、世界から邪じや悪あくな雲がひと切れ払はらわれて、神の栄えい誉よがひと筋の陽光となって地表に降り注ぐのです。ともに戦いましょう、ギュネイ。地上すべての民たみが笑え顔がおで日々を送れる、そんな平へい穏おんをもたらすために」

　あのときだって、〈純潔の聖女〉──いや、まだそう呼ばれてはいなかった。〈異い端たん者〉がせいぜいだ──の言葉を頭から信じたわけじゃない。ギュネイはそのとき悲しみのなかにあった。とともに怒いかりが頭のてっぺんから噴ふきあがりそうだった。どちらの感情もギュネイの性格上、持てあまさざるを得ないものだったのだが、エリシスやアレフとともに、戦いに身を投じることで少しでも消化できるものなら、とほとんど気まぐれみたいな決意を経て、彼かれは彼かれ自じ身しんの、そして世界にまつわる運命の担にない手てとなった。

　邪じや神しんを討うった。エリシスが〈異い端たん者〉などではなく、真実、神の宣せん託たくを受けた巫み女こなのだと証明できた。誰だれもが絵空事のようだと笑っていた彼かの女じよの理想──すべての民たみが笑え顔がおで日々を送れる、そんな平へい穏おんをもたらす──を実現できたのだ、とそう信じていた。なのに、

（狂きよう信しん者どもめ。人殺しめ。破は壊かい者め）

　ギュネイは、その無気力そうな見た目からは信じがたいほどに感情を熱く昂たかぶらせていた。最初に旅立ったときと同様なほどに。

　もう戦いたくない、というのは本音のはずだった。槍やりや剣けん、ガイフレイムとも無む縁えんの生活というのも、ギュネイが心の底から望んでいたもののはずだった。

（だけど、おまえらがそのつもりなら、おれは、いつだって相手になってやるからな）

〈賢けん者じや〉にいわれたことを忘れているわけではない。怒いかりや憎にくしみに駆かられて深追いしてはならない、と一応のこと自身に言い聞かせてはいた。

（この目で直接確かめたら、すぐにケイオロスたちと合流しよう。〈賢けん者じや〉なら、どう対処すべきか、的確に計画を立てられるはずだ）

　意気も新たに馬を進めるものの、〈赤目〉の襲しゆう撃げきがあって以来、あきらかに行軍速度は落ちていた。

　ダカンの警けい戒かいぶりは徹てつ底ていしていて、四方に斥せつ候こうを走らせて、彼かれらが「周囲に敵てき影えいなし」という報告を携たずさえて戻もどってくるまでは一歩たりとて動こうとしない。持ってきた糧りよう食しよくが足りるかどうか不安になるくらいだったが、ひとまず、目的となる地点まで一日の距きよ離りにまで迫せまった。

　村があるという。ザッハを攻せめ落おとした例の砦とりでに近く、ランドール国最盛期には大勢の行き来があったため、かなり栄えていたようだ。ここに邪じや悪あくな信しん仰こうがふたたび息づいている可能性が高い、とダカンがいうと、一団の雰ふん囲い気きが引きしまった。

　夜中、ギュネイは野営の地からこっそり抜ぬけ出だすと、口笛を吹ふいてリーリンを呼び出した。

　小こ柄がらな犬が小走りに駆かけてくる。いつものとおり、夕食の残りを与あたえてやりながら、

「部隊に先さき駆がけて村までいってくれないか」と頼たのんだ。「〈赤目〉が出たってことは魂たましいの移動をおこなった魔ま術じゆつ師もいるはずだ。魔ま獣じゆうだって潜ひそんでいるかもしれない。いっちゃ悪いけど、この一団で魔ま獣じゆうと戦うのは無理だろう。もしランドール僧そうの姿を見つけたらすぐ戻もどってきて報告してくれ。ただし深追いはしないで。身の安全が第一だ」

「承知しました。あたしだって逃にげどきはわきまえてますからご心配なく」

　リーリンは食事を終えると、ギュネイの眼前を駆かけ去っていった。




〈赤目〉の際に触ふれた、『魂たましい』という概がい念ねん。

　リーリンは、人間と獣けもの、双そう方ほうの魂たましいを同じ割合で所持する特とく殊しゆな種族だ。したがって、両方の性質と姿をあわせもっている。こういった種族ではいわゆる『人じん狼ろう』が有名だが、それも伝承のたぐいが有名なのであって、実際にこの手の種族を目の当たりにした人間は少ない。

　というのも、この手の種族はアンバー人の宗教から非常に忌いみ嫌きらわれたからだ。アンバー人が大陸への移住以前に住んでいた土地に『彼かれら』のような種族はいなかったため、アンバー人たちはとある大きな誤解をした。『彼かれら』もまた、ミルド人の邪じや悪あくな魔ま術じゆつによって、人間と獣けものを合成させることで産み落とされた、いわば邪じや教きようの尖せん兵ぺいなのではないかと。

　僧そう侶りよたちの「邪じや悪あくな魔ま術じゆつは滅めつすべし」の号令のもと、大陸の隅すみ々ずみにいたるまで大規模な狩かりがおこなわれた。『彼かれら』の大半は抗こう弁べんする機会もいっさい与あたえられず、無む惨ざんにも狩かりつくされた。『彼かれら』のうち、かろうじて生き残った少数は人里から遠ざかって、辺境の山や谷にひっそりと隠かくれ住む以外に仕方なかった。リーリンの一族もそうだったが、もとより『人犬』は好こう奇き心旺おう盛せいな種族だ。まだ少女のリーリンは外界への憧あこがれと魅み力りよくにあらがえず、単身、隠かくれ里ざとを飛び出た。

　運が悪かった。フォーゼ西せい端たんの山々で狩しゆ猟りようをおこなっていた貴族の一団と鉢はちあわせしたのだ。逃にげようとしたときには、獲え物ものとまちがえられて矢で足を射られていた。「なんだ、瘦やせ犬か」とぼやいた貴族の侍じ従じゆうが、それでも肉の足しにはなるかとばかりに山刀を振ふりあげたので、「お、お待ちください」と人間の姿に変身して命いのち乞ごいをしようとした。一団がいっせいにどよめいた。

「見ろ、カダッシュの落とし子だ」

　貴族たちは、フォーゼの信しん仰こうを象しよう徴ちようする〈風の剣けん〉の印を手で切ったあと、

「思わぬものを狩かってしまった。狩しゆ猟りようは中止だ。司教館へ連行するぞ。この不ふ浄じようの血を浄じよう化かしていただかなくては」

　リーリンを縄なわでぐるぐる巻きにした。おそらくそのまま連行されていれば、リーリンは『浄じよう化か』という名のもとに火あぶりにされていたことだろう。そうならなかったのは、たまたま魔ま術じゆつの『思し索さく』を求めて各地を放ほう浪ろう中だったケイオロスに出会ったからだ。

「珍めずらしいものに会った。これはよいネタになる」

　ケイオロスはそんなことをひとりごちて、ちょうど山中が靄もやに包まれていたので、それを利用した幻げん影えいの魔ま術じゆつを使った。巨きよ大だいな獣けものが靄もやの向こうから複数あらわれたように演出したので、狩人かりゆうどたちは悲鳴をあげながら逃にげ散った。

　リーリンは、以降、〈賢けん者じや〉に仕えることとなった。そのケイオロスから、「ギュネイの助けになってくれ」といわれたのだ。リーリンは忠実に任務を遂すい行こうしようとした。

　部隊に先行して南にひとっ走り。飲まず食わず、半日がかりで目的の村にまで辿たどり着ついた。川べりに位置している。壊こわれかけた水車がまわっているのを横目に、村中を走りまわった。

　情報を収集するには半タード足らずで十分だった。結果、

「まずい」

　とリーリンは判断した。いち早くギュネイに知らせなくては、と踵きびすを返かえそうとした瞬しゆん間かん、後ろから首根っこを摑つかまれていた。




　ダカン率いる一団は、夜が明ける寸前になって村を目の前にした。

「見よ、邪じや教きようの巣だ」ダカンは声をひそめて指差した。「気を引きしめよ。この地表から神に歯向かいし者どもを一いつ掃そうするまでは。そう、われらは神の使徒であるぞ」

　兵たちは、おう、と小さいが鋭するどい声を揃そろえた。ギュネイの表情はいつにも増して冴さえない。リーリンが戻もどってきていないのだ。不ふ吉きつな想像が脳のう裏りをよぎる。敵に捕つかまって拷ごう問もんなどにかけられてはいまいか。となると、リーリンばかりか、この部隊にも危機が迫せまることとなる。敵が村を埋うめつくすほどの〈赤目〉と魔ま獣じゆうで待まち伏ぶせをかけていたら。そのときは自分が正体を露あらわにしてでも兵たちを逃にがすしかない。

　数で押おし寄よせてくる〈赤目〉たちを、さすがに殲せん滅めつできるとまではいわないものの、味方が逃にげる時間を稼かせぐくらいはできるだろう。しかしこの瘦やせ馬でどれほど上う手まく立ちまわれるものか。つくづくランドールにおける激戦で愛馬を失ったことが悔くやまれる。

「いざいけ、いざいかん」

　ダカンの号令のもと進むと、前方に租そ石せきを積みあげた外がい壁へきがあり、その一角に壁かべの高さを越こえた櫓やぐらがしつらえてあった。ただし見張り番らしき若者は眠ねむりこけている。夜どおし警けい戒かいしていたが気がゆるんでしまったのだろう。それが命取りとなった。くすくす笑いあっていた郎ろう党とうのひとりが前に出て、弓で射る。若者は大声をあげて転げ落ちていった。

　兵たちがにわかに活気づいた。ダカンの指示のもと、寄り集まって壁かべを崩くずしにかかった。馬が通れるほどに片づけられると、意い気き揚よう々ようと騎き馬ばが進む。

　往来に人の姿はなかった。この時刻、井い戸ど周辺に水を求める人の姿があってもおかしくないが、誰だれもいない。〈赤目〉が迎げい撃げきに出たということはこちらの襲しゆう来らいも当然予期していたものか。すばやく辺りを見わたしたギュネイは、小高い丘おかの頂上に教会があるのを発見した。邪じや教きようを崇すう拝はいする魔ま術じゆつ師がいるとするならここだろう。

　兵たちが越こえた壁かべの真向かいにも別の見張り台があり、襲しゆう撃げき者を知らせる鐘かねの音が鳴りひびいた。耳を圧するほどの音はやはりダカンの部下が弓で射たことで瞬しゆん時じにして消きえ失うせたものの、直後、ダカンたちは鐘かねの音を上まわるほどの蛮ばん声せいをあげて、一気に行動に出た。

　ギュネイは呆あつ気けに取とられた。

　彼かれらは教会ではなく、近きん隣りんの家々に押おしかけると、食しよく糧りようやら金になりそうなものをありったけ外に投げやりはじめた。鍵かぎがかかっていれば容よう赦しやなく扉とびらを打うち壊こわした。さらには、

「いたぞ！」

　人が隠かくれひそんでいれば、強ごう引いんに引きずり出してそして殺した。見たところ、ランドール人ではあってもただの村人のようだった。武器など手にしていない。無む抵てい抗こうであることを示すために両手を掲かかげて自分から出てきた数名も、ことごとく殺された。

　郎ろう党とうたちはさらに火のついた松たい明まつを家々に投げ入れた。たまらず飛び出してきた村人たちも悲ひ惨さんな運命を辿たどった。若者の首が刎はねられて、老人の胸が串くし刺ざしにされ、家に立てかけてあった鋤すきで抵てい抗こうしようとした中年男の頭はあっという間に砕くだかれた。

「女、女はいないか」ダカンが馬上でわめいていた。「ランドールの女は売れるぞ。邪じや教きよう徒を『改宗』させたがっている貴族や僧そうどもはたくさんいるからな。若い奴やつがいい。決して殺すな」

（なんだ、これは）

　とギュネイは自分の胸に問うた。決まっている。略りやく奪だつであり、人さらいであり、そして殺さつ戮りくだ。

　はじめて目にしたはずはない。ランドールが侵しん攻こうした土地では、ランドール人によって同じことがおこなわれた。とともに、諸王国が団結して逆にランドールへ攻せめ入いったときにも同じことが起こった。兵たちは占せん領りようしたばかりの城や街で、やはり略りやく奪だつ、殺さつ戮りくを引き起こした。

「止めなくては」

　と少年の身のアレフは主張した。「こんなことをすればランドールと同じことじゃないか」と。しかしギュネイはかぶりを振ふった。

「駄だ目めだ、アレフ。おれたちの目的はなんだ？　敵に勝つことだろう」と、ギュネイは確かそんな意味の言葉を口にした。「ここで味方と争っている時間なんてない。終わらせたかったら、一刻も早く勝つことだ。それしかない」

　ギュネイとて、軍勢に故郷を奪うばわれている。力のない民たみが真っ先に奪うばわれ、火をかけられる現実を痛々しく思いながら、しかし同時に、ギュネイは戦争というものを知りつくしていた。諸王の軍勢といっても、要は寄せ集めだ。国や隊ごとに規則も信条も異なる。それらすべてに自分たちの理念や倫りん理りを押おしつけるわけにはいかない。全体をひとつの軍勢としてまとめあげるには時間があまりにも不足していた。味方の士気と連れん携けいを維い持じするためには、あるていどの暴ぼう虐ぎやくは見過ごす以外になかったのだ。それこそ、『勝つために』は。

　いまになって、まちがっていた、とは思わない。

（だけど、これはいくさか？）

　ギュネイの自問はつづく。視線をさまよわせているうち、ボルテの姿が目に入ってきた。あの朴ぼく訥とつな農夫が、ランドール人の男を後ろから剣けんで突つき刺さしていた。前のめりに倒たおれた男になおも斬きりかかる。「邪じや教きよう徒め」と何度となく叫さけんでいた。さらに、〈赤目〉を斃たおした際、「見事だ」とギュネイを褒ほめてくれた郎ろう党とうは、泣なき叫さけぶ女たちを縄なわで縛しばりあげている最中だった。

　ギュネイがいまだ呆ぼう然ぜんとしていると、人々の悲鳴や兵たちの蛮ばん声せいに混じって、忌いむべき足音が聞こえてきた。足を運ぶたびに上下に揺ゆれる甲かつ冑ちゆうの音とともに。

〈赤目〉だ。教会のほうから近づいてくる。ただし一体きり。これに勇気を得たか、

「恐おそれることはないぞ」ダカンが唾つばを吐はき散らしながらいった。「例の方法を使え。傭よう兵へいども、奴やつを誘さそい出だせ」

　命令に従って動き出す人々の姿をギュネイは見守るばかりだ。家の陰かげに隠かくれて縄なわを張る者、〈赤目〉に矢を射かけたり、槍やりを投げたりして誘ゆう導どうしようとする者たち。

　ギュネイは、まるでそれらが、木枠わくに押おし込こめられた絵画のなかの出来事であるかのように、芸術を解しない朴ぼく訥とつな視線で眺ながめていた。と、

「ギュネイさまっ」

　低く押おし殺ころしたような声が足もとから聞こえてきて、ギュネイがはっと視線を下向けた。リーリンだ。犬のままでは声を発せられないので、馬の腹に潜もぐり込こんだ直後に人の姿になったのだろう。ギュネイが「無事だったか」と安あん堵どの声を出した。

「村を脱だつ出しゆつしようとしたとき、子供に捕つかまっちゃいまして」犬の姿を引きずっているのか、リーリンは舌を出しながら喘あえいでいる。「大人に黙だまってこっそり飼おう、なんて幼い兄妹きようだいでいいあっていたところを、すぐ父親に見つかったんです。捨ててきなさい、って怒おこってくれるならよかったんだけど、なにせ彼かれらにはまともな食べ物がほとんど残っていない。ギュネイさまのいうとおり、あわや鍋なべで煮に込こまれるところでした。そこへ、ギュネイさまたちがやってこられたので、家族全員で教会に避ひ難なんすることになりまして、なんとか隙すきを見つけて脱だつ出しゆつできたんですが……ああっ、いや、こういうことをいいたいんじゃない。ギュネイさま、まずいです。非常に」

「まずい？　魔ま術じゆつ師が大勢いるのか」

　ギュネイは改めて四方を見わたした。〈赤目〉は着実に罠わなのほうへ誘ゆう導どうされている。教会のほうから新手が来る気配はない。「いえ」とリーリンはこれもずぶ濡ぬれの犬がやるように激しく身を震ふるわせて、

「魔ま術じゆつ師がいるにはいますが、教会に司祭がたったひとりきりです。彼かれは、村人たちを守るために残っているんです。周辺の村からの避ひ難なん民が、この村には大勢集まっていました。その村々は滅ほろぼされたんです！　ダカンのようなザッハの軍人たちに！」
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　リーリンは村の偵てい察さつをおこなった際、手はじめに教会のほうへと忍しのび込こんだ。敵がいるとするならここだろう、とギュネイと同じく予想したからだ。内部で、黒い司祭服を着た初老の男ひとりと、にきびをつぶした痕あとが赤く残っている青年とが会話しているところを目もく撃げきした。

　彼かれらは、村の人間らしい名前を二人あげて、その二人がまだ戻もどってこないことを不安げに話しあっていた。

「敵に討うたれたことも覚かく悟ごしなければならないでしょう」司祭は無念そうに唇くちびるを嚙かんだ。「やはり、最後の最後まで反対すべきだった。あたら若い命をこれ以上犠ぎ牲せいにしては……」

「いいえ、司祭さま。奴やつらいうところの〈赤目〉は大陸各地で非常に恐おそれられたといいます。二人がたとえ討うたれたにしても、敵は、『これ以上先にはもっと大勢いるのでは』と警けい戒かいする。脅おどしには十分です。奴やつらも、いまごろは国に逃にげ帰かえっていますよ」

「そして今度はもっと大勢の兵を引きつれてやってくる。ランドールの〈赤目〉が出た、魔ま獣じゆうが出た、ならばランドールの邪じや悪あくな魔ま術じゆつ師はまだ生きている、生きているならひとり残らず討うつべし、と息巻いてね」

　うつむき加減に司祭は嘆たん息そくした。が、ほどなくして顔をあげて、

「もし、また彼かれらが火を掲かかげてここに迫せまるようなことになったら、わたし自ら出ていきます」

「なにをおっしゃるのです、司祭さま！」

「わたしを殺して彼かれらが満足するのなら、老いぼれていどの命は喜んでさしあげましょう」

「いいえ、いいえ！」青年は火がついたように叫さけんで、司祭のほうに詰つめ寄よった。「奴やつらの襲しゆう撃げきをごらんになったでしょう！　男たちは殺され、女たちはさらわれる。食しよく糧りようは根こそぎ奪うばわれて、教会には火が放たれる。『邪じや悪あくな魔ま術じゆつ師を殺せ』なんてのは、好き勝手に略りやく奪だつするための名分に過ぎない。それでどれだけの村が焼かれたことか。司祭さまおひとり犠ぎ牲せいになられても、奴やつらは決して引きかえしたりなんてしないんだ。あなたの屍しかばねの後ろでは、また同じ殺さつ戮りく、略りやく奪だつが繰くりかえされるだけ。あなたはそれで満足するのですか。そんなものはただ神に殉じゆんじたという誇ほこりが欲ほしいがための自己満足だ！」

　いつしか司祭服の襟えりもとを摑つかみあげていた青年は、はっと身を引いてひざまずいた。

「お許しください。……ですが、司祭さま。わたしは知っています。本当なら、司祭さまはディラ・ロゴスの山に篭こもっておられるロゥラさまの招集に応じねばならないことを。それを蹴けってまでも、わたしどもを守るためにここに残っておられることを。司祭さまはわたしたちにとって最後の拠よりどころです。もうこれ以上、近きん隣りんの人々に逃にげるところはありません。司祭さまとこの教会こそが、わたしたちが最後にぬくもるべき場所なのです。ひとりだけ犠ぎ牲せいになるなどとおっしゃらないでください。それこそわたしたちへの裏切りではありませんか」

　司祭は口ごもった。すると青年はやおら立ちあがって、窓まど際ぎわのほうへと大おお股またで歩いた。まさにその窓から様子を窺うかがっていたリーリンは跳とびあがりそうになった。見つかったか、とあわてて逃にげようとしたが、

「もしまた敵の襲しゆう来らいがあるとしたなら、おれにこれを」

　と、若者は教会の片かた隅すみにあったものを指差した。ちがう窓に移動したリーリンがそちらを凝ぎよう視ししてみると、例の〈赤目〉が鎮ちん座ざしており、またも心臓の冷える思いを味わった。ただし、〈赤目〉の異名どおりのものがない。鬼おに火びにも似た目の光がないのだ。つまりは魂たましいの宿っていない状態であり、いまの段階では、ただの大きな甲かつ冑ちゆうに過ぎなかった。

「いけません、ピーター」司祭が息を吞のんで目を見開いた。「もうこれ以上は……これ以上、あなた方のような若者に犠ぎ牲せいを強しいたくはない」

「失礼ながら、それもさっきと同じ、司祭さまの自己満足にすぎません。誰だれかがやらなくちゃ、おれのような若者といわず、女の人や子供たちまで犠ぎ牲せいになるんです。ジョンもローダーも、だから『黒騎き士し』を志願した。たとえ討うたれたにしても、二度と生身には戻もどれないのだとしても、彼かれらは誰だれかを恨うらむことも、自分が犠ぎ牲せいになったと思うこともない。ただ神がため、そして愛する人のため。おれにも『黒騎き士し』の鎧よろいをお与あたえください。ひとりで戦えるとはいいませんが、みんなが避ひ難なんできる時間くらいは稼かせげます」

〈赤目〉のことをランドール本国では『黒騎き士し』と呼ぶ。黒や闇やみといった要素は、ランドールでは神に近いものとされていたため、聖職者たちも黒い色の服を着ている。つまりは聖なる色だ。魔ま術じゆつによって生み出された──つまり彼かれらにしてみれば『神の奇き跡せき』によってつくられた──巨きよ大だい甲かつ冑ちゆうにはふさわしい呼び名かもしれなかった。

　司祭は、しばし黙だまってピーターの顔を眺ながめた。それから、ランドールの信しん仰こうを象しよう徴ちようする〈光輪貫つらぬく十字〉の印を切った。

「覚えていますか、ピーター。わたしがこの村にやってきたとき、あなたはわたしに石を投げつけてきた。そんなお祈いのりなんかできない、別の神さまなんて信じない、勉強なんてしたくない、といいながら」

「昔の話です」ピーターは赤面した。「司祭さまの説かれる神を、自分の知る神とは別の神だといいはっていたくらいに幼いころのことです」

「あなたにとっての十年は遠い昔でしょうね」司祭はやわらかく微ほほ笑えみかけた。「わたしにとってはたかだか十年ですよ。そのたかが十年であなたは村の誰だれよりも信しん仰こう熱心で、誰だれよりも勤勉で、誰だれよりも皆みなを思いやることのできる若者になった。わたしがなによりも誇ほこりにしていることです。ピーター、わたしの人生でなによりも」

　いつしか、二人とも涙なみだぐんでいた。陽が暮れかかっている。ギュネイたちがこの村にやってきたのはその後、陽が沈しずんで夜が明ける寸前のことだ。




　リーリンの報告を受けて、ギュネイは絶句していた。

　この村がふたたび邪じや教きようの巣そう窟くつとなっていて、ザッハ近きん隣りんを荒あらしていた──のではなく、むしろザッハの軍人たちこそが近辺を荒あらしていたという。敗戦国には当然軍隊もなく、抗あらがう術はない。村がいくつも襲おそわれたといっていた。男は殺され、女はさらわれたとも。いま、ギュネイの身近で起こっていることそのままに。

　そういえば聞いたことがある。都において催もよおされるザッハ復興を祝ってのパーティーなどの際、貴族たちは、「自分がどれほど勇ゆう敢かんに邪じや神しんの一味と戦い、ザッハや世界のために貢こう献けんしたか」を示すため、ランドールの僧そう侶りよが着用していた服やら、彼かれらが信しん仰こうの証あかしにしている黒い十じゆう字じ架かやら、ランドール製の武具やら、はたまたランドールから連れてきてまともな神に『改宗』させた美女たちを見せびらかすのが流は行やっていると。それがステータスなのだ。当然、ザッハ貴族の全員が雄お々おしくランドールと戦ったなどという事実はない。だから彼かれらは、国境に近いアーノン伯はく領りようの武人たちに金を与あたえることで、ランドールの村々を襲おそわせては、略りやく奪だつ品を持ち帰らせて、いかにも『戦利品』のように扱あつかっているのではないか。

「それ！」

「かかったぞっ」

　雄おたけびが聞こえる。無意識のうちに見やると、〈赤目〉が前のめりに転てん倒とうしたところだった。一度勝利したこともあって、兵たちはほとんど警けい戒かいもなく〈赤目〉の背中に飛び乗っていくのだが、あれはギュネイだから無造作にできたことであって、群がった兵たちは〈赤目〉の怪かい力りきに次々と跳はね飛とばされていた。それでも兵たちの数は多い。功を競きそうように次々のしかかられては、〈赤目〉の抵てい抗こうも次し第だいに弱々しくなっていった。

〈赤目〉。リーリンが聞いた会話のなかに出てきた『ジョン』『ローダー』とは、道中で一隊に襲おそいかかってきた黒騎き士しのことにちがいない。彼かれらはザッハの善良な民たみを襲おそう兵士ではなかった。生いけ贄にえとして魂たましいの交こう換かんを無む理り強じいされたのでもなかった。村を無法者の手から守るために自ら志願して、魂たましいを甲かつ冑ちゆうに乗り移らせたのだ。決して生身には戻もどれないと知りながら。

　では、いま、兵たちに群がられている〈赤目〉は──ギュネイは目を見開いた。

　ピーターだ。

　この瞬しゆん間かん、〈赤目〉は黒い石をもぎ取られた。〈赤目〉は甲かつ冑ちゆうを小さく悶もだえさせた。その後、もはや動かなくなった甲かつ冑ちゆうに蹴けりをくれたり、槍やりの柄えで小こ突づいたりする部下を、

「やめろ、やめろ」と隊長のダカンが止めた。「これ以上ない戦利品だぞ」

　世界で恐おそれられた〈赤目〉の甲かつ冑ちゆうとなれば、なるほど、確かに邪じや神しん討とう伐ばつに貢こう献けんしたという最大のステータスになるだろう。それを三体も手に入れたダカンの顔は恍こう惚こつとしていた。

〈赤目〉を斃たおした勢いのままに、一隊は教会のほうにまで迫せまっていた。ぶ厚い扉とびらに先ほどと同じく蹴けりやら剣けんの一打やらを与あたえている。

「開けろ。開けぬと火を放つぞ」

「もはや邪じや神しんの加護は失われた。おれの聖なる剣けんで〈赤目〉などは斬きってやったわ！」

　口々にわめいている。

「いけない、ギュネイさま」リーリンが負けじと叫さけんでいた。「あのなかには、この村だけじゃなくて、近くから逃にげてきた村人たちも大勢いるはず。あたしを飼い犬にしようとしていた幼い兄妹きようだいも……全員殺されてしまいます！」

　すると、教会の堅かたい守りを──たとえ一時的にであれ──約束していたはずの扉とびらが、内側から開いた。おっ、というように兵たちがあとずさりする。あらわれたのはただひとりの男。それも初老の域にある。だというのに屈くつ強きようの兵たちが怯おびえた風なのは、相手が黒い司祭服を身につけていたからだ。ランドールの司祭といえば、邪じや神しんに仕える魔ま術じゆつ師にほかならない。

「わたしがこの教会を預かる司祭だ」初老の男は無表情でいった。「なかには大勢の民たみがいる。彼かれらは、全員が全員、ザッハの信しん仰こうに身をゆだねるといっている。おめでとう、あなた方の勝利だ。魔ま術じゆつも、われらの信しん仰こうも敗れ去ったのだ」

「ほう」ダカンが兵たちを搔かきわけながら前進して、司祭に相対した。「魔ま術じゆつといったな。われらの信しん仰こうといったな。では認めるのだな？　ランドールが崇あがめていた神が、われらが祈いのりを捧ささげる神とは別のものであると？　おまえたちの振ふるっていた力が、神によって与あたえられし奇き跡せきなどではなく、邪悪を根源とする魔ま術じゆつであることを？」

「認めよう」

　こともなく司祭は頷うなずいた。その年ねん齢れいにいたるまでのいっさいを捧ささげてきたと思われる信しん仰こうに唾つばを吐はきかけながら、司祭は、

「人々は、われわれの脅おどしによって、邪じや神しんへの信しん仰こうを強制されていたのだ。これからは皆みなあなた方の教会に改宗する。ザッハの雄お々おしき武人たちよ、よもや自分たちの神にこうべを垂れる善良な信徒にあだはなすまいな？」

　あくまでも表情はなく──いや、必死の形相を、無表情の薄うすい皮一枚でくるんでいるのは遠くにいるギュネイからして一いち目もく瞭りよう然ぜんだ──訴うつたえかける。ダカンは剣けんを突つきつけた。

「こちらを騙だますための方便とも限らん。貴様らときたら、人が思いつく限りの卑ひ劣れつさと残ざん虐ぎやくさをあわせもっているからな」

「わたしはなにもせんよ。なんなら、まずわたしの命を奪うばうがいい。この地に根づいていた魔ま術じゆつはそれで消きえ失うせるだろう。なにも恐おそれることはない──」

　司祭はさらに一歩進み出た。ダカンが思わずあとずさる。が、その剣けんの先を、司祭の手が摑つかんでいた。先せん端たんをおのが喉のどにあてがう。ギュネイが息を吞のんだ。

「司祭さま！」

　扉とびらの内側から声が聞こえた。老人の声もあったし、幼い声もあった。よほど慕したわれていたのだろう、司祭の助命を請こう声が数多く飛んだ。司祭がはっとなったように剣けんを手放し、皆みなを振ふり向むいた。しかし遅おそかった。ダカンは気おくれした自分を恥はじるように大口を開けて、

「語るに落ちたな。誰だれも邪じや神しんへの信しん仰こうを捨ててなどおらんぞ。ここは教会などではない、ただの邪じや教きよう徒どもの巣だ。討うて、討うてっ」

　怒ど鳴なりざま、剣けんの柄つかで司祭の頭を殴なぐりつけた。

　甲かつ冑ちゆうの群れが屋内に雪な崩だれ込こんだ。殺人と強ごう奪だつの期待にいずれの顔も火ほ照てっていた。男女長幼の悲鳴が高い天てん井じようへと吸いあげられた。

「ギュ、ギュネイさま、ギュネイさまっ」

　いまだ馬の下に隠かくれていたリーリンが大声をあげた。

　馬上にあるギュネイは動かない。呼吸すら忘れてしまったかのようだ。彼かれを中心とした世界においてのみぴたりと時が静止していた。




　ランドールはギュネイにとって敵国だ。

　当たり前の話だ。ランドール以外のすべての国において、ランドールは敵だった。すなわち世界の敵。

　打だ倒とうしなければならない。邪じや悪あくな神の名を讃たたえて民たみや兵を鼓こ舞ぶする司教や司祭たちを、鋼鉄をもって神に生いけ贄にえを捧ささげようとする兵たちを、ひとりでも多く殺さねばならない。邪じや教きようを根絶やしにし、この地上からランドールという国を消しよう滅めつさせねばならない。

〈竜りゆう戦士〉のみならず、あの戦いに参列した大勢の英えい雄ゆう、貴族、将軍たちが同じ決意を抱だいていたはずだ。国や民族の枠わくをも越こえてひとつに結びつきあったその決意は、偉い大だいなる結果をもたらした。

　ランドールの敗北。邪じや教きよう徒たちは、かつて自分たちが異教徒たちにそうしたように火にかけられ、世界丸ごとを神に捧ささげようとするその邪よこしまな目的ごと灰となった。

（かくて世界は救われました。めでたし、めでたし）

　こうして英えい雄ゆう物語は幕をおろした。

　では、いま目の前に繰くりひろげられている場面はなにか？　物語のエピローグか、それとも物語の枠わくからこぼれ落ちた、わざわざ語るまでもない些さ末まつな挿そう話わに過ぎないのか。

　ギュネイは、見世物小屋や祭りなどで、子供たちに披ひ露ろうされる人形劇を思い出した。

（見よ、邪じや教きよう徒たちが正義の剣けんに追おい詰つめられている。われわれを苦しめたあの悪あく魔まどもががたがたと震ふるえ、あるいは無様に逃にげまわっているぞ。ああ、なんて憐あわれな。おしっこを洩もらしている奴やつまでいるではないか！）

（聞け、邪じや教きよう徒たちの哀あわれな悲鳴を。われわれの家族を殺しながら高笑いしていた連中が、泣きながら命いのち乞ごいをしている。われわれが笑ってやる番だ。さあ、皆みな、笑え、笑え、笑え）

　実際、このような場面が『英えい雄ゆう伝説』の終幕にて展開されたら、子供たちは大喜びだろう。なけなしの小こ遣づかいで買ったアメでべとべとになった手を振ふって、欠けた歯を見せながらきゃっきゃっと笑うだろう。

（笑え、笑え、笑え、笑え──）

　口上役をつとめる、道どう化け師しの格好をした小太りの男が煽あおる。

（正義はなされた！　悪は滅ほろんだ！）

（正しき神のお声を聞け。邪じや悪あくな神の声などに耳を傾かたむけるな。邪じや悪あくに惑まどわされた者は皆みなこうなるのだ。火あぶりだ、串くし刺ざしだ──）

（未来永えい劫ごう尽つきることのない苦しみだ！　奴やつらはその運命にふさわしいことをしたのだ！）




　教会内部では、いくつかの殺人が同時におこなわれようとしていた。

　子供の腕うでを摑つかんでいた兵がいた。祭さい壇だんの下に隠かくれていたのを引きあげようとしたところ、その母親らしき女性が涙なみだ声ごえをあげながら兵にすがりつこうとする。兵は邪じや魔まだとばかり女の背中に剣けんを振ふりあげた。手にしていた鍬くわで兵に殴なぐりかかろうとした男は、足を払はらわれて、尻しり餅もちをついたところを槍やりに突つかれようとした。ひと組の老ろう夫ふう婦ふは、もはや逃にげも隠かくれもせず、身を寄せあって、十字の印を切りながら祈いのりの文句を唱えていた。「誰だれかまとめて首を刎はねられるか？」と兵のひとりがそそのかすと、巨きよ漢かんの兵が進み出てきて、老ろう夫ふう婦ふの首に斧おのを振ふりかざした。「できたらおまえのぶんの夕飯をもらうぞ！」と巨きよ漢かんは笑った。

　それを遠くから目にしていたリーリンは、

「ギュネイさまっ」

　ついに馬の下から這はい出だして大声をあげた。

　が、この瞬しゆん間かん、彼かの女じよは気づいた。馬上にはすでに誰だれの姿もないことに。

　そしてほぼ時同じくして、黒いつむじ風が吹ふいた。

　風は教会の入り口付近に殺さつ到とうしていた兵たちを左右に突つき倒たおすと、そのまま内部へ吹ふき込こんだ。武器を振ふりあげていた襲しゆう撃げき者たちはこの風に巻かれて、あるいは弾はじかれて、あるいは吞のまれて、そして一いつ瞬しゆんののちには、彼かれらは例外なく武器を取り落としながら昏こん倒とうしていた。

　なにが起こったのか、誰だれにも理解できなかった。

　隊長のダカンも同様だ。彼かれは、教会へ入ろうとしたところ、いまだ意識を保っていた司祭に足を摑つかまれていた。その手を斬きり飛ばそうとしたのだが、突とつ然ぜん、兵たちの怒ど号ごうも、襲しゆう撃げき者たちの悲鳴も揃そろって途と絶だえたので、顔をあげると、兵たちは皆みな申しあわせたように倒たおれ伏ふして、邪じや教きよう徒たちもぽかんとしたように身動きを止めている。血の一滴てきも流れてはいない。

　ダカンの喉のど仏ぼとけが上下した。教会の中央に、あの〈赤目〉が立っているのが見えたからだ。

　ただし背せ丈たけは低い。普ふ通つうの人間と変わらないくらいだろう。形状は〈赤目〉に似ているが、そのシルエットはより鋭えい角かく的だ。色は、ランドールでは黒騎き士しと呼ばれる〈赤目〉よりなお黒い。兜かぶとの形状は狼おおかみを連想させた。目に当たる位置に例の赤い輝かがやきはなく、むしろそれがこの鎧よろい武者をより冷たく、無む慈じ悲ひに、そして不気味に見せていた。

「またも邪じや教きようの落とし子か！　ひるむな、かかれ」

　ダカンが命ずると、後ろにいた五人が進み出た。〈赤目〉をも斃たおした彼かれらだ。それよりだいぶ体格の下まわる敵をどうして恐おそれることがあるだろう。すぐさま跳とびかかっていった。

　黒い甲かつ冑ちゆうは動かなかった。剣けんが、槍やりが、斧おのが、ほとんど同じ瞬しゆん間かんに叩たたきつけられた。得物を振ふるった三人はしかし前方につんのめり、残り二人は目標物を見失ってたたらを踏ふんだ。消えたのだ。いまさっきまで、城を飾かざる彫ちよう像ぞうのように立ちつくしていたはずの姿が一いつ瞬しゆんにして見えなくなって、

「ぐぁ」

　五人の口からいっせいに呻うめき声があがると、ばたばたと倒たおれた。

　ダカン、そして彼かれの背後にいた兵たちは、言葉を失って凍こおりついた。今度は彼かれらのほうが彫ちよう像ぞうじみていた。消えたときと同様、黒い甲かつ冑ちゆうは唐とう突とつにまたあらわれた。倒たおれた五人の背中を跨またぎながらダカンらのほうに近づいてくる。その距きよ離り、およそ六クラット。

「だ、誰だれか」接近してくる敵と、背後の兵たちを交こう互ごに見つつ、ダカンがわめいた。「誰だれか、奴やつを討うち取とれる剛ごうの者ものはいないか。褒ほう美びはたんと取らせてやるぞ。そ、そうだ。ジャック、ジャックはどうした。奴やつならこの敵の斃たおし方も知っているだろう。どうした、おらんのか、くそっ、肝かん心じんなときに役に立たん──」

　そう毒づいた直後、

「あ」

　ダカンの口から間の抜ぬけた声が洩もれた。手にしていた剣けんをへし折られている。

　黒い甲かつ冑ちゆうは六クラットの距きよ離りをひと息に詰つめたのだ。甲かつ冑ちゆうの冷たい感かん触しよくが伝わってきそうなほどに近い。ダカンの目から威い勢せいが失われて、代わりに、この村で大勢の人々が貼はりつけていたのとそっくりの表情──恐きよう怖ふをあらわすそれが浮うかびあがった。




　甲かつ冑ちゆうの主はしばらく動かずにおいた。

　ここで改まって名を知らしめるまでもないだろう。黒い鎧よろいを着て、襲しゆう撃げき者たちを一いつ掃そうしたのはギュネイその人だ。

　兵が殺さつ戮りくをしようとするのを半ばぼんやりと見やっていた彼かれは、突とつ発ぱつ的に〈竜りゆう戦士〉の鎧よろいガイフレイムを装備していた。

　なにか、先を見とおしたうえでの深い考えがあったわけではない。たとえばここで〈竜りゆう戦士〉、つまり世界を救った英えい雄ゆうとして姿をあらわすことで、略りやく奪だつ者たちの意志を萎なえさせることもできたはずだ。が、「ギュネイがランドールにあらわれた」との報が広がれば、この先の情報収集に支障をきたす。さらにはランドールに要いらぬ混乱を招きかねない。だから、甲かつ冑ちゆうの形と色を変えた。突とつ然ぜんのことだったので、新しい形をじっくり練りあげることはできなかった。そこで、これまで散々目にしてきた〈赤目〉の形状をあるていど模も倣ほうし、色も黒くした。

　ダカンたちは愕がく然ぜんとしていたが、同時に、ギュネイ自身もまた同じていどの衝しよう撃げきを受けていた。

（おれ、なにをしてるんだろう）

　自問する。動どう悸きが止まらない。まるではじめて命の奪うばいあいをしたときのように。

（そういえば、ガイフレイムを着て、ランドール以外の兵と相対するのははじめてだ）

　そんなことも考えた。

　が、いまは諸もろ々もろの思いを飲みくだした。自分への問いかけが無数にあるなかで、しかし、いまのギュネイを衝つき動うごかしているのは、それらすべてを燃やしつくすほどに熱く、大きな感情のうねりだ。

　彼かれはわざと動かずにいることで、ダカンたちにたっぷりじっくりと恐きよう怖ふの味を堪たん能のうさせてやってから、突とつ然ぜんともいえるタイミングで動きはじめた。

　相手を圧あつ倒とうしたうえでなら手心を加えることもできる。ダカンや兵たちに、剣けんの柄つか、もしくは装そう甲こうされた拳こぶしを叩たたき込こんでいった。そのすばやさと的確さは甲かつ冑ちゆうを着き込こんだ男のそれではない。動きに一いつ瞬しゆんの停てい滞たいもないまま次々敵を昏こん倒とうさせた。

　教会の前にできていた列が崩くずれると、ギュネイはダカンの首根っこをつかんで引きあげた。ダカンとて鎧よろいを着ている。それを片かた腕うで一本で持ちあげるのだ。力も〈赤目〉に引けを取らない。

　ギュネイはそのまま、まだ外で略りやく奪だつをつづけていた傭よう兵へいたちにも見えるよう、村の中央めがけて放り投げた。全員がぎょっとしたように、この異形の鎧よろい武者のほうを見た。何人かがこれに打ちかかり、そして教会の内外で兵たちが見み舞まわれたのと同じ運命を辿たどった。




　われ先にと逃にげ出だしたのは傭よう兵へいたちだった。雇やとい主ぬしのダカンがやられたからには、金がもらえるかどうか心もとなくなったので当然だ。

　ギュネイは追わず、村人たちの啞あ然ぜんとした視線に見守られながら、気絶させた兵たちを一箇か所しよに集めて、甲かつ冑ちゆうや武器を剝はぎ取とると、〈赤目〉を罠わなにかける際に用いた縄なわで縛しばりあげた。

　ダカンをはじめとした何人かが目を覚まして、この状じよう況きようにひとしきりあわてて、騒さわいだ。周囲には村人たちの姿がある。彼かれらも戸と惑まどっている様子だったが、やがて、ダカンらを見つめるその目にとある感情が光となって灯ともりはじめた。気づいたダカンたちが口を閉ざした。顔色が青ざめていく。

　と、その視線を遮さえぎるように、ギュネイがダカンの前に立った。おかしなもので、さっきギュネイに感じた恐きよう怖ふは忘れて、いまある恐きよう怖ふから逃のがれられただけでほっとしたらしい、

「き、貴様は何者だ」ダカンが精いっぱいの虚きよ勢せいを示した。「どうせ邪じや神しんの手下であろう。邪じや神しんはもう討うたれたのだぞ。ここでわれらに抵てい抗こうしたとて……ひいっ」

　ギュネイが一歩足を進めただけでその虚きよ勢せいは崩くずれた。ギュネイはダカンを見おろしつつ、

「神がこの地に降り立たれたとき、荒あれ地ちに生まれたばかりの人の子らにそうしたように、おまえたちの運命を三つのなかから選ばせてやる」と押おし殺ころした声で告げた。「ひとつ、おれがこの手で貴様らを討うつ。二つ、おれは手を下さないが、このまま置き去りにする」

　ダカンの喉のど仏ぼとけが大きく上下した。どちらも、同じ末路を意味しているのはいうまでもない。より苦しいのは二つ目の運命だろうか。村人たちのあの目。きっと地じ獄ごくに落とされたほうがまだ救いの道はあるというほどの苦痛が待っている。ならばひとつ目のほうがよいのか？　あれほど腕うでの立つ男なら、一いち撃げきで息の根を止めてくれるだろう──馬ば鹿かな！

　ギュネイがこれもわざと沈ちん黙もくを長くつくったので、ダカンは情けなくも尋たずねないわけにはいかなかった。

「み、三つ目は？　さっき、確かに三つといったな。いったはずだ。三つ目があるのだろう。早くいえ、い、いや、いってくれ」

「このまま帰してやろう」

「本当か！」

「ただし」ギュネイは低く、重々しい声でつづけた。「ふたたびこの地がザッハ人に荒あらされるようなことがあってみろ。おれは必ずおまえたちを見つけ出して、このように縄なわで縛しばって、おまえたちが荒あらした村々に投なげ込こんでやる」

「も、もう二度とここには来ない。約束する──」

「誰だれが来ようとも、だ。たとえ村を襲しゆう撃げきしたのがおまえたち以外の人間であっても、おれにはそれを確かめるすべはない。だから、それが本当は別の誰だれかであっても、おれはおまえたちを罰ばつする。この地上のどこに逃にげようとも。ザッハだろうが、フォーゼだろうが、あるいはミルド人の荒こう野やだろうが。必ず追いついて捕とらえてみせる。忘れるな」

　ダカンはいまにも泡あわを噴ふかんばかりの顔になっている。

　その後、ギュネイが剣けんのひと振ふりで縄なわを切ってやると、彼かれらは脱だつ兎とのごとく駆かけ出だした。家族を殺された村人がその背中に石を投げた。さらにひとりがつづいて、やがては大勢の人間が罵ば声せいをあげながらこれに加わった。ひとり、不運な郎ろう党とうが後頭部に石を当てられて崩くずれ落おちた。すぐさま中年男がその背中に跨またがった。ついさっき家族を殺されたのだろうか、目を真っ赤にして、すでに動かなくなった相手を石で殴おう打だしつづけた。

　ギュネイはあえて止めもしなかった。ダカンは──身ぐるみ剝はがれたうえでザッハに帰りつけるかもわからないが──もう二度と国境を越こえようとは思うまい。ほかの者たちが出兵しようとするのを止めようともするだろう。ダカンのような身分でどれほどの効果があるかはわからないが、ひとまず、彼かれの恐きよう怖ふ体験が噂うわさとなって広まってくれればいい。

（そうすれば──、ランドールは救われるだろうか）

　ぽつりと思いついた自身の言葉に、ギュネイは自分でも気づかなかった傷をいきなり他人に触ふれられたみたいな痛みを覚えて、思わず腰こし砕くだけになりそうになった。

　くどいほどに繰くりかえすようだが、ランドールは敵だった。実際、ギュネイは、彼かれらの邪じや悪あくな企たくらみをこの目で確かめるために、この村までやってきたのだ。だというのに、いま彼かれはランドールの村をそれこそ『邪じや悪あくな企たくらみ』から救って、そしてこの先、村が平和で安あん寧ねいであればいいと願っている。ギュネイは混乱に陥おちいった。と、

「騎き士しさま」

　ギュネイに恐おそる恐おそる声をかけてきた人物があった。教会の司祭だ。ギュネイは反射的に身構えそうになった。黒い服を着た司祭は敵だ。斬きらねばならない。が、司祭は頭から血を流していて、その傷口に信者らしい女性が布をあてがっている。

　ギュネイは身体から緊きん張ちようを解いた。もはや誰だれが敵で、なにと戦えばよいかもわからない。

「王家に仕える騎き士しさまでいらっしゃいますか。それとも、われらを憐あわれんで神が遣つかわされた使徒さまでいらっしゃるのでしょうか」

「おれは」

　ギュネイはなにか答えようとして、しかし言葉が出てこなかった。王家、とはつまりランドール国の王家という意味だろう。使徒、とはつまりランドールの信しん仰こうする神の使徒という意味か。いうまでもなくそのどちらともギュネイは敵対していたし、手にかけてもいた。

「……どちらもでない。気にするな、旅の途と上じようで見かけたことを放っておけなかっただけだ」

　考えた末に口から出たのは、そんな芝しば居いじみた台詞せりふでしかない。

「お名前をお聞かせ願えないでしょうか」

「名乗るほどの名はない」

「まこと、義勇の方でいらっしゃいます。あなたご自身が何者であられようと、われらにとっては、まさしく神が遣つかわされた救い主。感謝の祈いのりを捧ささげさせてください」

　司祭が十字の印を切る。村人たちがそれにならう光景から、ギュネイは必死で目を背そむけた。大勢のランドール兵を斬きった身だ。ひょっとしたらこの村の人間もいたかもしれない。

　混乱の極きわみにあったギュネイは、人々の列の後方に、半ば透すきとおった奇き妙みような人ひと影かげがあるのに気づいた。

　にきび痕あとのある若者だ。ギュネイと同じく皆みなを眺ながめながら、口もとには淡あわい微ほほ笑えみがある。ギュネイははっとなった。

　その若者の名が思おもい浮うかんだのだ。とともにギュネイはまた別の驚おどろきに打たれた。

（そうだ。……そういえば、そうだ。ガイフレイムを身につければ、亡なくなった人の姿が見える。声が聞こえる。もうそれには慣れていた。実際、いままで、ランドールに殺された人の魂たましいが訴うつたえかける声を散々聞いてきた。それなのに、その逆に、ランドールの人の魂たましいが見えたことはなかったんだ。戦場であれば、ランドール人の魂たましいだってそこかしこに漂ただよっていたはずなのに）

（どうして？　いままでは見えず、聞こえず、いまになって……どうして？）

　にきび痕あとのある若者は、ギュネイに『見られている』ことに気づいて、相手も自分が『見えている』ことがわかったか、ギュネイのほうを見て軽く礼をし、十字を切った。

（やめてくれ。やめて。やめて）

　ギュネイはそこからも顔を背そむけた。生ける者、死した者、双そう方ほうにランドールの信しん仰こうの証あかしを送られながら、彼かれはひとり立ちつくしていた。
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　ひとまずは、ランドールの現状というものをこの目で見た。

　このままザッハへ引きかえすという選せん択たくもあり得た。リーリンもそれを期待しているような顔つきをしていたのは百も承知だったが、ギュネイは、

「もう少し探さぐろう」

　と短くいって、ランドール領内をさらに南へ進む道を選んだ。

　がっかりしたようなリーリンをともないつつ馬上で揺ゆられるギュネイは、黙だまり込こんだまま考えごとにふけった。ランドールと戦った日々のことを何度も思いかえした。ギュネイにとっては、友人や家族の仇かたきを討うつためだけの旅だった。しかし、アレフたちのような仲間や、ランドールによって苦しめられたあまたの人々──その生死はかかわりなく──と触ふれあううちに、自分でも気づかないあいだにいつしか彼かれらの思いをも背負って、人々を、世界を守るための戦いだと認にん識しきするようになった。

（まちがいじゃなかった。そのはずなんだ）

　陽が巡めぐり、星が流れ飛んでいくその下で、ギュネイはこれも何度となく自問する。

（じゃあ、すべてが正解だったのか。全部が全部、正しい選せん択たくをしたその果てで、ランドールの民たみは苦しんでいるのか）

　わからない。答えを出すためにも、いまはともかくランドール領を見てまわって、少しでも情報を集めねばならない。

　その後の数日、村々を渡わたり歩あるいた。村には、いずれも最低限の暮らしをしている人々がいて、ギュネイが馬で近づけばそれだけで警けい戒かいした。普ふ段だんは鎧よろい兜かぶとをつけないようにしているので、ギュネイの、ケイオロスにいわせれば『童どう貞てい臭くさいツラ』、つまりは無害そうな外見が幸いして、かろうじて追おい払はらわれることはなかったものの、食事や酒を振ふる舞まわれるということもない。どこも屋内を貸してくれないので、せっかく村にいながらにして野宿したこともあったが、ギュネイは辛しん抱ぼう強づよく居い座すわって、彼かれらから可能な限り情報を引き出した。

　すでに予想のついていたことだが、この近辺も襲しゆう撃げきされたことがあるようだ。大半はザッハ人の仕業だが、ここから遠く西、フォーゼ国に近い領域となると、フォーゼの雇やとった部隊に集落が荒あらされているらしい。フォーゼは大戦時、国土の東半分をランドールに奪うばわれていた国だ。恨うらみはザッハに劣おとらず激しいとしても──、

「おかしい」

　とギュネイは感じつつも、さらに進む。次に訪おとずれた谷一帯の村々は、『駐ちゆう留りゆう軍』を名乗る輩やからが実質支配していたが、調べてみると山さん賊ぞくに毛が生えたていどの連中だった。賊ぞくは外からやってくるとは限らない。大戦で荒あれ果はてたランドールにおいては、職を失ったり、食べるものが尽つきたりした者たちが、昨日までの隣りん人じんを襲おそうことも珍めずらしくなかったのだ。

　食べ物を根こそぎ奪うばわれた村人たちは貧ひん窮きゆうに喘あえいでいた。なにしろ赤子すらやつれている。なにも出ない母の乳ち房ぶさに吸いついては、小さく泣き声をあげるのを目にすると、

「よし、いこう」

　ギュネイは即そつ決けつした。

　山菜でも積みにいくような腰こしの軽さで、山さん賊ぞくたちが根城としていた砦とりで跡あとに向かう。

　作戦は簡単なものだ。村の女から服を借りて、リーリンにいかにも村娘むすめらしい扮ふん装そうをさせた。ギュネイは捕とらえた村娘むすめを売りにきた商人の振ふりをして、夜半、砦とりでの門を開けさせたのち、敵の陣じん容ようを把は握あくすると、一夜で五十名すべてを縛しばりあげることに成功した。

「ギュネイさまに助けられるまで、あちこち、べたべた触さわられまくったんですよ」リーリンは胃の中身を吐はきそうな顔でいった。「大体、〈竜りゆう戦士〉さまなら、山さん賊ぞくの五十や百、あっという間に片づけられるでしょう。わざわざあたしを餌えさに使って門を開けさせなくたって」

「おれたちの戦いを間近で見ていたくせして、おまえも吟ぎん遊ゆう詩し人じんの大おお袈げ裟さな歌に乗せられた口か？　敵の数も配置も知らないのに突つっかかるなんて真ま似ねができるもんか。やあやあ、われこそは、なんて口上を述べながら砦とりでに向かったら、降りかかる矢の餌え食じきだ」

　その後、ギュネイは例の黒い鎧よろいを着用して、旅の武芸者をよそおいながら、「神の思おぼし召めしを受けて、そなたらの正当な利益を奪うばいかえしてやったぞ」といいながら、山さん賊ぞくが奪うばった食しよく糧りようや財産を村々に山わけしてやった。

　数日後には、それこそ女さらいをしては外国に売り飛ばしていた連中に出くわした。よその国からやってきた奴ど隷れい商人たちだ。ダカンが口にしていたように、「ランドールの女は高く売れる」らしい。ギュネイは、やはり黒い鎧よろいを着て素す顔がおを隠かくしながら彼かれらを成敗したのち、女たちを集落に送り届けてやった。

　いく道いく道で人々の苦境にあい、そして去る道からは絶えず感謝の言葉を背中に浴びながら、ギュネイは旅路を進む。表情に焦あせりが募つのりはじめていた。

「おかしい、おかしい、おかしい」

　とそればかりが繰くりかえし胸によぎる。

　本来、戦争に敗れたランドールは、北のエレィノア、西のフォーゼ、南のダスケスが、領土を切りわけて分ぶん割かつ統治をする約束になっていた。この三国で特に権けん威いがあるのはエレィノアだ。ランドール討とう伐ばつの際には連盟の中心ともなった。ランドールとはアルギア国によって隔へだてられていたが、そのアルギアが滅ほろぼされた際に、ギュネイらの呼びかけもあって、ようやく重い腰こしをあげて軍旗を風になびかせたのだ。

　確か、アルギアの領土はエレィノアがそのまま属領とすることが決まっており、同時にランドールの一部を統治する手はずになっていたはずだ。

　馬で進んでいる最さい中ちゆう、古びた街かい道どうの脇わきに小さな街があったので、リーリンを走らせて情報収集に当たらせた。リーリンが駆かけ戻もどってきて、水すい筒とうから水を飲み飲み報告するには、

「どうやら、その、当のエレィノアが元げん凶きようのようですね」

　本来は例の三国で話しあったうえで領土を分ぶん割かつするはずが、エレィノアは初期段階から会合にほとんど参加しなかった。エレィノアは旧アルギア国の領土をそっくり貰もらい受うけていたため、その広い領土からランドール残党軍を追い散らすのに思いのほか手間取ったのだ。

「もちろん、どれだけ手間がかかろうと、新しい領土が欲ほしいのはどの国も同じ。……逆にいえば、三つの国が同じくらい欲ほしがってくれれば、お互たがいにらみを利きかせてくれるので、これほどややこしくならなかったんでしょうけど」

「というと？」

「会合で主導権を握にぎるのは、連盟の中心でもあるエレィノアのはずでした。だけどアルギアのことがあって出で遅おくれた……だけならまだしも、もともとエレィノア国王にあんまりやる気がなかったみたいです。エレィノア王は、ギュネイさまも知っておられるとおり、教会との仲を修復しようと必死です。ご本人が熱心な信者でもある。そしてエレィノアの教会は『ランドールなどは今後いっさい人が住めぬように全土を焼やき払はらうべきだ。抵てい抗こうする者は邪じや教きよう徒ということだから、皆みな殺ごろしにすればよい』なんて主張していますから、国王としても、『ランドールに関して動きづらい』なら『いっそ動かぬほうがよい』って判断したようです。アルギアのことで手いっぱいなのを言い訳にしてランドールをほったらかしにしているため、現在はダスケスとフォーゼが牽けん制せいしあっている状態、といったところでしょうかね」

　ザッハの件からもわかるとおりだ。首脳陣じんは表向きの会合を重ねつつも、少しでも相手の目を盗ぬすんで甘あまい汁つゆを吸おうとしている連中──上層部のみならず、兵を動かせる立場にある者、その兵に金を出せる者など──が、ランドールに跋ばつ扈こしているのが現状のようだ。

　割を喰くったのが、当のランドール国民だ。もはや土地は自分たちの力で守らねばならない。しかも侵しん入にゆうしてきた武装勢力は互たがいに争うこともあるようで、ランドール南西の要よう衝しようカノンにおいては、統治権を主張するフォーゼと、これに異を唱えるダスケスが、陣じんを構えて長期間にらみあっているという。まだ衝しよう突とつにはいたっていないが、両軍が陣じんを構える際に、近きん隣りんの人手や作物が勝手に奪うばわれている。ランドール人の被ひ害がいが増すばかりではなく、今度はダスケスとフォーゼのあいだで新たな争いが起こらないとも限らない。

「これからどうなさいます、ギュネイさま？」

「ランドールの元王都まではいってみよう。そこで民たみの様子や、駐ちゆう留りゆう軍の状じよう況きようを調べる」

「ダスケスやフォーゼの司令官に斬きりかからないでくださいよ」

「〈竜りゆう戦士〉として脅おどすくらいならいいかもな。ケイオロスが馬具職人をザッハの玉座に据すえるとき、ザッハの貴族たち相手にそうしたみたいに」

　半ばふて腐くされたみたいにいうギュネイは、当然、ダスケスやフォーゼ、それにエレィノアの重じゆう鎮ちんたちに苛いら立だっているのだ。

（ギュネイさま、また唇くちびるが尖とがっておいでですよ。年ねん齢れいよりもガキに見えてしまいます）

　リーリンは心のなかで忠告した。以前、〈賢けん者じや〉がよくそういって〈竜りゆう戦士〉をたしなめていたのだった。




　夕暮れ。

　かつては村があったと思われる場所まで来た。いくらか人家が残っているものの、人の気配はまるでない。王都に通じる街かい道どう沿いにあることからして、おそらくは前回の大いくさの際、諸国が進めてきた部隊によって焼やき払はらわれたと思われる。

　ギュネイは鎧よろい兜かぶとを『解こう』とした。腕うで輪わの形状に戻もどすはずが、ふと思いなおした。井い戸どの辺りに人ひと影かげがある。人の気配がない、と断定したばかりなのに妙みようなことだが、ともかくギュネイは、人間の数倍は鼻が利きくはずのリーリンよりも早くそれに気づいて、馬からおりるなり、鎧よろい姿のまま近づいた。

　といって、警けい戒かいした様子はない。相手は七、八歳さいの女の子だった。井い戸どから水を汲くもうとしているのだが、非力なためか、慣れていないからか、つるべを上う手まく引きあげられずにいる。

　ギュネイは「やあ」と小さく声をかけた。全身鎧よろい姿の男にいきなり声をかけられれば普ふ通つうは仰ぎよう天てんするところだろうが、女の子はよほど度胸があるらしく、まったく驚おどろきもせずにつぶらな瞳ひとみでギュネイを見あげる。口を開くなり、

「お母さんのお手伝いよ」

　といった。偉えらいでしょ、と主張しているようだ。ギュネイは兜かぶとの奥おくで微ほほ笑えんだ。

「なにかもらえるの？」

　と聞くと、女の子は赤いほっぺを膨ふくらませた。

「偉えらい子は、みかえりを求めないの。男の子って、すぐにみかえりを求めたがるんだから。ホローもウィルも、わたしに優やさしいのは、わたしのキスが欲ほしいからよ」

「な、なるほど。じゃあ、その偉えらくて魅み力りよく的なお嬢じようさんを、偉えらいお兄さんが手伝ってあげよう。いっしょに摑つかむよ」

　ギュネイはそういって、女の子の手といっしょにつるべを引きあげた。濁にごった水が少量入っている。それを傍かたわらに置いていた別の桶おけに移すと、女の子が嬉うれしそうに笑った。

「これをお母さんのところに持っていけばいい？　わかった、おれが運ぶよ。大だい丈じよう夫ぶ、お母さんには、きみが頑がん張ばったことをちゃんと伝えるから」

「ふうん？」女の子は大きな目でギュネイをまじまじと見つめた。「あなたもみかえり欲ほしいの？　わたし、そんな安っぽい女じゃなくてよ」

「んあ」

　ギュネイは言葉に窮きゆうして、そんな声をあげる以外にできなかった。

　女の子と手をつなぎながら、村の片かた隅すみまで歩いていく。

　木製の平屋建てが見えてきた。ただし柱が折れて天てん井じようが斜ななめに落ちている。「ただいま！」といって、ギュネイの手を放した女の子が駆かけていった。家はいまにも崩くずれ落おちそうな状態なのに、ギュネイは「危ないぞ」ともいわない。

　戸口は天てん井じようにつぶされていて、どこにあったかも判然としないほどだったが、女の子はまるでそこに物体がなにもないかのように素すどおりしてなかに入る。魔ま術じゆつの一種のように見えた。ほどなくしてギュネイの前に戻もどってきて、

「家にいないの。またお隣となりのサベーリさんと無む駄だ話ばなしだろうな。いったん話はなし込こむと長いんだから。どうして毎日毎日同じことをしゃべってて飽あきないのかしら」

　ませたことをいいながら、『お隣となり』の家があったと思われる場所にとことこ駆かけていこうとする。と、ギュネイは手にしていた桶おけから水をすくって、それを女の子のほうに投げかけた。女の子の足もと、そして目の前の地面が濡ぬれた。振ふりかえった女の子にはしかし、水一滴てきついていない。これもまるで水が素すどおりしたかのようだった。

「なにしたの？」

　女の子は怒おこった風な、でも好こう奇き心を剝むき出だしたような顔で尋たずねる。

　ギュネイはその場に屈かがみ込こんで、ふたたび桶おけから水をすくった。「手品だよ」といいながら水を頭からかけてやる。女の子はもう一度水が身体をすり抜ぬけるのを期待しただろうが、案に反して、今度はびしょ濡ぬれになった。

「もう、なにするの！　この服、お母さんにつくってもらったばっかりなんだから」

　リーリンが水浴びから戻もどった直後みたいにぶるぶる身体を震ふるわせる。ただし水すい滴てきはいっさい散らない。その代わり、二度目にギュネイがかけてやった水は、そっくりそのまま少女の足もとに水みず溜たまりをつくっていた。実際はこちらも素すどおりしていたのだ。

　女の子がはっとしたように立ちすくんだ。まるで恐おそろしいものを見るような表情で家のほうを振ふりかえる。ギュネイは桶おけを置いて、後ろから女の子の肩かたに手を置いた。これも、手がすり抜ぬけた。女の子には実体がなかったのだ。ただし、女の子がそれに気づいてギュネイのほうを向くと、今度は手がしっかり肩かたに触ふれた。

　なにかに気づいたのだろう、女の子は目を丸くしたまま立ちつくしている。とともに、ギュネイが触ふれている箇か所しよから、びしょ濡ぬれになっていたはずの服が乾かわいていき、さらには全身の輪りん郭かくが淡あわく霞かすんで、じょじょに透とう明めい化していった。

「きみは十分、偉えらかったよ。だからお母さんのところにお帰り」

「でも、お水」

「おれが届けてあげる。ほら、お父さんとお母さんがきみの帰りを待っている」

「うん──」女の子はそばかすのある鼻の頭をひくつかせながら頷うなずいて、「うん！」

　二度目は元気よくいって、そしてまた駆かけ出だしていった。ギュネイはしばし目を閉じた。数タックののち目を開けると、もう女の子の姿はない。

　ギュネイは桶おけをふたたび拾いあげて、汲くんだばかりの水を家の周辺に撒まいた。

　リーリンが食事の準備をしているところに戻もどる。リーリンが顔をあげて、

「また、死者のお見送りですか」

　そんなことをいった。ギュネイは腕うでをまわしながら腰こしをおろす。

「ああ、この鎧よろいを着ているとしょっちゅう出くわすんだ」

　ガイフレイムを装着していると、魔ま術じゆつの素養がないはずのギュネイにも、死して間もない魂たましいを見ることができる、その声を聞くことができる。先ほどのように、自分がとうに死んでいることに気づかず、生前のように振ふる舞まおうとする魂たましいに出会うことも多々ある。

「きっと、母親から水を汲くんでくるようにいわれたところに、襲しゆう撃げきがあったんだろう。お手伝いすることができなかった未練が、ずっと彼かの女じよをこの場に足止めさせていたんだ」

　ギュネイはすでに鎧よろいを解いている。硬かたくて、塩気ばかりが強い干し肉を嚙かみしめた。

「だからガイフレイムは嫌きらいなんだ。どうしても目についちまう」

　だったら無視なさればよいのに、とはリーリンはいわない。前の旅のときも、こんなことはしょっちゅうで、「大体、公平じゃない」というのが口くち癖ぐせのひとつだった。死者はこの世になにもなし得ない。だからなにかをなしたければ、それを聞き届けられる人間に託たくすしかない。そして託たくされた人間は、死者からみかえりを得られるわけでもないのに、全力を傾かたむけるしかなくなる。生きている人間相手なら、ごまかしたり、あとでできなかったことを謝あやまったりできるのに、死者相手ではそれもかなわないから、というのがギュネイなりの論理だ。

「忠告しておくよ。死者と約束なんて絶対するな。おまえの人生を縛しばりつけるだけだからな」

「あたしには亡なくなった方は見えないし、会話もできませんよ。鼻で嗅かぎ取とれない存在なんて、この世にないのと同じことですから。ご心配なく」

　いいながら、リーリンはすでに大あくびだ。人間よりも大きめの犬歯が目を引く。

　ギュネイは水すい筒とうを戻もどしつつ、ふと空を仰あおいだ。

（またお見送りですか）

　リーリンはそういっていたが、以前の旅でギュネイが見送ってきた死者たちと、いまの女の子とでは決定的なちがいがある。そのちがいこそが、現在におけるギュネイの立場を不安定にさせている要因の最たるものだ。

　が、ギュネイはあえて口には出さず、空を見たついでだというように、

「あの子、好こう奇き心が旺おう盛せいみたいだったな。道草なんか食わなきゃいいけど」

　とだけいった。




　それから二十日あまり。ギュネイたちはかつての王都を目指して南下しつつ、情報収集のためにあちこちを巡めぐった。

　ただ単に各地の様子を見たり、人から話を聞いたりするだけではない。なにしろランドール各地は争いに満ちている。賊ぞくに襲おそわれること十数度。他国の兵に好き勝手されている村や街を訪ねること五回。いずれも、加害者たちは黒いつむじ風の悪夢を見る羽目になった。

　反して、無む慈じ悲ひな暴力によって痛めつけられていた領内の人々は皆みな喝かつ采さいをあげた。

　いくつ目の村を訪ねたときだろう。正規軍の振ふりをしていた賊ぞくどもを追おい払はらった直後、

「あなたが、あの〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どのでいらっしゃいますか」

　村人からそんな声をかけられた。

　領内を荒あらす不届き者を成敗する騎き士し物語はすでに噂うわさとなっていたらしい。

　黒こく狼ろうとは、ダカンらと一夜を過ごしたあの砦とりでに描えがかれていた神の眷けん属ぞくのことと思われる。ランドール武人は武具をあえて黒くは塗ぬらないものだ。前にも述べたとおり、この国の信しん仰こうにとって黒は聖なる色だから、畏おそれ多おおく、みだりに使ってはならないものとされている。〈赤目〉が『黒騎き士し』と呼ばれているのも、国と信しん仰こうのために身を捧ささげた武人を敬ってのもの。

　だから、ギュネイが特に考えもなく変化させたこの黒い鎧よろいは、ランドール人たちに聖なる戦士そのものといった印象を与あたえてしまい、いつしか地方の神話になぞらえて〈黒こく狼ろう〉などというあだ名がついたようだ。

「ランドール王家の守護者たる騎き士し団最後の生き残りとうかがっておりますが、まことでございましょうか」

　目を輝かがやかせた民たみにそんなこともいわれた。〈竜りゆう戦士〉のときと似たようなもので、顔を隠かくしているとあれこれ余計な推測を招くものらしい。

（竜りゆうの次は狼おおかみか。しかもまさかおれがランドール騎き士しだと疑われるなんてなあ）

　村をあとにした直後、ギュネイは馬上で苦笑いしそうになったが、

（待てよ。ちょっと派手に動きすぎたかな）

　青ざめるような思いではたと気づいた。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の噂うわさはすでにランドールの各地を駆かけ巡めぐっている。遠くない将来には国外へも洩もれるにちがいない。

　ここで、ダカンたちのことを思い出した。彼かれらを逃にがしたのは、彼かれらの口から「ランドールには恐おそろしいものが待ち受けている」という噂うわさが広まってくれれば、ダカンのような輩やからをこれ以上村に近づけないで済むと思ったからだったが、いまになって考えれば、

（逆効果になる恐おそれのほうが強いじゃないか）

　ダカンたちは〈赤目〉にも会っている。当然、黒い鎧よろいを着たギュネイのことも『ランドールの騎き士し』だと思っているだろう。ダカンたちの体験したこの話がいずれ〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の噂うわさとあわされば、「ランドールの地にふたたび邪じや神しん信しん仰こうが根づいている」ということになって、ザッハがランドールへ再侵しん攻こうするまたとない口実を与あたえかねないのではないか。

（そう、たとえば、おれみたいな奴やつが、「ランドールめ、またもなにかしでかすつもりか。許せん」といって、やってくるかもしれないんだ──）

　知らず、手た綱づなを握にぎる手に力がこもり、唇くちびるが尖とがる。

（なら、ランドールの人を見捨てればよかったのか。それとも、痕こん跡せきを残さないよう、ダカンたちをひとり残らず叩たたき斬きればよかった？）

　自じ嘲ちようの笑いがこみあげそうになった。命を救うも奪うばうも、おのれの心ひとつというわけか。まるで天界の裁判官にでもなったかのようだ。石を当てられたダカンの郎ろう党とうが村人に殴おう打だされるのに任せていたのもそうだった。あれがボルテだったら──家族のために傭よう兵へいとなった人間だったら──自分はどうしていた？　人を区別して助けていたのか？

「ええい」

　ギュネイはため息交じりに頭を振ふった。ここ数日、ずっとこんなことばかりを考えている。前の旅のときにはあり得なかった。頭を使うのはエリシスやケイオロスの仕事で、自分はただ、彼かれらの導きのままに進んで、そして目の前にあらわれた敵めがけて武器を振ふるえばよかったのだから。

　──そんなギュネイをさらに混乱させることに、いま現在におけるランドールの民たみも、決して同じ考えや思想のもとに統一されているわけではない、ということが次し第だいにあきらかになってきた。




「ちょっと整理してみたい」

　ギュネイはその夜、リーリンを話し相手にすることで、各地で得た知識をまとめてみることにした。こういうことも以前の旅ではしなかった、というより、『せずに済んだこと』だ。

「まずは、ランドールの神さまのこと。いまランドール以外の国は、侵しん攻こう時のランドールが崇あがめていた神、つまりおれたちが戦った相手でもあるわけだけど、これを『邪じや神しんカダッシュ』と呼んでいる。けど、もともとはランドール人だって、この大陸に渡わたってきたアンバー人の子孫だから、数年前までは他国と同じ神を祀まつっていたはず──だね？」

「ですね」リーリンはケイオロスの従者であるため、それなりの知識は頭に蓄たくわえている。「神に特別な名前はなく、絶対的、唯ゆい一いつの神である、ってされています。ただし、アンバー人が各地で国を興おこしてから時間が経たつうちに、聖典の解かい釈しやくやら、祈いのりの方法、御姿を偶ぐう像ぞう化する際に用いられるモチーフやらは、土地によって変わってきました」

　たとえば、エレィノアでは『太陽』が神の象しよう徴ちようとしてよく使用される。神官たちは祈いのりの際に、太陽をあらわす丸い印を切るのが通例だ。フォーゼは『風』。神官たちが横真一文字に切る印は、『悪と偽いつわりを絶つ風の剣けん』を意味している。

　問題はランドールだ。ここにも当然教会はあり、アンバー人が伝えてきた教えもあった。が、国教を庇ひ護ごすべき王家が、およそ二十年前の跡あと目め争いをきっかけとして、じょじょに衰すい退たい。ごく当然の流れとして、国土の支配権を巡めぐっての争いがはじまる。国内は乱れに乱れた。

「ちょうど、いまのランドールみたいな感じだったんじゃないですかね」

　それを憂うれえたのが、当時、地方の一司祭に過ぎなかったハーディンなる男だった。

「僧そう侶りよや神官の一部には、普ふ通つうの人間にはない力が宿っている。夜中なのに辺りを真昼みたいに明るく照らしたり、手をかざすだけで厄やつ介かいな疫えき病びようを治したり」

「ええ、でもまあ、ケイオロスさまにいわせれば……」

「待って、先を急がないで。頭から整理してみたいんだ。──彼かれらの使う力、それは『奇き跡せき』。神の姿を胸にはっきりと描えがくことができるほどの信しん仰こう心を備えた者のみに神が授さずけたもうた『奇き跡せきの力』だという」

　力の種類は、これまた、それぞれの国が伝えてきた神の姿と象しよう徴ちようによって異なった。先ほどの例になぞらえれば、エレィノアの神官が振ふるう『奇き跡せき』は太陽の光に似た性質のものであり、またフォーゼの神官は風の種類の『奇き跡せき』を振ふるう。

　前回の旅の途と中ちゆう、ケイオロスがよくいっていたのをギュネイは覚えている。

「しかしなあ、そういった力を、信しん仰こうとはかかわりなく扱あつかえる者がいる。いうまでもない、おれがその筆頭よ。そうしたものを、奴やつらは『異い端たんの魔ま術じゆつ』だの、『奇き跡せきは神から授さずけられるもので、魔ま術じゆつは悪あく魔まから教えられたもの』だのというが、なに、おれにいわせりゃ、『奇き跡せき』も『魔ま術じゆつ』も同じものよ。要は、力の発動に必要となる思し索さくの中心になにを──いかなる神の姿か、いかなる物語か、いかなる現象か──据すえるかということのみが異なるのだ。だが、奴やつらはそれを認めない。認めれば、奴やつらが代々伝えて、押おしつけてきた信しん仰こうの形をそっくり否定することになる。神への祈いのりなんざ、ひとっ言も口にしたことがないおれが彼かれらと同じ力を振ふるえるのがよい例だ。だから奴やつらはおれを『異い端たん』呼ばわりし、恐おそれて、憎ぞう悪おしているのさ」

「じゃあ、ケイオロスどのは神を信じぬのか？」

　一度、聖堂騎き士しを自じ称しようするジューザが、聞き捨てならぬ、とばかりに嚙かみついたが、石頭のこの騎き士しの兜かぶとを、こつんとケイオロスは杖つえで小こ突づいた。

「信しん仰こうの形を否定するのと、神を否定するってのは決して同義じゃない。現象であれ神であれ、単一の認にん識しきに押おし込こめようとすれば自然といびつなものになるってだけだ。おれ以外にもよい例がいっぱいあるではないか。ランドールは神をもっともこの地上に近づけたため、大司教をはじめとして奇き跡せきの力が大きく発現している。そしてそれを目の当たりにした人間たちは、より神への信心を深めて、より具体的に神の存在を知覚するようにもなる。敵味方かかわりなくだ。だからこそこの戦いにおいて、僧そうだけでなく、武人や庶しよ民みんのなかからも奇き跡せきを発現できる者が増えていったのだ。フォーゼの三騎き士しもそうなら、アレフだってそうだ。ところが、教会はこいつらが戦いに利用できるから、ってんで、今度は異い端たん視などせず、『邪じや神しんを斃たおすため、われらの神が多くの人間に奇き跡せきをお与あたえくださったのだ』なんて喜んで戦列に加えていやがる。身勝手なもんさ──」

〈賢けん者じや〉の言葉を思いかえしつつ、ギュネイがいう。

「ケイオロスにいわせれば、だから、『奇き跡せき』を扱あつかえる僧そう侶りよというのは、皆みなが皆みな、『魔ま術じゆつ師』でもある、ってことだ。そしてハーディンは飛とび抜ぬけて魔ま術じゆつの才を持った男だった」

　ハーディンは世界各地を旅してまわって、アンバー人以前に大陸を支配していたミルド人の遺い跡せきから、『神をこの世に近づける秘ひ儀ぎ』を手にしたとされる。が、ミルド人にとっての神とは、カダッシュという、それこそ邪じや神しんだ。かつてこの大陸はカダッシュの神官たちによって統治されており、神から授さずかった邪じや悪あくな魔ま術じゆつを維い持じするために、民衆から多くの生いけ贄にえを選んでは、毎夜、殺さつ戮りくと退たい廃はいの宴うたげを繰くりひろげていたといわれている。

　その邪じや悪あくな神は、一千年ともいわれる昔、大陸へと渡わたってきたアンバー人の英えい雄ゆうたちによって封ふう印いんされ、善なる教えが打ち勝った──という伝承が、各国共通で伝わる建国神話に当たる。

「ハーディンは、カダッシュ神をふたたびこの世に降臨させようとした。神の威い光こうをもって、益なき争いをやめさせ、ランドールに平和を招くために。だけど、その秘ひ儀ぎはあまりに大おお掛がかりなものだったから、多くの時間と手順を必要とした、らしい」

「ケイオロスさまがおっしゃるには、『大魚を釣つりあげるのといっしょ』だそうです。『一気に引き寄せようとしたんじゃ釣つり糸いとが切れちまう。だから、ゆっくりと、じわじわこの世に近づけていく必要がある』って。そして儀ぎ式しきを重ねるごとに、実際、ハーディンと、彼かれと信しん仰こうを同じくする一味は絶大な魔ま力りよくを手に入れました。彼かれらはその力で王家をふたたび盛り立てて、ランドールの再統一に成功したんです」

　王家と結びついたハーディンは、新たな信しん仰こうの形を民衆にも強しいた。ただし、ハーディンは自分たちが降臨させようとしている神を『カダッシュ』という名では呼ばなかった。その名は邪じや悪あくの代名詞としてあまりに浸しん透とうしすぎている。あくまでもこの神は、アンバー人たちが各国共通で信しん仰こうしている神と同一のものである、とした。

「国の混乱をおさめて、王家の旗と神の威い光こうのもとに人心を統一する。ここまではよかった」

　絶大な力を得たハーディンは、「真実の神にもっとも近づいた自分こそが全土を統一せねばならない」と思おもい込こむようになった。いまの世界各地における教会の教えや、僧そうたちの『奇き跡せき』などは、子こ供ども騙だましのまやかしに過ぎない、とも断じた。

　結果、ハーディンは、王家に命じる形で軍事力を強化しはじめ、民たみからも大勢徴ちよう兵へいした。それでも不足しているぶんは魔ま術じゆつによって補い──〈赤目〉や魔ま獣じゆうども──、ついには各国への軍事侵しん攻こうを開始した。

「それからのことは、もう繰くりかえすまでもないですね。安酒場にでも寄って、吟ぎん遊ゆう詩し人じんに銅貨一枚握にぎらせれば飽あきるほど聞かせてくれます。ランドールの侵しん攻こう、ザッハやアルギアの滅めつ亡ぼう、六英えい雄ゆうの台頭、諸国の反はん撃げき、ハーディンと邪じや神しんはともに討とう伐ばつされて」

「そして現在にいたる」ギュネイが頷うなずきながら口にする。「つまり、ランドールにとってのハーディン一味っていうのは、国を荒こう廃はいから救って、新たな信しん仰こうの形でまとめあげた救世主であるのと同時に、国にこれ以上はない滅ほろびを招いた大悪党でもある、ってことだ」

　したがって、ランドールの民たみも戦後の反応は真っ二つに割れた。「大司教ハーディンの教えこそがランドール、いや世界を正しき道に導くものだ」といまだ熱心に信しん仰こうしつづける者たちもある一方で、「ハーディンは王家やわれわれを騙だまして邪じや神しんを崇すう拝はいさせ、そのうえ国土を焼いた張本人である」と、憎にくしみや怒いかりを燃やす者たちとていたのだ。

　──ギュネイは今回の旅で、ランドールのなりたちやら信しん仰こうの変異を学んで、そして人々の想おもいが移ろっていくさまを肌はだ身みで感じた。こんなことは、当のランドールと日々激戦を繰くりかえしていたときも知り得なかったことだ。いや、正確には、

（あのときは知ろうともしなかった）

　繰くりかえしになるが、ギュネイは仲間の導きに従って、『邪じや悪あく』と戦えばそれでよかった。『邪じや悪あく』とは当時のランドールそのものだ。ギュネイは故郷の村をともに発たった親友をランドール司祭によって生いけ贄にえにされていたし、ガイフレイムを装着して以降は、やはりランドールの手によってむごたらしく殺された人々の魂たましいと触ふれあってきた。彼かれらが訴うつたえかける悲しみと憎にくしみ、それらをじかに共有した。ランドールが『邪じや悪あく』でなくてなんだろう。これを討うたずして、どうしてこれから先、安らかに眠ねむることなどできるだろう。

　しごく単純に線引きされた世界において、『ランドール軍を討うつ』『それ以外の民たみが襲おそわれていれば助ける』という基準だけで行動しさえすればまちがいはなかったのだから、ランドールの背景など知らずに済ませてもよかったのだ。

　国の事情だけではない。今回、ギュネイがもっとも学ばされた点はなにかといえば、つまるところランドール人といえど、

（ほかの国で暮らす民たみとなんら変わりのない人間）

　ということだ。全員が目を赤く輝かがやかせた狂きよう信しん者というわけではないし、たとえ熱心な信者であっても、家族の安全や、ごくごくつましい人生を望んで祈いのる人間たちが大半だ。

　当たり前のことだった。いま改まって考えるまでもなく、前回の戦いにおいても、そういった場面はいくらも目にしてきたはずなのに、ただ「邪じや悪あくと戦い、滅ほろぼさなければ」と意い気き込ごんでいたギュネイにはそれを実感としてとらえることができなかった。

　そうした情報を集めているなかにおいて、気になる名前が浮ふ上じようしてきた。

　大司教ハーディンの命運と野心はあの戦いで尽つきたが、しかし邪じや教きようを崇あがめていた僧そうたちの全員が諸王軍に殺されたり、国から逃にげ出だしたりしたわけではない。

　生き残りの一部が、大司教ハーディンの娘むすめロゥラを筆頭に据すえて、東の国境近くにある峻しゆん険けんなディラ・ロゴス山に篭こもり、再起を図はかっているらしい。さらに、一か月前には、大司教の弟コンラットがここに合流した、という話もあった。

「あのじいさん、まだ生きていたのか」

　ギュネイが率そつ直ちよくな感想を洩もらした。アレフたち英えい雄ゆう一行は、それぞれが強大な力をもってランドール軍の一いち翼よくを率いていた将軍たち、俗ぞくに『邪じや神しん軍四天王』と呼ばれる面々とは洩もれなく戦ったことがある。その一角であるコンラットは、魔ま獣じゆうを無数に呼び出して操あやつれるほどに強い力の持ち主だったが、〈運命の勇士〉アレフの剣けんで腕うでを切り飛ばされて、胸にも重傷を負ったはずだ。それが、どうやら命からがら落ちのびていたらしい。

「ザッハでおれたちを襲おそった刺し客かく、そういえばコンラットの名前を出していたっけ。しかも、娘むすめだって名乗っていた気がする」

「ご自身の命を狙ねらった奴やつに関することを、『そういえば』『気がする』ですか」

「コンラットって恐おそろしい顔してたよなあ」思いかえしたのかギュネイは身み震ぶるいする。「あいつ自身が魔ま獣じゆうみたいだったのに、娘むすめのほうは凄すごい美人だったな」

「いや、そういうことじゃなく。まさか、コンラットが大司教の娘むすめとともに潜ひそんでいるという山にまで赴おもむくつもりじゃないでしょうね」

「さすがに危険すぎる」

「ええ、さすがに」

「だから、ひとまずは王都までかな」

「ええ、ええ、ひとまずは」

　リーリンは、以前はばれないようにこっそりやっていた深いため息を、いまはもうこれ見よがしに吐はき出していた。

　と、突とつ然ぜんギュネイが剣けんを振ふりあげたので、リーリンは「あっ」と首をすくめた。まさか怒おこらせてしまったのかと思ったのだが、ギュネイの剣けんは降りかかってきた矢をひと払はらいしていた。

「噂うわさをすれば」

　とギュネイは小さくつぶやいた。

　右手側、張り出した岩いわ棚だなのてっぺんに弓を構えた人ひと影かげがあった。










　　　　　　　２




　以前、ランドール王都と呼ばれていたバン＝シィの都。

　山の中腹を切り拓ひらいた箇か所しよに城がある。城が南方に見おろす先にはかつて、他の文明圏けんにおける教会や聖堂とはあきらかに建築様式の異なる神しん殿でんがあちこちに築かれていて、美と威い容ようを競きそいあっていたが、現在、大小の伽が藍らんはあらかた破は壊かいしつくされており、以前の王都を知る者にとっていまのバン＝シィはどこかのっぺりとした印象を与あたえる都市だ。

　大戦で陥かん落らくしたのちは、滅ほろんだアルギア、いまだ国が安定していないザッハを除いて、エレィノア、フォーゼ、ダスケスの三か国が占せん領りよう部隊を置いていた。しかしエレィノアは早々とバン＝シィから隊を引きあげてしまい、残ったダスケス、フォーゼの指揮官が方針を巡めぐって論を戦わせることとなった。

　ダスケスは、生き残ったランドールの王族を見つけて保護すべきだと主張。邪じや神しん復活を推進した大司教ハーディンの一派を巡めぐっては、先に触ふれたように民衆の態度も割れているが、

「長きにわたってこの土地を支配してきた王族には、民たみとて、愛着や忠誠があるはずで、まずはその王族のひとりをわれらが後うしろ盾だてとなって推おしたてて、民心をつかむべきだ」

　フォーゼはそれに猛もう反発した。

「邪じや神しん復活や侵しん略りやく戦争をおこなったのはハーディンの意図であるとしても、それを許容したのは王族だ。というよりも、国王はハーディンのいいなりでしかなかった。そもそもハーディン一派の台頭を許したのは、王族が力を失い、ランドールが内部分ぶん裂れつを繰くりかえしていたからである。もはや王族に威い光こうも力もない。そんなものを担かつぎあげたところで、民心はまとまらぬ。ここはいっそ支配体系を一から構築しなおしたほうがよい」

　道理ではあるものの、かといってフォーゼにも、ダスケスを納なつ得とくさせ得るだけの代だい替たい案はない。いずれも、腹の内側では、

（ランドールの中心を取って、できるだけ多くの国土を手に入れたい）

　と願っているだけだから、話しあいは平行線を辿たどる一方。こういうとき、すでにアルギアという広い領土を手に入れたエレィノアがあいだに立つべきであったが、以前リーリンがギュネイに説明したとおりの事情で、ランドールには深入りできない模様。

　バン＝シィにて占せん領りよう政策を次々打ち出さねばならぬ立場の駐ちゆう留りゆう軍がこうして牽けん制せいしあっているような状態だから、上層部の目を盗ぬすんだ者どもが盗とう賊ぞくや山さん賊ぞくまがいに国土を切りわけている、つまりはギュネイが見てきたような荒こう廃はいがある。

　さらには、ここへ来て新たな動きがあった。バン＝シィ周辺でランドール軍の残党が村々を荒あらしているという情報があったため、フォーゼの一隊がバン＝シィの東を流れるユーラ川を越こえてそちらへ赴おもむいたのだが、三百人からなる隊が返かえり討うちにあった。

　敗残兵から話を聞くに、敵はただの残党ではない。魔ま獣じゆう、〈赤目〉の混成軍──すなわち、背後に邪じや神しんを奉ほうじる魔ま術じゆつ師がいるということだ。

「ディラ・ロゴス山に逃にげ込こんだ連中か」

　フォーゼの指揮官イーサンは角ばった顔に苦々しい表情を浮うかべた。バン＝シィの都から東に数十クルー。ランドールの国境線を形成する山脈のうち、もっとも標高の高い山がディラ・ロゴスであり、ランドールの信しん仰こうにおいて聖地のひとつとされる場所だ。王都バン＝シィが陥かん落らくした際、多くの司教、司祭たちはハーディンと運命をともにしたが、決戦の直前、ハーディンは自分の娘むすめだけはこっそり都から逃にがして、この山にある寺院に移していた。

　名をロゥラという。齢よわいわずか十四の少女だ。

　ディラ・ロゴスには当初、百足らずの兵しかいなかった。それこそ諸国の駐ちゆう留りゆう部隊が息をあわせて迅じん速そくに行動してさえいれば、このていどの残党軍、速すみやかに制圧できていたはずだ。が、再三述べてきたように、三か国がそれぞれの思おも惑わくで勝手に行動するなか、各地を追われたハーディン一派の生き残りが次々と山に合流。さらには、四天王のひとりにして大司教の弟コンラットまでもが、占せん領りよう軍の目を盗ぬすんでこの地に到とう着ちやくした。

　コンラット司教は各地に向けて、

「たとえ地じ獄ごくがこの世に舞まい降おりても信しん仰こうを失わぬ者どもは聖なる山に集つどえ。ハーディンさまのご遺志と、天空を舞まう鳥たちでさえ仰あおぎ見みるほどの信しん仰こう心は、ご息女たるロゥラさまが立派に受うけ継つがれている。ここよりわが国土を踏ふみ荒あらす異教徒どもを追おい払はらうのだ」

　と檄げきを飛ばした。占せん領りよう軍はみすみす国内に抵てい抗こう勢力の一派をつくりだしたことになる。

　それでもまだ当初のうちは、フォーゼ軍指揮官イーサンも強気だった。

「ハーディン亡なきいま、奴やつらになにができようか。旗はた頭がしらはせいぜい十四の小こ娘むすめ。コンラットも重傷を負った身であり、ひとりでは歩くこともかなわぬ様子と聞く。そのうち、女王陛下の名のもとに、わがフォーゼが陣じん容ようをととのえて一気に喰くらってくれるわ」

　が、『喰くわれた』のは、フォーゼのほうだ。

　中隊と面めん目もくを失ったイーサンは激げき昂こうし、残った軍勢をまとめあげて、ディラ・ロゴスの制圧にかかった。そしてこれも見事なまでに返かえり討うちにあった。命からがら逃にげのびたイーサンは、すぐさま状じよう況きよう報告と、増ぞう援えんを要よう請せいするため、フォーゼ本国へ取ってかえした。

「イーサンの奴やつめ、バン＝シィを去り際、馬上で青い顔をしておった。よほどディラ・ロゴスで怖こわい目にあったのだろう。はん、大戦時は魔ま獣じゆうを数えきれぬほどに討うったとか豪ごう語ごしていたくせに、意い気く地じのない奴やつ」

　そう高笑いしたのは、ダスケスの側の駐ちゆう留りゆう軍を率いるブルート。ダスケス国王の次男、すなわち王子の位にある男だ。

　フォーゼの部隊が去って五日ほどの夕刻。ブルートは警ら隊の報告を受けたあと、その足で王城にある司令所──ではなく、庭園に囲まれて緑豊かな離り宮きゆうのほうに足を運んだ。一帯は、ダスケスの兵によって強固に警護されている。直立して武器を掲かかげる兵たちに迎むかえられながら、ブルートは離り宮きゆうの扉とびらを開いた。

　三階、緑の映はえるテラスに、目を奪うばわれるほどに美しい少女がいた。純白のドレスがまばゆい。少女の世話をする侍じ女じよたちが、ブルートの来訪に気づいてさっと表情を硬かたくさせるなか、十七、八の年とし頃ごろに見える少女は、微び笑しようを浮うかべて、足取りも荒あらい来訪者を穏おだやかに迎むかえた。

「ブルートさまでいらっしゃいますか」

「ほう、おわかりになりますか」

　ブルートが驚おどろくと、少女は耳を澄すます仕草をした。

「足音で。あと、具足の鳴る音」

「姫ひめ君ぎみ相手に不ぶ躾しつけで申しわけない。しかし、国難に乗じてバン＝シィを喰くいものにしようとする輩やからから都を守るのは、鎧よろいを脱ぬぐいとまとてない激務。荒あれ地ちの無骨者と笑ってお許しあれ」
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　ブルートが恭うやうやしく一礼する。姫ひめ、と彼かれは口にした。娼しよう婦ふや酒場の娘むすめなどを口説く際に用いるような戯ざれ言ごとではない。真実だ。

　この少女、名をミネルバという。正式名はミネルバ・ディオン・ランドール。父はランドール国王、母はその正室。いずれも故人だ。兄も弟も数名ずついたが、これも亡なくなっている。双ふた子ごの姉ラクロアの最さい期ごにいたっては、おそらく大陸中の人間が知っていることだろう。その他の血けつ縁えん者も、大半は命を落としたか、行ゆく方えが知れなくなっている。つまるところ、この少女は、生存が確かく認にんされているただひとりのランドール王家の人間といえる。

　が、王女の生存を知っているのは、ブルートをはじめとした陣じん営えいの限られた人間だけだ。フォーゼはおろか、支配権譲じよう渡とにまつわる用務のため王城に残されているかつてのランドール高官たち、そしてダスケス本国の親兄弟にさえ、このことは知らされていない。

　ブルートにとっての切り札だからだ。

（彼かの女じよを抑おさえられたのは幸運だった）

　ブルートは、姫ひめ君ぎみのいかにも無害そうな微ほほ笑えみを前にしながらひそかに述じゆつ懐かいする。占せん領りよう軍がバン＝シィにおいて残党狩かりをおこなっていたさなか、偶ぐう然ぜんにも彼かれの部下が、市井しせいの家の地下室にかくまわれていたミネルバを発見した。近くにブルート本人がいたため、情報が拡散せずに済んだのもまた幸運だった。

　彼かれは部下たちに緘かん口こう令を敷しいた。それでも満足せず、漏ろう洩えいさせる恐おそれが少しでもありそうな者──酒さけ癖ぐせの悪い者、金に困っているという噂うわさのある者、フォーゼ側の人間と親交がある者──は、「残党軍と勇ゆう敢かんに戦った」ことにして人知れず斬きって捨てた。

　問題は姫ひめをどこにかくまうかということだった。あれこれ模も索さくした結果、城から遠ざけるよりもむしろ城の隣となりに位置する離り宮きゆうがよい、という結論になった。ここは占せん領りようされた直後、城の次に略りやく奪だつの手が伸のびた場所だ。金銀財産は無論のこと、飾かざってあった絵画から像から、一階の床ゆか一面に張られた大理石にいたるまで、ありとあらゆるものが奪うばいつくされた。いまさら関心を寄せる者はいない。

　ブルートは以降、ミネルバ姫ひめと、彼かの女じよの世話をする侍じ女じよを数名、ここに軟なん禁きんしている。

「姫ひめと内々で話がある」

　ブルートはそう告げて、侍じ女じよたちをさがらせた。ひとり、三十代のいかにも気の強そうな侍じ女じよだけが詰つめてきた。

「ブルート殿でん下か、ここにて姫ひめをお守りいただいていることに関しては感謝の言葉もないものの、すでに半月以上が経たつというのに、ランドール王室の関係者が誰だれひとりここを訪おとずれないのはなぜでございましょう。他国からの客人があるわけでもなし、まるでここは監かん獄ごくのよう。いかにランドールが敗戦国と申せど、姫ひめは現在唯ゆい一いつの王位継けい承しよう者であらせられるのですよ。その処しよ遇ぐうに関して、殿でん下かが一任されているわけでもありますまい」

「重々、承知している」ブルートはたくましい肩かたを上下させた。「されど、何事にも時機を窺うかがう必要がある。ランドールの情勢が荒あれている現在はなおのこと。姫ひめの御おん身み、その無事を思えばこそのことであるゆえ、いま少しご容よう赦しやいただきたい」

　侍じ女じよたちは兵に背中を押おされるようにして退出していった。

　残された姫ひめの姿をブルートは細い目でねめつける。少女の表情に怯おびえや不安といった感情が少しでもよぎらぬものかと期待したのだが、ミネルバ姫ひめは穏おだやかな笑えみを浮うかべたままだ。両の目は閉じられている。これもブルートが入室したとき──というより、バン＝シィの城下で出会ったときからそうだった。盲めしいている。生まれつきではない。いまより三年前、ハーディン大司教は「姫ひめには神を地上にお招きする器うつわがある」といい、王からなかば力ずくで彼かの女じよを奪うばい取とった。もちろんこの場合の『神』とは邪じや神しんカダッシュのことだ。

「神をこの世に近づけるためには、〈楔くさび〉が必要なのです。姫ひめには、そのための才がある。その才を花開かせるため、これからは聖堂にて過ごしなさい。そこで厳しい修しゆ行ぎように励はげまれるのです。姫ひめが心身ともに神と一体になれる境地に達せられてこそ、神は真実のお姿をわれらの前におあらわしくださるでしょう」

　修しゆ行ぎようとはいうが、善良な神の信者ブルートにしてみれば、ただ邪じや神しんを招くためのおぞましい魔ま術じゆつの儀ぎ式しきに過ぎない。それはいったいどのようなものだったのか。そしてどれほどの肉体的もしくは精神的な苦痛が当時十四歳さいだった王女を苛さいなんだものか、半年後、ミネルバは視力を失ってしまった。代わりに、新たに〈楔くさび〉として選ばれたのがミネルバの双ふた子ごの姉ラクロアだ。

　──ラクロア、ミネルバの双ふた子ご姫ひめの噂うわさは、大陸南方に知れわたっていた。まだランドールが軍事行動を起こす以前のことだ。ランドール南の隣りん国ごくに当たるダスケスは、この国とは比ひ較かく的てきよい関係を保ってきた。ブルートは父王がもうけた三人の王子の真ん中に当たる。この時期、三人はなにかランドールで祝いごとがあるたび──新年の祝賀、王族の誕生日など──こぞってランドールへの使節役を引き受けたがった。

　これまではむしろ、「あのような、山に囲まれて陽もまともに射ささず、じめじめした田舎いなかに三日もいれば、身体が苔こけむしてしまうわ」などとランドールいきを嫌いやがっていた三人だったのに、双ふた子ご姫ひめが十四歳さいとなり、宮きゆう廷ていデビューを果たしたあとになって態度が一変した。最初に双ふた子ご姫ひめと会ったのはブルートだ。新年祝賀の席で二人を紹しよう介かいされて、声を失った。

　国に戻もどったあと、兄と弟にこのことを話してしまったのは、いまにしてみれば痛つう恨こんの極きわみ。

「あのような僻へき地ちに、美しい二粒つぶの真しん珠じゆが輝かがやいていようとは思いもよらないことだった。いや、七色の鱗りん粉ぷんを振ふりまきながら飛ぶ妖よう精せいの生まれ変わりといったほうがいいか」

　これに、気をそそられない二人ではない。昔からよく似た兄弟だった。体格は三人ともいわゆる固太りで、武人としては恵めぐまれている。幼いころから、剣けんや馬で激しく競きそいあってきたが、勉学は苦手。そして等しく好色の気が強い。宮きゆう廷ていで下仕えをしていた、とある美び貌ぼうの人妻を巡めぐって、三兄弟で決けつ闘とう騒さわぎを起こしたことまである。

「おまえら三人はつくづくあほ揃ぞろいだ」

　父であるダスケス国王の口くち癖ぐせだ。ランドールとのいくさで手傷を負って以降は床とこに伏ふせがちになっているが、かつては豪ごう快かいな人物として知られていた。酒を飲んでいるときなど、「おまえら三人の誰だれかに玉座を譲ゆずるくらいなら、いまからでも側室を娶めとって新しく継けい承しよう者を産ませたほうがましだ」と、酔よいにまぎれて、冗じよう談だんとも本音ともつかぬことをいった。

　ともあれ、兄も弟もなにか用事をつくってはランドールに出かけていき、そして等しく双ふた子ご姫ひめに目を奪うばわれた。

「いまはまだ幼いが、あれはいずれ、諸国でも容よう貌ぼう群を抜ぬく美女になろう」

「まったく、先が楽しみなことだ」

　などと三人で笑いあっていたが、もとより競争意識の高い兄弟だ。いまのうちに唾つばをつけておかねばかっさらわれる、と三人揃そろって思おもい込こんで、さっそく、姫ひめへの求愛、求きゆう婚こんをはじめた。兄はラクロア姫ひめに、ブルートはミネルバ姫ひめにとそれぞれ目標を絞しぼったが、末まつ弟ていは「ともすれば軍馬にも劣おとるあほ」と兄二人に陰かげ口ぐちを叩たたかれるほどの男で、「どうせ同じ見た目なら二人ともに迫せまったほうがよいではないか」などと考えて、双ふた子ご姫ひめにまったく同じ文面の恋こい文ぶみやら贈おくり物ものやらをした。当然、双ふた子ご姫ひめは手もとに届いたものを互たがいに見せあったので、末まつ弟ていはおそろしく嫌きらわれてしまい、早々とこの求愛競争から離り脱だつさせられた。

　が、兄二人も末まつ弟ていを笑ってはいられなかった。双ふた子ご姫ひめの反応は芳かんばしくなく、ダスケス王子たちは袖そでにされつづけた。これも兄弟揃そろって誇ほこり高たかい男なので、いたく自尊心を傷つけられてしまい、いつしか双ふた子ご姫ひめを憎にくむようにもなった。

　ランドール侵しん攻こうがはじまったのはそれから間もなく。フォーゼが国土の半分を失った直後、ダスケスにも進軍された。三人の王子は、「身のほど知らずの田舎いなか者ものどもめ。返かえり討うちにして、憎にくき姫ひめもろとも王族全員をひれ伏ふせさせてくれる」と意い気き込ごんで、馬上に身を投げた。

　結果として、ダスケスも国境線を南に押おしさげられた。ブルートにしてみればランドールに二度も屈くつ辱じよくの煮にえ湯ゆを飲まされた格好だった。

　が、敬けい虔けんな信者であるブルートを神は見放さなかった。干し草につけられた火のような勢いを誇ほこっていたランドールもいまや敗戦国となり、そしてブルートが喉のどから手が出るほど欲ほしがった双ふた子ご姫ひめの片割れは眼前にいる。

　王子はダスケスにおける信しん仰こうの象しよう徴ちよう、〈大河を吞のんだ白き竜りゆう〉の印を心中で切った。

（さあ、どうしてくれようか）

　ミネルバ王女は十七歳さいになっている。男なら誰だれしも、そのつややかな栗くり色いろの髪かみに、そして乳白色の清らかな肌はだに触ふれたいと願うだろう。ブルートの手の届く位置にある。

（強ごう引いんに押おし倒たおしてもよいが、それでは無ぶ粋すいの極きわみ。もっと効率的にこの機会を使わねば）

　ブルートは一計を案じた。まずはなによりの邪じや魔まとなるフォーゼの部隊をバン＝シィより追いやった。「近きん隣りんの村々が襲おそわれている」といってフォーゼの部隊を誘さそい招いて、森にひそませていた手下に急きゆう襲しゆうさせた。そう、「村を襲おそっていた」のも実際はダスケス兵である。

　数々の状じよう況きよう証しよう拠こをも偽ぎ装そうして、これを、「山に篭こもっていた魔ま術じゆつ師どもが襲おそってきた」とフォーゼ指揮官イーサンに思わせることに成功。ブルートの思おも惑わくどおり、イーサンは激げき怒どしてディラ・ロゴスに軍を進めた。

　ここで共とも倒だおれになってくれればよかったのだが、イーサンは一方的に敗れた。「使いものにならんな」とブルートは心底この男を侮ぶ蔑べつしたが、しかしひとまずは目もく論ろ見みどおり、イーサンは増ぞう援えんを頼たのむために本国へ帰っていった。「あほ」と父に罵ののしられているブルートだが、なかなかどうして、自分の欲が絡からむと馬ば鹿かにできない策士となる。そう自負しているからこそ、父や双ふた子ご姫ひめが自分に下している評価にはらわたが煮にえくりかえる思いもするのだ。

　──と、イーサンがいなくなった直後、バン＝シィの城下町に新たな武装集団が迫せまった。どこの所属かわからぬ鎧よろい兜かぶとに身を包んだ一団が、今日は北から、明日は南から、といった具合に、日もおかずして攻せめ込こんできたのだ。

　バン＝シィの城下町といえば、以前はぶ厚い外がい壁へきの守りで知られていたが、大戦の末期、諸国連合が侵しん攻こうしてきたのちにはこの守りもすっかりもろくなっている。騎き馬ば集団は好き放題に火を放ったり、金品を強ごう奪だつしたり、女をさらっていったりした。現在バン＝シィを預かっている立場のブルートは、当然これに必死で応戦した。しかしエレィノアの主力が去って、フォーゼの部隊もいないいま、数が決定的に不足している。街の被ひ害がいは拡大した。

　ブルートは頻ひん繁ぱんに離り宮きゆうへ足を運んでは、この現状をミネルバ姫ひめに報告した。

「当然、わたしも日々奮戦しているものの、しょせんは神ならぬ人の身。この身に宿った力は有限でございます。兵たちも連戦に疲つかれきって、傷ついている。認めるのも口くち惜おしいなれど、このままではいずれ奴やつらは王城にも迫せまりましょう。そうなれば民たみの被ひ害がいは増すばかり」

「お国に増ぞう援えんを頼たのむわけにはまいりませんか」

　ミネルバの声は小さいが、か細いわけではない。表情に不安のひとつもよぎるかと思いきや、これも相変わらずだ。愛する父も母も、そして双ふた子ごの片割れである姉をも失って、寄る辺ない立場だというのに、その態度は柔やわらかのようでいて、実際、芯しんの部分はあきれるほどに頑かたくなだ。王族としての意志の強さというより、この姫ひめ君ぎみにはなにか常人とはかけ離はなれた死生観があるのでは、と疑いたくもなる。

「すでにいく度となく早馬を出しておりますが、父王はこれ以上ランドールに深入りして兵を失うのが耐たえがたい模様。わたしも本国にいる立場で増ぞう援えんを頼たのまれれば同じ返事をしたやもしれませんが、しかしわたしはすでにランドールで大勢の民たみと触ふれあった身。もはやそ知らぬ態度を取ることはかないませぬ。なんとしてでもこの国を、城下の人々を守りたい」

　ブルートは熱っぽく語りつつ、姫ひめとの距きよ離りを一歩、二歩と詰つめた。姫ひめは目を閉じたまま、気配が近づくのに任せている。ブルートは腰こしから剣けんを抜ぬくのと同じ覚かく悟ごで言葉を重ねた。

「姫ひめ。──そろそろ、返事をお聞かせ願えませんか」

「それは、わたしとブルート殿でん下かの婚こん姻いんのお話でしょうか」

「左様、わたしとランドール王家の生き残りたる姫ひめが結けつ婚こんすれば、ダスケスとランドールは同盟を結ぶこととなる。すなわち王家と、国家としてのランドールが、ともに存続していくことを諸国に宣言することにもなるのです。さすれば父とてわたしにいま以上の兵をお貸しくださるだろうし、それはそのままランドールの国軍になり得る。城下はおろか、現在国土を荒あらしている輩やからを一いつ掃そうすることもかないましょう。いかがかな、姫ひめ。あなたは敗戦に打ちひしがれている国民にとっては最後の希望。そのあなたがひとつの決断さえすれば、民たみは守られる。救われる。それこそ、お亡なくなりになった父君や母上が望まれることではなかろうか」

　離り宮きゆうに軟なん禁きんして以降、何度か同じことを述べてきたが、これまでと同様、ミネルバは沈ちん黙もくをもってこれに応じた。

　ブルートは内心、あきれを通とおり越こして戦せん慄りつさえ抱いだきかけた。民たみの味わっている苦しみに、そしてこの先、なにも決断しなければやはり自身に待ち受けているだろう苦痛に対して、この娘むすめはなにも感じないのだろうか？　しばらく経たってから、

「……前にも申しあげましたとおり、ひとりでは決断できぬことです」

　ミネルバはこれまでどおりの言葉を繰くりかえして、ブルートにかぶりを振ふらせた。

「あなたのほかに決断すべきどなたがいるというのです。ランドール国王も后きさきもこの世にはない。あなたの兄上も、姉上も」

「申しわけありません。いま少し、お時間をいただきたいのです」

　ブルートは細っこい少女の姿に怒いかりを覚えた。

（しょせんは苦労も痛みも知らぬ、籠かごのなかの鳥。すべてが他ひ人と事ごとのようではないか。なんなら、いまここで本当の苦痛を教えてやってもいいのだ！）

　そう思ったが、ここで激情しては、苦労して王女の生存を秘ひ匿とくしてきた意味もなくなる。

「では、いずれ出なおしましょう。いずれ、とは申しましたが、そう先のことではありませんぞ。わたしの兵とて、日々命を失っているのだ」

　そういって、踵きびすを返かえした。扉とびらが背中で閉ざされる。

　数歩歩いてから、ふん、とブルートは太い鼻息を噴ふいて、鼻下に蓄たくわえた髭ひげをそよがせた。

　そこへ「殿でん下か」と離り宮きゆうの外に控ひかえていた兵が声をかけてきた。

「またも連中が襲おそってきました。今度は南からです。街の人々を使って外がい壁へきの復旧に当たらせていましたが、しょせんはその場しのぎ。破られるのも時間の問題かと」

「懲こりぬ奴やつらだ。われらが剣けんで今度こそ成敗してくれる」

　聞こえよがしに大声でいったが、その実、ブルートも、そして報告してきた兵士も、笑えみを浮うかべている。

　すでに想像がつくとおり。城下を連日襲おそっているという武装騎き馬ば集団。これも、フォーゼの部隊を誘さそった手口と同様に、その正体はブルートの手下たちだった。ブルートは毎日奮戦しているように見せかけているだけだ。とはいえ、都市部や民たみには実際の被ひ害がいが出ている。でなければ真しんに迫せまれない。

（あの女め狐ぎつね、民たみの苦しみを伝えてやっても顔色ひとつ変えん。想像もできぬというなら、姫ひめ自身に具体的な恐きよう怖ふを味わわせてやったほうがよいか。この離り宮きゆうに蛮ばん人じんが攻せめ込こんできた、という状じよう況きようをつくり出してはどうか。おのが身に危険が迫せまれば、さすがに恐きよう怖ふを露あらわにせずにはおれまい。ふふふ、どんな顔をするやら楽しみだ。そこでおれが出ていって姫ひめ君ぎみを守れば、さらに劇的な場面になる……が、さすがにそれはできすぎか。いやいや、これほどやらねば、あの姫ひめの氷のような心は溶とかせんだろうな）

　ブルートはまたも頭のなかであれこれ策を弄ろうしはじめた。




　　　　　　　３




　それよりやや時間をさかのぼって。

　ギュネイは降りかかる矢を斬きり払はらった。矢を射かけた相手は、岩が七クラットほど隆りゆう起きした上にいる。すらりとした肢し体たいを軽甲かつ冑ちゆうで包んでいた。安酒場では村娘むすめのような格好をしていたが、こうして武装した姿は凛り々りしくもなまめかしい。軽く微ほほ笑えみながら社交界を歩けば大勢の男を惹ひきつけてやまないだろうに、いまは目も鼻も唇くちびるも、どれもこれもが憎にくしみと怒いかりに鋭するどく先細りしている印象がある。なまじの男は近づくまい。

（いや、ああいうのが好きな男もいるか。美しい女の人に命令されたいなんていう連中がアー・シェの下にはいっぱいついていたっけ）

「貴様、なにを笑う」

　岩の上からギュネイをにらみつけたのは、村の安酒場でギュネイを狙ねらったあの女刺し客かくだ。

「いや。おまえ、確かディゾンとかいったな」

「貴様は鳥頭か。わたしはディドー！　父上コンラット司教が編制した双そう蛇じや兵団のひとりだ！」

　ディドーは凛り々りしい眉まゆを吊つりあげて怒いかりをあらわにした。

（確かく認にんの手間が省けて助かるなあ）

　とギュネイは思ったが当然口にはせず、代わりに、

「せっかく助かった命だというのに、なぜむざむざおれの前に舞まい戻もどってきた？　この〈竜りゆう戦士〉ギュネイ、二度も仕損じるほど間ま抜ぬけではないぞ」

　恫どう喝かつしつつ腰こしの剣けんに手を伸のばす。ディドーは瞬しゆん時じにして次の矢をつがえた。

「〈竜りゆう戦士〉だろうが〈強ごう姦かん魔ま〉だろうが恐おそれはせぬ。どのみち、おまえの首を持ち帰らねば、わたしは父上の前に二度と戻もどれぬ身。『失敗しました』などと膝ひざをついた瞬しゆん間かんに、父上はわたしのほうの首を刎はねられるであろうから」

「恐おそろしい父君だな。おまえも憐あわれなことだ」

「ふん、凡ぼん百ぴやくの人間はそう感じるのだろうが、われらはただの親子などではない。ランドールのため、神のために心身をなげうって戦うというその覚かく悟ごをもって、血よりもなお濃こい絆きずなで結びついているのだ。それはわたしだけではない。ランドールの戦士は、誰だれしもそのような覚かく悟ごを胸に抱いだいている。だから、決しておまえらに安あん穏のんたる眠ねむりは許されぬ。われらがランドールの戦士、たとい最後のひとりになろうとも……」

「ところで、よくおれだとわかったな」

　ディドーの熱い口上をギュネイはあっさり遮さえぎった。相手の怒いかりをよそに、

「いまは〈竜りゆう戦士〉のときとは鎧よろいを変えている。見た目だけでは気づかないはずだ。実際、おまえは『ギュネイを恨うらまぬランドール人はいない』といっていたが、これまでおれのことを『大司教さまの仇かたき』『国を焼いた大悪党』などといって刃やいばを向けてきた者はなかったぞ」

「はっ、わたしにそのていどのごまかしが通用するものか」とディドーは細ほそ面おもてにあざ笑いを貼はりつけた。「間ま抜ぬけな貴様は気がつかなかっただろうが、わたしはあのとき貴様の前から去る振ふりをしながら、ひそかにあとをつけていたのだ。その素す顔がおとてなんべんも見ている。どれほど悪あつ鬼きじみた顔をしているかと思いきや、なんとまあ、ふぬけたような間ま抜ぬけヅラだな。あれほど若いとも思わなかった。忠告しといてやるが、あの顔で〈竜りゆう戦士〉などとは名乗らぬことだな。ギュネイとして人前に出るときは常に鎧よろい兜かぶとをつけておけ」

（〈賢けん者じや〉にもいわれたけど、おれって、そんなにふぬけたように見えるのかな）

　ギュネイはひそかに落おち込こんだ。それにしても、「自分が動いていると悟さとられたくない」と散々いっていたくせして、ディドーに顔を見られたり、ランドール入りしたことを悟さとられたりしているのに、妙みように彼かれが落ちついているのは謎なぞだ。

「この双そう蛇じや兵団がひとりディドーに目をつけられたが最後、おまえはどこへいこうと、どのように姿をごまかそうとも、決して逃にげられはしないのだ。わかったか、わかったのなら」

「ところで」

「まだなにかあるのか！」

　ディドーは叫さけぶ。ちなみにこの間、犬の姿になったリーリンは地べたに座すわって足で首を搔かいている。ギュネイを信しん頼らいしきっているのだろう。

「きみが再三いっている双そう蛇じや兵団ってなんなんだ？　おれたちが戦っているときにそんな組織はランドールにはなかったはずだけど」

　どうせ素す顔がおを見られたのなら、ということなのか、この時点からギュネイは古こ豪ごうめいた〈竜りゆう戦士〉の芝しば居いをやめている。ディドーはディドーで態度の変化がくるくると忙いそがしい。怒おこっているかと思えば、今度は服を盛りあげる乳ち房ぶさを誇ほこらしくそびやかして、

「聞いておののけ。双そう蛇じや兵団は、わが父コンラットがおまえたち六人の災わざわいを退けるため、じきじきに選びぬいて鍛きたえぬいた精せい鋭えいたちだ。それぞれが神の眷けん属ぞくを使し役えきする司祭さまたち数名を配下に持ち、方々の命を自由に扱あつかえる権限をも有するほどの」

　薄うす笑わらいとともに説明してくれた。

　ギュネイは酒場で襲おそわれた場面を思いかえしていた。魔ま獣じゆうたちの襲しゆう撃げきがあり、その隙すきをついてディドーが矢を射かけようとしていた。本来、魔ま獣じゆうを操あやつるほどに力のある司祭クラスの人間はランドールにおいて重じゆう鎮ちんだったはずだが、コンラットは、彼かれらを捨石にしてでも勝利せねばならぬ相手、という風にギュネイたちのことを認にん識しきしていたことになる。

（きっと、おれたちの存在が脅きよう威いになりはじめたから、コンラットがそういった作戦を用いる暗殺集団を用意しておいたんだ。でも結局、実戦投入には間にあわなかった。だから、大戦が終わったあとになって、復ふく讐しゆうを果たすために差し向けてきたということかな）

　情報を集めるのに手をかけずに済むのは実にありがたい。

「日々の修しゆ行ぎようが命いのち懸がけだった。いつ死んでもおかしくなかったほどの。ディラ・ロゴスを出立するときでさえ、フォーゼの軍勢に矢を射かけられながら正面突とつ破ぱした。いまさら〈邪じや竜りゆう〉であろうとなんだろうと恐おそれることはない。わかったか、わかったらいよいよはじめるぞ。貴様ひとりを討うち取とるのはわたしだけで十分だ──といいたいが」

　ギュネイとのやり取りですっかりペースを乱されてしまったか、ディドーはあらわれた当初にたぎらせていた怒いかりと憎にくしみをやや持て余し気味にしていた。

「はじめる前に、わたしのほうからも聞きたいことがある。貴様、このランドールの地でなにをしているのだ？」

「なに、とは？」

「言葉どおりの意味だ。わたしは間ま抜ぬけなおまえのあとをつけながら、なにをするつもりなのかを探さぐっていた。ふたたびわが国に災さい厄やくを招かんとしても無む駄だなことだ、必ず事を起こす前に片をつけてやる、と思っていた。が、正直、貴様のやっていることは意味不明だ。災わざわいを招くどころか、ランドールの国土を荒あらす不ふ貞ていの輩やからを次々と討うち取とっている。いったいなんのつもりだ？」

「きみが口にした言葉の真相を確かめようとしたんだ」ギュネイは率そつ直ちよくにいった。「あのとき、きみは、ランドールが諸王の軍勢に略りやく奪だつされている、といった。その言葉の意味を、この地に来てはじめてわかった。あのときは本当に知らなかったんだ。だから、もう少し詳くわしい事情を知りたいと、この地で旅をつづけてきた」

　ディドーはどう対応してよいものやら、わからない顔になった。ギュネイがただ単に口から出任せをいっているのではないことはわかるのだろう。その言葉を裏づける場面を、彼かの女じよは何度もその目で見てきただろうから。だから迷った。そういう性格なのだ。怒おこり、憎にくむのも一いち途ずだが、こういう面でも彼かの女じよの一本気な性質が透すけて見える。

（いい子なんだな）

　ギュネイは自分に向けて矢をつがえている相手をそんな風に評しつつ、ひとつ提案をした。

「まだ調査は終わっていない。ここで首を取りあうのもいいけど、決着をつけるのはもう少し待ってくれないかな」

「ランドールの実情を知って、それでどうすると？」

「それを決めるための時間と情報が欲ほしい」

「上う手まいことをいっているつもりだろうが、この道をまっすぐいけば王都バン＝シィだ。わたしをたぶらかして、王都を乗っ取る気ではあるまいな」

　ディドーのつがえた矢は、ぴたりとギュネイの眉み間けんに狙ねらいが定められている。ギュネイは獣けものによく似た兜かぶとごとかぶりを振ふった。首の辺りの装そう甲こうに柔じゆう軟なん性せいがある。言葉ではもうなにもいわない。沈ちん黙もく。暗い色を孕はらんだ雲が頭上をゆっくりよぎっていく。その切れ間から、か細い陽光が刺さし染めてきたとき、

「よかろう」ディドーが弓をそっとおろした。「その目にしっかと焼きつけるがいい。おのれの犯おかした大罪、それゆえこの地に招いた大いなる災さい厄やくをな。悔くやみきれぬほど悔くいて、好きなだけ打ちひしがれるのもいい。ただし、だからといって容よう赦しやはしない。おまえが絶望の淵ふちに立ったその瞬しゆん間かんにでも、この矢はおまえの喉のど首くびを射い貫ぬくだろう」

「覚えておくよ」

「次に会うとき、貴様がどんな顔をしているのか楽しみだ。さらばだ」

　ディドーは岩のてっぺんからギュネイとは反対側に飛び降りようとした。が、寸前で思いなおしたように足を止めた。おかげで体勢を崩くずして「あわわ」と手足をばたばたさせる。

「……どうかした？　高くて降りられないなら手を貸すけれど」

「ば、馬ば鹿かか。子こ猫ねこじゃあるまいし」かろうじて岩のへりで踏ふんばったディドーがいう。「ああ、くそ、貴様の魂こん胆たんはどうあれ、いうだけいっておかないと気が済まない」

「まだなにか恨うらみ言ごとがあるのか」

「ランドールの民たみを救ってくれて礼をいう。貴様が恩に着せて金をもらうつもりであっても女を抱だくつもりであってもな。命を救った事実は事実だ。ありがとう！　わかったか！」

　早口でいい終えると、今度こそ飛び降りて、ギュネイからはその姿が見えなくなった。

　ギュネイはしばしぽかんとしてたが、

「いい子だなあ」

　とつぶやいた。

「誰だれがです？」人間の姿に戻もどったリーリンが近づいてくる。「終わりましたか？」

　ああ、といったギュネイは馬の首をそっと叩たたいて、ふたたび南へ向かって進みはじめた。

　バン＝シィの都が近い。かつては邪じや教きようの総本山だった場所だ。さすがのギュネイも気分を引きしめなおした。

「なるべく慎しん重ちように、目立たないように情報を集めなきゃいけないな」

　馬の後ろに乗ったリーリンが、人の姿でありながらわざわざ犬の声真ま似ねをして「おうん」と鳴いた。まるで、

（口ばっかり）

　といっているようで、ギュネイは兜かぶとの奥おくで渋じゆう面めんをつくったが、まさしくそのとおりの展開になった。




　ダスケス国第二王子にして、バン＝シィ駐ちゆう留りゆう軍の指揮官でもあるブルートは、その日も部下を使ってバン＝シィの襲しゆう撃げきを実行させた。

　いつもなら、ダスケス武人の有用性を示すためにもすぐに追おい払はらってみせるのだが、今回はランドール王女に恐きよう怖ふを味わってもらうため、襲しゆう撃げきを長引かせてやろうと決めていた。

　離り宮きゆう東側の丘おかからは都市部分が一望できる。そこが赤々とした火で燃えさかるのをミネルバに見せつけてやるのだ。王女は盲もう目もくではあるものの、夜を昼と錯さつ覚かくさせるほどの光は知覚できよう。さすがの王女もなにも感じないわけにはいくまい。

　バン＝シィの南門側に兵たちの詰つめ所しよがある。大きな宿だったのを、ブルートが無理矢理接収して、ダスケス軍のものとしていた。そこへ、

「襲しゆう撃げき者あり」

　の報が届いた。示しあわせたとおりの時刻だ。

　当然、兵たちも相手が同じダスケス人であることを知っているから、武器を取って出かけていく姿に緊きん張ちよう感はない。芝しば居いに熱が入りすぎて怪け我がさえしなければよい、という感じだ。

　槍やりを手にしたなかにコナーという若者がいた。ブルートが抱かかえる騎き士しがさらに家で抱かかえている兵士だ。同じダスケス人と殺しあいの芝しば居いを連日やらされているのだから馬ば鹿か馬ば鹿かしくもなるが、彼かれの上官は部下の気のゆるみに厳しい男で、

「実戦訓練のつもりでやれ」といつもいっていた。「貴様らの戦いぶりは見ているぞ。腰こしの抜ぬけた戦い方をしていたら、あとでおれがみっちりしごいてやるからそのつもりでいろ」

　コナーもやる気を見せるしかない。崩くずれかかった外がい壁へきを乗のり越こえて『敵』がやってくる。大半は騎き馬ばで、その背後からついてきた歩兵たちが、家に火をかけたり、鉄てつ槌ついで外がい壁へきや家を打うち壊こわしにかかったりしている。コナーは槍やりを立てて迎げい撃げきの構えを見せた。自分も当然怪け我がをしたくないが、相手を傷つけるわけにもいかないのでへっぴり腰ごしもいいところだ。一応はそれらしく見せかけるため、「わあ、わあっ」と大声をあげた。

　そのうち突とつ出しゆつしてきた歩兵と槍やりを交かわしながら次し第だいに後退。側面から女の悲鳴が聞こえた。まだ十五、六歳さいほどの娘むすめが家のなかから引きずり出されている。その父親らしき男があとを追ってあらわれ、兵のひとりにしがみつこうとしたが、斧おので膝ひざを割られて転てん倒とうした。

　コナーは内心舌打ちした。こっちは怖こわい上官ににらまれながら『訓練中』だというのに、襲しゆう撃げき者役の連中は女にありついている。次にまたこの襲しゆう撃げきごっこをやる際には攻こう守しゆ入いれ替かえてもらえないだろうか？　そんなことを考えながらも、複数の歩兵と槍やりを交かわしつつ後退。灯あかりひとつない細い路地へと入はいり込こんだ。ここは上官の目も届かない。コナーがひと息ついて「休きゆう憩けいしよう」と襲しゆう撃げき側の歩兵たちにいいかけたとき、

「助すけ太だ刀ちいたす」

　そんな声が聞こえたかと思うと、コナーの頭上を、路地の闇やみよりなお黒い影かげが横切った。マントをたなびかせた甲かつ冑ちゆう姿の男だと気づいたときには、歩兵たちは倒たおれ伏ふしていた。目で追いきれないほどの速度に、コナーは立ちすくんでしまった。

　剣けんを手にした甲かつ冑ちゆう姿の男は、路地の反対側に停とめてあった馬に跨またがると、

「バン＝シィに土と地ち勘かんはあるか」

　と聞いてくる。コナーが呆ぼう然ぜんとしたまま首を縦に振ふると、

「なら、案内してくれ。奴やつらをひとり残らず追い出すぞ」

　そのあとで起こった出来事は、コナーには信じがたいことばかりだった。

（おれはエール酒をたらふく飲んで寝ねちまっているのか？）

　そう思って、何度も頰ほおをつねったほどだ。いわれたとおり馬を先導して、襲しゆう撃げき側のほうに差し向ける。コナーは仲間に聞かせる振ふりをしながら、

「助すけ太だ刀ちをしてくれる旅の御ご仁じんだ。頼たよりになるぞ」

　と叫さけぶことで、実際は襲しゆう撃げき側の者たちに、

（事情を知らない奴やつだ。ダスケス人でもない。遠えん慮りよせずにやっちまえ）

　と伝えていた。いい加減ごっこ遊びにうんざりしていた兵たちは、「面おも白しろい」とばかり、本物の戦いと殺さつ戮りくに喜んで身を投じたのだが、これが、あっという間に倒たおされる。コナーがよく知る腕うで自じ慢まんの騎き士しだろうが、複数の兵でいっせいにかかろうが、本当にもう、「あっ」とコナーがひと声発する間にも、馬から落とされ、あるいは路上に突つっ伏ぷしていくのだ。甲かつ冑ちゆうをつけた者は兜かぶとを割られて、そうでない者は胸を一いち撃げきされている。コナーは震ふるえあがった。

（なっ、なんだこいつは。邪じや教きよう徒どもの呼んだ新手の魔ま獣じゆうか？）

「よし、ここら一帯は片づけたな。次だ。敵のいそうな場所に案内しろ」

　例の、兵たちに引きずり出されていた娘むすめを助けたあと、馬上の『魔ま獣じゆう』がコナーに声をかけた。甲かつ冑ちゆうは黒々としている。素す顔がおが見えないこともあって、まるで夜が産み落とした悪夢の産物のようだ。

　が、ここでコナーも一計を案じた。

「ま、待ってくれ、騎き士しさん。この路地の向こう側は、井い戸どのある広場になっている。敵は大勢いるだろう。おれの仲間も呼んでくるから待っていてくれ」

　といって、防衛側の兵たちのほうに駆かけていき、簡単に事情を説明した。彼かれらもこの突とつ然ぜん吹ふき込こんできた暴風のような事態に呆ぼう然ぜんとしていた。

「何者だ、あいつは？　王子がお考えになった新手の趣しゆ向こうか？」

「い、いや、ダスケス人じゃない。とにかく、恐おそろしく強いんだ。邪じや神しん軍の〈不死将軍〉ゼオの再来か、ってくらいだ」コナーは震ふるえながらも、「あの男を路地の突つき当あたりにまで誘ゆう導どうする。そこで待まち伏ぶせをかけてくれ。おれも何人か連れていくから、それで挟はさみ撃うちにしよう」

　と計画を話した。十数名がこれに乗った。あらかじめ五名が突つき当あたりで待まち伏ぶせをし、コナーが残りの人数を連れて、仲間の振ふりをしながら黒い甲かつ冑ちゆうの騎き士しを誘ゆう導どうする。

　結果はあきれるほど迅じん速そくに訪おとずれた。

　道が行き止まりになっていることに気づいた騎き士しが馬を止めるや否いなや、待まち伏ぶせの五名が槍やりを揃そろえて突つきかかった。と同時に、コナーについてきた兵たちが騎き士しの背後から襲おそいかかる。

　路地は狭せまい。どのような手練であれ、身動きできないまま討うち取とられても仕方のない状じよう況きようであったし、実際、馬上の騎き士しはいっさい動いてないようにも見えた。だというのに、前面から群がった槍やりの穂ほ先さきはことごとく斬きり飛ばされ、背後から躍おどりかかった兵たちも、ひとり、二人と打うち倒たおされていった。コナーは、

（あ。駄だ目めだ）

　と一いつ瞬しゆんで判断した。

　そしてその直後には、壁かべの出っぱりに次々足をかけて袋ふくろ小路こうじを乗のり越こえていた。後ろなど一いつ顧こだにせず、走った。走りつづけて、詰つめ所しよになっている宿にまで辿たどり着ついて、そこでお茶など飲みながら部下たちの『戦い』ぶりを見ていた上官の騎き士しへと報告した。

「なんだと？」立派な髭ひげを蓄たくわえたダスケス騎き士しはコナーをにらみつけたが、すぐに哄こう笑しようした。「ランドールにも気骨のある騎き士しがまだ残っていたか。こういう機会を待っていたのだ。案内しろ、このおれが討うち取とってくれる」

　といってのっそりした動作で槍やりを取る。これも、駄だ目めだ、とコナーは判断した。この騎き士しも強い。強いが、袋ふくろ小路こうじに追おい込こまれながら十数名を斬きり倒たおせるほどではないだろう。つまりは、黒甲かつ冑ちゆうよりは弱い。

　コナーは途と中ちゆうまでは案内したが、「あの先です」と適当なことを伝えてから、彼かれ自じ身しんはバン＝シィ市内を北にひた走った。城がある。そこに詰つめていた兵たちにブルート王子の所在を聞き出してから、さらに息を切らしつつ離り宮きゆうへと向かった。




　ブルートは今日も離り宮きゆうに顔を出し、ランドール王女ミネルバと面会していた。

　ただし今夜は婚こん姻いんの話もそこそこに、

「たまには風に当たりながらお話しするとしましょう。篭こもってばかりでは身体に毒だ」

　といって外へ連れ出した。

「いったい誰だれのおかげで篭こもりきりになっているのやら」

　侍じ女じよの嫌いや味みを聞き流して、王女をエスコートする形で東側の丘おかに足を進める。

　暗がりに沈しずんだ街を眺ながめつつ、どうということはない世間話をして数タルン。示しあわせた時間どおりに襲しゆう撃げきがはじまった。

「これは、また、蛮ばん人じんどもの襲しゆう来らいですな。散々叩たたきのめしてやったのに懲こりない連中だ」

　などと憤ふん慨がいする振ふりをしながら横目で王女の様子を窺うかがう。年ねん齢れいのわりに大人びて見えるのはその表情ゆえか。相も変わらず精せい巧こうなつくりの石像じみていて、ぬくもりが感じられない。

（ふん。その白い、汚けがれも知らぬような顔がどうなるか見物だな）

　襲しゆう撃げきが盛さかんになったころあい、ブルートの合図ひとつで、敵に扮ふんした手下の兵がここに雪な崩だれ込こむ手はずになっている。王女を散々脅おどかしたあとで、この兵をブルートが残らず追おい払はらってしまうという段取りだ。

「殿でん下かご自身が指揮を執とらずともよろしいのですか？」

　いっこうに動こうとしない王子を不ふ審しんに思ってか、ミネルバが問うた。さすがに焦じれているのかもしれないと思い、ブルートはいつもの意い趣しゆ返しとばかり、わざとのんびり頷うなずいた。

「手下どもも、もはや馴なれております。手て柄がらは残らずくれてやりましょう」

「で、ございますか」

　王女は淡あわい笑えみで応じた。ブルートは舌打ちを隠かくすのに苦労したが、眼下の風景を見おろしながら、妙みようだな、とこれもひそかに首をひねった。夜、それも距きよ離りがあることからして、詳くわしい動きはわかりようもないが、激しく人馬がいきかっているのは見て取れる。ただし、今宵こよいは炎ほのおの彩いろどりに欠けていた。王女を脅おどかす必要から、いつも以上に建物や積みあげた藁わらの山に火を投じるよう命じておいたのに、今夜はむしろ火の手が少ない。

（使えん奴やつらだ。やはり、おれがじきじきに指揮しなければ駄だ目めだということか）

　いったんこの場を離はなれて、改めて命令を徹てつ底ていさせようかと思ったとき、離り宮きゆうを警護する兵が駆かけ込こんできた。現場から報告にあがってきた者があるという。

「姫ひめ、しばし失礼いたします」

　王女に挨あい拶さつしてから、離り宮きゆうの外がい壁へき沿い、天てん井じようつきの回かい廊ろうになっている場所まで移動した。

「まったくあの王女ときたら、心が氷のようだ。いや、心の欠けた人形のようだというべきか」ミネルバの姿が十分に遠ざかってから毒づく。「ところで、何用だ。貴様ら、今夜の動きは褒ほめられたものではないぞ」

　ブルートを待っていたのはコナーだ。彼かれはつっかえながらも先ほど城下で起こったことをすべて報告した。王子の表情が不ふ審しんげなものになった。

「甲かつ冑ちゆう姿の騎き馬ば。それも恐おそろしく強い──だと？　例の〈赤目〉か」

「いえ、あれほど巨きよ大だいではありません。人の言葉も話します」

「たったひとりの敵など、さっさと取り囲んでやってしまえ」

「し、しかし、目にも留まらぬほどの動きをしておりまして。皆みな、計画にはなかったことなので浮うき足あし立だっております」

　ブルートは苛いら立だたしげに唸うなった。つくづく使えない。すぐに決断した。合図をしてから呼び出す手はずになっていた兵を集めて、

「いったん計画は中止だ。おれは一応姫ひめに挨あい拶さつしていくから、先に現場へ向かっておれ」

　足音も荒あら々あらしく回かい廊ろうをあとにした。コナーもあわてて兵たちの最さい後こう尾びに並んでついていく。

　人ひと影かげが絶えてしばらくしてから、回かい廊ろうに夜風が吹ふき込こんだ。庭園を手入れする者がいないから、丈たけの長い雑草がざわざわと揺ゆれる。そのついでだというように、

「なるほど」誰だれもいなくなったはずの回かい廊ろうの端はしから、何者かの声がした。「そういうことか」

　天てん井じようを支える柱の傍かたわら。闇やみと同化したようなその人物は、甲かつ冑ちゆうを身にまとったギュネイその人だ。

　袋ふくろ小路こうじで待まち伏ぶせの罠わなにかかった直後、彼かれは敵を片づけながらも、罠わなにかけた当人であるコナーひとりをあえて逃にがした。都市を防衛すべき兵が襲しゆう撃げき者たちと結けつ託たくしていた時点で、裏になにかが潜ひそんでいることは明白だったからだ。

　ギュネイはコナーのあとをひそかに追った。『ひそかに』といっても、人目につかぬよう、建物の陰かげにひそみながら、という意味ではない。ギュネイは堂々と往来をわたった。これも魔ま法ほうの鎧よろいガイフレイムの恩おん恵けいだ。彼かれは一いつ瞬しゆんにして、身にまとった甲かつ冑ちゆうの形状をいましがた目にしたばかりのダスケス製のものに変えると、「ランドール軍が来たぞ」と騒さわぎながら、混乱に陥おちいるダスケス兵たちの眼前を悠ゆう々ゆうと走はしり抜ぬけていったのだ。

　そしてコナーを追うまま離り宮きゆうに辿たどり着つき、この回かい廊ろうにて身を隠かくしながら、いまのやり取りを耳にして、ブルートの企たくらみを理解した。

（ダスケスの野や郎ろう）

　ギュネイとて歳とし若い。以前はガイフレイムのせいか、感情が削そぎ落ちたようになって、冷れい徹てつすぎるように見えることもあったものの、元来は率そつ直ちよくな性格だ。腹が立った。

（ああいう連中が、民たみを苦しめているのか。ああいう連中がおれたちの戦いを無む駄だにしていくのか。あいつも邪じや教きよう徒と変わらない。なんなら、このまま後ろから斬きってやろうか）

　とすら考えたが、さすがに自制した。ダカンたちの処置で悔くいたばかりだ。怒いかりに駆かられるな、とのケイオロスの言葉も思い出して──もっともそれは『ランドールへの怒いかり』という意味だったのだが──腰こしの剣けんから手を離はなしつつ、王子のあとを追い、柱の陰かげから陰かげへと、それこそ風のようにすばやく渡わたっていった先で、ふたたびぴたりと足を止めた。

　丘おかのほうで話し声が聞こえる。片方はブルートだ。

「……やはり、わたしがいかなければどうにもならぬようであります。まったく、ダスケス武人の恥はじをさらすようで汗かん顔がんのいたり。必ずや賊ぞくをしとめてまいりますので、王女はどうぞ心安らかにお待ちください」

「武ぶ勲くんをお祈いのりしております──神に」

　もう片方の人ひと影かげ──女性がいう。神、と聞いて、一いつ瞬しゆんブルートは妙みような顔をした。が、

「ただし、待つのは嫌いやです」

　女性のおかしな言い草に「はっ？」と間の抜ぬけた声があがった。

「殿でん下かは『お待ちください』とおっしゃいましたが、今宵こよい、わたしはもう疲つかれました。これから休みたく思います。あとで、『賊ぞくは退治しました』と報告に来られてもわたしは応対できませんので、いらっしゃらずとも結構。どうぞ、心ゆくまで槍やり働きにお励はげみください」

　ブルートは頷うなずき、一礼して女性の前を辞した。

　ギュネイが潜ひそんでいる前を大おお股またで通とおり抜ぬけてきながら、毒づきを繰くりかえした。

「あの女め狐ぎつね、あの人形、あの世間知らずの薄はく情じよう者め！　なにが『お励はげみください』だ。誰だれの国民が襲おそわれていると思っていやがる。いや、いま襲おそわれているのはおれの兵のほうだが。ええい、どいつもこいつも！」

　ブルートの感情も露あらわな足音が遠ざかっていき、やがて聞こえなくなった。

　ギュネイは隠かくれひそんだまま、しばし考えあぐねた。

（ええと）

　ブルートは「王女」といったか？　王女とはどこの？　いや、いまはそんなことを気にするよりブルートのあとを追うべきだろうか。放っておけばあの王子は突とつ然ぜんあらわれた敵を血ち眼まなこになって探しまわるだろう。その過程で、バン＝シィに住む無実の人間たちに災さい禍かがおよばないとも限らない。「おまえがそうか」「いや、おまえだろう」と次々民衆が捕とらえられていく様が目に浮うかぶようだ。

（こちらから姿をあらわして、時々兵にまぎれ込こみながら、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの敵を演出してやるか）

　ギュネイは悩なやみながらも踵きびすを返かえしかけた。その瞬しゆん間かん、

「もし」

　と女性の声が聞こえた。ギュネイが──邪じや神しん討とう伐ばつの英えい雄ゆうが──足がすくむほどに驚おどろいてしまったのは、その声がまちがいなく自分にかけられたものであるとわかったからだ。この暗がりで、黒い甲かつ冑ちゆう姿が遠目にできるとは到とう底てい思えない。

　先ほどまでダスケス王子と声を交かわしていた女性が、ギュネイのひそんでいる方向に一歩踏ふみ出だしている。

「そちらに、どなたかいらっしゃいますか。いらっしゃるでしょう。ランドール王女の姿を盗ぬすみ見みるなど無礼な。姿をあらわしなさい」

　ギュネイは息を吞のんだ。
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（ど、どうしよう）

　迷いが生じた。気づかれたからとて、素す直なおに正体をあらわしてやる義理などはないはずで、このまま風を巻くように駆かけ去っていけばいいだけの話だ。しかし、

「おわかりになりますか」ギュネイはそう応じる自分自身を不思議に思いながら、柱の陰かげから一歩抜ぬけ出でた。「あの御ご仁じん──ブルートどのとて、わたしの気配を感じなかったというのに」

「においで」

「ニオイ？」

　ギュネイが思わずおうむ返しにすると、女性はかすかに笑った。

「殿との方がたは甲かつ冑ちゆうの臭においが気にならぬものなのか。女のわたしにはぷんぷんと臭におってきます」

　ギュネイは絶句した。改まって甲かつ冑ちゆうの臭においなど意識したことはない。鎧よろいを着慣れた戦士にとっては盲もう点てんなのかもしれないが、それにしても二人の距きよ離りを思えば、『人犬』でもないただの女性にその臭においが嗅かぎ取とれたとは思えない。

　ギュネイと女性は、それぞれゆっくり足を進めて、雑草が伸のび放題になっている庭園の中央で相対した。女性の背後には、離り宮きゆうの中心的建造物である屋や敷しきがそびえている。窓から差さし込こむかすかな灯あかりが、女性の顔を淡あわく照らし出した。その顔をひと目見るなり、

「ラクロア」

　ギュネイは思わず口走っていた。小声だったから気づかれなかったか、白い衣い装しようを身にまとった女性──いや、声の印象からすると大人びていたが、こうして間近にすると、まだ十七、八の少女のようだ──は、

「何者です」とギュネイに問うた。「わたしは先ほど名乗ったとおり。亡なきランドール国王の娘むすめにして、王位継けい承しよう権を握にぎる王女ミネルバ。この名、安くはありません。たとえあなたがわたしの命を狙ねらいに来た暗殺者であっても、刃やいばを振ふるう寸前にその名を告げなさい」

　一いつ瞬しゆんの驚おどろきから覚めたギュネイだったが、しかし、少女に対してちがう驚おどろきを感じずにはいられなかった。ここバン＝シィにまで攻せめあがってきたことのあるギュネイにも、ミネルバという王女との面識はない。ただ、顔には見覚えがあった。ラクロアという、双ふた子ご姫ひめの片割れと相対したことがあったからだ。

　ラクロアと六英えい雄ゆうの顚てん末まつに関しては、またのちに語ることもあろう。

「どうした。名乗りもせず、わたしの首を落としますか」

　ランドールの姫ひめがさらに一歩を詰つめてきたので、ギュネイはわれに返った。目が見えないのだろう、少女の瞼まぶたはずっと閉ざされていたが、その下から見えざる視線がギュネイを縫ぬい止めているかのようだ。どうするべきかいまだ決めあぐねていると、

「姫ひめ？　まだ殿でん下かがいらっしゃるのですか」

　屋や敷しきのほうから声があった。カンテラを手にした侍じ女じよだ。その灯あかりに黒々とした甲かつ冑ちゆうが照らしあがると、一いつ瞬しゆん、侍じ女じよは立ちすくんだ。ギュネイは足あし腰こしに力を蓄たくわえた。侍じ女じよの口から悲鳴、もしくは誰何すいかの大声が聞こえた瞬しゆん間かんに駆かけ去ろう。それはむしろギュネイにとってもよいきっかけになり得るはずだったが、

「そちらにいらっしゃるのは──もしや、あなたさまが、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉？」

　侍じ女じよは恐きよう怖ふや敵対心より先に、好こう奇き心と、少々の畏い怖ふをも面ににじませていた。

「知っているのですか、ターシャ」

　姫ひめが問うと、三十代と見える侍じ女じよはその視線をギュネイにあてがったまま何度も頷うなずいた。

「以前、姫ひめさまにもお伝えしたでしょう。近ごろ、ランドール各地を無法者の手から解放しているという騎き士しの話を。大戦を生きのびたランドールの名のある騎き士しが、その姿を隠かくしたまま民たみのために戦っているという──」

「ただの噂うわさだと思っていた」姫ひめはあっさりといった。「苦痛と絶望に喘あえぐ民たみが、そのような噂うわさをつくって、偽いつわりの希望のなかに逃にげ込こんでいるものだとばかり」

「いいえ、例の連絡網を通じて、わたしの故郷から手紙が届いたばかりなのです。そこも山さん賊ぞくまがいの兵たちに占せん領りようされかかっていたのですが、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を名乗る素す晴ばらしく強い方に守っていただいたのだと。それに、いま城下が騒さわいでおります。市街にあらわれた襲しゆう撃げき者どもを、噂うわさの黒い騎き士しさまが忽こつ然ぜんとあらわれてあちこちで斬きり伏ふせている、と。ああ、あなたがそうなのですね！」

　侍じ女じよはまるで憧あこがれの貴人を前にした少女のように両手を揉もみ絞しぼった。対するギュネイはまごつくばかり。侍じ女じよははっとしたように表情を改めた。

「騎き士しどの、なにを惚ほうけたように突つっ立たっているのです、目の前におわすのは、畏おそれ多おおくもランドールの王位継けい承しよう者でありますぞ。いますぐ膝ひざをついて、姫ひめに剣けんをお捧ささげなさいませ。ダスケスの野や蛮ばん人どもをこの地から追おい払はらい、姫ひめを玉座に据すえるために駆かけつけてくださったのでしょう。わたしどもとて、この苦境を嘆なげいてばかりいたわけではありません。ランドールの女がそれほど甘あまくないのはご存知のとおり。城下のあちこちに生き残った兵たちがひそんでおります。わたしは連れん絡らく役を介かいして彼かれらと定期的に接せつ触しよくしているのです。ひと声かければ、街のあちこちで蜂ほう起きしましょう。いまがそのときなのです。さあ──」

「ターシャ」とランドール姫ひめが苦笑いめいたものを浮うかべた。「まだ相手の正体がわからぬのに、べらべらと秘密の計画を打ち明けるものではありませんよ。彼かれはいまだ名乗りをあげず、素す顔がおを見せてもくれません。彼かれが確実にしたことといえば、ここに隠かくれ潜ひそんで、わたしとブルート殿でん下かの──ふふ、『逢おう瀬せ』を盗ぬすみ見みていたくらいです」

　ギュネイと相対した当初は恍こう惚こつとし、次いで意気に燃えて、そしてうろたえた侍じ女じよは、今度は激情を燃やして、懐ふところからぎらりと光る短たん剣けんを抜ぬき払はらった。

「で、では何者です。も、もしランドールの騎き士しでないというなら、それ以上姫ひめに近づいてはなりません。どのような狼ろう藉ぜきも許しはしませんよ。あと、さっき耳にしたことは忘れなさい」

（注文の多い方だな）

　ギュネイはギュネイでうろたえている。いますぐここから逃にげるべきだ。もう何度もそう思っているのに、なぜか実行に移せない。

「よ、よく考えれば、ランドールの騎き士しは鎧よろいをそのようにどす黒くは塗ぬらぬもの。もしや、コンラット司教がこちらの様子を探さぐるために派は遣けんした者ではありますまいな？」

　この侍じ女じよはディドーに似て、こちらが黙だまっていたらあれこれ教えてくれそうではあるが、

（ええい、こうなったら）

　ギュネイは決断するなり、甲かつ冑ちゆうを鳴らしながら姫ひめの前に片かた膝ひざをついた。

「御ご前ぜんにおいて非礼をお許しあれ、ランドールの姫ひめ君ぎみ。わたしはゆえあって、顔を出すことも、名を明かすこともできぬ身なれど、賊ぞく徒とどもを退治しつつランドール各地を放ほう浪ろうしていたのは事実であります。ここに潜ひそんでいたのも、バン＝シィを襲おそっている者どもの正体を探さぐろうとしてのことで、決して、姫ひめの御おん身みに害をなさんとしていたわけではありませぬ」

　姫ひめは瞼まぶたを閉じたままだったが、気配で──あるいは姫ひめ自身がいったように『におい』で──動きもわかるらしい、「ほう」とつぶやいて、ひざまずいたギュネイの正面に立った。かすかに開かれた華きや奢しやな脚あしと脚あしのあいだにギュネイの顔が位置している。

「名を明かせぬとな」

「はっ」

「顔も出せぬ」

「ははっ」

「では、これだけ聞いておこう。そなたはランドールの者か、否か」

「それも、明かすことはできませぬ」

「怪あやしい！」

　いわずもがな。侍じ女じよターシャが叫さけんだとおり、いまのギュネイ以上に怪あやしい人物がいったいこの世にあろうか。誰だれよりギュネイ当人がいちばんそう思っている。王女は微ほほ笑えんだ。

「なにも明かせぬ男ではあるものの、ここに潜ひそんでいたのは襲しゆう撃げき者の正体を探さぐるためだと、それだけは明言していたな。それで？　正体は知れたのですか」

　本来なら、これもどう応じるべきか悩なやまされる質問だ。が、ギュネイは王女の表情と声こわ音ねからあるものを感じ取った。

「……姫ひめ君ぎみがご推察されているとおりかと」

　ギュネイがそう答えると、ミネルバは小さな顎あごを引いた。

「やはりダスケス兵か」

　断言するなり、ターシャが「姫ひめ！」とふたたび甲かん高だかい声をあげる。姫ひめのみならず、ターシャもあるていどの推測はできていたのだろう。侍じ女じよは悔くやしげな顔をしながら、

「騎き士しどの、そうとわかっていて、なぜこの場で王子を見み逃のがしたのです。斬きってしまえばバン＝シィも、姫ひめも、ともに救われたものを！」

　大声で過激なことをいう。ミネルバは「ほほ」と小さく笑って、

「ここで殿でん下かを斬きっては、バン＝シィが救われるどころではない。逆ですよ。どなたが手を下そうと、ランドール人が下手人として疑われるは必定。直後に待ち受けるのはいくさ。……いや、いくさにもならぬか。これまで以上の殺さつ戮りく、強ごう奪だつの嵐あらしが吹ふき荒あれるだけ」

「それならば姫ひめ、姫ひめはいまのままでよいとおっしゃるのですか」

　感情が激しやすいと見えるターシャは涙なみだ目めでミネルバを見つめた。

「そうはいいません。事実、ブルート殿でん下かから結けつ婚こんの申し入れがあったとき、一度は受け入れることも考えました。戦勝国の連中は、ランドールを支配もせず、土地やら、金やら、命やらを、ゲームのように奪うばい取とっていくばかり。ならばいっそブルートを王に据すえて、一国の支配を受け入れれば、せめて民たみだけは守れるのではないかと。が、王子の真意を窺うかがうためにいったん断ってみせると、殿でん下かはいまのような手段に出られた。民たみを人とも思わぬ男に、いっときでもランドール王などと名乗ってほしくはない」

「姫ひめ」

「それに、殿でん下かはご自分の国内にも敵を抱かかえていらっしゃる。兄君と弟君だ。ブルートがランドール併へい吞どんを手て土産みやげに、ゆくゆくはダスケスの玉座をも狙ねらっているのは想像に難かたくない。これに危機感を抱いだいた二人の王子が裏で結けつ託たくするようなことになれば、ダスケスは同盟国どころか、ランドールの敵国になり得る危険性があります。もうひとつ、父君から『あほ』と称しようされているらしきダスケス王子たちのなかでは、ブルート殿でん下かは比ひ較かく的てき頭の切れる方。正直、わたしなどで手た綱づなを握にぎっていられるかどうか心もとない。これが真実、まぎれもなき『あほ』の三男のほうでしたら、処女姫ひめたるわたしでもまだたぶらかしようがあったものを」

「ひ、姫ひめっ」

　ターシャがはしたなき姫ひめ君ぎみに抗こう議ぎの言葉をあげたが、ミネルバは表情も変えぬまま小さく嘆たん息そくした。

「なぜ諸王は素す直なおにこの国を支配してくださらなかったか。もし、『一から建国しなおすためには、古い王家は膿うみと同じ。根こそぎ吐はき出だす必要がある』という理由で、わたしの命が必要だといわれたならば、わたしとて未来のランドールのため、喜んで処しよ刑けい台にのぼったものを」

　口調は軽かったが、反して、重苦しいほどの沈ちん黙もくが落ちた。遠く、城下のほうから人々が大声で呼よび交かわしている声が聞こえる。ブルートが『敵』を見つけようと必死になっているのだろう。

　ギュネイはひざまずいた姿勢のまま、ランドールの姫ひめ君ぎみを兜かぶとの下から仰あおぎ見みた。「氷のような姫ひめ、人形のような姫ひめ」と、ブルートはそういっていた。が、いまのこの一いつ瞬しゆん、姫ひめが歳とし相応のはかなき少女のように見えた。誇ほこり高たかい言葉で心身を飾かざりながら──実際、言葉どおりの覚かく悟ごを持とうとつとめてもいるのだろうが──、本当のところ、いまだそれほどの境地には達していないのではないか。なぜそう感じたかというと、

（エリシスと同じだ）

　と思えたからだ。〈純潔の聖女〉。エレィノア国王女にして、ギュネイの旅の仲間。はじめて唇くちびるを触ふれあわせた女性。

「いっそお逃にげになられては」

　ギュネイは考えるより早く声を出していた。「ん？」と見おろしてくるミネルバに、

「姫ひめの存在がダスケスの野心をいたずらに搔かき立たてるというなら、ここでお逃にげになるという選せん択たくもある。わたしは素す顔がおも名前も明かせませんが、それくらいの力ならお貸しできます」

「ほう。では、どこへ逃にげましょうか」

「外国にご親縁えんの方は」

「さあ。あまり周囲と交流を持たなかったとはいえ、ランドール王家の血は古い。家系図を辿たどれば、どこかの国の貴人が遠い親しん戚せきだといわれても驚おどろきはしませんが、確かなものはない。『いっそ』というなら、そう、いっそのこと、そなたのように名前も顔も捨てて、野に下り、一庶しよ民みんとして生きましょうか」

「それも」

　選せん択たく肢しとしてはあり得ましょう、とギュネイはいいかけたが、

「駄だ目めですね。わたしに貧しい生活は無理です」喉のどを鳴らしてミネルバは笑った。「一日に二度以上の食事と、色とりどりの果物は欠かせません。花の香かおりがするお風ふ呂ろと石せつ鹼けん、それなりに弾はずむベッドがなければ、命を永らえさせる意味もない」

　ギュネイがなにもいえなくなってしまうと、王女は改まってギュネイを見おろした。

「わたしが逃にげるていどの力はお貸しできると、そういいましたか」

「は」

「この離り宮きゆう周辺にはダスケスの兵が三十名以上はいます。彼かれらを突とつ破ぱできると？」

「なんとか可能です」

　話の矛ほこ先さきがくるくる変わるので、ギュネイはついていくのに苦労させられる。ミネルバはわざとらしく目を丸くした。

「ほっ、いうものだ。ランドールでもっとも強く、もっとも誇ほこり高たかかった〈不死将軍〉を思い出す」

「あの方を引きあいに出すのもどうかと。いまとなっては誰だれかもわからぬ男ですよ」

　ターシャは自分でギュネイのことを〈黒こく狼ろうの騎き士し〉と呼んでおきながら、いまや疑心を晴らせずにいるようだ。

「確かに、この騎き士しについてはなにもわかりません。いうほどお強いのかどうかも。ですが……面おも白しろい。この方に賭かけてみましょうか」

「か、賭かけるとは？　こんな顔も明かせぬ男になにを賭かけるとおっしゃるのです？　まさか、本当にお逃にげになるのでは……」

「いいえ、わたしは逃にげたりなどしません。間道の洞どう窟くつやら狭せまい地下の酒さか蔵ぐらやらに閉とじ込こめられて、ネズミやムカデと暮らすのは二度とごめんです」

　ミネルバは断言した。王女は城が陥かん落らくした際に城下へ落ちのびている。そこで実際、息を殺しながら汚お泥でいにまみれるような生活をしていたのだろう。

「で、では姫ひめ、いったいなにをなさろうというのです。いますぐ兵を集めろといわれれば、このターシャ、百や二百の兵なら集めてもみせましょうが、しかし、かといってブルート王子にあだなせばダスケスと戦争になる、と口にされたばかりではありませんか。そのうえ逃にげるわけでもないというなら、いったい……」

「逃にげるのでも戦争するのでもありません。ただ、殿でん下かの狼ろう藉ぜきをやめさせるだけ」

　あまりに事もなげにいったせいか、「はあ」とターシャはぼんやり返した。ほどなくして目を剝むいた。姫ひめはギュネイへと視線を戻もどした。

「わたしを逃にがすためなら力を貸してくださるといいましたね。では、それと同じほどの労力をあなたからお借りします」

「は。──と、いえ、それは」

　ギュネイのほうも話が見えずにいる。

　ミネルバ姫ひめは喉のどをくすぐられたみたいな笑い声をあげた。

　このときギュネイは兜かぶとの下でわずかに目を細めた。姫ひめの笑い方が変わっている。芝しば居いめいていた、誇ほこり高たかい仕草が抜ぬけ落おちた。ブルートいうところの『氷』が溶とけて、あたかも『人形』に心が戻もどったかのような。ターシャが恐おそろしそうに王女を見つめた。

「なにを笑うのです、姫ひめ？」

「これほど面おも白しろいことがあろうか。わたしはなにかをひたすら待っていたような気がします。しかしそれが、ランドールの名のある騎き士しが捧ささげてくれた忠義の剣けんでも、実は生きのびていた血族の誰だれかなどでもなく、名も顔も知らぬ怪あやしげな男ひとり。だからこそ面おも白しろい。こんな場所で朽くちていく、あるいは男たちの食い物にされて終わるだけだったかもしれない、ちっぽけな人生を賭かけるほどの価値はあろう？」




　　　　　　　２




　ミネルバ王女がこのときどれほど本気だったのか、あとになってもギュネイにはわからない。

　本気とはつまり、どれほど自分を信じてくれたか、ということでもあるのだが、そののちの数タルン、王女と侍じ女じよターシャは、ギュネイが何者であれ、城下で囁ささやかれている噂うわさの主であることだけはまちがいない、とはっきり思い知らされた。離り宮きゆうを張っていたダスケスの警備兵はその夜、起きながらにして悪夢を味わうこととなったのだ。

　わからない、というなら、王女のためにこうして剣けんを振ふるう自分自身に対してもそうだった。ランドールの民たみに対して同情的になっており、なおかつダスケスに腹が立っているのは自覚している。しかし、出会って間もない王女のために随ずい分ぶん危ない橋を渡わたっているものだと、兵士数名をすばやく昏こん倒とうさせたあとになって、ちらりと思う。

　ケイオロスがこの場にいたなら、きっと大いにあきれるか、高笑いをしているところだ。

（故郷の村を飛び出たのも友人に手を引かれたから。ランドールと戦うことになったのも〈純潔の聖女〉に手を引かれたから。そして今度はランドールの王女に手を引かれて、おまえはなにをしてるんだ？　自分には密みつ偵ていが向いてるなどと、どの口がいいやがる？）

　ちがう、と心中でギュネイは空想上のケイオロスに反論した。

（いいじゃないかよ。正体は隠かくしてるんだ。あくどい奴やつらをやっつけて王女の信しん頼らいを得るのだって、情報を集めるには絶好の手段だ）

〈賢けん者じや〉を言い負かせるほどの理由にならないのは百も承知だ。

　が、いまは深く考えない。考えたくないというのが本音だったかもしれない。




　そのころ、ブルート王子は城の正門前にいた。

　下への階段がつづく石いし畳だたみの広場に、かがり火を焚たいて臨時の司令所を置いている。各所に兵を走らせて『敵』を血ち眼まなこになって捜さがしつづけているのだが芳かんばしい成果はない。

　もう夜も明けようかというころあいだった。バン＝シィ市民たちも〈黒こく狼ろうの騎き士し〉があらわれた、と騒さわぎはじめている。ブルートとて、ランドール各地にあらわれては無法者を退治しているという騎き士しの噂うわさは耳にしていたが、ミネルバ同様に信じてはいなかった。

　ブルートは舌打ち混じりに、ディラ・ロゴスの山で返かえり討うちにあったというフォーゼ軍のことを思いかえしていた。あのときはフォーゼを笑っていればよかったが、ここに来て、一国の部隊を敗走させた邪じや教きよう徒どもの存在感が黒い霧きりになって王子の胸を占しめはじめた。

（奴やつらの仕業にちがいない。奴やつらめ、ふたたび怪あやしげな術を使って、地じ獄ごくの底から恐おそろしい化け物を呼び出したのだ。くそっ、まだエレィノアがいるころにでも、まずはこの山を攻せめ落おとすべきであった──）

　などと悔くいても遅おそい。夜明けの光が薄うすく辺りを照らしはじめた。

「捕とらえた者どもを尋じん問もんなさいますか」

　と兵に聞かれたが、ブルートはいかにも億おつ劫くうそうに鼻息を洩もらした。

「よいわ、五人ほどを残してあとの全員を放せ」

「その五人は？」

「見せしめにする。『魔ま術じゆつを使った邪じや教きよう徒』とでもして公開処しよ刑けいにするのだ。そうだ、いっそのこと、これまでの襲しゆう撃げきも、邪じや教きよう徒の仕業にしてしまうか。さすれば、バン＝シィの民たみはディラ・ロゴスに篭こもっている連中が決して味方ではないと思い知るだろう。むしろわれらダスケス兵のほうが民たみを邪じや教きよう徒から守っているということに──」

　そこまでしゃべったとき、背後の正門が突とつ然ぜん開いたので、ぎょっとなって振ふり向むいたブルートは、さらに別の驚おどろきに打たれて、陸に打ちあげられた魚よろしく口をぱくぱくと開閉させた。

「なにやら面おも白しろそうなご相談の最中に失礼したします」

　正門の向こうから姿をあらわしたのは、純白の衣い装しようを身にまとい、淡あわい色の髪かみを風にそよがせた少女。口もとには見慣れた感のあるほのかな笑えみ。まぎれもなくランドール王女だった。

「な、なぜ、なぜ、ここへ──」

　離り宮きゆうは兵たちで固めていたはずだ、という声をブルートはあわやというところで飲みくだした。王女の生存は、民たみにはもちろんのこと、部下の大半にも伏ふせているのだ。が、時遅おそく、すでに兵たちは王女を見て口々に騒さわいでいた。まずい、と冷ひや汗あせを搔かいたブルートは、しかしすぐにその様子がおかしいのに気づかされた。兵たちは騒さわぐというより、絶ぜつ叫きようし、悲鳴をあげているのだ。あろうことか、一目散に逃にげ去っていく者の姿とてある。

「殿でん下か、や、や、奴やつです」王子の傍かたわらにいた古参の兵が、震ふるえながらミネルバ姫ひめのほうを指差した。「城下にあらわれた騎き士しが、そ、そこに！」

　ブルートが改まって王女のほうを見やると、その背後から、黒々とした人ひと影かげが近づいてきていた。黒く、まがまがしい甲かつ冑ちゆうは、平素で目の当たりにしたら笑い出したくなるほど芝しば居いめいたものだったが、兵たちの狂きよう騒そうが伝でん染せんしたか、ブルートは一いつ瞬しゆん身の毛がよだつのを感じた。

「き、貴様が〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とやらか」

「そのとおり」応じたのは、姫ひめの傍かたわらで足を止めた騎き士しにあらず、腰こしの前で手を組んだ姫ひめのほうだった。「わたしに──いえ、ランドールの王家に忠義をつくしてくれる、地上に二人といない騎き士しであります。今宵こよい、わたしの呼びかけに応えて、バン＝シィにまで赴おもむいてくれました」

「ぬ、抜ぬけ抜ぬけとよくもいう。われらへの反逆を企たくらんだか。いいや、われらだけではない。おまえはたったいま、ランドールを囲むすべての国に宣戦布告をしたも同じことなのだぞ！」

「はて、ブルート殿でん下かはおかしなことをおっしゃる」

「お、お、おかしいのはおまえだ。おまえの騎き士しとやらのせいで、わが軍は──」

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉よ、そなたは殿でん下かを怒おこらせるほどのなにをしたのです？」

　ブルートの、烈れつ火かのごとき怒いかりをそよ風ほどにも感じていないほどの態度で、姫ひめは騎き士しのほうに問いかけた。

「なにも」騎き士しは低い声で応じた。「バン＝シィの家々に火を放ち、略りやく奪だつと人さらいをする狼ろう藉ぜき者どもを手にかけたまで」

「そうでありましょう。殿でん下か、彼かれが剣けんを向けた相手は、バン＝シィに土足で踏ふみ入いり、無む辜この民たみを傷つける者どもであります。殿でん下かとて、かの狼ろう藉ぜき者どもには手を焼いていたご様子でしたので、わたしが彼かれを呼び寄せました。むしろ同じ敵と戦う味方でありましょう？　なぜそこまでお怒いかりになられるのです？」

「あっ、そ、それは──」

　ブルートは痛いところを衝つかれて絶句した。確かに、表向き〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が相手にしたのはダスケス兵ではない。もしや、姫ひめは気づいているのだろうか？　バン＝シィの都を日もおかず荒あらしまわっていた襲しゆう撃げき者の正体に。そしてその裏で誰だれが糸を引いているのかも。

　階段前の広場では大勢の足音が行ゆき交かっている。逃にげる者もあれば、上官の命令に応じて逆に馳はせ参さんじる者もあった。

「殿でん下か、おさがりを」

「ランドールの邪じや悪あくな騎き士しは、わたしが討うち取とります！」

　勇ましい声をあげる者もいるにはいたが、「待て」と繰くりかえすブルートは事態をどう収縮させるかで頭がいっぱいだ。ここで数にものをいわせて騎き士しを討うち取とれば、王女と正面から敵対することになり、これまで積み重ねてきた努力も無む駄だになってしまう。が、どのみち王女にはこちらの企たくらみを知られている可能性が高く、さらには、

「あれは、もしや王女殿でん下かでは？」

「そ、そうだ、ミネルバ姫ひめだ。ランドール双ふた子ご姫ひめのおひとりが、生きておられたのだ！」

　こちらを遠巻きにしていた市民たちが声をあげており、すでに騒さわぎになりかけていた。事情を知らぬダスケス兵たちも戸と惑まどいと驚おどろきを隠かくせずにいる。

（くそっ、さすがに全員の口を塞ふさぐわけにはいかんか。いずれ王女生存の報はダスケスにも伝わろう。……そう、そうか、いまとなっては、姫ひめは切り札どころか、その生存を秘ひ匿とくしていたおれの今後を危あやうくしかねん災わざわいの種になってしまったということだ。ええい、ならば）

　ぶるぶる震ふるえながらも、ブルートは速すみやかな決断を迫せまられた。

（『ひそかに市内に身を隠かくしてランドール残党軍の旗はた頭がしらとなりかけていた王女を、おれが見つけ出して、見事捕とらえた』──このような筋書きならば、どうだ）

　兵を失った格好もつく。王女は反逆を企たくらんだ犯罪者として城の牢ろう獄ごくにでも幽ゆう閉へいしておけばよい。最低限の面めん目もくは立つ。立ちはするが、当然、これまでの時間や努力はもちろん、ランドール王としての栄はえある未来もすべて水すい泡ほうに帰すこととなる。涙なみだをも吞のむ思いで、

「その怪あやしげな騎き士しを殺し、女を捕とらえよ！」

　と、ブルートが兵たちに命じかけたときだ。姫ひめが一歩出るなり、

「ブルート殿でん下か。わたしは心を決めました」

「な、なに？」ブルートは鼻白んだが、彼かれこそ『心を決めた』身、すぐにせせら笑った。「いったいなにを。その騎き士しどのの力を借りて、わたしどもに戦いを挑いどもうというのではないのでしょうな。どれほど強かろうが、たったひとりの力など──」

「いいえ、殿でん下か。殿でん下かが再三わたしへ申し入れてきた結けつ婚こんのこと、お受けしようと思います」

　ブルートは目をまん丸にした。せっかくまとまりかけていた考えや決心が、このひと言でまたばらばらに砕くだけ散ちる。

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を呼び寄せたのも、殿でん下かのお力ちから添ぞえになれればと思ってのこと。やはり国を守るにはダスケスのご協力が不可欠だと考えたのです。殿でん下かが正式にランドール王族における婚こん姻いんの流りゆう儀ぎにのっとっていただけるなら、喜んでわたしは妻になりましょうし、また正式な成せい婚こんあいなれば、殿でん下かは正統ランドール王として貴族や民たみにも認められましょう」

「ま、まことか」

　ダスケス第二王子は息を喘あえがせた。先ほど断腸の思いで手放した未来が、向こうから飛とび込こんできたようなものだ。姫ひめはにっこりと微ほほ笑えむ。いままでブルートが見たこともない、花のように愛らしい笑えみだった。

「ええ。ただし、正式な婚こん儀ぎとなると、どうしても必要なものがあります。わが王家に伝わる、ランドール建国の際に炎ほのおを灯ともしたとされる聖火台です。王族が外から血を迎むかえ入いれる際には、この聖火台に火を灯ともして、先祖のご英えい霊れいの魂たましいを呼び集める必要があるのです。英えい霊れいの方々の前で婚こん儀ぎをおこなってこそ、その方はランドール王家の一員として正式に認められるのです」

「聖火台か。それはどこにあるのです。王家の宝物庫か──」

　息せき切ってたずねようとして、はたとブルートは嫌いやな予感を抱いだいた。王家の宝蔵室は、ここバン＝シィの城をはじめとして、近辺の教会や修道院にわけられていたが、ことごとくが諸王の軍勢によって暴かれており、金銀財宝のすべてが強ごう奪だつされたはずだ。

　まさしく姫ひめは、ブルートが抱いだいた予感どおりのことを口にした。

「聖火台は城の地下にあったのですが、持ち去られてしまいました。ただし、所在はわかっています」

「ど、どこです」

「ディラ・ロゴスのお山です」ブルートが目を剝むくのも楽しげに、姫ひめはいった。「ハーディン大司教直属の司教たちが、城から逃にげる際に、ほかの宝とともに持もち逃にげしてしまったのです。本来なら王家が取とり戻もどすべきですが、生あい憎にくとわたしには動かせる兵がありません」

（山に篭こもった狂きよう信しん者どもか。くそっ、つくづくおれに祟たたりやがる）

　ブルートは拳こぶしを握にぎりしめた。疑念、雑念があれこれ王子のなかを飛とび交かったが、いずれにせよディラ・ロゴスは無視できない。先ほど、捨て置いていたのを後こう悔かいしたばかりだ。加えて、王女自身の生存をこれ以上は隠いん蔽ぺいできないという事実が王子の尻しりに火をかけた。どれほど手段をつくしたとて、いずれは諸国にも伝わろう。ブルートはその『いずれ』までの許された時間内で、姫ひめとの結けつ婚こんを確実なものにしなければならず、その焦あせりに動かされるまま、

「あいわかった。このブルート、力の限り姫ひめの期待にお応えしましょう」

　軽く身を折り、それから、まだ騒そう然ぜんとなっている兵たちを強ごう引いんに率いて、広場から立ち去っていった。

　そのブルートの背中にひらひらと手を振ふって見送るミネルバ姫ひめの横顔を、隣となりにたたずむ〈黒こく狼ろうの騎き士し〉──つまりギュネイは、不思議なものを見るような眼まな差ざしで見つめた。

　やがてブルートたちが遠ざかると、姫ひめは踵きびすをかえして王城のほうに足を進めた。広場とは反対側で門を守っていた兵たちは、その左右で昏こん倒とうしている。姫ひめはかつて住居としていた城内をごくごく当然のように歩いていき、やがて周囲に人の姿が見えなくなると、足を止めるなり「はあ」と息をついた。これがなかなか終わらなかった。長い長いため息だった。

「姫ひめ」

　と通路の向こうからターシャが近づいてくるのにも気づかず、さらにさらに息を吐はき、やっと止まったかと思えば、吐はいたのと同じくらい時間をかけて息を吸すい込こんでいって、

「ばああああああああああか、ばあああああか、ばあああああああああああああか」

　と妙みような言葉を繰くりかえした。最初、意味のわからなかったギュネイだったが、

（ひょっとして、『馬ば鹿か』っていってる？）

　ぎょっとさせられた。

「馬ば鹿か、ばあか、ばあああか、あの馬ば鹿か、馬ば鹿かの王子、ブルート！　馬ば鹿か馬ば鹿か馬ば鹿か馬ば鹿か馬ば鹿か」

　姫ひめはついには地団太を踏ふみはじめて、そのリズムにあわせるように言葉を吐はき散らした。

「会えば必ずジロジロ舐なめるように見つめてきて！　目が見えないから気づかないとでも思っているのか。ああ、助すけ平べいったらしくて、不潔で、野や蛮ばんで、おまけに声も虫むし唾ずが走るようだった！　とにかく存在のすべてが気色悪いったらないわ！」

　ギュネイは姫ひめの急変ぶりに、身がすくむほどに驚おどろいた。とともに、

「姫ひめ、姫ひめ」

　ターシャが冷静な声でたしなめにかかっているのにも驚おどろかされた。つまりはいつものことなのだ。

「ターシャ、あの馬ば鹿かといる時間がどれほど苦痛でどれほど腹立たしく、どれほど吐はき気けをともなうものだったか、おまえにはわからないでしょうね！　わたしが何度、猫ねこ撫なで声ごえで口説いてくるあいつの顔をはたいてやって、『アルクスの魔ま法ほう鏡でおまえの顔と心を覗のぞき見てからもう一度出なおしておいで、この下げ郎ろう』といってやりたかったことか！」

「王家の方はおのれを殺して国家に奉ほう仕しするものです。姫ひめは立派におつとめを果たされていました。このターシャ、よっくわかっていますとも」

「わたしの民たみをあれほど苦しめておきながら、正義漢の振ふりして口説いてきやがって」

「きやがって、はよしましょうね」

「わたしが突然あらわれたときのあいつの顔を見ましたか？　さぞ傑けつ作さくだったでしょう！　ああ、くそっ、目が見えないことをこんなに呪わしいと思ったことはない。どんな様子だったか、詳しく聞かせなさい、ターシャ」

「ええ、ええ、のちほどじっくりたっぷりとね。騎き士しどのとごいっしょにお教えしますとも」

「そうそう──騎き士しどのも」
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　姫ひめはあかるい声こわ音ねで叫さけんでいたが、そこでようやくギュネイの存在を思い出してか、ぱっと血に染まったように顔を赤らめると、「こほん」と強めの咳せき払ばらいをした。

　それから、腰こしの前で小さな手を重ねつつ、ギュネイのほうに軽く一礼。

「……騎き士しどの、助かりました。あなたのお力ちから添ぞえに感謝する」

「も、もしや、姫ひめ」ギュネイは内心の驚おどろきが表に出ないよう注意しながら、声をひそめた。「聖火台とやらの件は」

「ディラ・ロゴスにあったとしても驚おどろきはしません。そういうことです」

　姫ひめはあっさり言い捨てた。つまり、聖火台が奪うばわれたのは事実だが、それが何者の手によるものなのか、はっきりとはわかっていないということだろう。

「王子をディラ・ロゴスの狂きよう信しん者どもにあてがわれたのはよい判断でした、姫ひめ」ターシャが鼻息を荒あらくした。「どちらも一兵残らず討うち死じにしてくれればよいのですが」

「神にお仕えする方々をそこまでいうものではない」

「彼かれらが押おしつけてきた神など、アンバー人の神ではありませぬ。それに王家をないがしろにし、ランドールを滅めつ亡ぼう寸前にまで追いやったのはハーディンとその一派どもです。国家を取とり戻もどすこのときにせいぜい役立ってもらわねば」

「ターシャ、あなたは賢かしこいけれど、いまこの時点で二つほど誤っています」

「あ、誤りとは？」

「まず、ブルート殿でん下かにはご壮そう健けんでいていただかなければ困ります。討うち死じになどもってのほか。バン＝シィから追いやることができそうだとはいえ、あくまで一時的なもの。あの方はひとまず、わたしとの結けつ婚こんをちらつかせておけば当面味方に引ひき込こめるでしょう。周辺国の動向にも、おそらくわたしたちと同じくらい気を配っていただけるはず」

　いくぶんか冷静さを取とり戻もどしたギュネイは「なるほど」と頷うなずいた。大戦中、諸国の英えい雄ゆうや貴人と接してきた経験から、彼かれとて、それぞれの国が抱かかえる事情をあるていどは把は握あくしている。

「王子は自分がバン＝シィを留守にするからといって、ダスケス本国に増ぞう援えんの要よう請せいはできないということですね。次期王位を争う二人の兄弟、つまりは政敵をむざむざ招くような真ま似ねはしない。姫ひめとの結けつ婚こんが具体化したいまとなれば、なおのこと」

「さようです。現在、王子がこのバン＝シィにとどめている兵がおよそ千。ディラ・ロゴスを攻せめるにはどうしても八百は欲ほしい。フォーゼの部隊は五百で挑いどんで返かえり討うちにあっていますから。となれば、都に残せる数はせいぜい百から二百。いままでのようにバン＝シィで狼ろう藉ぜき三さん昧まい、というわけにはいくまい」

（さ、聡さとい姫ひめだな）

　ギュネイが舌を巻いていると、勢いづいたターシャが、

「ええ、ええ。一方のわたしどもは、いますぐにでも百、いいえ、姫ひめが公おおやけに姿をあらわせば、その三倍以上の数がたやすく集つどいましょう。かねがねわたしは、城下に潜ひそんでいる忠誠心確かな兵たちと連れん絡らくを取りあっていたのです。兵で上まわれば、城や都におけるあらゆる権限をなし崩くずし的に奪うばうことは可能です！」

　興奮したようにそういったが、姫ひめは淡あわく微ほほ笑えんだまま侍じ女じよの唇くちびるに二本の指をあてがった。

「それが二つめの誤り。力で権限を奪うばいかえしたとなると、さすがにブルート王子もこちらの味方ではいられない。殿でん下かが敵にまわれば、われわれはなんの後うしろ盾だてもなく寡か兵へいで都を奪だつ還かんした、ただの愚おろか者もの。『ランドール王家がふたたび邪じや神しんを奉ほうじて諸王国に牙きばを剝むいた』とみなされて、遠からず、この都はふたたび炎ほのおに包まれましょう。わたしは国も都も自分のものにするつもりなどありません」

「で、では、この先、姫ひめはいったいどうされるおつもりなのです？」

「この先？　さあ？」とミネルバは素っ気なくかぶりを振ふった。「わたしは自分を守っただけです。わたしが身を守るために残された武器など、王族としての血筋、そのひとつのみ。だから、その身を利用して、ただ一時的に自分の命と尊厳を守った。それだけのこと。先のことなど知りようもない」

　そう言い放った姫ひめは、氷の表情を取とり戻もどしている。ターシャは言葉が出ない様子だった。

　無論、ギュネイは──そしておそらく長いこと姫ひめに仕えているであろう侍じ女じよとて──「自分を」といったミネルバの言葉を「バン＝シィの民たみを」と置おき換かえるだけの理解力はある。姫ひめは、民たみが犠ぎ牲せいになっている現状を打破したかった。といって、ブルートを婿むことして受け入れたとて、いままで述べたような理由からランドールの安あん泰たいにははるか遠い。であるなら、たとえ「一時的に」であっても、都から火を遠ざけたかったのだろう。「それだけのこと」と姫ひめはいう。

「いっそのこと、この身を競せりにかけますか。ターシャ、わたしの肖しよう像ぞう画を用意して諸国の王おう侯こう貴族にばら撒まいてくださいな。どなたかがわたしを見み初そめてくださるかもしれぬ。その方がブルートどのより民たみ想おもいで、政治手しゆ腕わんが確かなら問題ない。わたしともどもランドールをそっくり差しあげましょう。エレィノアの第一王子──例の〈純潔の聖女〉の兄上などどうでしょう。とても賢かしこく、お優やさしく、神話の美少年アルーにも引けを取らぬほどお美しい方だとも聞いております。地じ獄ごくの番犬じみたブルートどのよりははるかにマシでしょう」

「ひ、姫ひめっ」

「ま、それはそれとして。……騎き士しどの」

　ギュネイは改まって王女から視線を向けられて、「ははっ」と恐おそれ入いった。

「素す顔がおを出せず、名も明かせず。おかしな方ですが、しかし、あなたこそがこのバン＝シィの都を狼ろう藉ぜきから守ったのは事実。もう一度礼をいいます。なにか欲ほしいものはありますか。ブルートが、わたしどもや民たみから奪うばった財産を城のどこかにひとまとめにしていることでしょう。あとで探し出しますので、なにか気に入ったものがあれば差しあげても結構」

　と、ミネルバ姫ひめは、まるで厄やつ介かいごとがあらかた片づいたかのようにいう。一見、穏おだやかそうな表情の裏に交こう錯さくしているのは楽観か、あるいは悲ひ壮そうすぎるほどの諦てい観かんなのか。

（いや、少しでも時間を稼かせいで、そのあいだに時勢が変わるのを期待しているのか）

　ギュネイは想像を巡めぐらせる。これほど聡さとい姫ひめだ。なにもかもをあきらめているわけではあるまい。となると、自分はいったいどうするべきだろうか──。




「どうするべきか？」

　バン＝シィの大通りをいきながら、リーリンがわざとらしく目を丸くした。

「お教えしましょうか。まずはどうあれ、なにをおいても、いますぐにでも、ケイオロスさまと合流すべきですよ。それ以外に道はありません」

　ブルートとひと悶もん着ちやくあって三日が経たつ。あれからバン＝シィへの襲しゆう撃げきはぴたりとやんでいた。

　いまは夕食の買い出し中だ。こういうときもちろんギュネイは鎧よろい兜かぶとを脱ぬいでいるので、この二人、傍はた目めには、仲のよい兄妹きようだい、あるいは若い夫ふう婦ふのように見えなくもない。

「ギュネイさま、じゃなかった、ジャックさまはもともとランドールの情報を集めるために来られたのでしょう。ひとまず王都まで、というから王都まで来た。目的はもう果たしたといってよいのでは？　それなのに、ここに来てどうするべきか悩なやんでいる時点でおかしいのです。いっちゃあなんですけどね、少し、この国に肩かた入いれしすぎじゃありませんか……あ、このお店、安い」

　軒のき先さきで肉を物色しはじめたリーリンに、ギュネイは返す言葉がなかった。いわれてみれば、いつの間にやらすっかりランドール側の立場でものを考えている自分がいる。かつてこの国に滅ほろびの火をもたらした張本人のひとりでありながら奇き妙みよう極きわまりない。

　情報はひとまず揃そろったと見ていいから、当初の予定どおり、いったんケイオロスに相談するべきなのだろう。〈賢けん者じや〉ならば現状を打破するための知ち恵えがあるかもしれない。とはいえ、まだ彼かれがザッハに帰っているかはわからない。なら、ケイオロスが向かったエレィノアのほうにまで足を伸のばすべきか。

（そうか、エレィノアか）

　ランドールが被こうむっている災さい禍か、その原因のひとつはまちがいなくエレィノアだ。この国がもっと積極的にランドールの敗戦処理に当たっていれば、フォーゼとダスケスの表立った抗こう争そうは避さけられたはず。幸い、この国の王女エリシスはかつての旅の仲間だった。彼かの女じよを通じて国王にランドールの現状を訴うつたえれば、ダスケスとフォーゼのあいだに立って、混こん沌とんとした争いを止めてくれるのではないか──。

　いや、とすぐギュネイはこの思いつきを否定した。楽観が過ぎる。ギュネイとて何人もの王おう侯こう貴族を知っている。一国がそう簡単に動いてはくれないということもわかっていた。

　三日前にミネルバが、「エレィノアの第一王子とならば結けつ婚こんしてもいい」というような意味のことを口にしたのは、思えば、ただの冗じよう談だんではなかったかもしれない──。

「ほら、次のお店にいきますよ」

　リーリンに尻しりを押おされて、ギュネイはわれに返った。またも、ランドールの立場であれこれ考えてしまっていた。

「大体、エリシスさまが心配じゃないんですか？　ジャックさまたちみたいに襲おそわれてるかもしれないのに。早いところ合流して安否を調べなければ」

　ギュネイは「うん」と気乗りしない返事をした。〈純潔の聖女〉のことが心配でないはずはないが、エレィノアの城にいるならおそらく大だい丈じよう夫ぶだろうとも思っている。

「ここに居残ってたって、正体を隠かくしたままのジャックさまじゃできることも限られてますよ。邪じや教きようの生き残りたちを討うつにしても、ランドールの民たみを守るにしても。まずは〈賢けん者じや〉さまの知ち恵えを拝借するとしましょ、そうしましょ。あ、ここ、野菜が安いですよ」

　ケイオロスのところでも家事いっさいを取り仕切っていたせいか、リーリンは買い物慣れしている。しかし、てきぱきと用事を済ませながらも、絶えず周囲に警けい戒かいを払はらっている様子でもあった。かつての敵国に素知らぬ顔をしてまぎれ込こんでいるのが不安でならないらしく、バン＝シィに入ってからずっとこんな調子だったのだが、今日はまた様子が異なる。さっきから一匹ぴきの瘦やせ犬にやたらと尻しりを嗅かぎまわられているのだ。「ああ、もう」と唸うなりながら手や足で追おい払はらっている。

「おれもそのつもりではいるんだ。今日、明日にでもブルートがバン＝シィを発たつだろう。それを見届けてから」

「本当ですか！　じゃあ、旅の支し度たくをととのえて……」

　リーリンは犬歯を覗のぞかせながら笑ったが、その尻しりにしつこく犬がまとわりついてくる。

「その犬、雄おすかな」

　ふとギュネイはおかしなことを聞いた。

「ええ、そうみたいですね」

「リーリン、おまえ」とギュネイは真顔でいった。「その犬となにかあった？」

「あるわけないでしょ！」

　顔を真っ赤にしてリーリンは駆かけ出だした。すると、瘦やせた犬が尻尾しつぽを振ふり振ふり追いかけていく。恋こい焦こがれて仕方ないといった様子に、崩くずれた壁かべを修理していた男たちや、洗せん濯たく物を外に干していた女たちが笑い崩くずれていた。子供たちも面おも白しろがってリーリンのあとをついていく。

　ギュネイはランドールの民たみたちのそんな様子を眺ながめていた。

　翌日、時勢は意外なところから動いた。
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　ダスケス第二王子ブルートが心底青ざめたのは、ミネルバ王女の前を去ったのちだ。離り宮きゆうを警備していた兵どもを叱しかりつけようとしたのだが、その全員が気を失っていた。みな口を揃そろえて、なにが起こったかも気づかぬまま昏こん倒とうさせられていた、という。

「く、くそ、なにが城下の狼ろう藉ぜき者を手にかけただけ、だ。十分な反逆理由になり得るぞ」

　そう虚きよ勢せいを張ったものの、王子は寒気に見み舞まわれていた。皆みな殺ごろしにされるよりよほど恐おそろしい。三十名の兵相手に手心を加える余よ裕ゆうがあったということだからだ。

「やはり、邪じや教きようの巣そう窟くつディラ・ロゴスからの刺し客かくか？　奴やつに仲間はいるのだろうか。ひとりで王女を助けにきたとも思えんが──」

　ブルートはつと不安に襲おそわれた。王女の前を辞した際にはいますぐにでもディラ・ロゴスに兵を進めるつもりでいたのだが、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の凄すさまじさを実感したからこそ──ギュネイにとっては皮肉なことに──その警けい戒かい心から、少しばかり冷静になった。

（あのような化け物を、おれがいなくなったあとのバン＝シィに残しておくわけにはいかん）

　そう思うものの、ブルートにはもうひとつ懸け念ねんがあった。

　フォーゼだ。一度はブルートとともにバン＝シィに詰つめていたフォーゼ軍指揮官イーサンは、ディラ・ロゴスで返かえり討うちにあい、現在は救きゆう援えんを求めて本国に帰っている。つまり、急がねば、そのイーサンが増ぞう援えんを率いてディラ・ロゴスに戻もどってくる恐おそれがあるということ。

　ミネルバ王女が指し摘てきしたとおり、ブルートのほうは本国に増ぞう援えんを頼たのめない。となると兵力に不足を感じるのも、これまたミネルバが言い当てたとおり。

　ランドール領内におけるブルートの兵力は、ここバン＝シィに詰つめている千人以外に、南西方面に五百の人数が展開している。カノンという街があり、そこを挟はさんでフォーゼの部隊とにらみあっているのだ。そう、ここもまた厄やつ介かいの種はフォーゼだった。ブルートはこの五百を引きあげて自分の隊に加えたいのだが、兵を引けば当然カノンは奪うばわれ、フォーゼの拠きよ点てんとなる。そうなれば、ディラ・ロゴス攻せめに関しても優位に立たれるだろう。

　さらにいえば、カノンは南西の要よう衝しようだ。フォーゼ、ダスケスの国境に近い。ここを取られてしまえば、のちのちダスケスの北上を押おさえつける壁かべになりかねない。ランドール王とダスケス王の地位を同時に窺うかがうブルートにとって面おも白しろい事態でないのは無論のこと。

　ブルートは兵たちに遠えん征せいの準備をさせつつ、一夜考かんがえ抜ぬいた。




　数日後、ギュネイはミネルバ王女に呼ばれて朝食の席をともにしていた。姫ひめの住まいはいまだ離り宮きゆうだ。

　ギュネイは当たり前ながら、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉としての鎧よろい姿だった。食事には向かず、テーブルに並べられたパンやスープは手つかずのまま。ともあれ、ギュネイはここで王女に別れを切り出して、その足でエレィノアに発たとうという心づもりだったのだが、

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どのに、ひとつお話があるのですが」

　王女に機先を制された。『お話』とは、この前の謝礼のことだろうか。

「いえ、わたしはなにもいただかずとも結構。それよりも……」

「兵を率いて、カノンという街にまで赴おもむいていただけませんか？」

「思いがけず長逗とう留りゆうになったので、今日にでも──はい？」

　ギュネイは兜かぶとの下で目を丸くした。

「ですから」王女はいつもどおり、淡あわい笑えみを浮うかべながらいった。「騎き士しどのに、ランドールの兵を率いてカノンへと赴おもむいていただきたいのです」

　──王女によれば、昨日の昼前、王女はいまギュネイがいるのと同じ場所で、ブルートとも会食していたという。

　ブルートは、カノンをフォーゼの部隊が狙ねらっているとしたうえで、

「フォーゼを好きにさせぬため、わが隊も派は遣けんしておりましたが、われらはご存じのとおりディラ・ロゴス攻せめを決行せねばならぬ。カノンにいる隊を合流させたいが、そうなるとカノンは丸まる裸はだかになってしまう。そこでミネルバ王女、あなたに忠実な騎き士しどのに兵を率いてもらって、フォーゼの隊を足止めしてはいただけまいか」

　そう打だ診しんした。

「無論、ランドール軍として動くのではなく、わがダスケス軍の別働隊という形になる。わたしの腹心を同行させ、彼かれらにダスケスの旗を掲かかげさせます」

「その兵を、こちらで集めても構わぬということですか」

「もちろん」

「わたしの名を出して？」

　王女はにこりと微ほほ笑えむ。かつては冷たい人形のようだったのに、ここのところ、妙みように表情が明るく柔やわらかかった。さらに今日の白いドレスは首まわりが広く、熱い血の通う柔やわ肌はだが目にもまぶしい。ブルートはついつい引ひき込こまれそうになるところを自制しながら、

「そ、それはなりませぬ。ランドールの王家が兵を集めているとなれば、諸国に要いらぬ警けい戒かいをさせてしまう。例の〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どの、あの者の名を使えばよい。バン＝シィでもかの騎き士しが街を守ったことは評判になっている。彼かれが義勇兵を募つのっていると宣伝すればいくらかは集まりましょう。そのために金が必要とあればわたしが用立てます」

　ブルートは王女の反応を注意深く観察しながら、揺ゆさぶりを入れるためにもせっついた。

「王女殿でん下か、あまり考えていられる余よ裕ゆうはない。急がねば──」

「承知しました」王女はごくあっさりと首しゆ肯こうした。「未来の国王たるブルート殿でん下かが華はな々ばなしく武ぶ勲くんを飾かざろうというとき、その妻たるわたしは夫の後こう顧こを断ってさしあげるのがせめてものつとめ。さっそく兵を集めて、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉にフォーゼを足止めさせるとしましょう」

「う、うむ」

　あまりに素す直なおだったからか、王子は目を白黒させていた。

　……という顚てん末まつを姫ひめから聞かされて、ギュネイのほうも負けず劣おとらず目を白黒させられた。

「わ、わたしがランドールの兵を率いるのですか？」

　自分がいないところで妙みようななりゆきになったようだが、

（王子を警けい戒かいさせすぎてしまったのか）

　ほかならぬ自分を、王女やバン＝シィから遠ざけるための方便だとも理解した。

　しかし、一時的に追い出すためとはいえ、その警けい戒かいする相手に兵を預けるなどとは、あの王子、よほどの馬ば鹿かか、あるいは肝きもが人一倍据すわっているのか。

　いわずもがな、ランドールに兵を組織させるのは、ブルートにとっても危険な賭かけだ。が、現在バン＝シィ周辺は小勢力が入り乱れているせいで、各都市との連れん絡らく網もうが断たたれている。南西の要よう衝しようたるカノンが孤こ立りつしていることからしてあきらかだ。兵を募つのろうにも首都近辺でせいぜい二、三百が集まるていどだろう、と王子は踏ふんだのではないか。

（とはいえ、まさかおれがランドール兵を率いるなんて話になるとはなあ）

　兜かぶとがなければ頭を搔かきたいところだ。王女は話を進めて、

「わが国の敗戦直後、カノンにはエレィノアが軍を駐ちゆう留りゆうさせていました。この街はダスケス、フォーゼの国境に近いため、当面は別の国がおさめていたほうがよいと判断してのことだったのでしょうが、その理性的な判断もどこへやら、エレィノアはとっととランドールから逃にげ去ってしまいました。引ひき継つぎもなにもなしにです。おかげさまで実に面めん倒どうなことになりました。フォーゼはエレィノアから正式にカノンを委い譲じようされた、などと主張して軍をカノンに進め、それを見過ごせないダスケスも部隊を出して牽けん制せい。この馬ば鹿かげたにらみあいがいまもつづいているのです。おまけに、国土を好きに荒あらしたり、バン＝シィに火をかけたりした連中と異なって、フォーゼ軍は女王の承しよう認にんを得ています。つまりは正式な軍事行動ですから、放っておけば後続が次々と本国からやってきて、カノンを巡めぐってのいくさになる恐おそれとてあります。まあ、いまさら国土が奪うばわれようと、われらにはたいした痛手でもありませんが、『未来の国王』ブルートどのはそう思いますまい。それを逆に利用できはしないか──」

「お、お待ちください」

　思わずギュネイは口を挟はさんだ。うっかりすれば聞きき逃のがしそうなほど、「たいしたことではない」かのようにいった姫ひめの言葉に強い引っかかりを覚えたのだ。

「女王の承しよう認にんした正式な軍事行動？　もしそれが本当なら、軍隊を進めて勝手にカノンの統治権を主張するフォーゼのやり口はただの侵しん略りやくではないですか。ランドールの統治にまつわる諸王の合議に違い反はんしています」

「でありましょうが、いまわたしがそれを抗こう議ぎしたとてなんにもなりません。というより、ランドール王族のわたしは公おおやけには姿を見せられぬ、いわば死者と同じ立場。死者には抗こう議ぎする口もない、といったところです」

　ミネルバは色の薄うすいスープを行ぎよう儀ぎよく啜すすっている。

　頭にこないのか、と口走りかけて、ギュネイはその言葉をなんとか吞のみ込こんだ。まったくの他人、どころかこの国を憎にくんでいたギュネイですら、むかっ腹が立つ思いをしているのだ。まったく、どいつもこいつも目を放しているとなにをしでかすやらわからない。

「……姫ひめはいかがお考えですか？」

「ここで断れば、王子は騎き士しどのの動向をさらに怪あやしんで、ディラ・ロゴス攻ぜめも取りやめるかもしれません。騎き士しどのを怪あやしむということは、わたしをも警けい戒かいするということ。またなにか強きよう硬こう策を取ってくる恐おそれもある。ああ恐おそろしい。あの殿でん下かのこと、今度はどんな手を使って民たみやわたしを苦しめるやら」

　姫ひめは剝むき出しの腕うでを寒そうに撫なでさすった。いかにも恐きよう怖ふしているようだが、要は、

（おまえのせいなのだから、引き受けてくれるのでしょうね？）

　と脅きよう迫はくしているも同然だ。

　確かに、せっかくダスケスをバン＝シィから追い出せそうだったのに、いま王子の警けい戒かい心を煽あおってしまえば、またもとの事態に戻もどりかねない。

　ギュネイは兜かぶとの下で唇くちびるを嚙かんだ。ランドールと戦っていたときが懐なつかしくすら思えた。あのときは『敵』を討うてばよかった。それが強敵だろうと数ではるかに上まわる軍勢だろうと、討うちさえすれば展望が開けた。しかしいまはそうはいかない。そもそも、『敵』とはいったい誰だれであるのか。仮にブルートやフォーゼ軍が『敵』だとしても、それを討うったところで、なんの展望も開けず、ランドールにむしろ災わざわいを招くだけ。

　しばし沈ちん黙もくを挟はさんだのち、

「姫ひめ、しかしながら、わたしに軍を率いた経験はございません」

　そういった。提案を前向きに考えるという意思表示だ。姫ひめは微ほほ笑えんでひとつ頷うなずいた。

「兵を扱あつかうのに慣れた人間をこちらで用意します。無論、ダスケス側には〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どのが筆頭だという風に見せかける必要はありますが」

「どなたかお心当たりが？」

「到とう着ちやくが遅おくれておりますが、ターシャが馴な染じみの兵を介かいして出した檄げき文ぶんに応えて、ひとり、名のある若武者がこちらに向かっております。わたしの名を出して兵を募つのってはならない、と殿でん下かはおっしゃってましたが、まあ、表向きにはわたしの名を伏ふせて、『〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の噂うわさを耳にして、その力になるためやってきた』という体てい裁さいをつくろえばよいだけのこと」

　その武者とやらは、まだ騎き士し見習いの身分だったが、生き残ったランドール武人のなかでは比ひ較かく的てき高貴な家の出であること、そして実戦の経験も十分にあることから、今回の人選になったようだ。

「それに、どうせ指揮権はダスケスの人間が取ろうとするでしょう。騎き士しどのはついていきさえすればよいのです。王子を都から追い出せて、兵まで得られるとなれば一挙両得。どうせならカノンも取ってしまえばよろしい」

　にこやかに姫ひめはいったが、その直後、歯のあいだからちろりと赤い舌先を覗のぞかせた。

「はしゃぎすぎましたか。カノンを取っても、いまのままではダスケスのものになるだけですね」

　少女と王族の顔を共存させるミネルバに、いまだギュネイは慣れることがない。

　姫ひめと相対していると、なぜか、時折り胸のどこかが強くつねられているように錯さつ覚かくするときがある。かすかな朝あさ陽ひが差さし込こむこの食しよく卓たくで、淡あわい光と吹ふけば飛びそうな影かげに縁ふち取どりされた笑え顔がおが、あまりにはかない。

（この子は、この女ひ性とは、この方は）

（野にくだることもせず、滅ほろびかけた、いやとうに滅ほろんでいる国の、王族の座に必死になってしがみつきながら、自分に残された時間と、自分にあるわずかな力で、いったいどれほどの民たみを救えると思っているんだろう。そして、自分自身のことはどう思っているんだろう）

　こうした印象も、ギュネイにはある人物を想起させてやまない。

　王女は話を進めて、

「ブルートどのからお話をうかがった直後から、すでに兵は集めています。ターシャが声をかけて集まったのが百五十ほど。その半数以上はわたしの生存も知っている者たちですが、これもわたしの名は伏ふせておきます。あと、バン＝シィから義勇兵が三百。彼かれらは〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どのがこの街を守ってくれたことに感謝し、『次はカノンを守る』とかの方がおっしゃるならば、と槍やりを取った民たみたちです」

　ギュネイはまたボルテたちの顔を思い出した。今度はランドールの民たみが、怒いかりと義勇に駆かられて槍やりを持つ番だということだ。

　ギュネイはいったん城内にあてがわれた部屋に戻もどった。リーリンが文字どおり尻尾しつぽを振ふって待っていた。荷物は準備万ばん端たんととのえられている。

「ええと、リーリン、いったん人間の姿になって、話を聞いてくれるか。……わあ待って、荷物を咥くわえて外にいこうとしないで」

　人間の姿になったリーリンは膨ふくれっ面つらで、まとめたばかりの荷物の上にふんぞりかえった。

「まだここに留まる理由がちょっとでもあるなんて、あたしには到とう底てい思えませんけどね」

「うん、でもまあ、兵を従えてカノンにいくだけだよ」

「はい？」にこやかにリーリンは尋たずねた。「なんとおっしゃいました？」

　肩かたを狭せばめたギュネイが事情を説明すると、リーリンは「おや、まあ」と叫さけんだ。

「あなたはいったいどなたですか。〈竜りゆう戦士〉さまですよ！　邪じや神しんの国と雄お々おしく戦った六英えい雄ゆうのひとり！　馬ば鹿かですか。愚おろかですか。どあほうですか。どうしてランドールを倒たおした張本人がランドールの兵を率いてランドールを救うんです！」

「い、いや、だって、腹が立つだろ。おれたちが必死に戦って、やっといくさを終わらせたと思ったのに、私利私欲にまみれた連中が大勢の人を苦しめているんだから」

「ギュネイさまは天からの御使いかなにかですか。国同士が武力や知略をつくして領土を奪うばいあうなんてことは、アンバー人が大陸に移り住む前から繰くりかえされてきたことです。ギュネイさまはこれからそういう争いのすべてに介かい入にゆうされるおつもりですか？」

「そういうわけじゃないんだけど、ただ、目の前にやれることがあるのに放っておくのもどうなのかなあ、と」

「声が小さい！」

　などと散々叱しかられたギュネイではあったが、彼かれなりに決意は固く、リーリンもそれを覆くつがえすことはできなかった。いや、「固い決意」などというものがこのときギュネイにあったかどうか。

（ランドールがこうなった原因はおれたちにもある。戦争が終わった時点でもっとこの国に住む民たみのことを考えていれば）

　という悔かい恨こんならば腐くさるほどにあった。その悔かい恨こん、つまりは自責の念に動かされているだけだから、未来への遠大な見とおしがあったというわけではない。

　ただ、ミネルバから今回の打だ診しんがあった際、

（兵を集められる。その金はダスケスが出す。兵と金。……そうか、兵と金か）

　ふとした思いつきがあった。

　翌日。ギュネイは王女の申し出を受け入れることを決めた。

「およばずながら、力になりたいと存じます。姫ひめ、ただし」

「わかっています」王女は闊かつ達たつに笑った。「そなたの剣けんをわたしに捧ささげよ、とはいわない。あくまでこれは高潔な騎き士しの善意によるものだと受け止めている。謝礼も支し払はらいましょう」

　無論、ギュネイは金品で懐ふところを潤うるおしたいわけではないが、ここでそれを固辞しても自分の素す性じようがますます疑われるだけだ。

　ミネルバはギュネイたちの武運を祈いのる言葉を口にした。




「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉がカノンいきを引き受けてくれた」

　と姫ひめから伝えられて、ブルートは胸を撫なでおろした。

　ひとまず、あの化け物を、姫ひめやバン＝シィから遠ざけることはできそうだ。

　ブルート自身も、ディラ・ロゴス攻せめの編成をおこなっていた。とともに、従軍司祭に命じて、この都に新しい修道院をつくる計画を進めさせることにした。邪じや教きように蔓まん延えんされた都市に、まずダスケスが率そつ先せんして正しき布教の拠きよ点てんをつくることで、のちのちランドールを正式に併へい合ごうする際、教会組織の理解を得たい考えだ。

　三日後、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉率いる五百近い軍勢がバン＝シィを発たった。無論、なかには王子が監かん視し役につけた部下と、彼かれに従うダスケス兵十数名の姿もある。

　ブルートは、出立する軍勢を見送りながら苦く笑しようせざるを得なかった。

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の名のもとに五百前後の男たちが集ったのだが、兵士としての経験がありそうな者はその三分の一もなさそうだった。ほとんどが食いっぱぐれた百ひやく姓しようや商人たち。暮らしに困こん窮きゆうするあまり、盗とう賊ぞくに身を貶おとしめていたような連中まで混ざっている。

　彼かれらの給料はもちろん、馬や武具も、王子が用意した軍資金から調達せねばならなかった。とはいっても、その大半はもともとランドールの王庫に眠ねむっていた金だ。

（あんな連中のためになんとももったいない）

　嘆なげかわしい思いがする。ブルートにはしかし別の狙ねらいがあった。

　彼かれは、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に同行させる兵たちを、前夜、こっそり自室に呼びつけていた。

「くどいようだが、逐ちく一いち、おれに報告するように。おまえたちからの定期連れん絡らくが一度でも途と絶だえたそのときには、異変が起こったとみなし、おれはディラ・ロゴスから手早く兵を引かねばならん。もしそれがなんらかの手て抜ぬかりや誤りであった場合は、わかるな。おまえらは未来の国王から冠かんむりを奪うばった罪を背負うこととなるのだ」

　脅おどしも交えて命じたが、それは以前から徹てつ底ていさせていたことだ。王子はその夜、新たな命令を加えた。

「よいか。フォーゼの隊と相対したあと、隙すきがあるようなら、夜営の際に寝ね込こみを襲おそってあの騎き士しを殺してしまえ」

　と。

「フォーゼの夜よ討うちがあったように見せかけるのだ。もしそれが成功したならいったん隊を引きあげよ。こちらの策略で、味方内に動どう揺ようがあったのでは元も子もないのでな」

　そう、ブルートは王女に対してはカノンに執しゆう着ちやくしているように見せかけていたが、本当の狙ねらいは〈黒こく狼ろうの騎き士し〉暗殺にあった。あの晩、王子は考かんがえ抜ぬいた末に、姫ひめのそばに化け物じみた騎き士しをひそませているよりはカノンを他国にくれてやるほうがまだしもだ、という結論を得ていたのだった。

「寄せ集めでフォーゼに勝てるとは最初から思っておらん。まったくの囮おとりだよ。フォーゼの目を彼かれらにひきつけている隙すきにカノンにいる隊をおれたちと合流させる。この時間さえ稼かせげればいい。そのうえであの騎き士しを殺せ。その間、おれたちは全兵力をもってディラ・ロゴスを攻こう略りやくする。フォーゼがのこのこやってきたところで、すでに山の頂上にはダスケスの旗がたなびき、聖火台もおれの手のなかよ」

（ひとまず浮うかれさせてやるぞ、フォーゼの青白い顔をした女王め。あの騎き士しがいなくなり、ディラ・ロゴスの邪じや教きよう徒どもを一いつ掃そうしさえすれば、この国はおれのものだ。そのあとで国を守る大義を得て、ダスケスとランドールの混合軍でカノンを奪うばいかえしてやる）

　輝かがやかしい未来図を想像して、それこそ『悦えつに入いっていた』ブルートだったが、その策略家たる王子にしても思わぬことが起こった。

　十日もしないうち、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の隊が、バン＝シィに引きあげてきた。あれほどきつく言いつけておいた定期連れん絡らくもないままにだ。バン＝シィからカノンまで七日はかかるはずで、当然、これほど早い帰き還かんはあり得ない。馬ば鹿かめ、とブルートは胸中で罵ののしった。

（おれの兵は血気盛さかんな奴やつばかりだ。いいつけられたことを早く実行せねば、と焦あせって、カノンに辿たどり着つく前に騎き士しを殺してしまったな）

　のちのち情報を操作するのが面めん倒どうになる。舌打ち交じりに隊を迎むかえに赴おもむいた王子は、しかし、隊の先頭に〈黒こく狼ろうの騎き士し〉その人がいるのに仰ぎよう天てんした。

　すぐさま直属の隊長を呼びつけて、「どういうことだ」と詰つめ寄よると、その隊長は驚おどろきと当とう惑わくの表情を浮うかべた。

「カノンにいく前にバン＝シィ周辺を掃そう除じせよ、と殿でん下かがご命令されたのでは？」

「掃そう除じだと？　貴様、いったいなにをいっているのだ」

　詳くわしく聞いてみると、バン＝シィを発たった一隊は、カノンのある南西を一路目指すのではなく、まずは周辺の村々を巡めぐり歩いたのだという。いわゆる治安維い持じ活動だ。村が山さん賊ぞくに悩なやまされていればこの巣を見つけ出して成敗し、『代官』のたぐいを名乗って勝手に税の徴ちよう収しゆうなどをしていた傭よう兵へい集団がいれば、そのことごとくを矢と槍やりで追い立てた。

　治安を守るばかりでない。住民の暮らしが貧ひん窮きゆうしていれば食しよく糧りようの援えん助じよをおこない、また壊こわれた納な屋やや水路があれば資金を出して、なおかつ工事をも手伝った。これらの費用はすべてブルートから提供された軍資金から出している。

「なぜこのようなことをせねばならぬ？」当然、隊長もこのとき〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に喰くってかかった。「一刻も早くカノンにいかねばならぬというのに」

「カノンに一刻も早く急がねば、とおっしゃったか。まさしくそのためだ」

　騎き士しは冷静そのものの口調で応対した。

「街かい道どうを整備し、周囲の治安を保たねば、われらの隊とていつ横あいや背後から襲しゆう撃げきを受けるかわかったものではない。その都度足止めを受けていたのでは、それこそカノンへの到とう着ちやくが大おお幅はばに遅おくれてしまうぞ。それと」

「そ、それと？」

「貴公らはカノンへの道ゆきで、殿でん下かに三日とおかず連れん絡らくするよう申しつけられているのだろう。そのためでもある。こちらの隊からバン＝シィへ、もしくはディラ・ロゴスへ連れん絡らくの早馬を出そうにも、この早馬が賊ぞくに襲おそわれてしまえば、連れん絡らくが遅おくれるどころではない。情報が断たたれるか、最悪、敵側に洩もれる恐おそれがある。早馬の中ちゆう継けい点を設けて、迅じん速そくかつ安全に情報をやり取りするためにも、やはり都周辺の賊ぞく徒とをあらかた片づけてしまう必要がある」

　もともと弁の立たないダスケス人隊長は「はあ」と丸まるめ込こまれた。おまけに、

「殿でん下かならば当然、このようなことはとうにおわかりになっている」

　と王子が了りよう承しようしてのこととほのめかされれば、「なるほど、さすがに殿でん下か。先のことを見み越こしておられる」と納なつ得とくして、結果、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉のいいなりのままにバン＝シィ周辺に点在する村々を渡わたり歩あるいて、ならず者の成敗や、修復工事などに汗あせを流した。

（あ、あの男め）

　王子は怒いかりのあまり立ちくらみを起こしそうになった。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の言い分がいちいちもっともなのが腹立たしいが、

（それがどうしても必要なら、都を発たつ前にでも、おれに話を持ちかければよかったではないか。〈黒こく狼ろう〉とやらめ、おれの金をまんまとランドール復興などに使いおって）

　ブルートはその日にでも、騎き士し当人を呼びつけて叱しかり飛とばそうとしたが、騎き士しからは、

「無礼ながら時間に追われる身。ここで装備と兵ひよう糧ろうをととのえたのち出立する」

　使者を介かいしたその返事があったきり。理由が「殿でん下かのご要望どおり、すぐにカノンへいかねばならぬので」というのがまた腹が立つ。いったいどの口で「すぐに」などというのか。

　さて、その〈黒こく狼ろうの騎き士し〉──すなわちギュネイは、ダスケス王子の呼びかけなどどこ吹ふく風で、のんびりと部屋で装備の点検に当たっていた。

「ブルートさま、相当荒あれていたようですよ」

　リーリンが洗せん濯たくしたばかりのマントや衣類を畳たたみながらいった。ちなみに彼かの女じよは騎き士しに仕える小こ姓しようの振ふりをして、ギュネイと同じ部屋に寝ね泊とまりしていた。表向きは『人犬』であることは無論、女であることさえ隠かくしている。秘密の多いコンビなのだった。

「構わない。こっちでやったことはきちんと名分が立つものだ。王子もわかっているから、おれに直接怒ど鳴なり込こんでくるような真ま似ねはしないよ」

　ギュネイは磨みがいていたランドール製の剣けんを面前に掲かかげた。ブルートが想像したとおり、彼かれは、ダスケス王子が兵を組織させるのを容よう認にんし、軍資金をも出したのをいいことに、それを利用して周囲の村々を救うことを目論もくろんだのだ。

「まずはランドール国民に、明日も明後日あさつても仕事ができるのだということを実感させることが大事。治安が守られてこそ、人は畑を耕して、家か畜ちくを増やそうという意欲を持てるんだ。戦後にはこういった手当てが欠かせない。なにせ戦時中は奪うばわれるだけ奪うばわれた人々だから。彼かれらの生活を再建できれば、やがては彼かれらの働きが王城に還かん元げんされる」

「ケイオロスさまの受け売りですか」

　リーリンはやや意地の悪い声を出したが、「そう」とギュネイは率そつ直ちよくに認めた。

「だけど、おれ自身が実感していることでもあるんだよ。おれだって小さな村に住む大工の子供だった。戦争に巻まき込こまれたら、おれたちも陣じん営えい設置に徴ちよう用ようされたし、家か畜ちくは強ごう引いんに小金で買いあげられた。おまけに敵が間近に迫せまれば、敵の手に渡わたらないようにと作物が焼かれてしまうことだってある。『やってらんねえよ』ってところさ。特に若者はこうした状じよう況きようが長引けば賊ぞく徒とに身をおとしめやすい」

「聞くところによると、ギュネイさまご自身もそうだったとか」

「傭よう兵へい団に入ったつもりだったんだ。ところがそいつらだって食いっぱぐれてたから、実態は山さん賊ぞくと変わらなかった」

　リーリンはこのごろ癖くせになっているため息をついた。ギュネイの話がつまらないのではない。こうしたよもやま話を、ザッハに帰る旅の途と上じようで聞かされていればさぞ楽しかったろうに、という心境だ。

「ギュネイさまが立派なことをなさっているのは理解できます。でももう十分ですよ。このままランドールの将としてフォーゼ軍と戦うおつもりですか？」

「王子を安心させるため、表向きカノンにいこうってだけさ。フォーゼ軍と直接戦おうなんて思っちゃいない。義勇兵はいくさ未経験の人間ばかりだし、正規兵のほうも、もともとの所属がばらばらの、こっちだって寄せ集めだ。部隊を指揮した経験のある人間だっていない」

　つとめて笑え顔がおでそう説明したのだが、リーリンは辛しん辣らつな言葉を用意していた。

「その大半を、ギュネイさまが斬きって捨ててしまわれましたからね」

　水差しを口につけていたギュネイは激しく咳せき込こんだ。

　ちなみにギュネイ自身にも兵を指揮する経験はほとんどなかったから、この三日のあいだ、部隊を適当に小さくわけつつ自分を中心に突とつ撃げきするだけの簡単な作戦を取っていた。山さん賊ぞくや無法者相手ならそれでも事足りたが、フォーゼ軍には通用しまい。

　ギュネイがわざわざダスケス陣じん営えいに警けい戒かいされる危険を冒おかしてまで、『掃そう除じ』に当たっていたのは、それがいまの自分にできる最低限のことだったのと、バン＝シィに向かっているという名の知れた若武者の到とう着ちやくを待つためだ。

「そいつがランドール兵を指揮してくれるんなら、おれも用済みだ。カノンに着いて、一日か二日様子を見たらすぐ国外に出るつもりだよ。みんなと合流して、今後のことを考えよう」

「ギュネイさま、ひとつお尋ねしますが、「ひょっとして、帰られたくないのではないですか」

「とは、どうして」

「ザッハの村で再会したとき、ギュネイさまは楽しくなさそうでした。あの冒ぼう険けんの日々を懐なつかしがっておられるような。それなら」

「戦たたかいだって、おれは楽しいなんて思ったことは一度もないよ」

　ギュネイはつとめて怖こわい声を出した。それがリーリンの口を閉ざさせたのだが、ギュネイ自身はというと、感情的になってしまった自分自身に不信を抱いだく結果となった。

　バン＝シィに帰き還かんした翌々日。ようやく指揮官が到とう着ちやくしたという知らせが入ったので、王女の呼びかけに応じて離り宮きゆうへ赴おもむいた。さて、どのような人物があらわれるものやら、と思っていたギュネイは、離り宮きゆうに姿を見せた武人が王女へ一礼した瞬しゆん間かん、

（げっ）

　とおかしな声を出しそうになった。確かに若い。ギュネイとほぼ同年代だ。さらさらと女性じみた白金色の髪かみに、鋭するどい目、高い鼻筋、引きしまった口もと。

「クルス・アイン」と王女は若者をギュネイに紹しよう介かいした。「〈不死将軍〉ゼオの右みぎ腕うでだった男です。諸王の軍勢と刃やいばを交えること数度。騎き士し見習いとはいえ、その武ぶ勲くんは、ゼオに次いで凄すさまじかったと聞きおよんでおります」

「そのような。わたしなど、将軍に比ぶるまでもない若じやく輩はい者であります」

　端たん正せいな顔立ちの若者は謙けん遜そんしきった。王女はいつもの微び笑しようを浮うかべている。

「不死騎き士し団の生き残りたちは現在、西の外れの国境に砦とりでを築いて、自治権を主張しておりますが、クルスは、彼かれらから離り反はんしてでも、わたしの呼びかけに応じて馳はせ参さんじてくれた忠義者でもあります。頼たよりにしておりますよ」

「はっ」クルスは身を折ったあと、ギュネイに目を向けた。「ほう。あなたが、ゼオ将軍の再来と呼ばれているお方でありますか」

　きらりと切れ味の鋭するどそうな眼まな差ざしは、ランドール武人に共通しているものだろうか。どことはなしにあの女刺し客かくディドーのものに似ている。

　このクルスという若者をギュネイは知っていた。知っていた、どころか、なにせゼオ率いる不死騎き士し団とは何度も戦ったことがある。名前こそ初耳だったが、常にゼオの傍かたわらで馬を走らせていた強敵の存在を覚えていないはずがない。

「騎き士しどの？」

　ギュネイがずっと黙だまっていたので、王女が不ふ審しんそうに声をかけた。「う、うむ」とギュネイは頷うなずきつつも、いつもより意識して声こわ音ねを低めた。兜かぶとの下では、雨に濡ぬれたように冷ひや汗あせを搔かいている。無論、相手も〈竜りゆう戦士〉を覚えているだろう。いないはずがない。ゼオを斃たおし、不死騎き士し団を壊かい走そうせしめたのはほかならないギュネイなのだ。と、

（ふふん）

　このときクルスはあらかさまに〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を軽かろんじる表情を浮うかべた。

（都を救った噂うわさの騎き士しさまとやら、どのような者かと思えば、不死騎き士し団の名前を聞いて震ふるえあがっているではないか。どうせ、多少の腕うで前まえを、鎧よろい兜かぶとで正体を隠かくすことで高く売りつけているような輩やからだろう）

　といった内心の思いがありありと顔に出ている。そういう意味でも確かに『若い』。

「いくさばでごいっしょするのが楽しみでありますな」

　口に出してはそういい、慇いん懃ぎんな態度を貫つらぬきとおした。声ひとつで正体がばれるのではないかと危き惧ぐしているギュネイは、「お、おう」としかいえない。また厄やつ介かい事が増えた気がしないでもなかった。
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　　　　　　　４




　数日後、ブルートは諸もろ々もろの不ふ愉ゆ快かいな思いを抱いだきつつも、

「昨今、バン＝シィに狼ろう藉ぜき者の集団が攻せめ入いり、われわれも雄お々おしく撃げき退たいをつづけていたが、それがディラ・ロゴス山に篭こもる狂きよう信しん者どもの仕業と判明した。これよりわがダスケスは、バン＝シィ住民の命と財産を守るため、また邪じや神しん崇すう拝はいの根を絶つべく、これを討とう伐ばつする」

　と宣言したのち、軍を率いつつランドール王都を発たった。

　そのさらに翌日には、別働隊がバン＝シィ市街地の門を西に抜ぬけた。

　ダスケスの旗を掲かかげてはいるが、こちらはクルスとギュネイのいる隊だ。兵は主にランドール人から構成されている。クルスが元正規兵を、ギュネイが義勇兵を預かる格好だった。

　行軍の途と中ちゆう、クルスの傍かたわらに位置して馬を進めるギュネイの姿に、好こう奇きの視線が集中した。元正規兵の面々も、またほかならぬ〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の召しよう集しゆうに応じて集まった義勇兵たちもひそひそ声を交かわす。なにしろ陽ひ射ざしが照りつける昼日中だろうが、日にち没ぼつ後、多くの兵が軍装を解いて眠ねむる時分だろうが、常に鎧よろい兜かぶとで全身を覆おおっているのだから、注目を集めて当たり前だ。

　不信の声も当然あがったが、その都度、訳知り顔の人間が鼻の穴を広げながらいうのだ。

「なんだおまえ、知らないのか。ランドールに舞まい降おりた救世主さまのことを」

　他人の武勇伝を語るとき、人はなぜか自分も英えい雄ゆうになったような気分になる。聞く人に、より驚おどろいてほしいとの心理も働く。話に尾おひれがつくのはこういったときだろう。

「バン＝シィの都を狙ねらった不届き者どもをたったおひとりで退治してしまわれた御ご仁じんだ」

「それ以前も、各地で狼ろう藉ぜき者を退治してまわっていたというぞ。剣けんさばきは黒いつむじ風のようだという。ひと振ふりで百人の頭を撥はねあげたのを見た奴やつがいるんだ」

「それほどのつわものが、なぜいまごろランドールに？」

「いや、それが、誰だれもあの御ご仁じんの正体を知らないのさ。飯を食うときはもちろん、女を抱だくときだって兜かぶとを外さないらしいからな」

「ここだけの話にしておいてくれよ。実はな、エレィノア軍と戦って戦死されたというアルウィン殿でん下か……そう、第一王子が実は生きのびておられたらしい。素す性じようを隠かくして城下で過ごされていたのだが、今回、都の苦難を見過ごしておけず、ついに剣けんを取られたのだとか」

「いや、おれはあの御ご仁じんの正体は〈不死将軍〉ゼオさまだとうかがった。〈邪じや竜りゆう〉ギュネイの卑ひ劣れつな剣けんで斃たおされたと聞いていたが、そこは〈不死〉の二つ名を冠かんするお方。天上の神に魂たましいを救われて、ふたたびこの世に舞まい戻もどったのだとか」

「無む駄だ口ぐちを叩たたくな」とこのとき声を鋭するどくさせたのはクルスだ。「騎き士しどのは都を救われた旅のお方であられる。それで十分ではないか。噂うわさなどは気にするな。その腕うで前まえも、必ずや次のいくさばでご披ひ露ろうしていただけるだろうしな」

　皆みな静まりかえった。クルスの所属していた不死騎き士し団は、ランドール国内においても、その名を聞いただけで子供が震ふるえあがる、というほどの存在感をもって知られている。いくら若かろうとも、そんな理由だけでクルスを軽かろんじるような兵はいなかった。

　そのクルスを先頭に、一路カノンへ、と街かい道どうを急ぐ一隊であったが、現在のランドールは多数の勢力が入り乱れて混こん沌とんとしている。なんの障害もなしに辿たどり着つけるとはギュネイも思っていなかった。

　まず、街かい道どう筋の川にかかった橋に、とある武装勢力が──おそらく他国から流れてきたと見える傭よう兵へい団──が勝手に関所をもうけて、通る者から通行税を徴ちよう収しゆうしていた。戦後のどさくさにまぎれて空白地を支配したがるならず者の慣習どおり、勢力の長は『王』を自じ称しようしている。

　ギュネイは街かい道どうを北へ迂う回かいしたほうがいい、と判断した。都周辺を『掃そう除じ』していたときとは事情が異なる。傭よう兵へいたちの武装の質は山さん賊ぞくたちとはわけがちがっていたし、数もこちらに匹ひつ敵てきする。が、クルスは馬上で、

「わが国の領土内で『王』を名乗るか、不届き者め」

　とせせら笑うなり、一応は名目上の指揮官であるはずのダスケス人の許しも得ず、いきなり「突とつ撃げき」の触ふれを発した。

　味方はもちろん、橋を守っていた傭よう兵へいたちは当然ながら驚おどろき、槍やりを立てかけて迎げい撃げきに当たったが、クルスの突とつ撃げきは奇き襲しゆうに近い。急ごしらえの関所は半時間も経たたずに陥かん落らくした。

「馬ば鹿かめ、土地を支配したなら、絶えず四方へ警けい戒かいを配っておくのが当たり前だろう。それを怠おこたって、わたしたちを接近させた時点で『王』の名折れよ」

　クルスは馬上で叫さけんだ。戦せん闘とうのさなかのことだ。誰だれに聞かせているつもりかはわからないが、妙みように芝しば居いじみている。かっこいい、とギュネイは思った。と同時に、

（こいつ、変わらないなあ）

　とも思った。敵として相対していたときからこういう男だった。血気さかんで、芝しば居いの主人公じみていて、なおかつ性しよう根ねがまっすぐだ。あまりに思考がわかりやすいので、ギュネイもそれを利用して不死騎き士し団を罠わなにかけたこともあった。

　敵としては利用しがいがあったが、味方となると懸け念ねんを抱いだかずにはいられない。しかしいまは口出しせずにおいた。あまり彼かれと争いたくない、というか多少の会話すら危険だからだ。

　関所を陥かん落らくさせたのち、一隊は息つく間とてなく、川を挟はさんで西側に根城を築いていた『王』の居場所に攻せめ込こんだ。クルス自ら先せん陣じんを切った。不死騎き士し団の象しよう徴ちようともいえる、髑どく髏ろを模した型の甲かつ冑ちゆうに身を包み、長槍やりをかい込こんで突とつ撃げき。

「いくぞ、皆みなの者。世にランドール武人の勲いさおしを示すのだ！」

　部下を奮い立たせた直後、彼かれは高らかな歌声を奏かなでた。これも不死騎き士し団特有の、信しん仰こうと戦いの歌声だ。するとクルス・アインの甲かつ冑ちゆうが淡あわく発光をはじめた。ガイフレイムのように鎧よろいに魔ま力りよくが宿っているのではない、これはクルス自らが発している魔ま法ほうの──彼かれらは僧そう侶りよたちと同じく信しん仰こう心ゆえに与あたえられた『奇き跡せきの力』という──ものだ。

「ふ、不死騎き士し団だ」

　光ひかり輝かがやく騎き馬ば武者を目にしただけで、『王』の兵たちは尻しり込ごみした。クルスのいくところ、澄すんだ歌声が奏かなでられた。とともに血が柱のように次々立ちのぼっては、薙なぎ倒たおされた、あるいは怯おびえきった敵の群れが左右に割れた。

　多数の兵が詰つめていた根城をたった一夜で落とせたのは、まちがいなく彼かれの武ぶ勲くんが大きい。一方のギュネイにはそのとき目立った功績はなかった。

（どうだ）

　とばかり、クルスは武ぶ勲くんを誇ほこった。大体、顔も明かせない男が、ゼオ将軍の再来だとか、あるいはゼオ将軍その人なのではないかと噂うわさされているのが、彼かれには腹立たしくてならなかった。クルスは不死騎き士し団団長を敬愛していた。団長の一挙手一投足が、クルスの騎き士しとしての規き範はんだった。ゼオ亡なきいま、ランドール騎き士しとしての規き範はんとなるべきは自分だ、と意い気き込ごんでいる。

　この根城で一夜を明かしたのち、ふたたび進軍。

　カノンにいたる道のりで、こうした衝しよう突とつがあと三回あった。うち二回は避さけようと思えば避さけられた。ダスケス人指揮官も、

「ここで時間を取られるわけにはいかない。カノンをフォーゼの手から守るという目的を忘れては困る。迂う回かいして先を急ぐべきだ」

　と主張したのだが、クルスが首を縦には振ふらなかった。

「素すどおりすれば部隊の背後を脅おびやかされかねない。ダスケス軍が引きあげる道をつくるためにも、ここは片づけておいたほうがよろしい」

　などと、以前のギュネイと似たようなことをいう。

　戦いの中心にいたのは常にクルス。強い、とギュネイは改めて思った。剣けんや馬の扱あつかいだけなら、いままで見てきた武人のなかでも十指に入るほど。兵を率いるのにも慣れている。これを見て取った時点で、ギュネイは自分を律することに決めた。この連戦のなか、あえて目立たないようにしていたのだ。先せん陣じんを切る役目は終始クルスに譲ゆずってきたし、ギュネイ自身は後ご詰づめの役目を率そつ先せんして引き受けた。手て柄がらをあげられるはずもない。

「まず、〈竜りゆう戦士〉だとは万が一にもばれちゃいけない。それに、ランドールを開放するのは、やはりランドール人でなければならない。そうであるからこそ、民衆も復興に向けて意欲を燃やすことができる──」

　ギュネイはリーリンにそう説明していた。本意だし、まちがっていないとも思える。すべては順調だ。それなのに、ギュネイはここのところ苛いら立だちを募つのらせている。クルスにますます舐なめられるようになったから、ではない。目立たないようにするということは、全力で戦わないということ、討うち取とれるはずの敵を討うたないということだ。しかるにそれは、救えるはずの味方を救わない、ということにもつながる。

　いかにクルスが強く、連戦連勝を飾かざっているとはいっても、こちらの損害がまったくの無ということはない。当然、ギュネイが本気で戦っていれば、いまより味方の犠ぎ牲せいを抑おさえられたはずなのだ。

（そうか。そういうことかよ、〈賢けん者じや〉）

　兜かぶとの下で渋じゆう面めんを刻みながら、ギュネイは苦い思いをしていた。ザッハの酒場で、〈賢けん者じや〉ケイオロスはいっていた。

「いずれわかる。おまえほどの男が『剣けんを取らない』というのがどれほど苦痛をともなうものなのか。いずれ選せん択たくも迫せまられよう。その選せん択たくをしている自分自身を呪のろうことになるだろうさ」

　自分ならば救えるはずの命をあえて救わない。要は、見殺しにするのと同じだ。目的があってのこととはいえ、王族でも騎き士しでも聖職者でもない、つまるところ、大きな責任や血筋や、信しん仰こうにおける秩ちつ序じよといった、拠よるべき視点を自分のもの以外にほとんど持ちあわせていない男にこれは堪こたえる。

　毎日が命いのち懸がけだった邪じや神しん軍との戦いの日々にだってついぞ感じなかった痛みを覚えつつ、

（そろそろか）

　とギュネイとて一応は冷静に判断していた。

　この隊に同行してきたのは、あくまでもブルートをいたずらに刺し激げきしないためだ。戦うためなどではないし、部隊はクルスを中心にしてまとまりつつある。自分が隊を去っても大だい丈じよう夫ぶだろう──、と思っていたちょうどそのとき。

　先行させていた物見からよくない知らせが入った。

　カノンの街や城のあちこちに、すでにフォーゼの軍旗、国旗が翻ひるがえっているという。では、この拠きよ点てんを巡めぐってフォーゼ側とにらみあっていたはずのダスケス陣じん営えいはどうしたかというと、すでに陣じんを引ひき払はらったあとらしい。

「どういうことだ！」

　さっそくクルスがダスケス人指揮官に嚙かみついた。陣じんを引くにしても、それは当然こちらの到とう着ちやくを待ってからの予定だったはずだ。

「もしかすると、情報が洩もれたのかもしれん」

　ダスケス人は苦い顔をして不ふ手て際ぎわを認めた。

　こちらの進軍が遅おくれているのに焦じれた彼かれは、クルスに無断で早馬をカノンの陣じんに走らせて、

「われわれが着いた直後、貴き殿でんらは即そつ刻こくディラ・ロゴス攻せめに加わっていただきたい。そのための準備を済ませておいてほしいのだ」

　とあらかじめ王子の命令を伝えていた。交代が少しでも速すみやかにおこなえるようにという彼かれなりの配はい慮りよだったのだが、後続がすぐさま来る、と考えたダスケス陣じん営えいは準備を性急におこなってしまい、この動きがどうやらフォーゼ側に伝わってしまった。

「連中、すでに引ひき払はらう準備をしているぞ。気が変わらないうちにカノンを取ってしまえ」

　とばかりに、いままで座して動かなかったのが噓うそのような迅じん速そくさで兵を進めた。

　ダスケス側はあわてふためいたろう。もはやいつ来るかわからぬ後続を待つどころではない。彼かれらにはこののち王子の隊と合流してディラ・ロゴスを攻せめるという任務がある。兵をいたずらに失うわけにはいかず、

「ここでまごついていては、われらも襲しゆう撃げきを受けてしまう。ええい、いますぐディラ・ロゴスへ向かうぞ。カノンのことは後続に任せた。責めを負うべきはこいつらなのだからな」

　おそらくはそのような経けい緯いがあって、ダスケスはいち早く陣じんを引いたと思われる。

「ダスケスの大馬ば鹿かめ！　貴様らのせいでみすみすカノンを取られてしまったではないか」

　クルスが若さを露ろ骨こつに出して罵ののしれば、

「誰だれが馬ば鹿かだ、ランドールの若わか僧ぞうめが」ダスケス人指揮官も感情的になる。「もとはといえば、貴様が進軍を遅おくらせたのが原因だろうが。こちらは先を急ぐべきだと何度もいったのに！」

「だからダスケス人は馬ば鹿か揃ぞろいだと笑われるのだ。こちらが慎しん重ちように隊を進めてきた配はい慮りよもわからず、なにもかもを無む駄だにしてくれたな」

　無む駄だというならこの言い争い自体が相当に時間の無む駄だだ。ダスケス人指揮官はかぶりを振ふって、

「ともかく、ディラ・ロゴス陥かん落らくまでフォーゼを足止めする、という任務はもはや遂すい行こう不能だ。われらもいったん退くべきだろう」

「ダスケス人が勝手なことを抜ぬかすな。カノンを奪うばわれたままにしておけば、フォーゼはまちがいなくそこを国境線に定めてしまうぞ」

　ギュネイは無言で二人のやり取りを耳にしていた。前にも述べたとおり、フォーゼは自分たちの野心を隠かくそうとはしていない。ということは、おおっぴらに後こう援えんを送ってくる恐おそれがある、と王女もいっていた。クルスの危き惧ぐもまちがいではない。

「わたしはいく」クルスは若い顔に激情を燃え立たせながら宣告した。「他人の領地でわがもの顔をしている連中に、ランドール騎き士しは滅ほろんでなどいないということを見せつけてやるのだ」

　ここのところ連戦連勝だったせいか、クルスを中心とした兵の士気は高い。ランドール人の主だった隊長連中も「おう」と声を揃そろえた。

（馬ば鹿かか、こいつら）

　ダスケス人指揮官の顔にそんな表情が浮うかぶ。カノンがフォーゼの手にわたってしまった以上、事を構えるとなるとこちらは攻こう城じよう戦を挑いどまなくてはならなくなる。それには物資も兵数も不足していた。クルス個人がいくら強かろうと、勝算などあるわけがない。

（いまだ邪じや神しんに頭を乗っ取られているのだろう。狂きよう信しん者につきあいきれるか。おれは帰る）

　そういいたいところだったが、ブルート王子に命じられているのはあくまで〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の監かん視し、そして暗殺だ。その〈黒こく狼ろう〉はここのところ目立った武ぶ勲くんもなく、まったくもって大人しいのだから、余計に頭がこんがらがる。

（殿でん下かは買いかぶりすぎたのではないか。人知れず殺すべきなのは、〈黒こく狼ろう〉よりもこのクルスという若わか僧ぞうのほうだろう）

　様々な思おも惑わくがゆき交かうなか、西進した部隊は、荒あれ果はてた牧草地を踏ふみ越こえて、目的地であるカノンを目前にした。

　なだらか丘おかに沿って家々の屋根が連なり、頂上部にそれなりの規模の城がある。なるほど、尖せん塔とう部分にはフォーゼの国旗が高く翻ひるがえっていた。この時点で、クルスらにできることなどほとんどない。抗こう議ぎの使者を出すくらいがせいぜいだろうか。

　城を遠目にしているギュネイも、しばらく事態が膠こう着ちやくするだろうと踏ふんだ。自国の旗を掲かかげているダスケス人指揮官がフォーゼとのいくさを容よう認にんするはずがなく、フォーゼもわざわざ門もん扉ぴを開いて打って出ようとは思うまい。

（ここでにらみあいが再開されてくれれば、時間を稼かせげる。兵にも被ひ害がいは出ない。ここでランドールを離はなれるとしよう。でも無言で立ち去ったら、ダスケス王子に『王女からの密命を受けて、隊とは別の動きをする気だ』なんて余計な詮せん索さくをされかねないから、いっそ討うち死じにしたことにしようか。でも死ぬ芝しば居いなんてやったことないなあ）

　あれこれと頭を悩なやませているうちに、クルスが馬を並べてきた。

「騎き士しどの、少しよろしいかな」

　クルス・アインはいまや部隊の中心だ。お飾かざりの指揮官や、いっとき国中を噂うわさとなって駆かけ巡めぐった〈黒こく狼ろうの騎き士し〉など、もはや兵たちは目もくれない。それほどの活かつ躍やくを見せた。

「う、うむ」

　ギュネイは相変わらずクルスに対しては言葉少なだ。クルスはふっと微ほほ笑えんだ。

「そう肩かた肘ひじを張らずともよろしい。いざ事が起こった場合、あなた率いる義勇兵の隊はいつもどおり搦からめ手てから敵を攪かく乱らんしていただきさえすればよいのです。わたしが前面の敵すべてを引き受けますれば」

「た、戦うつもりでいらっしゃるか？」

「ははは、あくまで、事が起こった場合の話です。騎き士したるもの、常に戦いの気構えは持っておかなければ。そうでありましょう？」

　クルスは晴れやかにいう。実力の差を見せつけることができたためか、ギュネイに対する態度も和やわらいでいた。要は、ギュネイを露ろ骨こつに見くびっているということでもある。

「そ、そのとおりであるな。まこと、貴公のいうとおり──」

　ギュネイは軽く礼をして、クルスのもとを去ろうとしたが、彼かれが馬上で眺ながめていた紙切れにふと目をやった。城の地図かと思いきや、淡あわい赤色が目を引く。どうやら押おし花ばなのようだ。クルスはギュネイが見ていることに気づいて、

「ああ、これですか」とそれを広げて見せた。「過日──、エレノィアを中心とした蛮ばん人じんどもが領内に攻せめ込こんできたとき、わたしたち不死騎き士し団はそれを迎むかえ撃うつため、真っ先に進発したのです。その途と中ちゆうにある街でわれわれは民たみの大歓かん迎げいを受けました。もちろん長居はできませんでしたが、去り際、街の少女がわたしに花を贈おくってくれました。『悪い人たちをやっつけてね』とわたしに笑え顔がおを見せて。わたしは『もちろんだとも』と応じました。しかし」

　クルスの、いつもは切れ味の鋭するどそうな眼まな差ざしが、雨に濡ぬれたような愁うれいを帯びた。

「われわれの隊は、その先で卑ひ劣れつにも敵の待まち伏ぶせを受けたのです」

　ギュネイは馬上で居い心ごこ地ちが悪そうに身じろぎをした。押おし花ばなになど気を取られず去っておけばよかった。このあとの話はたやすく想像がついた。なにしろ彼かれらを罠わなにかけた当事者だ。

「不死騎き士し団の団長であり象しよう徴ちようであり、その二つ名どおり『不死』であられたはずのゼオ将軍さえもが討うち取とられた。いうまでもない、〈邪じや竜りゆう〉ギュネイの手にかかったのです。ギュネイなど、それまで二度ほど戦ったが、まったくゼオ将軍の相手にならなかった。だというのに、いくら待まち伏ぶせをかけていたからといって、三度目であの将軍が討うち取とられることなどあろうか。わたしは別働隊を率いていたために勝負を目もく撃げきすることはかなわなかったが、ギュネイのことだ、きっと想像するだに忌いまわしいほどの卑ひ怯きよう千万な手を用いたに決まっている！」

　憂うれいは怒いかりと姿を変えて、ギュネイをよろめかせんばかりになった。

「将軍を失ったわれわれは撤てつ退たいする以外に方法がなかった。騎き士し団は事実上壊かい滅めつ。そして……あとで聞いたのです。われわれが出しゆつ陣じん途と中ちゆうに立ち寄った街も、敵軍の手で焼やき払はらわれてしまったと。花を贈おくってくれたあの少女も、哀あわれ、敵の放った悪あしき炎ほのおに焼かれてしまったでしょう。わたしはこの痛手と屈くつ辱じよく、悲しみを忘れぬために、この押おし花ばなを常に懐ふところに入れています。彼かの女じよの期待に応えられず、彼かの女じよを守れなかった自分を戒いましめるため、そしていずれギュネイをはじめとする悪漢どもを残らず葬ほうむり去さるという決意を忘れぬためにも」

「さ、さようであるか。痛ましいことを聞いてしまった」

「構いません。この押おし花ばなこそが、わが過去の敗北を象しよう徴ちようするものであり、未来に待つ勝利への道筋をつけるもの。そう信じ、念じるからこそ、わたしは王女ミネルバさまの呼びかけに応じたのです」

「そういえば」

　あまり会話を長引かせたくなかったギュネイではあるものの、以前から気になっていたことがあった。

「不死騎き士し団の方々はバン＝シィ陥かん落らく後、とある地方の城に立て篭こもっているという話を聞いた。姫ひめが檄げき文ぶんを出されたというが、騎き士し団でそれに応じたのはクルスどのおひとりでいらっしゃるか。それとも、諸王国に露ろ見けんするのを避さけるため、後日、ひとりずつ城に参られるとか」

「わたしひとりです。奴やつらにはもはや王家や民たみのために戦おうという気骨はありませぬ」

　またわかりやすい形でクルスの感情が変化した。口もとに自じ嘲ちようの笑えみをこびりつかせながら、

「いまの騎き士し団は、ランドールの国土を好きに分ぶん割かつしたり、奪うばいあったりしている連中と大差ないのです。戦争のどさくさにまぎれて城と村を奪うばい取とって、自治領などを気取っている。わたしも敗走後、その城にいました。これも、いずれは諸王国の軍勢に反旗を翻ひるがえすそのときに備えて力を蓄たくわえておくためだ、とそう思えばこそでしたが、ゼオさま亡なきあとの不死騎き士し団は理念を失って、国や神のためではなく、騎き士し団そのものを守るためだけの存在になりはててしまっていた。王女からの檄げき文ぶんが届いても、『もはや王家は信じられぬ』といって、自分たちの根城に篭こもる有あり様さまだ」

　自じ嘲ちようはふたたび怒いかりを内包した悲しみへと移ろう。

「しかしわたしは王家のため、民たみのため戦うというゼオさまの理念を捨てることなどできなかった。王女のもとへ馳はせ参さんじるべく、騎き士し団を去ろうとした際、彼かれらは取り憑つかれたように叫さけんだものだ。『騎き士し団を離はなれるおまえにはもう神のご加護などない』と。だが、見よ。わたしにはいまだ神の奇き跡せきが宿っている！」

　クルスは突とつ然ぜん、腰こしの剣けんを抜ぬき払はらった。柄つかの頭に髑どく髏ろの意い匠しようがあしらわれている。

（わっ）

　まさか正体がばれたか、とギュネイが身を引こうとした瞬しゆん間かん、クルスはその切っ先を敵にあらず、自らの頰ほおにあてがった。軽く引くと頰ほおが切れた。当然のように血が流れ出す。するとクルスは、戦場で奏かなでていた歌声をあげた。高く澄すんだその歌声が高まるにつれて、クルスの全身が淡あわい発光をはじめる。まさしく奇き跡せきが起きた。その光に包まれた傷口が次し第だい次し第だいに塞ふさがっていって、血が止まっていくのだ。

「見よ！　神はいまだわれのもとにあり。わたしこそがゼオさまの遺志を唯ゆい一いつ継つぐにふさわしい男なのだ」

　不死騎き士し団員のほぼ全員が身につけている奇き跡せき。彼かれらの『意識の力』が高まるとき、敵から与あたえられた手傷がじわじわと癒いえていく。ケイオロスにいわせれば、

（騎き士し団全員が同じ思し索さくを──言いい換かえるなら同じ神の姿を、同じ物語を──共有しておるのだろう。それを信しん仰こうの中心に据すえることで、等しく魔ま術じゆつを得たのだ。集団で意識を共有するときの現象で、だから信しん仰こうから得られる力には国や地方ごとに共通点がある）

　ということになるが、ギュネイにしてみれば理り屈くつはどうでもいいことだ。ともかく、この癒いやしの力こそが騎き士し団が『不死』を名乗る所以ゆえんであり、ギュネイ自身、あの歌声が呼び覚ます癒いやしには散々手を焼かされたものだった。

「わたしは性しよう根ねの腐くさった奴やつらをもう二度と仲間とは呼ばない。第一、戦うことを忘れては、将軍の仇かたき討うちとてできぬではないか」

　クルスは塞ふさがった傷口を愛いとしげに撫なでたのち、剣けんを腰こしに戻もどすことも忘れている風に、ずいっと一歩ギュネイに──当の仇かたきに──詰つめ寄よった。

「さあ、参りましょう、騎き士しどの。いまはランドールを平定することが第一です。そののちに、われわれランドール武人にとって本当の意味での戦いが幕を開く。いまは諸国に英えい雄ゆうなどと持ちあげられていい気になっているであろうギュネイめ。せいぜい楽しんでおくといい。貴様には、死すら生ぬるい地じ獄ごくの苦痛が待っているのだからな。必ずや捕とらえたのち、市中を引きまわしにして、腐くさった野菜やら糞ふん尿にようやらを浴びせてやる。想像するだに笑いが止まりませんな。ははははは」

　しゃべっているうちに肌はだを紅潮させていったクルスは、忍しのび笑わらいを洩もらし、それから甲かん高だかい笑い声を放ちはじめた。その笑いのさなか、同意を求めるような視線を送られたので、仕方なくギュネイも「ははは」と乾かわいた笑い声をあげた。最初は愛あい想そ笑わらいでしかなかったが、クルスと声をあわせているうち、なんだか本気でおかしくなってきて、しまいにはクルスより大声で笑った。ははははは、馬ば鹿かのギュネイ、愚おろかなギュネイ、はははは、ひとつお尋たずねしますが、おまえはなんだってこんなところにいるんだ？
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　未明。臨時の城主としてカノンを預かっていたフォーゼの騎き士しイドリオは、「武装した者どもが迫せまっている」という報告を受けて飛び起きた。

　この城は大戦末期に陥かん落らくして以降、エレィノアが軍勢を置いてはいたが、これまで繰くりかえしてきた事情によってほとんど手つかずでいた場所だ。本城を守る仕し掛かけは、比ひ較かく的てき攻せめられやすい南に出城があるていど。連れん絡らくが遅おくれた。

「いまさらダスケスが戻もどってきたか」

　出城まで赴おもむいたイドリオは、城じよう壁へきの上に立って、押おし寄よせる軍勢を眼下にした。数は五百前後。規模自体は、過日にらみあっていたダスケス軍に引けを取らぬものだったが、ひと目見るなり、イドリオは嘲ちよう笑しようを禁じ得なかった。鎧よろい兜かぶとは統一されておらず、隊列を組んでの進軍も様になっていない。若じやく輩はいやら年寄りやらの姿も目についた。寄せ集めであることは明白だ。

　すると、その集団から騎き馬ば武者が進み出てきて名乗りをあげた。ダスケス王子の配下であるという。フォーゼの行こう為いは諸王の合議に反するのではないか、と大声でなじってきた。

「ははん」イドリオはほくそ笑えんだ。「貴様らこそカノンを支配しようとしていてよくもいう。大体、一度は逃にげ帰かえったくせして、急にこの地が惜おしくなったか」

　よく見れば、寄せ集めの装備にはランドール製のものがちらほら見受けられる。いま名乗り出た騎き士しはともかく、ほかはダスケス正規兵ではない、とイドリオは直感した。

「本隊に被ひ害がいが出るのを恐おそれて、その辺の食くい詰つめたランドール人を搔かき集あつめてきたと見える。大陸統一を目前にしていたランドールも落ちぶれたものよな。パンの欠片かけら欲ほしさにダスケスの田舎いなか騎き士しなんぞの尻しりを嗅かぎまわらねばならんとは。──ああ、皆みなの者、本気にならんでいいぞ。あんな連中を討うち取とったところで武人の誉ほまれにもならん。打って出る必要もなし。見ろ、奴やつらには攻こう城じよう兵器のひとつもないではないか。近づくようなら適当に矢を射ておけ」

　そういうイドリオは、本気でいくさになろうとは、はなから思っていない。城を挟はさんでにらみあうていどならともかく、武力衝しよう突とつの事態になれば、フォーゼ、ダスケス間に表立った亀き裂れつが入る。まさかダスケスもそのような愚ぐは犯おかすまい。

「一応は本国に連れん絡らくを入れておけ。後ご詰づめを送ってもらい、西側に布ふ陣じんさせれば、ダスケスも挟はさみ撃うちになるのを恐おそれてすぐさま逃にげ帰かえるだろう」

　それですべてしまいとばかりにイドリオはさっさと自分の部屋に引きあげて、「やれやれ、とんだ早起きになった」とぼやきながら茶などを運ばせた。

「しかし、イドリオさま」見習い騎き士しと小こ姓しようを兼かねている少年が、イドリオにお茶を運んできながら耳打ちした。「方々からの報告によると、あの一隊、近きん隣りんの武装勢力をことごとく片づけてきたとか。あの隊には、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を名乗る男やら、〈不死将軍〉ゼオの再来と呼ばれるクルスなる男やらがついており、これがもう常識外れに強いとも聞いております」

「くだらん噂うわさ話ばなしだ」お茶の香かおりに顔をほころばせながらイドリオはいった。「ゼオの再来？　それほどの騎き士しが、ダスケスの軍門に降るものかよ。邪じや神しんを斃たおした六英えい雄ゆうがあまりに強かったんで、自分たちにもそれと同じくらい強い英えい傑けつがいると思おもい込こみたいだけなのだ。いじましいじゃないか。まあ、いるというなら、実際にあらわれてほしいものだな。わが得意の長ちよう剣けんで首ごと兜かぶとを剝はぎ取とり、それを城じよう壁へきに吊つるしてくれるわ。上から小便でも垂らしてやろう」

　高笑いしたイドリオは、その夜、

「出城を預かっていた騎き士しマルクさまが、城じよう壁へきの下に、な、生首を吊つるされて、ランドール人に小便を垂らされています！」

　との報を受けて、顎あごが落ちるほどに驚おどろいた。




　クルスの仕し掛かけた夜や襲しゆうによるものだ。

　彼かれは、ダスケス人指揮官や〈黒こく狼ろうの騎き士し〉に相談ひとつせず、夜半、

「ついてこられる者だけついてこい」

　といきなり甲かつ冑ちゆう姿で馬に飛び乗ると、出城めがけて突つっ走ぱしった。

　彼かれらには攻こう城じよう兵器こそなかったが、フォーゼ側とクルスたちとでは、どだい士気がちがう。手傷を負うことを恐おそれぬクルスが、矢が雨あられと降るなか先頭切って梯子はしごをよじ登れば、雄おたけびをあげた兵たちがあとにつづく。宵よい闇やみにあって薄うすく発光するクルスは、自ら矢の的になることで兵を補ほ佐さし、兵もまた、白く浮うきあがるクルスの姿に神こう々ごうしいまでの感かん銘めいを受けた。

　勢いは馬ば鹿かにできない。

（命を捨てて当たり前）

　と思っている兵と、

（傷を負うのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい）

　と思っている兵とでは、いざというときの胆たん力りよくに大きなちがいが出る。

　南の出城は赤々と燃え落ちて、同じ場所にクルスが兵を布ふ陣じんした。

　この事態に仰ぎよう天てんしたのは、イドリオをはじめとしたフォーゼ一派だけではない。表向きの指揮官であるダスケス人も同様だ。

「や、やりおったな、あの若わか僧ぞうめ」

　怒いかり心頭に発したものの、すぐに選せん択たくを迫せまられている自分たちの立場に気づかされた。このままダスケスの旗を掲かかげていては、フォーゼと国をあげてのいくさになりかねず、さりとて、旗をおろしたのでは、この隊はダスケス所属という枷かせを失って、ランドール人による武装勢力に様変わりする。もはや彼かれらだけで判断のできる事態ではなかった。王子には絶えず連れん絡らくの早馬を送っているものの、当然返答はずっと先になる。

　さらに同じく──か、あるいはそれ以上に驚おどろいているのは、ギュネイだった。

「あ、あ、あ、あの野や郎ろう」

　事態が膠こう着ちやくしている隙すきに部隊を離はなれようとしていたのに、膠こう着ちやくどころか、事態は急変。出城を落とされたとあって、さすがにイドリオも日和ひより見みを決きめ込こむことはできずに部隊を差し向けてきたので、その応対に追われた。

　天幕のなかで急いで身み支じ度たくするギュネイに、小こ姓しようの振ふりをしたリーリンが、

「これでまた帰国が遅おくれますかね」

　重いため息混じりにいった。

「今度はおれのせいじゃないぞ。あの馬ば鹿かにいってくれ！」

「あの馬ば鹿か、とは、敵城に突つっ走ぱしったハンサムな騎き士しさまのことですか」

「ほかに誰だれがいるんだ。あんないくさ馬ば鹿か、おれは見たことがない。無む謀ぼうで知られたエレィノアの銀ぎん翼よく将軍も、全ぜん滅めつ覚かく悟ごで最前線に立ちつづけたアルギア最後の戦士団も、いかれたフォーゼの三騎き士しも、あれほどじゃなかった！」

「そうですか、あたしはひとり知ってますけどね」

「誰だれだ！」

「あなたですよ。イノーの戦いで似たようなことなさったでしょ。仲間たちが散り散りになるなか、戦意を失った兵たちを鼓こ舞ぶするため、たったひとりで敵城の塀へいをよじ登った」

「それはそれ、これはこれ！」

　苦しまぎれにギュネイは叫さけんだ。

　急いで出城跡に向かい、部隊と合流したギュネイは、兵たちの様子を見てぎょっとなった。

　皆みな、顔が輝かがやいている。連戦連勝で勢いづいていた。寄せ集めに過ぎなかった兵たちにクルスを中心とした統とう率そつが生まれ、もとは農民や商人に過ぎなかった義勇兵たちも錬れん度どが高まって、

「故郷の土を踏ふみ荒あらす者どもに負けるものか。われらには神のご加護がある。その証しよう拠こにクルス隊長の御おん身みは今日も光ひかり輝かがやいておられる！」

　という意気が生まれている。

　フォーゼ軍が数を頼たのみに押おし寄よせてきても、彼かれらはまったく恐おそれなかった。

　まずは各おの々おの、定められた場所でフォーゼの進出を喰くい止める。荒あら々あらしい波にも似た猛もう攻こうにひとりが倒たおれれば、味方の屍しかばねを踏ふみ越こえた次のひとりが槍やりと盾たてを振ふりかざした。いつしかクルスの歌を覚えた兵たちがいっせいに不死騎き士し団の歌を奏かなでている。

　すると、騎き馬ば隊を率いたクルスが全身を発光させながら突とつ撃げき。策もなにもない。全ぜん身しん全ぜん霊れいを込こめた槍やりのひと突つきに似た、ただの正面突とつ破ぱ。

「馬ば鹿かめ。邪じや神しんの加護があったころならまだしも、〈赤目〉も魔ま獣じゆうもなしに、そのような猪ちよ突とつがなんになる」

　フォーゼ側指揮官イドリオは哄こう笑しようしつつ、自軍の右う翼よく部隊、左さ翼よく部隊を、クルス本隊の側面もしくは背後にまわり込こませようとした。中央軍がほんの少し時間を稼かせぐために踏ふみとどまりさえすれば、あとは挟はさみ撃うちだ。

　が、クルス突とつ撃げきの勢いはイドリオの予想をはるかに上まわった。彼かれが馬を進めるところ、鎧よろいを着た人間が水柱よろしく次々打ちあがる。ランドールに敵対する立場で不死騎き士し団を恐おそれぬ者はない。先せん鋒ぽうが崩くずれると、兵たちのおよび腰ごしが一気に伝でん染せんして、フォーゼ中央軍はやすやすと突とつ破ぱされてしまった。こうなると、突とつ出しゆつした右う翼よく、左さ翼よくの隊が狙ねらわれやすくなる。

　イドリオは歯は嚙がみしながらも「撤てつ退たい」の指示を下し、フォーゼ軍は揃そろって城に逃にげ帰かえった。

　ランドール人たちは歓声をあげた。野戦はひとまず勝利だ。が、カノン城の堅けん牢ろうさは、山さん賊ぞくの築いた根城とは比べものにならない。城じよう壁へきは高く、堀ほりも深かった。

　だというのにランドール人たちの気勢は増すばかり。

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉もクルスへの怒いかりをよそに驚きよう嘆たんしていた。と同時に懊おう悩のうした。

（本当にカノンを取ってしまうと、ランドールが組織立った軍事行動を起こしたことが周辺国にもわかってしまう。あくまでダスケス軍のやったことだと言いい逃のがれするにしても、そうすると今度はダスケス、フォーゼが武力衝しよう突とつしたことになって禍か根こんを残す。え、ええと、どうするんだ。こういうときはどうするべきなんだ？）

　勇士軍の一いち番ばん槍やりだったギュネイではあるものの、こうしてあれこれと気をまわさずにはいられない戦いは初体験だ。気持ちが右往左往する。

　そうしているあいだにも、ランドール軍は燃えさかる業ごう火かに似て、次に灰と化す目標を求めてカノンの本城へと隊を進めていた。

「ク、クルスどの」ギュネイはさすがにいても立ってもいられず、指揮官のもとへ馬を進めた。「ここは兵をいったん休ませたほうがよいのではないだろうか」

「なにをいわれるか。ここで時をおいては、フォーゼ本国からの増ぞう援えんが来る。士気も高まっているいまこそ好機」

　ギュネイとて同じ立場なら同じことをいっただろうというくらいに正論だから、返す言葉がない。

　夕刻近い時間帯に、攻こう城じよう戦がはじまった。カノンは東を川に、北を断だん崖がいに阻はばまれている。クルスは出城のある南から、ギュネイたち別働隊は西から攻せめることになった。後者のほうは足場の悪い山道を経ねばならず、また所々に櫓やぐらが組んであるため、突とつ破ぱに時間がかかる。

　が、勝ちいくさに乗っているクルスは、ギュネイたち別働隊の動きを待たずして、正門にいち早く馬を走らせた。緒しよ戦せんはいつもどおりに矢の射かけあいだ。ランドールの兵士が高い壁かべに梯子はしごをかけて登ろうとするところを、フォーゼ軍が上から矢を射てくる。対するランドールの弓兵も地面からさかんに矢を放って味方を援えん護ごする。クルスは出城のときと同じく突とつ出しゆつしようとして、だがその直後に愕がく然ぜんとなった。このときフォーゼの指揮官イドリオは、クルスには想像がつかないほど悪あく辣らつな手段を用いたのだ。

　城じよう壁へきや櫓やぐら門もんに並んだ味方弓兵の左右に、縄なわを打ったカノンの住民たちを引っ立ててきた。当然、彼かれらはランドール人。老ろう若にやく男なん女によ関係はない。というよりも、女子供の姿のほうが目立った。泣なき叫さけぶ幼子まで含ふくまれている。

　クルスは一いつ瞬しゆん言葉を失った。住民を盾たてとして使おうというのだ。これでは、こちら側からは矢を放てない。

「な、なんと、なんと卑ひ劣れつな」

　味方が制止するのも構わず、クルスは堀ほり沿いに馬を走らせながら声こわ高だかに叫さけんだ。

「フォーゼの国旗を誇ほこらしげに掲かかげながら、やっていることは畜ちく生しようにももとる行こう為いだ！　指揮官はいるか。いたら、わたしと一対一で勝負せよ」

「ここにいるとも」イドリオは城じよう壁へきに足をかけて、傲ごう然ぜんといった。「いるが、貴様のような小こ童わつぱなど相手にしてやらん。大体、『卑ひ劣れつ』などと邪じや神しんをこの世に招き入れようとしていたランドール人がいえたことかよ。もし貴様らが大陸を統一していたならば、明日にも、いや今日にもわれらすべてが生いけ贄にえとしてこれよりむごたらしい運命を辿たどっていたことなど明白だ」

　イドリオは縄なわを打った娘むすめを傍かたわらに抱だき寄せて大笑いした。

「さあ、どうした。射よ。射てみよ。ふん、邪じや神しん国家がいまさら正義の騎き士し気取りか。実に笑わせてくれる。者ども、容よう赦しやすることはない。ランドールの民たみを邪じや教きようから解放するための聖戦だ。われらには神のご加護があるぞ」

　クルスは怒いかりと悔くやしさで顔が引ひき裂さかれんばかりになりながらも、どうすることもできなかった。梯子はしごをかけて城じよう壁へきをよじ登ろうにも、矢の援えん護ごがなければいたずらに兵を失うばかり。敵弓兵の数も出城のときとは桁けたちがいだ。

　いったん陣じんを退いた。

　夜、呼び集めた諸隊長の前でクルスは荒あれた。いったいあれが騎き士し、武人としてのやり方か、いますぐその魂たましいは地じ獄ごくに堕おちるべし、と散々に敵を罵ののしった。息も荒あら々あらしく、目につくすべてのものに斬きりかからんばかりの勢いだった。

　翌朝、ふたたび馬首を揃そろえて城のまん前に立った。

　だが進展はない。あるはずがない。イドリオは部下に次々矢を射させては、城じよう壁へきに足をかけて茶を飲みながら高みの見物を決きめ込こんでいる。クルスは馬を走らせながら「卑ひ怯きよう者、不心得者、祖先と親の名を汚よごす恥はじ知しらずどもめが」と叫さけぶことしかできない。

「邪じや神しんの落とし子がなにかわめいておるわ」イドリオは奥おく歯ばが覗のぞけそうなほど大口を開けて笑った。「よし、みな弓を持て。誰だれが奴やつを落馬させるか勝負だ。勝った者にはランドールの女十人をくれてやるぞ」

　兵たちが歓かん声せいをあげて、こぞってクルスを狙ねらいにかかった。馬を走らせるクルスの前後左右に矢が次々突つき刺ささる。さしものクルスも距きよ離りを取るしかない。

「逃にげるか。人を卑ひ怯きよう者という割に、貴様はフォーゼの子供にも劣おとるほどの臆おく病びよう者ものだ」

　目立った成果もないまま、ふたたび夜。

　ランドール陣じん営えい。

「この際」と中隊長のひとりが、無念さを貼はりつけたような顔で進言した。「民たみの犠ぎ牲せいもやむなし。明日はこちらも矢を射かけましょう」

「なにをいう？」

　クルスがぎろっと目を剝むくのも構わず中隊長はつづけた。

「この策が有効だと知った彼奴きやつらは、同じ手段を使いつづけましょう。われわれが手をこまねいていてはカノンの民たみを苦しめるばかりです。より大勢の民たみを救うため、ここは心を鬼おににしての決断が必要かと……」

　彼かれはそれ以上口にすることができなかった。つとにじり寄ったクルスが、その横よこっ面つらを殴なぐりつけたからだ。

「民たみを手にかけるなどできるはずがない。そんなことをすれば奴やつらと同罪であるぞ！　われわれはいったいなんのために戦っている。王家のため、神がため、それもこれもひっくるめて、ランドールに住まうすべての民たみのためではないか。ゼオ将軍も常々仰おおせであった。騎き士しが第一に掲かかげるべきその信念をまげてまで得た勝利に、いったいなんの意味があろうや？」

　言い分こそ勇ましいが、具体的な策がないのも明白。ほかの隊長連中が一様に微び妙みような顔つきになった。その空気を察したか、クルスは天幕の片かた隅すみにいた男のほうに矛ほこ先さきを向けた。

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どの。これを打開するよい手立てはあろうか」

　あるはずがない、と決めつけたうえでの問いかけだ。果たして、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉はなにもいわず、クルスに背中を見せる素す振ぶりさえした。

「待て、どこへいかれる」

「少しやることがあるもので、御ご免めん」

　とだけいって、黒い鎧よろい兜かぶとに身を包んだ騎き士しは天幕をあとにした。クルスはその背中に悪あく罵ばを投げかけようとして、しかし思いなおしたように笑った。

「救国の英えい雄ゆうどのも匙さじを投げられたか。だが、わたしはあきらめんぞ。必ずやあの悪逆非道の連中に天てん誅ちゆうを下してくれる」

　もっとも憂ゆう慮りよすべき事態は、フォーゼからの後こう援えんが到とう着ちやくすることだ。あまり時間をかけてもいられない。夜営のあいだも、見張りに立った兵や、眠ねむれずにいた者どもが不安げな声を交かわしあった。

「クルスさまは確かにお強い。しかしこればかりはいかんともしがたい」

「例の〈黒こく狼ろう〉どのも、噂うわさほどではなかったしなあ」

「当たり前だ。伝説の英えい雄ゆうでもあるまいし、おれは最初からあんな馬ば鹿か馬ば鹿かしいホラ話、信じちゃいなかったさ」

　この部隊が見せていた団結力も錬れん度どの高さも、クルスひとりの勢いがあればこそだから、彼かれの武勇が鳴りをひそめたいま、部隊の士気も樽たるで長いこと保管されたリンゴみたいに萎しぼんでしまった。

　夜が刻々と更ふけていった。

　クルスも眠ねむれずにいた。打開策を練ろうにも、「ゼオ将軍ならば、こんなときいったいどうされたろうか」とずっと同じことばかりを考えている。

　真夜中、にわかに城のほうが騒さわがしくなった。もしや敵が打って出てきたか、とクルスは急いで天幕の外に出た。顔にはむしろ喜色が濃こい。正面からの戦いならば望むところだ。しかし、実際には門は閉ざされたきりで、跳はね橋ばしもおりていない。

　伝令が駆かけ込こんできて報告するには、

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉どのの部隊が、正門から城にかかっておられます」

　という。クルスは女性っぽい柳りゆう眉びをひそめた。当然、そのような命令など下していない。そういえば、あの黒づくめの騎き士しは「やることがある」といっていたが、まさかこのことか。

（指揮官はわたしだぞ。なにを勝手な）

〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が預かっているのは経験に乏とぼしい義勇兵で、数も三百かそこら。別部隊の援えん護ごもなしになにができようはずもないのだが、

（まさか、勝算があるというのか）

　息を吞のむ思いで城の方角を眺ながめた。見くびっていた相手とはいえ、ともに戦場を経た経験から、決して腕うでが立たないわけではないことも知っている。クルスは逡しゆん巡じゆんした。「騎き士しどのにつづけ」とばかりこちらも槍やりを手にするべきか。それとも──。

　が、クルスが迷っていられる時間はそう多くなかった。結局のところ、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の部隊は降り注ぐ矢の前になにもできず、半タードもしないうちにあっさり引きあげたのだ。

「なんだというのだ？」クルスは呆あつ気けに取とられた。「騎き士しどのをわたしの前に連れてこい！」

　が、やってきたのは副官級の男だった。もとは豪ごう商しようの身辺警護を担になっていたという男だ。

「〈黒こく狼ろう〉どのはどこにおられる？」

「さあ、わたしどもに『正面からかかれ、敵が矢を放ってきたら引きあげろ』といわれたばかりで、ご本人は姿が見えませんでした。クルスさまのご命令ということでしたが……」

「知るものか！」

　クルスは苛いら立だたしげに怒ど鳴なった。そしてその夜、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉は陣じん営えいに帰ってこなかった。

（なるほど、そのための無意味な突とつ撃げきか）

　クルスは確信した。騒さわぎに乗じて逃にげたのだ。腹立ちが募つのった。最初からさほど頼たのみにしていなかったとはいえ、噂うわさの騎き士しが逃にげたとなれば陣じん営えいに動どう揺ようが起こる。そうならぬよう、なにかもっともらしい言い訳を考えねばならないのがいっそう腹立たしい。

　迎むかえた早朝──。

　クルスは、これまでとちがって沈ちん鬱うつな面おも持もちで馬を進めた。彼かれとて、同じことを繰くりかえすだけでは同じ結果になるだけだというのはわかっている。

「ほう、また来たか」とイドリオもあきれた。「いい加減うんざりだな。本国からの増ぞう援えんは？」

「幸い、イーサンさまがディラ・ロゴスを攻せめるための援えん助じよを要よう請せいしていましたので、編成済みの部隊がクラーグに駐ちゆう留りゆうしていました。今日、明日には到とう着ちやくするでしょう。ただ、その」

　兵の煮にえきらない返事をイドリオはいぶかしんだ。

「なんだ、思ったほどの数ではないというのか？　それならそれで構わんぞ。連中も長く陣じんを張っていられるほど物資に余よ裕ゆうはあるまい。ゆるりと構えてさえいれば──」

「いえ、その隊を率いるのはイーサンさまではなく……」

　兵がとある名を口にすると、イドリオの顔からすうと血の気が引いた。ティーカップを持っていた手が目に見えて震ふるえた。

「あ、あの男か。女王陛下は、あの男の出しゆつ陣じんを許可されたのか。これは、どさくさにまぎれて領土を奪うばうどころではないわ。下手をすれば、文字どおりランドール全土が灰と化すぞ」

　ランドール人を盾たてのように扱あつかうイドリオだというのに、いま彼かれが〈風の剣けん〉の印を切ったのは、ひょっとしてそのランドール人の魂たましいを前もって弔とむらうためか。

「おそろしや。神は時折り慈じ悲ひと慈じ愛あい以外のものをわれらにお示しになられる。それもより峻しゆん烈れつに。……まあ、よい。われらがやることは変わらん。今日もあの小こ僧ぞうと遊んでやれ」

　イドリオが鎧よろいを着き込こんで、また城じよう壁へきの上に立とうとしたときだ。

　まるで計ったかのように、敵味方双そう方ほうの指揮官のもとへ伝令が駆かけてきた。

「なにっ、西門が破られただと？」

　クルスもイドリオも突とつ然ぜんの知らせに耳を疑った。なにかの冗じよう談だんのようだったが、実際、西の跳はね橋ばしが下りて、門が開いていた。まだ交戦がはじまってもいない。あたかも、

（しまった。昨日は酒に酔よって、扉とびらに鍵かぎをかけるのを忘れていた）

　そんな、家庭でありふれた不始末をフォーゼ側がしでかしたかのようだ。

　不始末であれ不可解であれ、これをみすみす見み逃のがしておく手はない。西門の前に布ふ陣じんしていた〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の部隊をはじめ、ほかの別働隊が次々城内に駆かけ込こんでいく。城じよう壁へきの上に並ぶべき弓兵たちは数が少なく、おまけに、昨日まで盾たてにされていた住民たちが次々城外へ避ひ難なんしている、という報告も入ってきた。

「なんだ、何事が起こった？」

　この疑問も、敵味方双そう方ほうに共通していた。

　理由を突つき詰つめれば、そこには〈黒こく狼ろうの騎き士し〉──つまりはギュネイがいる。

　彼かれは昨夜、部下たちに正門からかからせて敵の注意をひきつけているあいだ、甲かつ冑ちゆうの色を宵よい闇やみと同化させたうえで、北の断だん崖がいを登って城じよう壁へきの内側へと降り立った。次いで、鎧よろい一式をフォーゼ兵の軍装と同じものにして城内を偵てい察さつした。敵も当然警けい戒かいの目は光らせている。同じ鎧よろいをつけているからといって、悠ゆう々ゆうと、というわけにはいかない。自然、やれることは限られた。単身で敵の指揮官を討うち取とろう──などとは考えず、ギュネイは二つのことだけに集中した。昼間、盾たてとして使われた住民たちが捕とらえられている場所と、跳はね橋ばしの巻きあげ装置がある場所を突つき止とめただけだ。あとは庭の茂しげみで身を潜ひそめつづけた。

　朝になり、ふたたびランドール軍が部隊を進めてくると、城内が騒さわがしくなる。そのタイミングをもってギュネイは動いた。捕とらえられていた住民たちが城じよう壁へきに引っ立てられていく寸前に番兵を斬きり倒たおした。次々やってくる敵を自ら引きつけながら、ギュネイは住民のなかから気骨のありそうな若者を選んで、「跳はね橋ばしをおろして門を開けろ」と命じた。

　ギュネイは配下の義勇兵たちには前もって計画を伝えてある。

　そして計画どおりに、敵城はまるで自ら降こう伏ふくを認めたみたいに門を開放した。

　イドリオは突とつ如じよとして訪おとずれた幕切れを受け入れられなかった。そう、幕切れだ。盾たてとなるはずの住民が救助され、おまけに背後にはすでに敵が入はいり込こんでいる。クルスも気を取りなおして正門の突とつ破ぱに挑いどんでいた。ランドール側は、いままでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように思うぞんぶんに矢を放っている。

　イドリオはしばらくのあいだ声すら発せられなかった。

　昨日、一昨日と、城じよう壁へきから身を乗り出して、

「さあ、奴やつらに千の矢を浴びせてやれ。熱した油を注いでやれ。そして火を投じよ！　奴やつらは神の業ごう火かに焼かれて、人ならぬ獣けものの骨格をあらわすだろう！」

　といっていた男だ。その後ほどなくして、イドリオとその一味は全員縄なわを打たれると、カノン市民たちの手で油を注がれ、火を投じ入れられた。

　イドリオもそうだったろうが、勝利をおさめたクルスもまた啞あ然ぜんとなっていた。

　あまりに突とつ然ぜんすぎて、いったいなにが起こったのやらよくわからない。

　兵たちが喜びの声を揃そろえるなか、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が城内から姿をあらわした。クルスはまだどこか夢を見ているような心ここ地ちで彼かれのほうに近づいた。

「き、騎き士しどの。お見事であった。いや、しかし、二度までも勝手な行動をされては……だ、だが、どのような手管を用いて……もしや、貴き殿でんも神の奇き跡せきを扱あつかいになられるか」

「クルスどの、お話ししたいことが」

　慇いん懃ぎんに、しかし有う無むをいわさぬ口調でギュネイのほうからもクルスに詰つめ寄よった。

　流されるままにクルスはギュネイのあとについていった。この時点で気を吞のまれている。城じよう壁へきをまわって人の目が届かない場所まで来ると、ギュネイは足を止めて、振ふり向むきざまにクルスの胸甲こうに手を伸のばし、あろうことか身体ごと持ち上げにかかった。

「なっ、なにをする!?」クルスは叫さけびながらも、足が宙に浮ういたのが信じられない。「こ、これも奇き跡せきの力か、それとも、魔ま術じゆつというのか……」

「好きに呼ぶとよかろう。それと、勝手に隊を動かしたことは謝あやまる。申しわけない」

「貴き殿でん、言葉と行動が一いつ致ちしておらんぞ！」

　足をばたつかせるクルスだったが、

「いくさとなれば、逡しゆん巡じゆんしている間などはない。二度までも、というなら、クルスどのは二度までも突とつ撃げきをためらった」

　はっと言葉を吞のんだ。

　ギュネイは怒おこっている。ただし、その矛ほこ先さきがクルスにのみ向けられているわけではない、というのが複雑なところだ。矛ほこ先さきのひとつは当然イドリオ。住民を盾たてとして用いようなどと、実質ハーディン大司教が率いていたころのランドールでさえやらなかったことだ。ギュネイは表に出すことはなかったが、その実、クルスと同等かそれ以上の怒いかりを抱いだいていた。

　次なる矛ほこ先さきはクルス。

「昨夜、部下のおひとりが進言したとおりだ。犠ぎ牲せいを覚かく悟ごに戦うべきであった」

「ば、馬ば鹿かなことを。盾たてにされた者のなかには幼い子供までいた。彼かれらを見過ごすなど」

「クルスどのは昨夜、戦うのは民たみのため、とおっしゃったか。おれにも異論はない。が、なればこそ、敵に二度と同じ手段を取らせないためにも、指揮官たるクルスどのは動どう揺ようを露あらわにすべきではなかった」

「だ、だが」

「今回はなんとかなったかもしれん。それもしかし、たまたまだ」

（民たみを救えたのは、おれの力があったからだ。局所的においては圧あつ倒とう的てきに敵を上まわることのできる力が）

　とは口にしない。しかしそれが本音だ。そしてそのことに対して、ギュネイはいちばん強い怒いかりを抱いだいていた。なんのことはない、彼かれがもっとも怒おこっているのは、イドリオでもクルスでもなく、自分自身に対してだった。

（ランドール武人に任せたほうがいい、それがのちのちのためだ──なんてお利口なことを考えて、あえて戦わないようにしていたくせに、子供たちが盾たてのように使われれば、その考えをあっさり放ほう棄きしてのこのこ出張ってしまった。おまけに兵を使うことに慣れていないから完全な単独行動。目立ちたくないなんてどの口がいっている？　結局、諸もろ々もろのお利口な考えよりも、おれの、個人的な怒いかりが優先されたわけだ）

（じゃあ、おれが目立たないようにしていたとき犠ぎ牲せいになった味方の立場はどうなる？　彼かれらの命と民たみの命は価値がちがうのか？　ダカンたちを見み逃のがしたときといっしょじゃないか）

（それが強さということ？　強い力を持った人間は、自分の都合で命の価値を差配できる？　ああ、なんてお偉えらいんでしょ、〈竜りゆう戦士〉さま。まるで神さまのようじゃないかよ！）

　熱をともなった怒いかりはギュネイの全身から噴ふきあがってくるかのようだ。

「わかるか、クルスどの。そなたは昨夜、騎き士しが第一に掲かかげるべき信念をまげてまで得た勝利に意味はない、といった。個人個人に流りゆう儀ぎはあろう。だが、おれは認めない。この戦い、勝利以外に意味はないのだ。民たみを思いやって戦いをやめたところで、民たみの苦痛がむしろ長引くばかり。おれにいわせれば、クルス、おまえが掲かかげた信念は、民たみのためなどではない、自分のためだ。自分が汚お名めいを着るのを嫌いやがっただけのことだ」

　それも極きよく端たんな決めつけでしかない。繰くりかえすが、ギュネイが怒おこっている相手は自分自身だ。しかしクルスはそうした言葉や感情をすべて自分にぶつけられていると思っている。いまやその身体は震ふるえていた。

「これだけはいっておく。クルス、もし、ゼオが同じ立場だったらどうしたか」

「ゼ、ゼオさまだと。それは……」

「奴やつなら矢を射たぞ。犠ぎ牲せいを抑おさえるということの意味も、意義も、知っている男だった。きっと涙なみだを散らしながら戦い、そののち、築かれた死し骸がいの山に額づいたことだろう」

　そういって、ギュネイはクルスを開放してやった。どさりと尻しりから地面に落ちたクルスは、ほとんど涙なみだ目めになってギュネイを見あげている。

（馬ば鹿かが）

　と最後に罵ののしったのは、これもクルスに対してではなく、その目に映った、ご高説を述べた騎き士しさまに対してだった。あとは背を向けて遠ざかっていった。ランドール武人ことごとくに敬愛されたゼオの名前まで引きあいに出したからには、もはやここにはいられない。最悪、正体を気づかれる。

「ま、待て。『ゼオ』といったか。あまつさえ、あの方を『奴やつ』とまで呼べる者など、ランドールにはおらぬはず。おまえは──」

　背後でクルスが立ちあがっていた。案の定、気取られたようだ。ここは、「将軍の仇かたき」と剣けんを向けられるより早く去るのが得策だろう──。

「おまえは、い、いや、あなたは、もしや」クルスはいったん言葉を吞のんでから、息せき切って叫さけんだ。「もしや、ゼオさまが師事されたという剣聖ミターバさまではあるまいか。いや、そのミターバさまがじきじきに鍛きたえたという三人の高こう弟ていのうち、ゼオさまを除いたおひとりか？　そうでありましょう、そうであるにちがいない。ご高説、身に染しみました。いままで以上に精しよう進じんいたします！」

　──よからぬ噂うわさの種がまたひとつ増えた気がしないでもないギュネイだった。




　　　　　　　２




　カノンを奪うばいかえしたばかりのランドール兵たちは、路上で、城じよう壁へきの上で、フォーゼの国旗を投げ捨てて、代わりにランドールの旗を打ち立てるのに躍やつ起きだった。その他の兵たちも尖せん塔とうの頂上で勝ち鬨ときの声こえを揃そろえるのにいそがしい。

　ダスケス人たちはそれを止めようとはしなかった。というより、戦いに参加しなかった彼かれらはもはや存在感も立場も失っている。

　歓かん呼この声をあげる人々をよそに、ギュネイはカノンの裏通りを闊かつ歩ぽしていた。表のほうに人があふれかえって『解放軍』たるクルスたちを歓かん迎げいしているため、こちらに人ひと影かげはなかった。いや、人はおろか、横合いにある牛舎や鶏けい舎しやにも生き物の姿はまるで見受けられなかった。家か畜ちくはあらかた食べつくしたか、あるいはフォーゼに根こそぎ奪うばわれてしまったのだろう。

（カノンを取ってしまった。フォーゼはひとまず陣じんを引くにしても、そのあとどうなる）

　ギュネイはこれからのことを考えている。

　報告を受けたフォーゼ女王は驚おどろき、あるいは激げき怒どして、すぐさま後続を送りたがるにちがいない。正直な話、カノンからはすぐさま立ち去ったほうがいいに決まっている。が、一度煮にえ湯ゆを飲まされたフォーゼがふたたびカノンを手中にしたとき、ここの民たみにどのような運命が待っているものやら、想像するだに恐おそろしい。イドリオの所業を見るまでもなく、敗戦国──それもかつて侵しん略りやく者だった──に対する勝者たちの激げき越えつな感情は計り知れない。

「ふう」

　ギュネイは深いため息をついた。ここのところ余計な気を遣つかいすぎたのもそうだが、疲つかれの主な原因はガイフレイムにある。この鎧よろいはたとえ傷を受けても、時間を置けば自ら修復できるほどの魔ま力りよくを有しているため、鎧よろいそのものに限界はないといっていいが、その代わりに、装着者の魔ま力りよくを常に必要としている。以前も述べたとおり、ギュネイはこの鎧よろいを身につけているだけで『意志の力』を消しよう耗もうしているのだ。

　そのうえ、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉として身にまとっている鎧よろいは、本来のガイフレイムの形状とは異なっている。形状を変化させているのもこれまた魔ま法ほうの力だから、つまりギュネイは〈竜りゆう戦士〉でいられたときよりも、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉として道を闊かつ歩ぽしているだけでさらに多くの力を消費していることになる。

　おまけにここ数日は連戦だった。鎧よろいを脱ぬげるのは、リーリンに見張りに立ってもらった専用の天幕でひと眠ねむりするときだけ。昨晩から今朝にかけてなど、カノン城に潜もぐり込こむためフォーゼ式に変化させた鎧よろいをずっと着なければならなかったから、消しよう耗もうがさらに進んでいる。

　正直にいうと、身がもたない。

（前の旅のときは、仲間に迷めい惑わくをかけた）

　ギュネイはふと思いかえす。ランドールと戦っていたときはいまのような連戦はしょっちゅうのことで、ギュネイも自分の限界を忘れて戦いつづけた。結果、『意志の力』を失っていった彼かれは、戦いの最中に昏こん倒とうすることもしばしばで、ひどいときには、自分自身を見失い、味方へも襲おそいかかったことがある。あのときのことは強い後こう悔かいとともによく覚えている。

　当時の反省も踏ふまえたうえで、引ひき際ぎわを見み極きわめねばならない。

　そう思った直後のことだ。歓かん呼この声が遠えん雷らいのようになって聞こえてくるさなか、ギュネイは右手にしていた剣けんを振ふるった。足もとに、二つに折れた矢が転がった。ギュネイは兜かぶとの下で呆あきれ顔になった。

「あの。矢を放たないと姿をあらわせない決まりでもあるの？」

　外がい壁へきの上にディドーの姿がある。相変わらず弓を構えていたのは予想どおりにしても、女刺し客かくの顔をひと目見て、ギュネイはぎょっとなった。

　真っ赤に染まっている。表情はいつも以上に険しい。両の目など釣つりあがりすぎて、いまにも顔を真っ二つに裂さくんじゃないかと心配になるくらい。

「ど、どうかなさいましたか」

　思わず腰こしが低くなる。この辺りは条件反射だ。と、

「……覚えているか」低く押おし殺ころした声でディドーはいった。「わたしはおまえに時間をくれてやるといった。その目でランドールの実情を見て、好きなだけ悔くいるといい、と」

「確かにおっしゃいました」

「わたしも見ていた。おまえがどこへいき、なにを見て、そしてなにをするつもりなのかと。ああ、ひとつ余さず見てやったとも。おまえはバン＝シィにて、ダスケスの軍勢を追おい払はらって、ミネルバ王女をお救いした」

　王女の生存はまだ公おおやけになっていないが、さすがに双そう蛇じや兵団を名乗る身、城の情報にも通じているのだろう、とギュネイは想像する。

「バン＝シィ周辺の村々を邪じや悪あくの手から庇ひ護ごし、さらにはかつてのランドール正規兵をも率いて進軍。ついにはこのカノンを解放した。やるものだな」

「いえ、まあ、それはなりゆき上」

「照れるな。おまえはよくやった。さすがはわが国の精せい鋭えいと次々戦っただけはある。──それで、ようやくわかった」

「あ、わかっていただけましたか」

「ああ。おまえが本当はなにをするつもりなのか、ようやくわたしにも合点がいったのだ」

「よかった」

　ギュネイは兜かぶとの下で破顔した。同時に、おや、とも思った。〈竜りゆう戦士〉ギュネイがこのランドールの地でいったいなにをするつもりでいるのか、自分自身にもよくわからないでいるというのに、まず他人に理解されるだなんて奇き妙みようなこともあるものだ。

　なにはともあれ、わかってもらえたのならそれに越こしたことはない──と胸を撫なでおろしかけたギュネイに、ディドーはふたたび矢をつがえて、強い怒いかりの眼光とともに放った。ギュネイがあわてて斬きり払はらった。

「な、なにをする？　わかってもらえたんじゃなかったのか」

「ああ、わかった。よっくわかったとも。貴様の醜みにくい魂こん胆たんがな」

　三本目の矢が放たれた。鋭するどく、狙ねらいも正確だ。これも払はらう。

「貴様はいま、バン＝シィで自分がどんな風に噂うわさされているか知っているか？」

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の話？　それも、なりゆき上……」

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉、〈漆しつ黒こくの使徒〉、〈解放者〉──様々な名で呼ばれている」

「へえ」

「〈神に愛されし者〉ともいう」

「ははは」

「照れるなといった！　その神と戦ったのは誰だれだ」

「お、おれ、ぼく、わたし、みども、小生、それがし……」

　ディドーの怒いかりに気け圧おされたギュネイは身み震ぶるいを禁じ得ない。

「神に愛されし、どころではない。おまえに直接命を救われた民たみからは、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉さまは神がじきじきにお遣つかわしになられた方なのではないか、という声すらあがっている。神とは、わかるな、貴様ら六人が卑ひ怯きようにも、ラクロアさまがその身に半ばほど降臨させているときに不意打ちを試み、結果として地上から遠ざけてしまった、われらが神のことである。いやいや、神がお遣つかわしになった、どころの話ではなく、きっと神ご自身が、不条理にも痛めつけられているランドールの民たみを哀あわれんでこの地に舞まい降おりてくださった、すなわち神のご化け身しんなのではないかという説とてある。答えろギュネイ、その神とはなんであるか？」

「わ、わたしどもが、畏おそれ多おおくも戦いを挑いどんだ、挑いどませていただいた神でいらっしゃいます」

「そうだ！」

　四本目の矢が飛んでくる。ギュネイは肩かたを狭せばめながらも打うち払はらう。おかしな攻こう防ぼうだ。

「貴様はその神の愛など理解しようともせず、屑くず箱に切って捨てた。貴様に神のお声など聞こえようはずもなく、むしろその神を現うつし世よに繫つなぎとめんとした聖なる巫み女こラクロアさまの頭を踏ふんづけた。そうやって一度は自分が滅めつ亡ぼう寸前にまで追いやっておきながら、今度はその国の味方をして英えい雄ゆう気取りだ。さぞ楽しかろうな。そして腹の底で笑っているのであろうな。おれがおまえらの家族を奪うばってやったというのに、他愛もなく騙だまされて、おれを、英えい雄ゆうよ、救世主よ、神よと崇あがめている、と！」

「い、いや、待て。待ってください。それは誤解だ。英えい雄ゆう扱あつかいなんてされたくなかったから、この遠えん征せいではなるべく目立たないようにしていたし……」

「噓うそをつけ。結局、カノンを解放したのもおまえの手て柄がらではないか！」

　ついにディドーは涙なみだをも浮うかべた目でギュネイをにらみつけた。

　つづけざま五本目の矢が飛んだ。しかしギュネイはもう剣けんを振ふるわなかった。六本目、七本目──ギュネイの足もとに次々突つき刺ささる。ぽろぽろ大おお粒つぶの涙なみだを流しながら狙ねらいを定められるはずはなかった。ディドーはしゃくりあげながら次の矢をつがえる。

「……それで、わたしにも貴様の目的が見えてきたのだ」

　本題に戻もどった。ディドーは泣きながらも、それだけに不気味な薄うすら笑いを浮うかべながら、

「あれだろう？　自分が火をかけたランドールを自分の手で再興し、十分力が蓄たくわえられたそのときにでも、また自分が退治しようというのだ。そうやってあちらについて、こちらについてしながら、絶えず自分が英えい雄ゆうだと讃たたえられたいのだろう？　そうに決まっている」

「いえ、そこまで暇ひまじゃないです」

「黙だまれ！」八本目、九本目がギュネイの背後の塀へいに刺ささった。「そうでも考えぬと理解できぬのだ。さもなければ、おまえは……」

「お、おれは？」

「民たみを思いやって、王家に敬意を払はらい、そのいずれをも、邪じや悪あくの手から身を盾たてにして守ろうとしているかのようではないか。実際、おまえは、災わざわいが降りかかる場面に颯さつ爽そうとあらわれた。邪じや悪あくをかっこよく退けた。こ、これではまるで、むかし母上からいただいた本にあった、伝説の騎き士しさまその人だ。胸に正義の誠まことが宿り、敬神にあふれて、邪じや悪あくをことごとく祓はらう強さを持った憧あこがれの騎き士しさまだ。きっと、わたしが鍛きたえ抜ぬかれた鉄の心の持ち主でさえなければ、おまえにころっと騙だまされていたにちがいない！　アア、アレヨ、デンセツノキシサマヨ、と乙女おとめみたいに手を揉もみ絞しぼって！」

「はあ」
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「おまえが伝説の騎き士しさまだと？　神に愛されているだと？　どの口がいうのだ！」

「自分はなにもいっておりません」

「そんな馬ば鹿かなことがあってたまるものか。おまえは〈邪じや竜りゆう〉だ、〈強ごう姦かん魔ま〉だ、そうだ、そうなのだ、そうだといえ」

「自分の口からはなんとも」

「そうなの！　そうじゃないと駄だ目めなの！」

　ディドーはついに泣いて手のつけられない駄だ々だっ子こみたいに頭を左右に振ふった。ギュネイは当とう惑わくを通とおり越こして慄りつ然ぜんとなった。

（あ、あれか？　女っていうのはみんな、普ふ段だん強く感情を抑よく圧あつされていて、時々あんな風に爆ばく発はつするものなのか？）

　ミネルバ王女や、もうひとり、よく知る女性の顔を思い出したが、さすがに口にはしなかった。彼かれにもわかっていた。おそらくディドーにもわかっているだろうということが、わかっていた。そう、前に確信したとおり。ディドーは『いい子』なのだった。

「なぜだ？」ディドーはぐずぐずとはなを啜すすりながら十本目の矢をつがえたが、今度はすぐさま放ちはせず、引いた弦つるにぎりぎりという不気味な音を奏かなでさせた。「なぜおまえのような〈邪じや竜りゆう〉が、〈強ごう姦かん魔ま〉が、ランドールを救おうとする？」

　ギュネイは小さく息を吸った。いままで正体を隠かくしたり誤ご魔ま化かしたりしてきたが、この相手にはもう通用しないだろう、と思ったから、

「聞かれたから答えるよ。……前に、おれの生まれ故郷も焼かれているんだ。おれといっしょに故郷を飛び出した友達も、その故郷を守ろうとして、死んだ」

　無表情にいいながら、ギュネイは剣けん帯に挟はさんでいる投げナイフの柄つかを指で弄いじっていた。

「なに？　誰だれにやられたというんだ？」

「ランドール軍だ」目を剝むくディドーに、ギュネイは早口でつづけた。「当てつけでいってるんじゃない。本当のことだし、そのときおれがランドールへの復ふく讐しゆうを誓ちかったのも事実だけど、それはもう終わった。ランドールが唱えていた神の理念も、諸王が『正義のため』手を携たずさえて国旗を揃そろえた歴史的事実も立派だったんだろう。大勢の人が血を流す意義も、ごく一部の人たちにはあったはずだ。でも戦争はもう終わったんだよ。理念も正義も形を失ったいま、これ以上無む駄だな血を流させたくない」

「それを信じろというのか？」

「信じるかどうかはきみ次し第だいだけど、信じてほしいとも思っている。おれがここで知りあったランドール人で、おれのことを〈竜りゆう戦士〉ギュネイだと知っているのはきみだけだ。だから、きみには信じてほしい」

　十本目を持っていたディドーの手が離はなれた。鋭するどい矢音とともにギュネイめがけて殺意が飛ぶ──かと思いきや、矢はそのままディドーの足もとに落ちた。女刺し客かくはがっくりと肩かたを落とし、それからなにかをいいかけた。が、

「待て」

　はっとしたようにギュネイが制した。

　表通りのほうが騒さわがしい。いや、それはカノンを奪うばい取とった直後からそうだったのだが、喧けん騒そうの種類が異なっている。歓かん喜きのものから、驚おどろきと戦せん慄りつのものへと。

　しばし耳を澄すましてみて、ギュネイにもその理由が理解できた。

　フォーゼの増ぞう援えんがやってきたのだ。




　フォーゼの旗を高々と翻ひるがえした隊は、整然とした動きでカノンに迫せまった。

　もともとはディラ・ロゴス攻こう略りやくのために編成された軍勢の先発隊で、ほとんどが騎き馬ばからなっている。数は三百前後。彼かれらはカノンから逃にげてきたイドリオ配下から情報を受け取ってか、すぐさまカノンの西から南側へと転進した。

　陥かん落らくさせられたばかりの出城をふたたび乗っ取ろうという動きだ。

　カノン奪だつ取しゆ直後は三々五々としていたランドール側だが、

「増ぞう援えんだと？　いまさらのこのこやってきても遅おそいぜ。追いかえしてくれる」

　と、クルスの命令も待たずに迎げい撃げきの構えを取った。連勝の高こう揚ようが新たな血を欲ほつしたのだ。出城の櫓やぐら門もんに、百以上の弓兵が所狭せましと並んでいっせいに矢を射かける。敵隊はぴたりと馬足を止めていた。馬からおりようともせず、また盾たてを掲かかげもしない。ばたばたと騎き馬ばが倒たおれ伏ふす光景が容易に想像できた。

　が、上空へ勢いよく打ちあがった矢の群れは、最初に放たれた一本が弧こを描えがききらないうち、瞬しゆん時じにして搔かき消きえた。

　弓兵たちは、えっ、という顔を見あわせた。まるで矢を放ったという事実が、神さまの気まぐれで『なかったこと』にされたような気分だった。何人か、いまの出来事を受け止められず、無表情のままもう一度矢をつがえようとした。

　次の瞬しゆん間かん。居並んだ弓兵たちを、矢と同じ運命が見み舞まった。




　あっという間に出城を乗っ取られた、と聞いて、ギュネイはカノン本城の南門へと向かった。

「ま、待て。どさくさにまぎれて逃にげるつもりか」

　とディドーも後ろからついてきている。

　同じころ、大通りで知らせを受けたクルスも、南門の城じよう壁へきへ急ぎ駆かけつけていた。

「き、聞いたか。出城にいった兵が、いっせいに消えちまったらしいぞ」

　それぞれの道中、兵や民たみたちがざわめいていた。

「いや、めっぽう目のいい奴やつが、焼け焦こげた死体を見ている。奴やつらは火を使ったんだ」

「馬ば鹿かな、火の手も煙けむりも見えやしないじゃないか。いったいなにがあった？」

（火？　兵が消えた？）

　ギュネイは嫌いやな予感がした。

　敵勢は足を止めることなくカノン本城の南門へとやってきた。馬はあくまで静々とした足取りだ。敵に攻せめかかる、というより、すでに敵勢を駆く逐ちくして味方の拠きよ点てんへ凱がい旋せんするかのようなそのゆったりとした態度に、

「野や郎ろう、舐なめやがって」

　ギュネイの傍かたわらにいた兵が弓を引ひき絞しぼった。敵勢は当然フォーゼの甲かつ冑ちゆうを身につけていたが、先頭の騎き馬ばだけが鎧よろい姿ではない。フードをかぶり、裾すそも袖そでも長い僧そう衣い姿。血染めのように赤いその僧そう形ぎようの騎き馬ばめがけて矢が放たれた。

　ひゅうっと風切る音。あやまたず、定められた運命みたいに僧そうの頭へ吸い寄せられていく。太い矢が額から後頭部へ突つき抜ぬけるかに見えたとき、その矢がまたも空中で搔かき消きえた。

「なんだと？」

　クルスをはじめ、矢を放った男も、城じよう壁へきに並んだ兵たちも、何事が起こったのかと、いっせいに城じよう壁へきの上から身を乗り出そうとした。いや、ただひとり、

「伏ふせろ！」

　ギュネイが叫さけんで体勢を低くした。たまたま近くにいたクルスの手を引く。

　ほかにギュネイの命令を実行できた者は十人といなかった。ほか、三十人余りがいたのだが、矢を放った当人を含ふくめて、次の瞬しゆん間かん、炎ほのおに包まれた。

　まるで全員が何十本もの火矢でいっせいに射い貫ぬかれたようだったが、ギュネイの顔に投げかけられたその色は赤々としたものではなく、むしろ奇き妙みように青白い。

　被ひ害がい者らは悲鳴をあげることも、火を消そうともがくこともできなかった。わずか一いつ瞬しゆんにして、彼かれらは命尽つきていた。あとは操あやつり糸の切れた人形よろしく、城じよう壁へきから落下していくか、その場に灰色の亡なき骸がらを横たえるばかり。

　一いつ瞬しゆんにして炭化した死者は煙けむりを吹ふいていたが、それも長くはない。城じよう壁へきの上を吹ふきつける風によって形を崩くずし変えられ、あとは細かい灰となって散っていった。

「こ、これは」

　クルスがさすがに息を吞のむ隣となりで、ギュネイは城じよう壁へきの狭はざ間まから敵勢を凝ぎよう視ししている。

　先頭の騎き馬ばがフードを手で撥はねのけると、長い黒くろ髪かみが重たげになびいた。

「やっぱり」とギュネイはどこかやるせなさそうにつぶやいた。「フォーゼの三騎き士しのひとり、〈聖せい杯はいの運び手〉のジル・オ・ルーン」










　　　　　　　３




　フォーゼの三騎き士しといえば、アレフを中心とした六英えい雄ゆうにはかなわないまでも、やはりランドール討とう伐ばつに大きく貢こう献けんした英えい雄ゆうとして広く名を知られている。〈聖せい杯はいの運び手〉ジオ、〈憤ふん怒ぬの人〉ガンダー、〈空裂さき童子〉ベルトラ。

　ギュネイは三人ともに面識があった。同じ戦場で馬や肩かたを並べて、ランドールと戦ったこともある。変わり者揃ぞろいだった。ガンダーは無口が過ぎて声を聞いたことが一度もないというほどで、ベルトラは朴ぼく訥とつとしすぎて雲のようにとらえどころがなかった。が、やはりもっとも印象深いのはジル・オ・ルーンだ。

「ほう、あれが、ジル」城じよう壁へきに身を屈かがめたクルスが、感かん嘆たんを顔に貼はりつけながらいう。「騎き士しどの、ご存じなので？」

「見たことはある」

「なにが見たことはある、だ。かつてのお仲間ではないか」

　いつの間にやらギュネイの背後で身を低めていたディドーが小声で毒づいた。幸い、クルスには聞こえなかったようだが、いまのギュネイはジルの顔から目が離はなせない。

　長い黒くろ髪かみの男は、年のころ三十前後。柔にゆう和わな笑えみが似合いそうな顔立ちは、しかし現在、戦場の空気にさらされて引きしまっている。

「青い颶ぐ風ふう吹ふきあれたのちに灰かい燼じんあり。〈聖せい杯はいの運び手〉があとにする大地にランドール人はなし。邪じや悪あくはことごとく焼きつくされる──」

　現在そのように謳うたわれるジルだが、もとは、国境近辺の教会を預かる平凡な司祭だった。

　ランドール侵しん攻こうの際に、彼かれのいた村も兵たちに襲おそわれた。教会内にかくまっていた人々は皆みな殺ごろしにされた。ギュネイ自身が、ランドール辺境の村で経験したときと同様だ。ただしそのときギュネイのような救い主はこの教会にはあらわれなかった。ジルは兵に取とり押おさえられながら、ひとり、またひとりと善良な信徒たちが殺されていく光景を見させられた。

「見よ、邪じや教きようの徒よ。これが偽いつわりの信しん仰こうを広めたおまえの罪だ」

　ジルは司祭の身だが、フォーゼ教会では叙じよ階かいされる前ならば妻帯が許されている。最後には、ジルの妻も、息子むすこも、兵の手にかかった。息子むすこはこのとき三歳さいにもならなかったそうだ。

　泣なき叫さけぶ声に混じって神への祈いのりを唱えていたジルは、胸に剣けんを突つき刺さされた。

「そのまま死していたほうがわたしには楽だったかもしれませんね」

　かつて、野営の際にジルが〈竜りゆう戦士〉ギュネイに語ったことがあった。

「だが、神はわたしに静かなだけの安らぎは与あたえてくださらなかった」

　ジルはかろうじて命だけはつなぎとめていた。教会には火をかけられたが、兵たちが去ったあと、柱の陰かげに隠かくれて惨さん劇げきをやり過ごしていた信徒の手で、外へ引きずり出された。

　生死の境をさまようこと数日。

　ようやく目を覚ましたジルは、灰かい燼じんと化した教会を目の当たりにして膝ひざをついた。ただしこの直後、彼かれは泣きも、叫さけびもせず、また神への祈いのりも、悪あく魔まへの罵ば声せいも口にしなかった。灰がうずたかく積もった教会跡あと地ちの隅すみっこに、きらりと光るものを目もく撃げきするなり、彼かれは膝ひざを擦こすりながら前進し、大量の灰を搔かきわけてそれを手に取った。丈たけ高い教会のアーチも、太い柱も、聖人像も、司祭たちの唱句も、そして善良な市民の今日糧かてがあることに感謝いっぱいの祈いのりを捧ささげる声も──、ジルが日常で慣れたありとあらゆるものが灰と化したなかにあって、ただひとつだけ、形をとどめて残されたものがあった。

「おお」とジルは落らく涙るいした。「おお、おお、神よ。神よ、神よ。これぞ奇き跡せきだ。これはまさしく聖せい杯はいだ。神がこの穢けがれた地上においてその御み手てで触ふれられた数少ない奇き跡せきの品。聖せい杯はいだ！」

　ジルを救い出した信者は、その光景に啞あ然ぜんとなったという。

「司祭さま、司祭さま、それは……ただの、コップです。教会が皆みなにエールやぶどう酒を振ふる舞まわれるときに使う、ただのコップです」

「なにをいう」

　振ふりかえったジルの目を見て、信者はぎょっとなった。血走ったその目から流れ落ちる涙なみだはあたかも血のようだった。

「あらゆるものが焼けて灰となるなかで、この品だけが邪じや悪あくの火を退けたのではないか。これが奇き跡せきでなくてなんであろう。これを聖せい杯はいと呼ばずなんと呼ぶのか。見よ！」

　司祭は黒い焼け焦こげのついた木製のコップを高々と掲かかげた。やはり黒く煤すすけた銀の帯金が鈍にぶい光を放ったが、それは当然なんの変へん哲てつもないただの日用品。信者は、おいたわしい、という顔をした。きっと正気ではなくなってしまったのだ──とも思った次の瞬しゆん間かん、彼かれは見た。

　ただのコップから、青い光が立ちのぼるのを。光はまばゆいほどの広がりを見せたが、その後、帯状の連なりとなってジルの周囲をひと巡めぐりした。まるで実体のない竜りゆうのようであり、青く研とぎ澄すまされた刃やいばの集合体のようであり、そして命ある炎ほのおのようだった。

「聖せい杯はいだ」青い炎ほのおに包まれながらジルはうっとりと囁ささやいた。「見よ、この炎ほのおはわたしを傷つけることはない。しかし」

　ジルが指差した先に、ランドールの旗があった。教会を『征せい服ふく』した証あかしに、兵士が戯たわむれで差しておいたのだろう。ジルの人差し指にまとわりついていた青い炎ほのおが、くさむらから飛び出す蛇へびそっくりの俊しゆん敏びんさでその旗へと跳とびかかった。直後、旗は跡あと形かたもなく消きえ失うせた。

「そう、これは邪じや悪あくのみを焼きつくす──すなわち、聖なるものを破は壊かいするランドールのまがまがしき炎ほのおとは対極をなすもの。神の御み業わざである。神はわたしから多くのものを奪うばいたまい、そして唯ゆい一いつのものを与あたえたもうた。邪じや悪あくをこの地上から滅めつせよという神の思おぼし召めしである！」

　ジルは高らかに吠ほえて、以降、奇き跡せきの力を扱あつかうことから従軍司祭とフォーゼ教会聖騎き士しの地位を同時に得ることとなり、対ランドールの前線において数々の手て柄がらをあげた。まさしくそれは神の奇き跡せきのようだったが、

「魔ま術じゆつだよ」

　のち、ギュネイがケイオロスに聞いたところ、〈賢けん者じや〉の結論は単純極きわまりなかった。

「あの『聖せい杯はい』なんざ、どこからどう見てもただのコップだろうが。信者や家族を亡なくしたことをきっかけにジルが魔ま術じゆつを操あやつる『意志の力』を身につけたに過ぎない。信しん仰こうが無む駄だだといってるんじゃないぜ。揺ゆるぎない、一点の曇くもりもない信しん仰こうがあるからこそ魔ま術じゆつは身につきやすい。目に見えない神の存在を実体として知覚するというのと、この世の法則を書かき換かえる力を操あやつるというのは同じことなのさ」

　魔ま術じゆつであれ、奇き跡せきであれ。

　ジル・オ・ルーンがランドールから恐おそれられ、味方からはこのうえもなく頼たのもしく思われていたのはまちがいない。ギュネイもそうだった。一見穏おだやかなこの司祭は、戦いとなると誰だれよりも激しかった。彼かれいうところの聖せい杯はいから飛び出る青白い炎ほのおは、彼かれが敵と断じるすべてのものに牙きばを剝むいた。居並ぶ敵を一いつ掃そうするのはもちろん、飛んでくる矢や、投石器から放たれる石の塊かたまりを空中で霧む散さんさせる防ぼう御ぎよの役割をも果たした。

　あまりに激しい力の代だい償しようか、一度振ふるうたびに肩かたで息をしていた。その間、無防備になる司祭の背中を守るギュネイに、

「かたじけない、〈竜りゆう戦士〉どの。さあ参ろう。神の導きにて地上から悪を滅めつするため！」

　そういうジルの微ほほ笑えみは人ひと懐なつっこくさえあった。

　ギュネイは、以前の『味方』が、『敵』となってやってきたことに激しく動どう揺ようしたが、

「フォーゼの三騎き士しであろうとなんだろうと、構わぬ」隣となりでクルスは剣けんを引ひき抜ぬいていた。「われらが仇きゆう敵てきであることに変わりない。討うち取とってくれましょう……そうですな？」

　一応は確かく認にんを求めた点、クルスはクルスなりにギュネイの言葉を受け止めてはいるのだろう。

「いや、待て」

　ギュネイはいまにも城じよう壁へきから駆かけおりて打ちかからんとするクルスを押おしとどめた。

　三騎き士しは、確かに変わり者揃ぞろいだったが、一度味方として認めあえれば、気持ちのよい連中ばかりだった。背中を預けて戦うこと数度。その背中に感じた頼たのもしい温ぬくもりはいまも覚えている。

　ギュネイはすっくと立ちあがると、城じよう壁へきの上に身をさらした。馬上でジルが聖せい杯はいをふたたび掲かかげんとするところ、

「待たれよ、フォーゼの聖騎き士し！」

　ギュネイが大だい音おん声じようをとどろかせると、司祭はつと身動きを止めた。

「おまえ、なにをする気だ？」ディドーが後ろで焦あせりの声をあげた。「〈竜りゆう戦士〉として名乗りをあげて、奴やつらを城内に引き入れる気か。おまえがギュネイだと名乗ったその瞬しゆん間かん、この矢でおまえの頭を射い貫ぬいてやるからな」

　近くにいるのにクルスに聞こえなかったのは、これもある種奇き跡せきのようだったが、ギュネイはもちろんここで正体を明かすつもりはない。事態がよりややこしくなるのは目に見えているからで、

「ここはランドールの領地である。フォーゼの騎き士しどのが何用で参られた？」

　あくまでランドール側の人間として問いかけた。と、

「ランドールという国はもはや存在しない、というのが諸王の認にん識しきであられます」ジルが、かつてもそうだったように深みのある声で怒ど鳴なりかえしてきた。「だというのに、この城を預かっていたフォーゼに刃やいばを向けてきたそのほうらは何者でありましょう」

「王家が一度絶えたとはいえ、ランドールの処しよ遇ぐうに関しては、いまだ、エレィノア、ダスケス、フォーゼの三か国で協議中のはず。預かる、などというが、勝手に城や街をわがものにしてよいはずがない。引かれよ、聖騎き士しどの。われらはフォーゼと敵対するつもりはない」

「なにをいわれる。ここまで来て」

「そうだ、なにをいうか。ここまでしておいて」

　ジルより先に反論したのは、後ろのクルスとディドーだ。性しよう根ねの部分も似ているかもしれない、と思いつつ、ギュネイは司祭であり聖騎き士しである男の返答を待った。

　数タック後、眼下から聞こえてきたのは高らかな笑い声。

「敵対するつもりはない？　ランドール人がダスケスの旗を掲かかげて身分を偽いつわり、手に手に武器を持ってフォーゼ人を殺さつ戮りくして城を強ごう奪だつしておきながら、敵対するつもりがない？　こ、これは傑けつ作さくであります。人ひと喰くい鬼おにが血まみれのナイフとフォークを手にうろついているのに『人間を喰くうつもりはない』と言い張るくらいの冗じよう談だんではありませんか」

　ほほほ、と当初女性じみた笑い声を奏かなでていたジルは、なにがそんなにおかしいのかというほどに笑いつづけて、しまいには腹をよじらせ、涙なみだをも浮うかべた。

（〈聖せい杯はいの運び手〉って、こんな人だったかな？）

　多少の狼ろう狽ばいを覚えつつ、ギュネイはなおも主張する。

「力ずくで奪うばったものならば、力ずくで取りかえされたところで異議など口にできぬもの」

「いまさら理り屈くつじみた言葉を口にしたところで、邪じや教きようの衆がフォーゼに刃やいばを向けた不ふ手て際ぎわからは逃のがれられませぬ」

「ふ、不ふ手て際ぎわというか。ならば、こちらこそ、カノンを不法に支配していたそちらの不ふ手て際ぎわを罰ばつしたまでだ」

　ギュネイとて交こう渉しようごとには慣れていない。ついつい売り言葉に買い言葉になってしまう。

（ちがう、こんな不毛なやり取りをしたいんじゃない。ジルならきちんと説明すればわかってもらえるはずなんだ）

　ギュネイは奥おく歯ばを嚙かみしめた。ジルは司祭というだけあって慈じ愛あいに満ちた男だった。自分の配下についた兵たちの名前をすべて記き憶おくしていて、戦いののち、兵がひとりでも亡なくなっていれば涙なみだながらに弔とむらった。

「そなたらの想おもいはひとつ残らず背負っていく」

　亡なき骸がらを前にしてその決意を述べるジルの背中に、ギュネイは少なからぬ感かん銘めいを受けた。託たくされた想おもいとは決して託たくされた側の負ふ荷かではなく、むしろ強さなのだ、とも思った。ギュネイが死者の魂たましいを背負うようになったことと、そのとき受けた感かん銘めいは決して無関係ではない。

　ギュネイは、相手の抱いだく慈じ愛あいの精神に訴うつたえかけるべきだと考えた。

「聞いてほしい、聖騎き士しどの。フォーゼとダスケスは、カノンを挟はさんでにらみあいながら、近きん隣りんの村々を制圧した。男手は強ごう引いんに徴ちよう収しゆうされ、逆らえば殺された。女もさらわれた。さらには、このカノンを支配していたイドリオ将軍は、押おし迫せまるわれら軍勢を前に、カノンの住民を盾たてに用いたのだ。女子供かかわりなく──というよりむしろ、女子供を率そつ先せんして引っ立ててきて、城じよう壁へきにずらりと並べて、矢の盾たてにしようとしたのだ。このような非道、見過ごせるものではない。たとえ滅ほろんだ国の住人とて、男であれば、戦士であれば、墓の下からよみがえってでもこの非道を正そうとするだろう。そうではないのか、聖騎き士しどの──」

「イドリオどのが、ほう、そうですか」

　司祭は笑うのをやめたが、さりとてギュネイが期待していたほどに心動かされた様子もない。焦あせったギュネイは早口でつづけた。

「フォーゼ人であるジルどのには信じがたい話かもしれないが、しかしまったくの事実なのだ。だから──」

「信じておりますとも。あのお方も、あれでいて、熱心で敬けい虔けんな神の信者ですからな」

（なに？）

　ギュネイは勢いよく言葉を重ねようとした名残なごりで、口をぱくぱくと開閉させたが、発すべき声を失ってしまった。対するジルのほうこそ重ねて、

「ランドール人を盾たてに用いた？　結構なことではないですか。悪あく魔まにそれなりの存在意義を認めたという点では、イドリオどのはお姿にも似ずなんとも慈じ悲ひ深ぶかいお方だ。で、その慈じ悲ひ深ぶかいイドリオどのをあなた方はどうしました？　聞いておりますよ。捕ほ虜りよにもせず、尋じん問もんもせず、その場で焼き殺したとか。まさしく邪じや教きよう徒のやり口だ」

「いや、し、しかし──」

「かつては同じ国民をも生いけ贄にえに捧ささげていたランドール人が、妙みようなことをいうものですな。いまさらわれらと同等の倫りん理りを有している振ふりをしたところで、われらをあざむけるとでも思っているのですか」

「ま、待て。ともかく、フォーゼがランドール領を荒あらすのは、諸王の合議に反している！」

　ギュネイは必死で話を戻もどそうとした。とにかくいま主張した一点だけは、フォーゼ騎き士しとて受け入れねばならない事実であるのだが、

「邪じや教きよう徒は根絶せねばなりません。この世からひとり残らず。これは神の大いなる意志であられます。他国の王の決定や、他国の法よりもそれは尊ばれるべきもの」

「そ、それでは、フォーゼのほうこそ、合議や法をないがしろにする無法者ではないか──」

「あはははは」ジルは頰ほおを引きつらせながらもう一度高笑いをした。「さっき、貴き殿でんはなんとおっしゃった？　力ずくで奪うばったものならば力ずくで取りかえされても文句はいえぬ、と、確かそういいましたな？　それと同じことでしょうよ。そも、最初に法を、合議を、聖典をないがしろにし、あまつさえ破り捨てたのは誰だれであり、どの国であるのか？　最初に侵しん略りやくの火を起こし、他国領に土足で踏ふみ入いったのは？　罪のない人々を焼き殺し、首を刎はねて、心臓をえぐりとったのは？　あははは、ははは、すべてランドールにほかならぬでしょうよ！　なら、ランドールは同じことをされても異議は唱えられませんねえ！　絶対に、必ず、未来永えい劫ごうにわたって。そう、そうでなくては、規律も正義もこの世にあったものではありませんものねえ！」

　激しい波に弄もてあそばれる小船にも似て、波なみ頭がしらのてっぺんからぐんと高さの落ちた最下層にまでなんべんも行き来されているような、それほどに感情が大きく起き伏ふくするなか、ギュネイは強い疑問を抱いだいた。

（なんだ？──あれは誰だれだ？　おれは、誰だれと話している？）

　ジル・オ・ルーンだ。背中を預けられるほど頼たのもしい、気持ちのいい『味方』。慈じ愛あいに満ちた司祭。彼かれは、あんな、相手を虫けら同然だとみなしているような、言いい換かえるなら、不快な笑い方をする男だったか？　ちょっと見ないあいだに変わってしまったのだろうか？

　風が吹ふいた。城じよう壁へきの上からまた灰が散った。

「では、聞くが」

　ギュネイの問いかけはいままでより静かなものだった。

「なんでしょう？」

「この城を手にして、貴き殿でんはどうするつもりだ？　城下に住まう人々は？」

「皆みな殺ごろしです」

　ジルはにこりと微ほほ笑えんだ。うっかりすれば笑いかえしたくなるような笑えみを浮うかべて、

「地上は信しん仰こう心篤あつい、善良なる人々のもの。当然でありましょう。邪じや教きように堕おちた悪あく魔まどもに居場所はありません。炎ほのおの世界であれ、極ごつ寒かんの世界であれ、好きな地じ獄ごくへいくといい。それを拒こばんでなお地上にとどまるというなら、わが聖なる炎ほのおで地じ獄ごくへの旅路をお手伝いして差しあげるまでのこと」

「あの男、いわせておけば」

　カッとなったようにクルスが立ちあがろうとしたが、ギュネイはその肩かたに手を置いた。

　クルスはそれだけではっとして居住まいを正した。よほどカノンを巡めぐる戦いとギュネイの言葉に影えい響きようを受けたらしい。ある意味素す直なおすぎる男だ。

「……わかっていますとも、騎き士しどの。ここで短気を起こしては敵の思うつぼということくらい。うむ、わたしには最初からわかっております。しかし、フォーゼの精せい鋭えい相手では、わが部隊でどれほど喰くい止められるものか。ここで篭ろう城じようしようにも、糧りよう食しよくにどれほど余よ裕ゆうがあるかはわからず」

「篭ろう城じようしても無む駄だですよ」まるでこちらの会話が聞こえたかのようなタイミングでジルはいった。「わたしの聖せい杯はいから迸ほとばしる炎ほのおの前には、城門は無意味。こちらの進軍を邪じや魔まする矢の群れも一いつ掃そうできます。つまり、わたしはただひとりで城を落とすことだってできるのです」

「どうかな」

「どうせなにもできぬあなた方は、そこでこそこそ隠かくれて邪じや悪あくな神に祈いのりのひとつも捧ささげておくとよいでしょう。正義の刃やいばですでに討うたれた神がなにをしてくれるかはわかりませんけれど……おや、騎き士しどの、いま、なんとおっしゃいました？」

「どうかな、といった」

　ギュネイは、以前イドリオがしていたように城じよう壁へきの縁へりに足を置いていた。顎あごを傲ごう然ぜんとそびやかしている。ジルは大おお仰ぎように肩かたをすくめた。

「どういう意味で？　あなたが祈いのりの声を唱えれば、邪じや神しんがこの世に降りてくれるとでも？　おお、それは見物だ。ぜひやっていただきたい。わたしは邪じや神しんと戦う機会がなかったものでね、六英えい雄ゆうの方々に討うち取とられたと聞いて少し残念な思いもあったのですよ。もう一度降りてきてくださるなら、ぜひこの手で──」

「おまえがただひとりで城を落とせるはずがない、という意味でいったんだ」

「ほう？　まあ、信じてもらえずとも結構。どのみち、これから嫌いやというほど事実を突つきつけられるのですから」

　ジルは嘲ちよう笑しようしたが、

「あまり大きく出るんじゃないよ、〈聖せい杯はいの運び手〉」同じくギュネイもせせら笑った。「おまえが自分でいうほどの力の持ち主なら、六英えい雄ゆうを押おしのけて、おまえが邪じや神しん討とう伐ばつの筆頭になっているだろうが。だけど、そうじゃない。おまえは六英えい雄ゆうにおよびもしない、ってことだ」

「なんですと？」

「聖せい杯はいの炎ほのおとやら、確かに威い力りよくは抜ばつ群ぐんだが、一日にそう何度も発揮できるものじゃなかった。魔ま術じゆつには『意志の力』が必要なんだよ。おまえの炎ほのおはそれを大きく消費する」

「魔ま術じゆつ？　魔ま術じゆつといいましたか、わたしが神から授さずかったこの奇き跡せきを」

「ああ、この世でもっとも偉い大だいな賢けん者じやがそういっていたからな」

「訂てい正せいしていただきましょう」

「訂てい正せいする必要を認めない」

　ジルの顔から薄うすら笑いが消えていった。クルスもディドーも言葉がない。逸はやろうとするクルスを押おしとどめておきながら、これではまるで、ギュネイのほうが挑ちよう発はつしているようだ。

　いや、実際──。

　ギュネイは『敵』を挑ちよう発はつしていた。

「確かにおまえでも城ひとつくらいは奪うばえるかもしれない。ただし、その城におれがいなければの話だ。これからおまえは、嫌いやというほどにこの事実を突つきつけられることになる」

　幸い、フォーゼ三騎き士しのうち、ほかの二人はいない。ならばこのジルの魔ま術じゆつさえ一手に引き受ければ、先せん遣けん隊は追いかえせる、とギュネイは踏ふんだ。

　──踏ふむのはいい。

　しかし、なんのために？

（ふざけるな）

　怒いかりだった。

　大工の父と、力ちから自じ慢まん揃ぞろいの兄たちとの生活がどうにも馴な染じめずにいたところ、親友に手を引かれて故郷を飛び出た少年。その親友の命をランドールに弄もてあそばれ、涙なみだに暮れながら、激しい怒いかりを禁じ得なかったあのとき。その怒いかりによく似たものが、かつての少年の胸中で螺ら旋せんを描えがきながらのたうちまわっている。

（ふざけるなよ。ザッハの貴族も、ダスケスの王子も、フォーゼの聖騎き士しも。動こうともしないエレィノア王も）

（頭にきた。もう、いい加減頭にきた。いいか、おれは頭にきたんだからな）

「おい」後ろでディドーが声を低めた。「以前の味方とやりあうつもりか？　それとも、これは打ちあわせ済みの芝しば居いかなにかか。邪じや竜りゆうめ、わたしを騙だまそうとも」

「黙だまれ」

「な、なに？」

「騎き士しどの。ずるいではないか。ひとりだけ名乗りをあげようとは。このわたしとて──」

　クルスもいったが、

「黙だまれ黙だまれ黙だまれ」

（どいつもこいつも黙だまれ。黙だまってやがれ）

　ギュネイに聞く耳はない。彼かれは腰こしから剣けんを抜ぬき払はらった。

「試ためしてみようじゃないか、憐あわれでいかれた聖騎き士しどの。おまえが城を落とせるという事実、おれがそれを阻はばむという事実。どちらが真実の重さをもって神の天てん秤びんを傾かたむけるかを」

「ほう」馬上のジルは眉まゆを逆立てた。「ほう！　この、〈聖せい杯はいの運び手〉に勝負を挑いどまれるというのですか。それはつまり、ランドールがフォーゼと正式に敵対することになる、と。それでよいのですな？」

「語るに落ちたな、馬ば鹿かが。ランドールなどとうにこの地上にはないといったのはどこのどいつだ。ランドールもフォーゼも関係ない。道理のわからない馬ば鹿かは、すべてこの──〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が相手になる、とそういっているんだ」

　ギュネイははじめて自分でその通り名を口にした。

　それは決して誇ほこらしげでも、勇ましくもなかったものの、ギュネイという個人にとって大きな人生の分ぶん岐き点であったのはまちがいなかった。

「いうものですな。皆みなの者、手を出すな。これは悪あく魔まの遣つかいを滅めつするわが聖務であれば！」

　赤い僧そう衣いの裾すそをなびかせながらジルが馬から跳とびおりた。手には当然、例の聖せい杯はいがある。

　ギュネイは城じよう壁へきの縁へりにもう片方の足を乗せると、

「いくぞ」

　ひと声あげつつ、城じよう壁へきを跳とび越こえた。
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　高さは八クラット以上もある。跳とぶ寸前に、ギュネイは兵士が落としたであろう槍やりを手にしていた。着地の寸前、槍やりを地面に突つき刺さす。瞬しゆん時じにして砕くだけたが、全身に伝わる衝しよう撃げきを鎧よろいの魔ま力りよくで軽減しつつ、ギュネイは地面を前転した。

　聖せい杯はいを手にしたジル・オ・ルーンと向かいあう。

「曲芸はお上手のようですな、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉」

「おまえほどじゃない」ギュネイは改めて剣けんを構えた。「薄うす汚ぎたないコップから炎ほのおを出すなんて、路上の客をにぎわす大道芸じゃなくてなんだというんだ」

「わが炎ほのおの強大な威い力りよくがいっそ恨うらめしいほどですよ。あなたはわたしの信しん仰こうを足あし蹴げにしたことの後こう悔かいを覚える間とてなく、一いつ瞬しゆんで燃えつきるのですからねえ」

　いうなり、ジルは左手にした聖せい杯はい──見た目には、年季の入ったただの日用品──を胸の前に掲かかげると、右みぎ腕うでを上にかざした。すると、まるでその右手に招かれたがごとくに口の部分から炎ほのおが揺ゆらめいた。自然界のものとは異なる証あかしにそれは寒々しいまでに青白い。

「神の裁きを受けなさい、異い端たんの騎き士し」

　ジルは右みぎ腕うでを大きく振ふるった。

　腕うでが空に描えがいた軌き跡せきをなぞるかのようにして、青白い光が聖せい杯はいから伸のびあがる。

　飛来してくる矢の群れを、そして、城じよう壁へきに並んだ弓兵たちを、一いつ瞬しゆんで焼きつくした炎ほのおだ。

　それが、速く、鋭するどい弧こを描えがいてギュネイを直ちよく撃げきした。

　黒い騎き士しは地面の土もろとも蒸発してか、むわっと熱い蒸気が巻き起こった。

　ジルが微ほほ笑えむ。彼かれが一対一の戦いで敗れたことなど一度たりとてなかった。

「口ほどにもない。邪じや教きようの徒よ、祈いのりを捧ささげる暇ひまもなかったあなたの代わりに、わたしが祈いのって差しあげましょう。もっとも地じ獄ごくに堕おちた亡もう者じやの耳にその祈いのりが届くことなどあり得ないでしょうが──」

　ジルは閉じかけた目を、次の瞬しゆん間かんにははっと見開いていた。

　熱い蒸気からギュネイの姿が横っ飛びにあらわれた。危あやういところで回かい避ひしたのだ。だが炎ほのおは地面を跳はねて、まるで獲え物ものを追う青白い大おお蛇くちなわのようにギュネイを追つい尾びする。速度は矢にも劣おとらない。一、二度、奇き跡せき的にかわせたところで、いずれは頭から吞のまれ、消えてしまうのは目に見えている。

　しかしギュネイの速度も尋じん常じようではない。右に跳とんだかと思えば左。後方に跳とびすさった直後には前方へ宙がえり。自身の影かげさえ追いつかないのではないかというほどの速度に、

「おお」

　城じよう壁へきの上のランドール勢、その下に整列するフォーゼ勢から等しく感かん嘆たんの声があがった。

「ほほう、お見事。まさしく曲芸だ」

　そういうジルは右みぎ腕うでを振ふりたくっている。炎ほのおはその腕うでの動きにあわせて跳はねている。

「しかしいつまで逃にげられますかな。わが炎ほのおに狙ねらわれて最後まで逃にげのびた者などひとりもいないのですよ」

　確かに逃にげるだけでは埒らちが明かない。

　が、同じ目線で見ているフォーゼ勢はともかく、城じよう壁へきの上から見おろしているクルスは気づいた。

（距きよ離りが縮まっている）

　凄すさまじいほどの速度にも似ず、じわじわと、アリの歩みにも似ているほどののろさで、しかし確実に、ギュネイは炎ほのおから必死に逃にげ惑まどっている振ふりをしながら敵との距きよ離りを縮めていた。

　ジルの、左右に動かす腕うでの振ふりが大きくなっている。視界を越こえてギュネイが移動しているためだ。つまりはそれほど接近している証あかしなのだが、そのとき、ちょうどジルの正面にギュネイの姿が来た。

　時が止まったように誰だれもが錯さつ覚かくした。目で追えないほどだった〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の姿が、誰だれの目にもあざやかに見えたから。

　すなわち、停止した。いや、あまりの猛もう攻こうに停止させられたのか？

　歓かん喜きの表情を刻んだジルは、右みぎ腕うでを垂直に叩たたきおろした。

　同じ動きをもって、ギュネイの後方から青白い炎ほのおが降り注いだ。

　とともにギュネイの姿が消えた。

　吞のまれたのではない。ギュネイはこの瞬しゆん間かん、速度をもう一段階あげた。最後の最後のために余力を残しておいたのだ。土をこそげ取るほどの勢いで地面を蹴けりつけたギュネイは、身を低く屈かがめながらジルめがけて一直線に駆かけた。低空を放たれた一いつ矢しにも似て。

「あっ」

　と声をあげたのはジル当人か、余よ裕ゆうをもって戦いを眺ながめていたフォーゼの騎き士したちか。

　大きな動きで地面に叩たたきつけられた炎ほのおが跳はねかえる。そのときにはもうギュネイの姿はジルの懐ふところにあった。ギュネイの剣けんがジルの胸めがけて突つき入いれられる。

　闘とう争そうする両者の影かげがひとつに重なりあうかに見えたとき、ギュネイの姿は後ろに跳ちよう躍やくしていた。それを見て、

「あっ」

　と今度はクルスのほうが大声をあげた。

　ギュネイの手にした剣けんに血のりはない。命中しなかったのだ。それどころか、剣けんは刀身を半ば以上失っていた。

「わたしの左手を使わせるとは」

　ジルは微ほほ笑えみを浮うかべつつも、その声には戦せん慄りつの響ひびきがある。彼かれが胸に掲かかげていた聖せい杯はいは、左手の支えを失っていた。にもかかわらず、同じ場所で固定されている。すなわち宙を漂ただよっている。そして聖せい杯はいを握にぎっていた手はどうしているかというと、目の前にかざされていた。

　ジルの全身が青白い炎ほのおに包まれている。聖せい杯はいから出される炎ほのおは、右みぎ腕うでのみならず、反対側の腕うででも操あやつれるものがあったのだ。それをとっさの防ぼう御ぎよ用ようとして身にまとわりつかせることで、胸に届く寸前だったギュネイの剣けんを溶とかしたのだった。

「なるほど、いうだけはあります。その速さも強さも、あの〈竜りゆう戦士〉どのを思わせるほどだ。だが、あの御ご仁じんとあなたとでは決定的なちがいがある。それがあなたにとって最大の不幸。そう、わたしと敵対しているということだ」

　間かん髪ぱつを入れず右手を振ふるう。ふたたび命を得た炎ほのおがギュネイを追う。

　ギュネイはそれをかわしざま、こちらもふたたびジルに迫せまろうとするのだが、今度は左手で操あやつられた炎ほのおが殺傷力のある盾たてとなって前進を阻はばむ。

「ひとりの敵に一対ついの炎ほのおを出すのは久しぶりですよ。それをせめてもの誇ほこりとして地じ獄ごくへ堕おちなさい」

　笑ってはいるが、ジル・オ・ルーンの表情にもさほどの余よ裕ゆうはない。むしろ汗あせにまみれ、身体は小刻みに震ふるえている。ギュネイの指し摘てきしたとおりなのだろう。この炎ほのおは大量の魔ま力りよく──ケイオロスいうところの『意志の力』を消費する。最初右手だけで戦っていたのも、このあとの城攻ぜめを考こう慮りよして力を残していたと考えられる。いまは持ち得る限りの力を使っているため、消費も激しいのだ。

　ではジルの魔ま力りよくが限界を迎むかえるのを待てばいいかに思われるが、ギュネイはギュネイで余よ裕ゆうがいっさいない。限界というなら、カノンの城を奪うばいかえした時点でギュネイはすでに限界を意識していたではないか。ジルに一いち撃げきを浴びせるために残しておいた力も、先ほど炎ほのおに弾はじかれた時点で使い果たしてしまった。

　それを見み越こしてか、同じく疲ひ弊へいしているはずのジルも攻こう撃げきをやめない。右を大きく振ふるい、ギュネイを移動させた先に左手の炎ほのおで追おい討うちをかける。ギュネイはかろうじて身をかわすものの、その速度はあきらかに落ちていた。城じよう壁へきの上からも目で追える。クルスは歯は嚙がみした。ギュネイの剣けんは刀身を半ば以上失っているのだ。

「騎き士しどのっ」

　叫さけんで、剣けんを投げ入れようとするも、すんでのところで踏ふみとどまった。

　この一いつ騎き打うち、フォーゼ勢は近くにいながらも手出ししていない。ここで自分が手助けすればフォーゼも容よう赦しやなくギュネイに矢を射かけるだろうし、なによりクルスの重んじる騎き士し道に反することとなる。

　ギュネイは駆かけつづけていた。逆にいえばそうするしかない。炎ほのおは絶えず彼かれを狙ねらっている。そのうち、さらに息もあがる。

　誰だれからも見えない兜かぶとの下の顔は苦く渋じゆうを刻んでいた。

　ギュネイの足もとに炎ほのおが迫せまる。小高い岩が目の前にあり、ギュネイはその陰かげへと飛とび込こんだのだが、炎ほのおは岩をも一いつ瞬しゆんにして溶とかして迫せまってきた。地面のそこかしこに轍わだちのような黒い亀き裂れつが刻まれて、白い蒸気が噴ふきあがっていた。

　まさしくこの炎ほのおは、ジル以外のすべてを焼きつくすのだ。

「ぐっ」

　地面を這はう炎ほのおを跳ちよう躍やくしてよけたギュネイを、追つい撃げきの炎ほのおがついにかすめた。

　地に叩たたきつけられる。鎧よろいの脇わき腹ばらから背中にかけてが溶とけ崩くずれていた。

　ギュネイは「うわあっ」と悲鳴をあげて地面をもんどりうった。青い炎ほのおが追う。避ひ難なん場所を求めて別の岩いわ陰かげへと転がったが、先まわりした炎ほのおでそちらも焼かれた。進退窮きわまってか、

「くそっ、こんちくしょう、こっちに来るな！」

　ギュネイは地面に転がる石やら矢やら、あらゆるものを手て当あたり次し第だいに投げつけはじめた。無論、すべてが蒸気と化す。

「くふっ」ジルが汗あせまみれの笑えみを浮うかべた。「あわれ。もはや逃にげ場ば所はありませんよ。神の炎ほのおに骨一片ぺん残さず焼きつくされなさい」

　いつしか、辺りにもうもうとした蒸気が立たち込こめていた。城じよう壁へきの上にさえ熱風が吹ふきつけてくる。クルスが汗あせを拭ぬぐう間にも、すでに眼下の二人は霧きりに包まれたようになって、影かげしか見えなくなっていた。

　戦っている両者とて同様だ。しかしジルには影かげさえ見えれば十分だった。休まず波状攻こう撃げき。ギュネイの体勢がさらに乱れた。地面に両りよう膝ひざをつく格好となる。

　もはや逃にげられない。

　容よう赦しやなく最後の一打が見み舞まわれると、ついにギュネイの影かげが地上から消し飛んだ。

「終わりましたか。地じ獄ごくでもつきせぬ炎ほのおに焼かれつづけるがよい」

　ジルは熱気に満ちた戦場跡あとで、口にし慣れた祈いのりを誦じゆするかのようにいった。

　その首に後方から腕うでを巻かれたのは次の瞬しゆん間かん。いつの間にやら、ギュネイはジルの背中に乗っていた。ただし鎧よろいはつけていない。

（馬ば鹿かな）

　だから、ジルは相手がギュネイかどうかさえ確かく認にんできなかった。すでに喉のどをきつく絞しめあげられて声も発せられない。振ふり向むこうにも万力で固定されて首を動かせない。

　最後の一打が見み舞まわれたあの瞬しゆん間かん。ギュネイはあえて両りよう膝ひざをついて敵を誘さそった。しかしそれでは逃にげきれない。ならばどうしたかというと、ギュネイは鎧よろいを脱ぬぎ捨すてたのだ。そう、一いつ瞬しゆんで脱だつ着ちやく可能なガイフレイムならでは。鎧よろいをそのままの姿で残しざま──蒸気が立たち込こめるなか、ジルにはそれが〈黒こく狼ろうの騎き士し〉その人の姿に見えた──ギュネイは炎ほのおの狙ねらいが逸それた瞬しゆん間かんにジルの背後へとまわり込こんでいた。そして炎ほのおがガイフレイムを溶とかす寸前に腕うで輪わの形に戻もどすことで、ジルの目にはあたかも〈黒こく狼ろうの騎き士し〉が炎ほのおに包まれて消失したように見えたのだ。

　そして今度は、首を絞しめられたジルの両りよう膝ひざが落ちる番だった。手足をばたつかせてのはかない抵てい抗こうもほどなく止やんだ。あとは意識が絶えるのみ、と思われたとき、

「か、神、よ」

　ギュネイは目を剝むいた。喉のどをきつく絞しめられながらもそんな声を絞しぼり出だせたのは、まさしく──聖せい杯はいから炎ほのおを呼び出すよりよほど──篤あつい信しん仰こう心ゆえに招いた奇き跡せきのようだった。

「神、よ、力を……、邪じや悪あくを、ひとつ残らず滅ほろぼせる力を」

　呼吸を止められたその顔は赤い、どころかもはやどす黒い。それなのに神へ言葉を投げかけるこの男を、

（変わっていないんだな）

　とギュネイは思った。一種の慨がい嘆たんと驚おどろきとともに。ギュネイはなおも腕うでに力を込こめた。




　熱が薄うすらいだとクルスが感じたときには、蒸気もあらかた風に流されていた。あわてて城じよう壁へきから身を乗り出して眼下に目を凝こらす。

　激しく争っていた二つの影かげは動きを止めていた。一方は立ち、一方はその場に倒たおれ伏ふしている。勝者は誰だれか。

「おお」

　とクルスは無意識のうちに声をあげ、直後、

「おおおおお」

　両陣じん営えいからどよめきの声があがった。

　ランドール勢は歓かん喜きを、フォーゼ勢は絶望をその声に乗せていた。

　ギュネイはふたたび鎧よろいを一いつ瞬しゆんにしてまとって、悠ゆう然ぜんと立っていた。一方のジルは口から泡あわを噴ふいて白目を剝むいたままぴくりとも動かない。

「ま、まさか」フォーゼ騎き士しのひとりが唸うなるような声を発した。「聖騎き士しさまが、ジルさまが」

「敗れたというのか!?」

　乗り手の激しい動どう揺ようが伝わってか、フォーゼ騎き士しの馬たちがいななき、荒あら々あらしい鼻息をあげて、たくましい筋肉をわななかせた。

　あまりの驚おどろきと、そして強い逡しゆん巡じゆんが、騎き士したちに身動きを許さなかった。

（ジルさまを倒たおすほどの騎き士しだ。ここはいったん退かなければ）

（いや、強かろうが、たかだかひとり。ジルさまをこのまま敵地に残しておくわけにもいかぬ。ここはわれらが槍やりを揃そろえて突とつ撃げきするべきだ）

　無言のままに相反する意志が交こう錯さくする。と、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉はもはや敗者に興味はない、といわんばかりに、ジルに背を向け、騎き士したちのほうへと一歩を進めた。

　手にしていた剣けんを肩かたより後ろに振ふりかぶる。

　投げた。

　フォーゼ先頭集団の目の前に突つき刺ささる。たかだか剣けんのひと振ふり、それも半分以上が失われた、もはや役にも立たぬ剣けんだというのに、これも乗り手の気持ちを反映してか、馬たちがいっせいに前まえ脚あしを振ふりあげた。

「ひ、退けっ」

　叫さけんだのは誰だれだったか。まるで馬のほうに先導されるような格好で、騎き士したちはいっせいに手た綱づなを引いて、槍やりではなく「退け退け」という声を揃そろえながら、城から西へと離はなれていった。

　城じよう壁へきの上からは、〈黒こく狼ろうの騎き士し〉の名前を讃たたえる声が鳴りやまない。

　ギュネイはフォーゼ騎き士しの去った方角に目をやりながら、しかし勝利の余よ韻いんには浸ひたっていなかった。本音をいうなら、いますぐにでもここを駆かけ去りたいのだ。魔ま力りよく──『意志の力』が限界を超こえている。ちょっとでも気を抜ぬいてしまうと、鎧よろいが〈竜りゆう戦士〉のものとしてよく知られる形状に戻もどってしまいかねない。

　そうなった場合の結果はもちろん目に見えている。いま〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を讃たたえる声は、〈竜りゆう戦士〉を憎にくみ、罵ののしる声に様変わりして、歓かん呼この声の代わりに雨あられと降り注ぐのは無数の矢。クルスなどは「おのれ、団長の仇かたきめ」と目を三角にして、地の果てまでもギュネイを追いかけようとするだろう。

（いったい誰だれが敵で、誰だれが味方なのやら）

　ギュネイは苦笑いめいたものを兜かぶとの下で浮うかべかけたが、すぐに、はっとなった。

　気持ちのよい、頼たのもしき『味方』は、いまや邪じや悪あくな『敵』そのものだった。

　逆も然り。不死騎き士し団のなかでも腕うで利ききで、ギュネイの仲間たちを散々苦しめ、あるいは恐おそれさせた『敵』は、兜かぶとを脱ぬいで相対してみると、未熟さが抜ぬけきれない、素す直なおすぎるほどの若者でしかなかった。

　彼かれらのなにかがが変わってしまった、ということではない。どちらも変わりはしない。

　変わったとするならギュネイの立場ひとつきり。ただそれだけのことで『味方』も『敵』も恐おそろしいほどに様変わりしてしまう。

　そんな、ある意味でこのうえもなく凡ぼん庸ような戦いの真実を、〈竜りゆう戦士〉とも讃たたえられる戦士がはじめて身に染しみるほど実感していた。

　心も身体もへとへとになっていたギュネイの頭にふと、またも〈賢けん者じや〉の言葉がよぎった。

（『選せん択たく』──、選せん択たく）

（おれは、なにかをもう選んでしまったのかな？）




　カノンを巡めぐるこの戦いの知らせは、そののち諸国に伝わっていく。当事者たるフォーゼ、ダスケスはもちろんのこと、ようやく復興の道のりを歩みはじめたザッハ、そして、ランドールに関しては沈ちん黙もくをつづけていたエレィノアにも、それぞれ時間差はあれど、支配者階級をはじめとする大勢の人間に知られていった。

　エレィノア王都近きん郊こうにある大聖堂。

　その地下最下層。

　高さ十五クラットにもなる神像を中央に安置して、それを取り巻く形で何層もの回かい廊ろうを巡めぐらせたここは、エレィノア教会における最大の聖域とされており、またかつては女によ人にん禁制だった。

　現在、ただひとり例外を許された少女が、神像の足もとにひざまずき、無言のままに祈いのりを捧ささげている。

　銀糸で刺し繡しゆうを施ほどこした純白のローブ姿だ。フードの部分がか細い肩かたから背中におりていて、金色のさらさらとした髪かみが露あらわになっている。

　ものいわぬ神と、微び動どうだにしない少女による静せい謐ひつな対話は、それそのものが尊い聖画のようでもある。あまりの信しん仰こうの深さゆえに、ついには少女が神の像と一体になって、青銅色に固められてしまったかのような──。

　と、その『対話』を邪じや魔まする無ぶ粋すいな音が後方から聞こえてきた。大きな扉とびらが左右に開いて、カンテラを手にした、助祭の格好をした男が近づいてくる。足取りがあわてていた。

「いかがなさいました」

　神像の一部と化していた物体ににわかに血が通って、若い肉体が息づきはじめた。

「ここで騒さわがしくするものではありませんよ」

　少女は小さくたしなめつつも、なお像に正対していた。

「申しわけありません、姫ひめさま」男は少女から距きよ離りを隔へだてた後方で膝ひざをついた。「緊きん急きゆうのご報告がございます。かの国ランドールにおいて、ふたたび邪よこしまなる動きがあったとのこと。〈黒こく狼ろうの騎き士し〉を名乗る何者かが、ランドールの城を預かっていたフォーゼ軍を力ずくで退けたとか。またも邪じや悪あくな神が目覚めようとしている予兆ではあるまいかと司祭さまたちも騒さわいでおられます。姫ひめさまならば、これに関してなにか神のお告げを受けてはおられないかと思い──」

「〈黒こく狼ろうの騎き士し〉──」

　不ふ吉きつな名を口にするかのごとくそっとつぶやいた少女は、すぐにはっとなってふたたび神像のほうを振ふり仰あおいだ。

　それを見た助祭はまるで鉄棒に打うち据すえられたかのように平へい伏ふくした。

「も、もしや、お告げが!?」

「ええ、ええ──」

　少女は肩かたにかかった金色の髪かみを揺ゆらしつつ、しきりに頷うなずいている。

「お、お教えください。神はなんと？」

「神のお声とは、わたしたちが具体的に『言葉』として知覚できるものではありません。それはたとえるならあり得ぬ色しき彩さいで描えがかれた絵画であり、気が遠くなるほど広がりと奥おくゆきのある音楽であり、難解な隠いん喩ゆをちりばめた物語詩のようでもあるのです──」

　少女の性格によるものだろうか、『姫ひめ』と敬われる立場でありながら、さっきもいまも、助祭をたしなめる口調はどこかためらいがちで、おずおずとしている。

　が、ようやく振ふり向むいて立ちあがった『姫ひめ』は、その大人しさがうかがえる口調やはかなげな容よう貌ぼうにも似ず、桃もも色いろの頰ほおを強く引きしめており、

「凶きよう兆ちようです」

　それだけははっきりとした声で告げた。

「不ふ吉きつな言葉と映像と音楽が、無数の死者が恨うらみの声をあげる未来を告げております。このまま〈黒こく狼ろうの騎き士し〉とやらを放置していれば、ふたたびいくさになるのは避さけられないでしょう。ただちに父上──国王さまと、大司教さまに連れん絡らくを」

「はっ、姫ひめ……いえっ、〈純潔の聖女〉さま！」

　助祭はこれ以上低くする場所などないというほどさらに身を低くした。

〈純潔の聖女〉──、

　すなわち、〈運命の勇士〉アレフや〈賢けん者じや〉ケイオロスに並んで、邪じや神しん討とう伐ばつをなし遂とげた六英えい雄ゆうのひとりにして、その他五人の運命を導いたことで各教会からもっともその名を讃たたえられるエレィノア国王女。

〈竜りゆう戦士〉ギュネイの初はつ恋こいの相手だった。
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　あとがき




　これは、まっさらな新シリーズです。

　わたし、杉すぎ原はら智とも則のりがかつて書いた物語の続編ということはありませんし、映画やらゲームやらアニメやら、その他の媒ばい体たいを原作とした外伝作品でもありません。まぎれもなく、新しい物語のスタート地点なのです。




　──と、わざわざ断らせていただいたのにはもちろん理由があります。

　本作の主人公ギュネイは、もともとは平へい凡ぼんな大工の息子むすこだったのですが、運命に導かれるまま生まれ故郷をあとにして、世界を暗雲に包もうとしていた邪じや悪あくなる神、そしてその神を崇あがめる王国ランドールと戦うことになります。

　まさしく王道ファンタジー、スタンダードな英えい雄ゆう物語の第一章、といった趣おもむきですが、本書はそこからはじまる物語ではありません。

　戦士として少しずつ成長していくその過程で、ギュネイは、ひと癖くせある、しかし頼たのもしき仲間を次々に得ていきます。これが第二章。

　ギュネイたちの戦いもむなしく、邪じや神しん王国ランドールは版はん図とを拡大する一方。時には敗北し、時には味方の死に涙なみだを吞のんで、その都度決意を新たにしていきながら、ギュネイは彼かれにとって最良の武具を得ます。これが三さん章しよう。

　それからは激戦、死し闘とう、大戦争の連続。何度となく窮きゆう地ちに追いやられつつも、かろうじて死線をくぐり抜ぬいていくギュネイ。大工の息子むすこだった彼かれは、いつしか〈竜りゆう戦士〉という称しよう号ごうを得るようになります。これが四章、五章、六章……ええい、七、八、九章。

〈竜りゆう戦士〉は多くの犠ぎ牲せいを支し払はらい、同時にかけがえのない大事なものをも得て、ついにはランドール国の王都にまで歩あゆみを進めて、世界をその手に摑つかみかけていた邪じや神しんカダッシュを打うち払はらうのでした。全十章完。めでたしめでたし。




　……ではなく、本来エンドマークが出てしかるべき『ここ』こそが、本編のスタート地点なのです。

　本書に換かん算さんすると十冊以上の分量が必要になるであろう大冒ぼう険けんが終わった、『その後』。

　一市民に戻もどったギュネイが、平和ではあるけれどそれなりに大変な日常を過ごしていた折り、新たな冒ぼう険けんが予告もなくはじまります。

　ふたたび邪じや悪あくな勢力が息づきはじめたランドールへと向かったギュネイは、〈竜りゆう戦士〉の剣けんを、槍やりを、正義の意志をもって振ふるうことになるのですが……。

　そう。

　物語のタイトルにあるとおりです。

　一度は救世の英えい雄ゆうとまで讃たたえられた〈竜りゆう戦士〉ギュネイは（次巻以降の予告も兼かねてあえて断言しますが）いずれ、〈邪じや神しん騎き士し〉として世界から恐おそれられるようになるのです。

　いったいなぜ？

　──邪じや悪あくな神に取り憑つかれた、もしくは操あやつられた？

　いいえ。

　──ギュネイはもともと世界征せい服ふくの野心を抱いだいた若者だった？

　いいえ。

　──どっちかのギュネイが偽にせ者ものだった、ってオチ？

　いいえ。

　──男がそこまで心変わりする理由なんてひとつしかないわ。彼かれはランドールの女性を愛してしまったのよ。彼かの女じよのためなら世界を敵にまわしても構わない、ってほど強きよう烈れつにね。

　いいえ……。

　──じゃあ、女にフられたか、男にホられたかして、自や棄けになったんじゃねーの。

　いいえ！




　すべての経緯いきさつは物語上で語られていくことでしょう。

　かつて英えい雄ゆうと呼ばれた男がなぜ世界を敵にまわすことになり、そしていかにして世界と戦たたかい抜ぬいていくのか。

　おそらく、わたしが書いてきた小説の主人公のなかではもっとも（肉体的には）強い、〈邪じや神しん騎き士し〉ギュネイの活かつ躍やくを、ぜひお楽しみください。


杉すぎ原はら智とも則のり
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杉すぎ原はら智とも則のり

前作出版以降、体調を崩しました。いまだに引きずっております。作中で毒を飲ませた某公子の呪いかもしれません。いつか浄化（リベンジ）の機会をうかがいつつ、薬を飲んで大人しく寝ます。ＺＺＺ。
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イラスト／魔ま太た郎ろう

はじめまして魔太郎です。今回若い女の子からお爺さんまで様々な人物を描いたりなどとても新鮮でした！　是非挿絵のほうも見て楽しんでいただけますと幸いです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書は書き下ろしです。
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